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3 「青銅の巨人」下巻
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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■27







　秋深まりゆく城下。

　すばる姫───五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめの飛ひ泉せんの城の中庭で、涼風と落ち葉に肩を撫なでられながら、ぽつぽつと語らうのは東とう野や巧たくみと雨あめ乃のの二人。

　東野はベンチ脇の地面に膝をつき、地球から持ち込んだ数台のマウンテンバイクＭＴＢを手入れしている最中です。脇には、白はく狼ろうの初はつ雪ゆきが寝そべり、作業の手元をじっと見つめています。

　青せい藍らん探検部の旧ベースキャンプからの移動の足として、すでにバイクは役立てられたばかりです。いつものルートよりは遠回りとなる、平へい坦たんで走りやすい地形を選んでの移動でしたが、懸念されたトラブルもなく、徒歩で二日かけられていた行程を一日に短縮して到着しました。

　非常時下につき、特別に使用を許されたバイクでしたが、問題無く運用されれば今後も移動の足として利用させてもらえるかもと期待がふくらみ、整備にも力が入ります。

「ありがとうな、初雪。迎えにきてくれて」

　ねぎらわれた初雪は、ぽかんと邪気のない瞳で東野を見返します。その体格はずいぶんと成長をみせながらも、まだ子供っぽさの抜けない若い狼の表情に東野は微笑します。

　昨日は、初雪と数頭の狼たちが、東野たちの前に現れました。それも予想よりずいぶんと手前の山やま間あいで。今回の予定外の訪問を、すばるが事前に察知した、というよりも、城の周囲への警戒の厳しさが増しているということなのでしょう。

　狼たちは初めて目にする二輪の乗り物にとまどって警戒しているようでしたが、一行の中に御み陵ささぎ真ま世よがいたこともあり、すぐに緊張を解き、調査官たちを案内するように先導しながら山を駆けはじめました。

　ペダル越しとはいえ、とにかく自分の足で、狼たちと肩を並べて自然を疾走する貴重な経験は、東野には爽快で心地の良いものでした。

　ただひとつ気がかりなのは、他の狼たちとは違い、初雪だけはいまだに雨乃から一定の距離をおいて近寄ろうとしないことでした。

「ふぅ……」と一仕事を終えて、黒ずんだ手をぬぐう東野。

　先輩たちの車体も含め、バイク数台の手入れを終えた東野は、雨乃の座る机に近寄りました。

「そっちはどうだ、雨乃？　手伝えることあるか？」

　木の机にずらりと並べられたのは、やはり地球から持ち込んだ雨乃の装備一式でした。すべて虚ヌ惑テ星ラの長期間の滞在を可能とするものです。空気と反応して放電する空気電池バッテリーの予備や、ボディ補修用の特殊な塗料や潤滑液などなど。

　地球から虚惑星への転送によって、劣化が生じていないかを一つ一つチェックしています。雨乃にとっては、いざという時に使えなかったでは済まされない大切な装備です。

「あっ、はい。大丈夫ですよ。こちらもそろそろ終わりそうですから」

　にこやかに返事をする雨乃。

　長椅子に腰掛ける雨乃のすぐ隣には、幻げん肢し虎このアヴギスが前脚を折りたたんで座り、ぐるぐると喉を鳴らしていました。

　日頃からよくアヴギスにちょっかいをかける初雪は、隣にいる雨乃を意識してか、そばに近寄れず、離れた場所でしょんぼりと頭を低くしています。

　他の狼たちが、なわばりを巡回するために城を出ていってしまったのに初雪だけが残ったのは、どうやら雨乃を監視しているつもりのようです。

　なかなか改善されない関係に残念そうな雨乃は、気をとりなおして東野に話しかけました。

「突然のミッションで、期末試験のお勉強もフイになっちゃいましたね、巧さん」

「……まったくだよなあ。こんなことなら、試験勉強なんかサボって土ど居いに誘われた映画でも観みに行けばよかったぜ。ドリアンが空飛んで人を襲うやつ」

「ド、ドリアンがですか？　土居っちさんは、ほんとうに変わったご趣味をお持ちですねえ。土居っちさんこそお勉強しないといけないはずなのに……いつもあちらこちらに走り回ってばかりですよね」

　土ど居い道みち成なりは、東野の親しい友人で自転車ツーリング仲間です。東野と雨乃のふたりにとっては共通のクラスメートでもあります。

「あいつ、電動自転車セルフレームのツーリングは断固否定派だけどさぁ、一生懸命ＭＴＢ漕こいで走ってる雨乃を見たら何ていうかな」

「むむぅ……」

　ロボットである雨乃を挑発するような東野の冗談に、眉を寄せて抗議する雨乃。

「そろそろ無駄な抵抗に気づくべきですよ、土居っちさんも、それに巧さんも！　自転車だって電動モーターだって人類の素晴らしい発明じゃないですか。自分の世界をひろげてくれる便利なものは、どんどん使っていくべきです！」

「はは、わりぃわりぃ。いや、本ほん馬ば技ぎ研けんの子供だけあって、雨乃の走ってる姿はすげー様になってたぜ」

「えへへ、そうですとも！　ボク、本馬の子ですから。二輪や四輪で走らせたら、ちょっとしたものですよ？」

　ふたりが談笑している中庭に、先輩の調査官が現れました。

「ジブンら楽しそうやな」

「あ、先輩」

　落ち葉を踏みながら現れたのは、眼鏡をかけた女子調査官。今回、同行した先輩調査官の一人、七なな久く保ぼ小さ枝えです。

「おややん？　うちのチャリまでみてくれたんか。いやー助かるわー。うちチャリのベタベタ嫌いやねん。おおきにな」

「もう交渉は終わったんですか？」と雨乃が不思議そうに尋ねます。

「それがなー、妙な流れになっとって……二人とも来といて？」

「ＵＮＰＩＥＰアンピープ日本支部とすばる姫とのトップ会談で、俺たちは通達待ちだったはずですよね」と東野。

「いうても……ああなったら、どう転ぶんかわからんし。あんたたちがいたって構へんやろ」

「まあ、許可つきってことならぜひ」

　煮え切らない七久保の口ぶりに顔を見合わせながらも、東野と雨乃は頷うなずきました。




　午前の早い時間から登城し、すばる姫との交渉にのぞんだのは、ＵＮＰＩＥＰ日本支部の調査官たち四人。

　青せい藍らんの御陵真世部長、日ひ吉よし坂ざかの早はや瀬せ諒りょう、大阪府立南な雲ぐもの七久保小枝、そして同じく南雲の天てん竜りゅう主かず馬ま日本代表です。

　話し合いといえばお決まりの、城の上層部にある殿楼バルコニーに向かうのかと思いきや、向かったのは下層の大広間でした。

　東野たちが近づくと、カン、カン、とぶつかり合う木ぼっ剣けんの音が耳に届きます。

「試合の音……？　いったい誰が？」

「……わわっ」

　不思議がる東野の肩に身を隠すように、雨乃がぴたりと張り付きました。

「ん？　ああ、雪ゆき割わり丸まるか」

　大広間へと続く渡り廊下には、白狼の雪割丸がどっしり巨体を構えて、鳶とび色の瞳で異邦の客人たちを見据えていました。とことこと東野たちのあとをついてきた初雪とアヴギスは、雪割丸に従ってその場にとどまりました。じっと視線をはずそうとしない雪割丸に雨乃は身をすくませながら、先へ向かいます。

「うちもまだ怖いわあ」と、甘ったるい作り声で東野にすがってみせる七久保。

「そういうのいいんで」

「なんや、もっとときめかんかい」

　大広間は元は石造りの城館を和風に改装した、広いひんやりとした板の間です。

　その中央では、長い金髪を結い上げ、たすきで袖を縛りあげたこの城の主あるじと、上着を脱いでシャツ姿になった天竜が、練習用の布を巻いた木剣を握って、切っ先を突き合わせていました。

　板の間の壁際では正座した御陵が、はらはらと二人の対戦を見つめています。その隣では早瀬が、草野球の観戦でも楽しんでいるかのように両足をほうりだしていました。

「まだやっとったとは。この時間のない時に、ほんまなんやっちゅーねん」

「また落語を一席上演されるよりはよかったんじゃねーの」

　小声で文句をたれる七久保に、早瀬が気休めを口にします。説明もなく急に呼び立てられてきた後輩二人も、おそるおそる窺うかがいつつ彼らの隣に腰をおろしました。

「……っ……」

　客席側の間延びした空気とは相反して、激しい試合の攻防に目を見張る東野。

　稲荷いなり直すなおと共に滞在していた日々のあいだにも、幾度か鍛錬としてすばる姫と木剣を交まじえた東野には、こうして傍はたから見ていても、彼女がなんら手加減をせずに木剣を振るっているのが実感できました。

　受け損なえば打撲、悪くすれば骨折も免まぬがれぬだろうするどい連撃を、天竜は冷静に対処しさばいています。

　威勢良く声を張り上げる天竜に、対するすばるは無言で剣をすべらせます。

　他の者たちの目にどう映ったかはわかりません。しかし東野には、威勢のいいかけ声とは裏腹に、天竜は力を出し切ってはいないように見えました。

　御陵の落ち着かない様子も、どちらの身を懸念してのものなのか。東野の視線は知らず知らず御陵にも引き寄せられます。

「…………」

　それでも正面からの鍔つば迫ぜり合あいでは、あきらかに天竜の膂りょ力りょくが勝り、押されたすばるが膝を折って姿勢を崩しました。一瞬のこととはいえ、東野の前で彼女がそんな失態を見せたのは初めてです。

　観衆がひやっとする際どい駆け引きがさらに何度か繰り返されたのち───

　頃合いとみたのか、どちらともなく二人は剣をおろし、退さがって礼を交わしました。

　すばるのもとに御陵が歩み寄ります。

「あの……お怪け我がされませんでしたか？」

　気遣わしげな御陵に汗を拭かせるに任せながら、すばるは評します。

「剣の腕に覚えあり、という天竜殿のお言葉は、増ぞう上じょう慢まんではないようじゃな……」

「おおきに───お言葉、まことに恐縮です」

　すばるに向けて再び深く頭こうべを垂れる、その天竜自身もうっすらと汗を浮かせています。

「……次はわからぬがな。また異い日じつの手合わせでは身どもが一本取るやもしれぬからの」

「いやいやいや、お姫さん？　めっちゃ息あがっとるやん、大丈夫？」

　横から口を挟んだ七久保をじろりと睨にらむすばる。

「天竜殿は本気を出してはおらん。身どももそうじゃ」

「そりゃ曲がりなりにも親善試合やから」

「どうかの……天竜殿の心持ちを映し出しているようにも思えたがな……」

　またもや天竜をねめつけながらこぼす、負け惜しみの混じったすばるの口ぶりには、御陵も七久保も顔を見合わせ肩をすくめました。

「あの、これって結局何だったんです……？」

　ほっとした雨乃が、早瀬にこっそりと尋ねます。

「いやね？　御陵先輩がさ、天竜代表は自分の許嫁いいなずけですって、あらためて紹介してからさ、なんか途端にすばるさんの機嫌が悪くなっちゃって。今回の巨人・放浪者対策の本題に入る前に、一度手合わせをして、俺たちの技量が如い何かほどのものか把握しておきたいって。とんだやぶ蛇」

　ああ……と目を細める青藍の一年生二人。

「お二人とも初対面では無いはずですが……まだお伝えしていなかったんですね、うちの部長さんたら」

「ハハッ、それは確かにやぶ蛇だったっていうか、真世先輩も切り出す間が悪かったな。そういうとこあるっすよね」

「だよなー。ま、主馬……天竜代表のほうもどうせ楽しんでんだろうけど」

　早瀬にあわせて、呆あきれながら笑ってみせる東野。

「…………」

　そんな東野のすこし寂さみしそうな微笑を、雨乃はそっと見つめていました。




　───親善試合の後、そのまま広間で車座となり、会談が再開される運びとなりました。東野たちも同席したままです。

「昨夜ゆうべのうちに、前もってお伝えしていたことの要点を、もう一度挙げます」

「うむ、頼む───なにぶん、急な訪問に、突然の願い出だったからの」

　御陵の言葉にすばるは頷きました。居合わせる東野たちにも配慮してくれたのでしょう。交渉の要点を順に確認していきます。

「一つは、トラコサリスたち放浪者勢力への警護目的として、わたしたちの出来る範囲ですばる姫の身の安全を確保させていただきたい、というものです」

「……ふむ」

「滞在者候補はまずわたくし御陵真世が。それから早瀬諒、東野巧、そして虚惑星探査機の藤ふじ森もり雨乃の四名となります。いずれもすばる姫と面識のある調査官です」

「……なるほどの」

　先を促す反応をみて、御陵は続けました。

「もう一つは……我々、虚惑星調査官への巨人対策への協力の要請です。詳しくは昨夜お渡しした、ＵＮＰＩＥＰ本部、ならびに我が日本国内閣総理大臣からの親書にしたためられた通りです」

「ふむ。そちらは目を通させてもらった」

「はい。巨人はいまや日本国内だけでなく、国際的に強い関心を寄せられています。もし巨人が地球への脅威となるようでしたらば、その影響の範囲と性質を調査し、すみやかに原因を取り除きたいと考えています。今回、突然参上しましたのは、まずはそのお願いのためでした」

「親書には、地球への脅威となる現象が、すでに起き始めていると書かれておった。用件はその二つじゃな？」

　と、確認するすばるに御陵はちょっと弱り顔になります。

「いいえ、実は……もう一つあったのですが……」

「ふむ。それは察するに傀儡くぐつ師しか。あの者への直じき々じきの嘆願、もしくば身どもに折せっ衝しょうの橋渡し役の依頼、というところじゃな」

　すばるの推察に、御陵は小さな溜め息まじりにうなずきました。

　傀儡師───放浪者たちから負わされた怪我の療養のために、この地にしばらく逗とう留りゅうしていた虚惑星人ヌテラリアンの旅商人ですが、すばるの話では、前回御陵たちが城を訪れて帰還した直後には、まだ療養半ばながら、もう本業に復帰して城を離れてしまったというのでした。

　行商の旅に出発してからすでに一週間が過ぎていました。

「お手前たちが、あの銀輪の《ばいしくる》とやらを駆ってまで急せき立たったのは、良い判断だったとは思うが……残念ながら、傀儡師あれはいつも行き先を秘しておる。今から方々へ、ヤマイヌたちを追っ手に向かわせたとしても、見つけ追いつくかどうかは、見込みのない賭けというところじゃな」

　傀儡師にはやたらと厳しい態度をとる彼女。

「じゃあ、ブロンテは？」と尋ねたのは東野。「従者として傀儡師に同行していったはずですよね。大傀儡のディドロも小屋からいなくなっていた」

「あの智慧ある者ソロンの娘か」

　前回の御陵や雨乃たちの訪問の時に、すでにブロンテはこの地にはいなくなっていました。実際には、ここから五千キロも離れた、東野たちの長なが門と水すい産さん担当区域で、こそこそと暗躍していたのです。

　傀儡師はその不在の理由を「退屈して野山を闊かっ歩ぽしておるのでしょう」などと、とぼけた様子で説明していたそうです。が、ブロンテの振る舞いを直接目撃した東野たちには、その傀儡師の言葉がとても真実だとは思えませんでした。

「……ブロンテはその後も結局こちらには姿を見せなんだの。傀儡師めにしても、いつもあやつは煙のように立ち去るが、それも今からふりかえると、傷も癒えきらぬまま逃げるように出立したように思う。東野殿の懸念ももっともじゃな」

「そうですか……」

　傀儡師とブロンテが旅立ち、その足跡を追えなくなったという事態は、彼らの駆使する『商人の路みち』、虚惑星人の利用する転移機関テレポーターとおぼしき技術について追究する機会もまた遠ざかったことを意味していました。

　声を沈ませた東野をしばし見つめていたすばるは、ついに天竜へと向き直ります。

「では問おうとしようか、天竜殿」

「───はい」

　探検部の日本代表は先ほどから、ぴんと背を伸ばした正座ですばる姫の言葉を待ちうけていました。

「……大おお嵐ぞれ殿は身どもにこう申した」と天竜を見据えるすばる。「自分たち自身で解決出来ぬ難題を、身どもに頼ることは出来ぬ、と。その場しのぎの手立てを講じても、根幹からの解決にはならぬ、とな」

「それは大嵐らしいな」ほくそ笑む天竜。

「地球の者たちが窮きゅうしておるのは、親書の文面からも痛いほどに解わかる。身どももそれは憂苦してはおる。じゃが……」

　二つの申し出の可否を返答する前に、すばるは調査官たちに問いかけました。

「日ひの本もとの調査官を代表する天竜主馬殿、それに調査官の諸しょ兄けい諸しょ姉しら、そなたたちはこの企くわだてに、心から納得しておるのか？

　身どもに過度に肩入れをすることは、すなわち敵を作るということでもある。身を守るためならば、身どもはいくらでも力添えをいたそう……しかし、此こ度たびの話はそうではない。お手前たちは戦う者ではなかろう？」

「その覚悟はあります！」

　大広間に毅き然ぜんとした声を響かせたのは東野でした。すばるはそんな東野に、ちらりと眼まな差ざしを向けながらも、そのまま続けます。

「……天竜殿は、従える後輩の調査官たちを、死地に追いやるかもしれぬ危き惧ぐを重々承知の上でやってきたのじゃろう。この地レ母イ星アで過ごし、身どもも与あずかり知らぬ異邦の地へ赴いての《みっしょん》、決して軽んずるつもりはない」

「…………」

　うやうやしく頭を下げる天竜は、依然、寡か黙もくを保ちながら、すばるの弁に耳を傾けています。

「仮に、真世たちをこの城に留とめおくとしてじゃ、天竜殿ご自身はどうなされる？」

「自分は外国の調査官たちと合流して、巨人を追います。そのパーティには大嵐も、七久保も参加するでしょう」

「放浪者対策とやらは、真世たち四名のみか？」

「いいえ。すばる姫のお許しがあれば、さらにこの付近の地形に詳しい、上かみ狛こま倖さちや多た賀が太た一いちのパーティを派遣して、放浪者の足跡をたどらせる所存です」

「ほう、上狛殿たちがのう……それは一寸ちょっと見み、頼もしい話に聞こえるが……」扇子を取り出して、はしっと打ち鳴らしては、話し相手に向けるすばる。「何やら弖て爾に乎を波はが合わぬとは思わぬか？」

　すると天竜は、真顔をゆるめて、にやりとほくそ笑みます。

「……やっぱり、わかりますわなあ」

「ふん。ここで空そらとぼけぬだけ、傀儡師よりはましじゃな」

　すこし空気が変わってきた気配に、東野や雨乃は、置いていかれ気味です。

「えー？　どういうことよ？」

　と、早瀬などは臆面も無く声をあげます。

「いいっすか、部長。うちなりの愚察を述べても」

　と、挙手したのは七久保。天竜がうなずきます。

「うちらにとって負担の大きい放浪者対策と、巨人対策を、あえて同時に進めようとするんは、そこに関連があるからやろ？　つまり、すばる姫を警護するっちゅうのは半分は口実や。実際は、お姫さんに首輪をつけておこうっちゅう腹なんとちゃうか」

　七久保の歯に衣きぬを着せない言葉を聞いても、すばるは意外な顔を見せません。大意では同意しているのです。天竜の態度も同様でした。

「…………っ……」

　さきほど威勢良く覚悟を述べたばかりの東野は、ぐっと思い詰めた表情になり、顔を赤らめます。そんな東野をチラリとすまなそうに見た七久保には、雨乃が目を丸くして詰め寄りました。

「ボクたち首輪なんですか!?　七久保ナナ先輩!?」

「ナナいうな。あーせやな、要するにＵＮＰＩＥＰはすばるさんを完全に信頼しとるわけやない。巨人の件と、すばるさんや傀儡師についても、なにか疑うところがあるんやないか」

「ふーん、なるほどね」と早瀬。「地球のお歴々にしてみりゃ、放浪者も、すばる姫も、どっちも顔を合わせたことのない虚惑星人ヌテラリアンだ。今になって巨人が動き出した事態に疑いを向けるのも推して知るべしか」

「そんなはずありませんよ！　すばるさんが、そんな───」

「そう確信できるのは、俺たちだけってことか」

　東野が御陵の様子を窺うかがいます。

「…………」

　後輩たちの一連の会話に、御陵はみるからに胸を痛め、うなだれていました。

　特に、これから長く城下に留とどまろうかと自分たちなりの覚悟を用意して訪れた東野や雨乃たちにはできれば聞かせたくなかった───言ってみれば、彼らを大人たちの生々しい都合の世界に巻き込む、権けん謀ぼうの色が濃すぎる話でした。

　座した姿勢を崩さぬまま、静かに御陵を見守る天竜の穏やかな瞳。

　そんな二人をついと一いち瞥べつしたすばるは、こほん、と小さく咳せき払ばらいをして、すっとその場で立ち上がりました。

「されども、されどもじゃ。身どもは約束をした。お主たちの力となると。それが二つの星の血をひく身どもの務めじゃとな。なれば───権謀には権謀で応えよう」

　そう告げながら、舞の仕草で、手に持つ扇子を調査官たち一同に振り向けては、ぱっと開きます。

「頭こうべをもどせ、真世。許嫁殿の前で、そう物もの倦うじした顔をするでない」

「そ、それとこれとは今は関係ありません！」と少し顔を赤らめて抗議する御陵。

「首輪とは、身どもを監視し束縛する、手て枷かせ足あし枷かせのような意味合いじゃな。そのような役目では、お手前たちも不本意じゃろう」

「でも、すばるさんのことを心配に思っているのは本当です。他意が含まれているとしても、不満というわけでは……」

「…………」

　見上げる御陵の眼差しを受け止めるすばる。

「身どもを慕ってくれるのはむろん喜ばしい。しかし天竜殿と真世、其方そなたたちは調査官の身でいられる期限がもう間近に迫っておるのじゃろう？　ならば躊躇ためらうことはない。みずからの望むように致せ」

　息を吞のむ御陵。さらにすばるが詰め寄ります。

「真世、わごりょは天竜殿の《ぱーてぃ》に加わり、巨人を追いたいのではないか？」

「…………はい」

　ぐっと歯を嚙かみしめ、本心をさらけ出してうなずく御陵。

　いつかの冬の夜すばるに向けて、遠くへ行きたい、もっとこの星のことを知りたいと吐露したあの瞬間と同じ、切なる願いを込めた瞳で。

　そんな彼女の横顔に東野は想おもいを新たにされ、自分に引き寄せて考えます。すばる姫の警護は誇らしいミッションかもしれません。けれど、今、巨人という明らかな脅威があり、虚惑星と調査官たちの未来を揺るがす事態が進行しているのに、ただ傍からみているだけなのはとても苦痛です。しかも東野自身は、一年生調査官たちのなかで只一人、三等調査官となり、虚惑星への入星を許された立場なのですから。

「他の者らは如い何かにする。身どもにはかなわぬ願いじゃとしても、お手前たちが地球へ戻る折に、口添えの文ふみを持たせるくらいはできる。たとえば、この城に置く者は身ども自身で信頼に足る者を選ばせて頂く……とかの」

　と、婉えん曲きょくな口実での肩入れをほのめかしながら、すばるは皆に尋ねました。

「───巧さん」

　顔を寄せ、頼もしげに東野の名前をささやいた雨乃が、こくりとうなずきます。

　それまで知らなかった、天てん真しん爛らん漫まんなばかりではない少女をそこに見つけ、東野はどきりとします。

「ああ……ごめんな。雨乃」

　微笑を浮かべ首を振る雨乃に背中を押されながら、東野は決意を口にします。

「───天竜代表！　俺も、そのパーティに加えてもらえませんか。ＥＵ支部へ、南欧の調査区域へ、一緒に行かせてください」

　元々、巨人対策を強く意識しながら、上級生たちのチームに参加した東野です。こうしてすばるの城へやって来たこと自体が意外な展開だったのです。

　ふむ、と顎をかく天竜。しかしそんな思案ぶりもポーズばかりにみえます。

「……ま、そう来るわな。ああ、来てくれ東野。せやけどな、同行したとしても虚惑星へ行けるとは限らん。現地のＥＵ支部で待機組となる確率のほうが高い。かえって、この城にいたほうが自分の力を振るえる場所があったと、あとで後悔するかもしれん。それでもええんやな？」

「はい！」

　応答する二人の男子の姿を、すばるは扇子で口元を隠しながら、うんうんと得心した様子で眺めています。

　後方では、やや熱血な展開に呆れて引き気味な七久保がぼやきます。

「そうきたかー。何となくそうなる予感してたわー。けど、どないしょかな……」

「あれ、地球帰還組の七久保さん？……もしかして？」とわざとらしい声を出す早瀬。

「ああ待って待って、ちょっと考えさせてぇ。部長はあんな調子いい事言うても、人員バランスってもんがあるやろ……」

「たぶん稲荷さんも南欧行きに交ざる可能性高いと思うけどねー」

「だから待ってって言っとるやろ？」




　すばるの城に実際に誰が残るのかは、今夜までの懸案となりました。

　ひとまず話題を変えて、交渉役が七久保にとって代わります。

「そんなら、巨人対策のほうを詰めさせてもらいますよ？　うちのことは、今回来られんかった大嵐さんの代理と思うてください。ちなみに、その大嵐先輩は今は地球で、花はな屋や敷しき先輩らとデータ解析やっとります。元調査官の舎人とねり主任や、もちろん国連の技術部とも協力して。

　現在、判明しとる巨人の発見地点とか移動ルートとか、それら情報源からどうやってうちらが巨人の行き先を推測しとるか。資料は親書と一緒にお渡ししてますね」

「以前も耳にした龍脈モデルとやらじゃな……うむ、なかなか興味深い」

「あの分厚いのもう読んだんかーい！」とアクション付きで突っ込む七久保。彼女自身も前もって必死に読み込んできた資料だっただけに尚なお更さらです。「ま、まあ、そうです。うちらが『龍脈モデル』にこだわっとるのは、モデルから導かれた地球側の予測地点で、虚惑星由来の物質が発見されたこと───それから、同じくモデルから導かれた予想地点に対応する、虚惑星側での報告があったことですわ。インド支部の調査区域内で、巨人が出現し、転移した痕跡が見つかったという。それが、国連を動かす決定打でした」

「身どもが警告してきたことではあるが……怪物の正体が、巨人、というのはすでに確信しとるのじゃな」

　確認を求められた天竜がうなずきます。

「───ええ。俺自身が目撃したわけではありませんが、その見方が主流になっとります。発見当初は、巨大生物と思われていましたが、形状からみて、それぞれ巨大な人ひと形がたの一部であるとみなされるようになりました。東野と七久保は、長門水産探検部の調査区域で、左右どちらかの前腕に相当する人体パーツに遭遇しています。パーツといっても十五メートルを超える巨大なものですが」

　悲痛に顔をゆがめるすばる。

「……東野殿が出向いたその地には、ほむらもおったのか？　ほむらの術は、魔法はどうじゃった？」

「魔法が効いた様子はありません。すばるさんの言っていた通りです」と東野。

　襲撃時に負傷した相あい月づきの魔法もまた、効果は無かったと後から知らされました。

「うちの炎の槍フランジュビリもあかんかった。プラズマの炎槍が効かんとか、反則や！」

「……炎などもってのほかじゃ……」とすばる。

「なっ……炎はあかんのか。さ、先に言っといてほしいわ！　ま、それは置いといて……」

　自分の憤いきどおりを大げさに払って七久保は説明を続けます。

　板の間に広げられた、虚惑星全体の荒い解像度の地図。重ねて、地球のアジアやヨーロッパ半島といった諸大陸のアウトラインが描かれています。

　さらにその上に、実際に撮影された怪物の写真と、目撃証言から合成されたＣＧモデルのプリントアウトを並べます。なかには南雲の平ひら岡おかが撮影に成功した、東野やほむらたちが遭遇した巨大海獣の写真も含まれていました。

「現段階では虚惑星全土で計四体の巨人のパーツが確認されとる。その内訳は、直接の目撃例が二件、移動の痕跡のみの発見が二種類・七件や。それらの向かっている方向を総合すると、おそらく南欧地域で交こう叉さすると思われる。虚惑星上における、地球の南ヨーロッパに対応する地域ってことやけど」

　地図上の一地点に指先を置く七久保。

「───次に巨人が発見されよるはずの、直近の予測地として挙がっとるのは、ここ───中東担当区域や。現在、中東にはアラブ連盟があって、連盟はＵＮＰＩＥＰとは異なる虚惑星調査機関を運営してます。連中とはツーカーの仲とはとても言えんのやけど、けどまあ、なんとかＵＮＰＩＥＰとの協調路線を保って、これまでもやってきてます。ただ問題なんは、紛争地域のほぼど真ん中に予測地点が現れましてぇ……」

「正確な調査がおぼつかないのじゃな？」とすばる。

「そうなんや……困ったことにな。戦争にあけくれとる地球人を笑わろうてください、すばる姫。今も計算機スパコンをフル回転させて、今後の出現予測地の候補をはじき出しとりますが、それらは概して地球側の海上か、でなければ虚惑星側の海洋かなんです。うちらも海までは調査の手が及びません」

「ふむ。そこまで具体的に進めておるのか───それで、南欧に《ぱあつ》が集結するのは何い時つと見ておる？」

「まだまだ概算ですが……虚惑星では四十五日後。地球時間にして百八十時間……約八日後です。いやー、ホンマまいりましたわ」

　にゃははと笑いながらも、間近に迫る事態がまた深刻に意識されだしたのか、七久保は青ざめました。

「ねーねー、七久保さん。ちょっとギモンなんだけど」とマイペースに尋ねる早瀬。「あのテレポートする怪物がさ、地球を狙うってのは、どうしてわかんの？　もしかしたらさ、単に虚惑星で合体しようとしてるだけかもしれないじゃん。でなきゃ、クジラみたいな習性があるとかさ」

「それは……実んところは、ハッキリわかっとるわけやないけど……」

　困り顔の七久保を、東野がフォローします。

「陥没現象と関連してるんですよね。巨人の移動と、地球の陥没現象が連動している可能性が高いって。花屋敷先輩が俺たちに話してくれましたし、ニュースでも似たような推測を聞きました」

「あ、ああ、せやな。虚惑星由来で発見される物質も、日を追って増大しとるし」

「ふーん。てことは最悪の場合、地球側での大規模な陥没現象か、あるいは虚惑星から地球への大規模な転送現象が起こるかもしれないって？」

　最悪の事態に対する警戒という説明に、一応納得顔をみせる早瀬ですが、それでもまだ薄い反応。

「あとは……」

　つい、思わせぶりに雨乃をみてしまう七久保。当人の雨乃は「ボク？」と不思議顔。

　御陵が地図の前に膝をついて、すばるを見据えて言います。

「移動中の巨人の目撃例が多ければ多いほど、集結地点の推測が正確になりますが、現在ではまだ南欧地域一帯、としかわかりません。南欧の全域に警告を出して対応するのは不可能です。あまりにも多くの避難民が出ます」

　すばるは手元の資料を抜き出して、また床へ置きました。南欧をクローズアップした地図です。

「とはいえ、すでに幾つか候補地はあがっておるようじゃな。その筆頭は、シュラクサイ……と申したか」

「それは古名です。古代ギリシャの植民都市であったころの……わたしたちは一般的にシラクサ、と呼んでいます。イタリア共和国の南端にあるシチリア島の港町です。古代ではシケリアと呼ばれていた、地中海では最大の島なのですが……何かご存じでは？」

　腕を組みながらゆっくりとうなずくすばる。

「……エンケラドスの伝承であれば存じておる。神々と戦いを繰り広げた巨人の伝承じゃ。激しい戦いの末に、巨人族のエンケラドスは、勇猛なる女神の投じたシケリア島によって押しつぶされ、地下深くに封印された、とな」

　そう語りながら、また懐から抜いた扇子を広げ、お座敷遊びの投とう扇せん興きょうのようにひょいと放りました。南欧の地図の上に、扇子はふわりと着地します。

「地球に伝わっているギリシャ神話とまったく一緒ですね！　土星の衛星にも、エンケラドスにちなんだ名前がついています」と雨乃。

「臥ふして星になる、か。因果なものじゃな……しかし、なぜシラクサなのじゃ？」御陵の本質的な問いには答えぬまま、すばるは尋ね返します。「資料にも目を通したが、大嵐殿や花屋敷殿が、解析をおこなった結果だけでは、その結論はもたらされまい。せいぜい、シチリア島の全体が、一様に危険というところではないのか？　その、トネッリというのは何者じゃ？　元調査官と申したな」

「舎人とねり、です。詳しくはのちほどお話ししますが、シラクサの警戒を強く主張されておられるのは、その舎人氏なんです」

「えっ？」御陵の言葉に驚く東野。「本馬の研究室で、シラクサの話題が出た時、いちばん興味薄そうなのが舎人さんだったけれど」

「実はですね、巧さん……」と切り出す雨乃。「そのあと、ボクの報告を受け取られてからは、舎人主任マエストロはご意見を百八十度ひるがえされました」

「子細を聞かせてもらえるかの、雨乃」

　と、すばるに乞こわれ、雨乃は窺うかがうように御陵部長を、そして天竜代表を見ました。しばし静観していた天竜がおごそかに口を開きました。

「この先にお話しすることが、今回の交渉の一番の要点になっとります。すばる姫───以前に、真世から話を聞きました。智慧ある人々ソロンは塵劫術マテマテカを用いることで、すばる姫のお父上、御陵義よし処ずみ殿を地球へ送り戻すことも出来たと」

　同意の相あい槌づちをうち、慎重に耳を傾けるすばる。天竜は続けます。

「───我々は、そのお話を自分たちの担当監査官には伝えていません。ごく一部の者しか知りません。調査官のなかでもごく一部の者に止とどめています」

「…………えっ……」

　驚いた東野や、そしてほむらももちろん、すばる姫自身から聞いて知っている内容でしたが、誰からも口止めをされた覚えはありませんでした。

　取り上げた扇子を口元に戻し、思案げに口を開くすばる。

「……ほほう。お手前たちの意志で口をつぐんだと申すのか。察することは出来るが、あえて尋ねるとしよう。何なに故ゆえに、秘め置いた？」

　その問いには、御陵が答えます。

「すばるさん、それは───『虚惑星人は地球へやって来ることができない』という事実が、地球の人々の心の保障になっているからです」

「元よりかなわぬ望みである、とも伝えたはずじゃ。お手前たちの《りんぐ》で、身どもが地球へと転送を果たせば、その場で命を落とすじゃろう。人ひと、生しょう類るいは皆、そうなる。お手前たちのような調査官や、鈴すず蘭らんのように天狗隠しに遭い、この星を訪れた者以外は、地球に還かえることは決してかなわぬ」

「はい。確かに、そのように伺いました。それでも、方法がある……というだけで、地球の人々の嫌けん疑ぎを呼び起こすには充分なんです。少なからず、地球人は虚惑星人を恐れています」

「……もし、巨人さんでしたら、どうなるんでしょう」

　かすかに声を震わせながら言葉を発したのは雨乃でした。

「巨人さんは───巨大な傀儡さんたちは、人の心を持っている、だから偉大な存在なんだと、そうすばるさんがおっしゃったと、ボクもお聞きしました。巨人なら、虚惑星に生まれた者でも地球へ行けるんでしょうか？」

　そう問う雨乃自身が、地球から虚惑星へと来られたように……という言外の訴えを、調査官たちも皆、感じていました。

「天竜殿が明瞭にしたいのは、その点なのか」とすばる。

「はい……いかにも、その通りです。もし、技術的に地球への転移が可能なのであれば、妨害する方法をどうかご教示ください。お願いいたします！」

　低く頭を垂れ、天竜はすばる姫に懇願しました。

　すばるは困り顔で腕を組みます。

「巨人を……地球へ……じゃと？　そのような、途方も無い塵劫術マテマテカをふるう術者が、まだこの地レ母イ星アに残っておるじゃろうか……」

「残る……？」

　その自問のつぶやきに、東野は思わず耳をそばだてました。千年も前にこの地から消え去ったという彼女の同族、智慧ある人々ソロンの行方を、すばるは一度も口にしたことがありません。その真相は、いまだに闇の中にあります。

「あ～～、うち、混乱してきたわ。部長がスカして関東弁なんぞ使うから尚更や！」

　と、自分の頭を両手でかかえてわめく七久保。それでも尚、南雲探検部という大集団の中で揉もまれてきた彼女らしく、筋道を立てて問題に取り組もうとします。

「───巨人を操って、地球に送り込むような悪モンがおったら大変って話でおうてる？　せやけど……もしぃ、もしもー、巨人を地球に送り込むことが出来たとしてやけど、すばるさんの話では、虚惑星人は一緒に来られないってことやろ？　いったい何の意味が？」

　と、もっともな七久保の言葉には、すばるも含めて、まだ誰も答えも推測も持ち合わせてはいませんでした。

「それで雨乃ちゃん、さっき言いかけたのは何よ？」と早瀬。

　はっとした雨乃が、天竜に顔を向けてアイコンタクトで許可を得ます。

「すばるさん。ボク、この城で、いえ、桃とう山ざん荘そうで眠っていた時に夢をみたんです。シチリア島の遺跡の夢でした。それだけではありません。その次は、ほむらさんも、ボクと同じ夢を見たと」

「…………ほう」

　微び震しんの如ごときわずかな予兆に、最初に気が付いたのは御陵でした。

　すばる姫のまつげがかすかに震え、すっと雨乃を伏し目がちに見詰めます。

「二度目の夢は、もっとずっとはっきりしていました。ボクは、高い壁に囲まれた広い場所で、重たい剣を握っているんです───」

　座したまま動かぬ、すばるの青い瞳が、どこか妖しげな色を帯びます。

　木窓から差し込む陽光が遮さえぎられたと思いきや、東野と七久保のすぐ背後に雪割丸が迫っていました。二人ともびくりと体をすくませます。

「……っ……」

　板の間の上を、音も立てず忍び寄った雪割丸は、車座となった彼らの背後を悠然とめぐり、すばるの脇に腰をおろしました。その視線は雨乃にじっと注がれたまま、いっこうに離れません。

　愛あい狼ろうの鼻先にそっと手を添えながら、城の主は淡々と雨乃に促します。

「どうした。続きを聞かせてもらえぬか、雨乃」

「……」

　雨乃自身も遅れて異変に気付き、戸惑いながらも夢の続きを語ります。

「ボクは戦う者でした……人間、でした……夢の中でボクは、武器を取って戦っていたのだと、思います。鎧よろいを着た戦士たちを、同じ人間を相手にしながら……ひたすら生き延びるために、必死に。

　───三度目の夢は白昼夢でした。その時は、ボクは虚こ惑ち星らの旧ベースキャンプに滞在していて、御陵部長と一緒に行動していました」

　その前後の様子については、東野もミッションから帰還後に、御陵から聞かされていました。御陵から見て、異変に遭遇したのはごく短時間の出来事にすぎないのですが、白昼夢を見ている間、雨乃は一時的な省力セービングモードのようになったそうです。

「如い何かような気分であった？」

　冷ややかに問うすばる。ためらいながら語る雨乃。

「それが……ボクはとても興奮していて……戦うことを、暴力を相手に全力でぶつけることを楽しんでいました。すごく恐ろしいことなのに、ボクは、相手が傷ついて、血を流しているのを喜んでいるんです。それは本当に思い出したくない光景です。けれど……それだけじゃなくて……」

「やめろ、雨乃。つらいなら話さなくてもいい。もういい」

「巧さん……」

　東野ははっきりと中止を求めて、雨乃の言葉をさえぎりました。

「…………」

　しかしすばるは無言のまま、より妖しく爛らん々らんと瞳を輝かせて、雨乃へ注ぐ眼差しをはずそうとはしません。強い眼差しの力は、緊張をみなぎらせて控える雪割丸の存在感とまじりあい、調査官たちへの重圧となってのしかかってくるようでした。

　そこへ───とっ、と板の間に駆け入ってきたのは幻肢虎でした。

　母代わりの雪割丸から、室外の待機を命じられていたにもかかわらず、それを破って入ってきたのです。

「───アヴギスちゃん？」驚く雨乃。

　アヴギスは驚く雨乃の膝の前に陣取ると、周囲を気にしないふりを装いながらぺたりと床に腹をつけます。ふと早瀬が振り返ってみれば、初雪もまた戸口に立っていたものの、そこに壁があるように進めず、そわそわとこちらを眺めるばかりです。

「だ、だめですよ、アヴギスちゃん。今は大切なお話し中ですから……」

　雨乃が弱りながら注意しても、アヴギスはその場を離れる気配はありません。

「……っ……」

　そんな出来事に虚を衝つかれながら、雨乃の語りを継いだのは御陵です。

「あとから、雨乃さんと日ひノの岡おかさんのお話を合わせてみると……長門水産担当区域に巨人の一部……その時点では巨大な海獣と思われていた怪物が現れた時に、日ノ岡さんも同じ光景をみていたようです。東野くんたちと海上遺跡を移動している時です」

「ボクはその時、ほむらさんの声が聞こえたような気がします」と雨乃。「でも……でも、それだけじゃなくて……ただ恐ろしい光景ばかりではなくて……ボクは、胸が締め付けられるような想いを感じました……あんな気持ちになったのは初めてです」

　切々と語る雨乃は、人を傷つけるという彼女にとって最悪の悪夢に触れながら、自分のなかに沸き上がった感情に戸惑っていました。

　東野は気遣わしげに、そばから雨乃を見守ります。しかし、

「……それは真まことか」

　生じた傷をえぐるように問いを刺す、すばる。

「先より雨乃は、ほむらとは奇妙な縁があると申しておったな……。お手前たちの《ろぼと》には、ねいとという渋しぶ口くちの者もおったであろう。あれはどうなのじゃ。何か異変はあったか」

「ネイト───ナサニエルのことですね。いいえ……パートナーのガブリエル・ベルニも含めて、何も特別な報告は受けておりません」と御陵。

「では、問題はやはり雨乃自身というわけじゃな」

　天竜は頭を低くしながらも、それでも毅然とすばるに詰め寄ります。

「本来、夢を見ないはずの雨乃がみた夢です。それも繰り返し現れ、日ノ岡ほむらと及ぼし合っている影響も見過ごせません。単なる動作の異常と言って切り捨てるには、一致が多すぎます」と天竜。

「だから舎人主任も、シラクサにこだわっとるんか。……ある意味、虚惑星探査機らしいんとちゃうん？　夢で警告とか、ファンタシーらしぃわ」と七久保。

　ふぅ、とすばるは膝に両の掌てのひらをもどし、ゆっくりと調査官たちを見回します。

「よかろう。巨人の件、諒りょう承しょうしてもよい。真世も一行に加わって立ち回るというなら、尚その義理があろう。ここで話を聞くうちに、おそらくお手前たちの助けになるじゃろう策にも思い至った───ただし一つ条件を設ける」

　言葉を切ったすばるが、おごそかに告げます。

「今こ宵よい一晩、雨乃を単身で城へ寄よ越こし、身どもに預けよ。もう少々、話がしたい」

「……っ……それは……」と戸惑いを顔にあらわす御陵。

「不安か。むろん、無事に戻すことは請け合う」

　その言葉には有無を言わさぬ響きがありました。とても言葉通りの穏当さには聞こえず、御陵や東野たちは判断を迷います。これまでかたくなに雨乃を城内へ招くことを拒んでいた彼女の心境に、いったいどんな変化があったのか……。

　ただならぬものを感じ、東野は身を乗り出しました。

「すばるさん。雨乃が行くなら、俺も、同席します……！」

「……単身でと申したぞ。理わ由けあってのことじゃ」

「あの……巧さん。ボクは大丈夫ですから……あっ」

　交渉の席に張り詰めた空気を再び破ったのは、幻肢虎の鋭い吐息でした。

　喉を震わせながら、雨乃の眼前に立ち、頭を低めて背を丸めながら、すばるを、そしてその背後の雪割丸をも睨みつけました。

　半身に影を落とした暗がりのなかから、すばるの瞳がまた妖しく揺れます。

「すばるさん。わたしからも、お願いいたします」必死に御陵が口添えします。「東野くんだけでも、一緒に」

　しばしの沈黙ののちに、すばるは口を開きます。

「……調査官は二人行動が基本じゃと、お手前たちは常々申しておったの……」

「は、はいっ。基本は大事です」

「………………」

　熟慮ののちに、やがてすばるが小さくうなずき許可の意思を示すと、待ち構えていた彼らもほっと安あん堵どしました。

　しかし───招かれた雨乃当人ではなく、同伴を申し出た東野へと、眇すがめ射られるすばるの目遣いに、東野は再びぞくりと身を震わせました。彼女の瞳はまるで、邪魔立てを疎うとむのではなく、後悔はせぬだろうな？　と脅おどかすように輝いていました。

　やれやれと肩をおろした早瀬が尋ねます。

「あーすばるさん。雨乃ちゃんのことはともかく、今、先にその対策のほうを教えていただくわけにはいかないっすかね。俺たちも、こうみえて実はけっこう焦ってんですよ」

　すばるは、すげなく首を振りました。

「身どもにも準備がある。算さんを運はこぶのに時間が入り用となるじゃろう。その際には……」と、すばるは一人の女子に顔を向けます。「七久保殿。洋よう算ざんの心得はあるか？　大嵐殿からの送り書きではそのように書かれていた」

「へっ、うちも？　ヨウザンって西洋数学のことかい。マスマティクスな？　ま、まあ多少なら。資料の用語でわからんところでも？」

「ふむ───ではまた後ご刻こく、使つかいを出す。お手前も登城して、手を貸しとくれ、七久保殿」

「はぁ、そうっすか…………ってぇ！　計算する言うた!?」と叫んで立ち上がると、ずかずかと七久保はすばるに歩み寄りました。「予測地点の検算でもする気か？　ちょ、それこそ時間の無駄や！　地球でもスパコン頼みでやっとやっちゅうのに！　いくらすばるさんでもな、出来ることと出来んことが───」

「……雪割や、ちょいとこの耳障りな娘子を黙らせとくれ」

「なっ───むわぁ」

　何をやらされるのかと慌てた七久保は、肩に雪割丸の顎をのせられ、そのままひっくり返りました。




　───夕刻。

　あらかじめ招かれていた時刻となり、城へ向かう雨乃と東野。

　瑠る璃り色の空にベーグルが輝き、星々が瞬き目覚めはじめた暮くれ合あい。

　稲田の細いあぜ道を行く二人の前には、闊歩するアヴギスの尻尾が揺れています。

　朝方の交渉の後、すぐに城へと戻ったすばる姫は、書斎にこもり、まずは件くだんの巨人対策に専念しているようでした。そのあいだ他人を寄せつけたくないのか、伝令のヤマイヌが時折桃山荘に現れ、七久保宛ての書類を持参しました。書類には和紙の付ふ箋せんが貼られ、あちこちに朱しゅの覚え書きが書きつけられています。

「どれどれ……うちらから渡したデータの確認やな。あとは数式もろもろの質問か……。こんなんもう数学辞典渡したほうが早いやろ……渡せんけどな……」

　ぼやきながらも、七久保はすばるのやり方には理解を示し、机に向かって黙々と返信をしたためました。それらはまだ準備の段階で、本格的な作業に入ったら、朝に言われた通り、直接に呼び出されるのだろうと七久保は語っていました。

「また、すこし見ないうちにアヴギスが大きくなってて驚いたよ。何歳くらいになるんだろうな」

　東野の言葉に、雨乃が振り返ります。

「直すなおさんや、秋あき穂ほさんのお話ですと、一歳半から二歳くらいにあたるそうです……ただ、幻肢虎にしては成長がすこし遅いそうです。以前の栄養状態がよくなかったためらしいですが……」

「でも、ちゃんと元気に成長してるよ。しかも賢いしな」

　気遣わしげに幻肢虎をみる彼女を東野が励ますと、雨乃は嬉うれしそうにうなずきました。

「はい！　すばるさんも、仔虎とは思えないほど落ち着いている、と。初雪ちゃんなんかには、このままだと代わりにアヴギスちゃんを『雪割丸』として襲名させてしまうぞ、って厳しめに活を入れられてましたね」

「それは初雪も立つ瀬がねーな」

「それに……先ほどはありがとうございました、アヴギスちゃん」

　かしこまった雨乃の礼にもどこ吹く風で、幻肢虎は悠然と歩いています。

　北方の神殿遺跡の地下で、魔法液晶に封じられるようにして眠っていたアヴギスは、その精神だけが夢遊病のように外へとさまよい出し、幻肢虎としての本能からか実際に狩りさえ行っていました。

　そう考えると、見かけよりもこの幻肢虎はずっと年を重ねているのかもしれない、と東野には思えました。それこそ初雪や雨乃よりもです。

「……多少はアヴギスたちの写真も撮っていってやらないと、また日ノ岡のやつにどやされるな」

「こう非常事態が続くと、写真記録もおろそかになってしまいますね。……どやされるといえば、こちらへ出発する前から立腹されてましたけれど、ほむらさんは」

「すっげー怒ってたな」

「すっごい怒ってましたねえ。まただんまりの無口モードが復活されていたじゃないですか。最近はなんだか喧けん嘩か続きですよね」

「いや、俺は喧嘩してるつもりじゃねーんだよ。俺がちゃんと整理して話そうとすると、勝手にあいつが怒るんだよ」

「…………」

　雨乃はその場で立ち止まると、東野へと向き直りました。

　東野はすこし面くらい、先へ向かおうとしたアヴギスも怪け訝げんそうに振り返ります。

「ほむらさんは、巧さんのことを真剣に想って怒っているんです。勝手に怒っているわけでは」

「……俺だって真剣に考えて決断したんだ」

「ボクも、巧さんのミッションへの参加を咎とがめるつもりは……。でもせめて、一言くらい相談されてから───」

「ちゃんと報告はしたよ。あいつは、その時はきょとんとしてて、あとからいきなり怒りだしたんだよ。わけわかんねえよ。雨乃ならわかるだろ？　地球にただ留まるのと、虚惑星で放浪者や巨人対策に従事するのと、どっちが大切かなんて。それこそ雨乃が一番よく理解してるはずだろ」

「……いえ、どちらも同じですよ。巧さん」

　そう言っておだやかに首をふる雨乃。

「みなさんは調査官なんですから、危険に立ち向かうことがすべてじゃありません。ミッションに参加される御陵部長だって、直すなおさんだって、もちろん天竜代表だって、ちゃんとご自分で身を守れるはずです。天竜代表から直々にお話があったとしても、巧さんが無理をなさる必要なんて」

　食い下がる雨乃に、困り顔を浮かべる東野。

「……日ノ岡を心配させるなって言うんだろ？」

「はい。御陵部長だってそうです。部長は、こうして実際に虚惑星に来てまで、とやかく言われる方ではありませんが、稚ち鮎あゆさんには何度も巧さんの参加を考え直してほしいとおっしゃってました。虚惑星の安全を確保することは、とても大切なお仕事ですよ。でも、顔の見えない誰かを守ろうなんて、一人一人の調査官までが考える必要なんてないんじゃないですか」

　いつになく強くうったえる雨乃に、東野は驚いていました。態度から薄々と察してはいましたが、御陵真世が自分のミッション参加について、藤森顧問に再考を働きかけていたとも知って、東野は当惑します。

「……そうか、雨乃には言ってなかったよな」

　東野は一つの事実を雨乃に伝えました。三等調査官への昇進と共に伝えられた電話の内容を。

「天竜代表がそんなことを……」

「ああ、真世先輩のことを守ってくれって」

「……それは……天竜代表は、それほどご不安な状況を想定されてるなら、どうしてこんな……」

　不可解そうに眉をひそめ、おし黙ってしまう雨乃。しびれを切らせて戻ってきたアヴギスが、雨乃の膝に胴をこすりつけるようにまとわりつきます。その場にしゃがんだ雨乃は、白く柔らかな冬毛が生え揃そろってきたアヴギスの喉元をなでてやりながら、静かにつぶやきました。

「ほむらさんは、あまりご自分の本心を率直に明かされる方ではありません。明るい物言いで誤魔化してしまうことも」

「ああ。知ってるよ」

「……でも、ほむらさんは、巧さんのことをずっと気にしていますよ。たぶん、探検部に入部されてからずっとです」

「そりゃまあ、俺が弱くて頼りないからな。余計な心配させちまってる。俺から探検部に誘ったっていうのに、いつも危ない目に遭わせてばかりだ」

「そうでしょうか……ボクはそうは思いません……巧さんにそんなことを望んでいるとは……」

「…………ああ。だよな……。それを一番気にしてんのは、結局、俺自身なんだ」

　東野もまたその場にしゃがみ、雨乃とアヴギスを前にしながらうなだれました。

　城下を擁ようする谷を吹き抜ける風が、豊かな実りを結んで垂れ下がる一面の稲いな穂ほを、海原のようにゆらし、さわさわと心地の良い音を立てます。

「日ノ岡は、俺は弱くたっていいって言ってくれたよ。それはさ、他人と自分を比較するなってことだよな。……本当の強さは、そういう自分の卑屈さに惑わされないように、なんとかして堪こらえながら、前向きな気持ちで一日一日を過ごしていくってことなんだろう。誰も俺にヒーローになれなんて望んでるわけじゃない」

「………………」

　雨乃が真剣に顔をあげて東野になにかを告げようとした、その矢先───

　つい、とアヴギスが脇に首をめぐらせました。稲田の向こうの山の斜面へ首を伸ばし、じっと見詰めています。

「……どうした、アヴギス？」

　東野や雨乃の耳にも、その声は届きました。聞き慣れた鳥や獣ではなく、若い男性の声のようでした。いつもなら佐さ保ほ秋あき穂ほがトラブルでも起こしたかと疑うところですが、もちろんその彼はいません。

「また傀儡師が戻ってきて、ヤマイヌに見つかったとか……？」

「……早瀬先輩のお声でしたような……たぶん」と首をかしげる雨乃。

「マジかよ」




　東野と雨乃、そしてアヴギスは、登城する道を逸それ、稲田を突っ切り、声の方向へ向かいました。陽ひも暮れて足下は暗く、秋の薄いベーグルの輝きだけが頼りです。ただ、最初に気が付いたアヴギスは警戒を強める様子は特になく、いまや二人のあとから無関心そうについてくるだけです。

　斜面を少し登ると、炭焼き小屋へと向かう山道の途中に、見晴らしのよい一角があり、声はまだその場所から発せられていました。

　二人の青年が会話しています。薄暗い山中に目を凝らせてみると、そこに向かい合って立っていたのは早瀬と天竜でした。

　さきほどよりは声をひそめながらも、あきらかに二人は口論しています。事故のたぐいでは無かったと判明しても、安心できる雰囲気ではありません。

　怒りを抑おさえるように腕組みして立つ天竜に、早瀬が食ってかかり、乱暴な言葉を浴びせています。それは東野たちの見知った、いつも余裕を残して、どこかふざけた態度をとる二人の姿ではありませんでした。

「ボク、止めてきます……！」

　前方の茂みを割って、前へ出ようとした雨乃の腕を東野が摑つかみました。

「巧さん……？」

「頼む。様子をみさせてくれ」

　声を低めて提案する東野を、怪訝そうに見返した雨乃は、すぐににやりと微ほほ笑えみうなずきます。

「ほほう……了解らじゃぁです」

　アヴギスを抱えながら、耳をそばだてます。

　葉は擦ずれの音にかき消されながら、切れ切れに届いた彼らの会話は、これから自分たちに迫る危険についての内容のようでした。

　早瀬は、南雲の佐さ久く間ま顧問の強引な進め方と、それに唯い々い諾だく々だくと従う天竜の恭きょう順じゅんを荒っぽく批判します。それは元調査官である棚たな倉くら顧問や藤ふじ森もり顧問にも及んでいました。七久保や、御陵にはとても聞かせられない汚い罵倒のセリフも飛び出します。

　ＥＵ支部へ、日本の調査官を派遣することにも、はっきりと反対していました。

「……そんなのは、いつもの佐久間のやり口じゃんよ。なにが国際協力だよ。恩おん着きせがましい傭よう兵へいだろうが。俺たちのリスクを、自分の実績としか考えちゃいねえんだ。勝手にＥＵ支部にやらせとけ……！」

「ちゃう。俺が自分で決めたんや」

　極力自分を抑えて答える天竜に対して、早瀬はさらに感情をあらわにします。

「よその区シ域マに行って足手まといになるだけだ。だいたい、転移実験がきっかけだなんて、まだ誰にも確証はねえんだろ？　被害が出て、俺たちに責任転嫁された時に、批判をかわす口実が欲しいだけじゃねえかよ。出来る限りのことはしたってな」

「まあ、それもあるけど。メイヴェルの嬢ちゃんも、なかなかプライド高いところあるからな。嬢ちゃんも他ひ人とに助けを求めるんが下手くそでなあ」

「はあ？　ふざけてんのか!?」

「落ち着け、リョウ」

「もう、わかってたんだろ？　あっちのよ、山さん西せい省しょうの監査で、怪物が掘り起こされたってのは。すぐに情報がリークされるはずじゃなかったのかよ。女王レジーナの都合なんか知るか。連中に尻ぬぐいをやらせりゃいいじゃねえか」

「……せやけどな、大嵐や花屋敷の言うように、うちらの転移実験と関連があるのも確かや。なんとか追跡が出来とるのは、怪我の功名やろ───それにな、公表なんかしてみい。結局、泥かぶるんは中国支部の調査官たちなんや。あいつらはな俺らといっこも変わらん調査官なんやで？　あいつらがどれだけキツい目に遭おうとるか、知らんわけやないやろ？」

　天竜の真剣さに早瀬はひるみながらも毒づきます。

「…………ハッ、そうは言ってもとどのつまりは助成金カネ目当てじゃん。生まれた国を恨めよ。俺たちが何かしてやれるわけねえし。この不況下でＩＥ反応が出たんなら、宝くじに当たったようなもんだろうが。だったら───」

「リョウ───」

　続く彼らの言い争いにいっそう耳を澄ましながら、東野は握る手の汗をぬぐいます。端はし々ばしに表あらわれた単語の不穏さを、雨乃もまた訝いぶかしみながら、東野をかえりみて眉をひそめます。もはや不用意に彼らの前に現れる機会は失われていました。

　落ち着かない口論が続いた末に、早瀬は低い声で告げました。

「それに、主かず馬ま……結ゆ理りはどうすんだ」

「…………」

「あいつ、このままじゃ壊れるぞ」

「……そうか」

　天竜が呟つぶやきかえした一呼吸のち、早瀬の拳は相手の頰を音を立てて捉えていました。

　また、もう一つ───。

　天竜は腕組みを崩さぬまま、あまんじて殴打に見舞われます。

「……っ……巧さん!?」

　立ち上がろうとした雨乃は、またも東野に肩を引き押さえられます。自身、険しい表情を浮かべながらも東野は首を振りました。

「早瀬先輩が本気で殴れば立ってられない。本気じゃない」

「でも、このまじゃ……！」

「悪い、雨乃。もう少しだけ待ってくれ」

　個々人の筋力が増大する虚惑星での私闘は、大きな怪我を負ったり命の危険すらあり、無論かたく禁じられています。そんなことは重々承知していても、東野は彼らを止める気持ちにはなれませんでした。

　木立に響いた痛々しい音は、四度目になってようやく止やみます。天竜の掌でがしりと摑まれる早瀬の拳。

「おお、痛いってぇ……顔はやめとけや。日本代表らしい面構えってもんがあるんやから……っとぉ、おお？　なんや」

　早瀬は相手の腕を摑みかえして引きずり倒し、今度は膝蹴りを浴びせました。天竜もついにやり返します。興奮して罵声を浴びせる早瀬と、そのまま揉み合いになります。

　その場に満ちた怒気に反応して、アヴギスも頭を低くして前方を睨み、背の筋肉をもぞもぞとうごめかせます。ハラハラと見入りながら、これでもまだ仲裁に向かわせないつもりか？　と、雨乃は非難の目を東野に向けます。

　しかしその見苦しいとっくみあいも、天竜が早瀬の関節をしめつけ、地面に横たえる形でじきにおさまりました。早瀬は、ぎっちりと腕を決められ地面にうつ伏せに押さえつけられたまま、やけくそになってがなります。

「主馬おめえ、日吉坂うちの部長、バカだと思ってんのか!?　結理の魂こん胆たんなんざ、とっくにバレてんぞ！」

「上コ狛マさんには迷惑かけ通しやな」

「ちげーよバァカ、呆れられてんだよ！　多た賀がだってなぁ、他の連中に飛び火したら黙っちゃいねぇからな！　くそっ、離せよ！」

「マジかー。多賀は堪忍や」

　平然と応じる天竜からは、プロレスごっこにでも興じているような、余裕のある雰囲気さえ伝わってきました。まるで二人の子供時代を懐かしむかのように。

　静けさが戻った木立のなかで、東野たちが身動きがとれずにいると、二人はようやくその場を立ち去る素そ振ぶりをみせはじめます。

「これも真世にはバレよるな。なんて言おか」と天竜は他人事のように、自分の頰を指でつついてみせます。

「……知るかよ」

　からからと笑いながら天竜が去ると、苦々しげにうつむく早瀬だけが残されました。

　本来は夜回りの途中であったらしく、木の根元に置かれていた自分の弓を取り上げて肩にかけなおします。

　あるていど時間をずらして桃山荘に戻るつもりなのか、そのまま立ち尽くし沈思にふける早瀬。

　ふと、その彼が顔をあげ、そっと弓を取りました。油断なく周囲へ注意を向けながら、素早く矢をつがえゆっくりと四方を見回します。

「…………っ……」

　じりじりと引き絞られる弓。

　さらに息を殺して伏せる東野と雨乃。アヴギスは雨乃の腕の下で、今にも飛び出していきそうです。

　ヤマイヌたちが昼夜見張っている城下とはいえ、放浪者を警戒している最さ中なかに、軽率な行動をとったことを東野は後悔しました。背に冷たいものが流れます。

　暗がりへ不用意に射かけられる前に、こちらから先に顔を見せるべきかと、東野がみじろぎした直後、ごう、と強い風が吹きつけ騒々しく木立を騒がせました。

　矢をおろした早瀬が、桃山荘の方角へと戻っていくと、東野たちはようやく肩の力を抜くことができました。
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　平日の夕刻。

　本町駅前の繁華街は、ふだんより学生のコート姿もまばらです。

　東野たちを虚惑星へ送り出してから、まだ間もない時刻。地球に残ったほむらにとっては期末考査期間の真っ最中で、うしろめたさを抱えながらの寄り道です。

　一応、明日あしたは中休みにつき一日だけ休校となりますが、ただでさえ準備不足のほむらは羽を伸ばす心境になれるはずもありません。

　そんな落ち着かない心境を抱えながら、カラオケ店のテーブルに置かれたノートＰＣの画面を、ほむらはのぞきこみました。

「───秋穂くん、もうこれつながってるの？　真っ黒だけど」

　佐保の私物のＰＣです。アプリや回線のセットアップといった準備は彼に任せっきりでした。

　画面は十字の境界線で四分割され、脇のほうに配置されたひとまわり小さいフレーム内には、ひどく顔色の悪い自分たちの姿が表示されています。

「カメラはこっち。コラボのチャットとたいして変わんないよ」

　その小さな映像を鏡がわりにしながら、ほむらは前髪を整えます。部屋の照明をつけようとすると、なぜか自動的にオンになってしまうミラーボールの色彩を切る方法がわからず、それはもうあきらめて受け入れました。

「うっ……これ、左右が逆になっちゃう……やりづらっ……」

「鏡じゃないから、そりゃそうだって」

　あらかじめ示し合わせていた時刻を迎えると、ＰＣからポンとアラーム音が鳴りました。慌ててシートに背を戻し、ほむらはすまし顔で取り繕つくろいます。

　四つの領域の一つに映像が入り、三人の男女が映りました。

『こんばんは、日ノ岡さん、佐保くん───そちらはカラオケ店ですか？　では予定どおり、お二人だけですね』

「あっ、姫ひめ川かわさん！　こんばんは。そうだよ、こっちは私と秋穂くんの二人で、ユリちゃん……鼎かなえさんはまあその……って、何やってんの佐保くん」

　鼎の名前を聞いて、隣に座る佐保は肩をすくめました。そして重ねたポテトチップスを嘴くちばしのようにくわえ「グワッ」と挨拶します。

　あちらの三人は誰かの私室にお邪魔しているようでした。

　おなじみの苫とま小こ牧まい電でん波ぱ高こう専せん探検部の一年生部員。姫ひめ川かわ閑しず音ねと、桑くわ園ぞの釉ゆう。ふたりとも制服姿です。そして彼らとは異なる制服のもう一人の女子生徒には、佐保がめざとく反応しました。

「八や雲くもさんだあ。イェーイ、グワッグワッ」と鳴き立て、はじけて飛んだチップスをほむらがしかめ面でよけます。

『ど、どうも。ぐ、ぐわ……』と女子生徒は緊張した様子で挨拶します。

『日ノ岡さんたちは、ＳＡサマー・アセンブリ以来でしたね』

　姫川が彼女をあらためて紹介します。

『予備部員として、あたしたちの苫小牧電波とまでんで一緒に活動している八や雲くも柚ゆず香かさんです。今日は札さっ幌ぽろから来てもらってます』

「こんばんは、お久しぶり八雲さん。わざわざ札幌からなんて大変だよね」

　ほむらのねぎらいの言葉に八雲は首を振りました。

『ビデオ会議には札幌の自宅からでも参加できたんですが、さすがに今回ばかりは、姫川さんたちと一緒のほうが心強かったので……』

「わかる。うーん、わかりますとも」

「いや、日ノ岡さんはＰＣの使い方がさっぱりわかりません、って僕に泣きついてきたんでしょ？　あ、そっちは桑園くんの部屋なの？」と佐保。

『はい。僕の部屋です』と桑園。『今夜はちょうど家族が出かけているので、会議には都合がよくって』

「へぇーいいなぁー。うちはそういうの無理だなー」とやたら羨ましがる佐保。

『なにがですか？　会議が終わったら、八雲さんはあたしの家に泊まっていかれるので』

「ほんといいよねぇー、私もおうちにお泊まりに行ける探検部仲間が欲しいなあ」

　などと、ほむらまでが羨ましがり、姫川と八雲は苦笑します。




　姫川たちと雑談するうちに、まだ映像が届かず黒色のままだったフレーム内にもニューカマーの姿がありました。

　まず現れたのは、ソファに並んで掛けた三人。

　そのうちの二人は、すらりとした印象の男子生徒と女子生徒。男子は足を組んでだらしなくソファの背に片肘をつきながらもたれかかり、もう一方の女子はまるで人形のように姿勢良く背筋を伸ばして座っています。

（二人とも愛あい知ちの三河寿高みかわことぶきの制服だから……たしか名前は、えーっと……）

　名前はともかく、ほむらたちと同じように、乙おと丸まるや姫川たちに声をかけられ、今日のビデオ会議に招かれた探検部の一年生には違いありません。

（で、もう一人の彼女は誰だっけ……？　少なくともＳＡでは見おぼえがない子だ？）

　先の二人の狭はざ間まには、ひときわ小柄な女子生徒が、両脇からびたっとサンドされて、居心地わるそうにしています。少女は、ほむらがはじめて目にする黒っぽいトラディショナルな学校制服を着用していました。

　ブラッシングに手こずりそうなクセの強い豊かな黒髪に、あきらかに不機嫌そうな小顔が埋もれています。あどけなくも大人びた顔だちを見るかぎり、アジア系には見えません。

　もっとよく見ると、その前髪には、照明の反射などではなく、非対称的な白い色の筋が幾房か交じっているのがわかりました。

（染髪の名な残ごり……？　ううん、違う……体質的なアレかな……）

　両脇の三河寿の二人は待たされるのも気にせず悠々と構えていますが、少女は苛いら立だったようすでカメラをねめつけています。

（……そうだ！　三河寿コトブキといえば交換留学生が……しかも、たしか乙丸くんの話では……）

　と、ほむらが思い出しかけた矢先───残る二つのフレームにも映像が現れました。

『みんな、遅れてごめん。もうとっくに揃ってたね。南な雲ぐ高もと事前に相談しとくことがあって』

　まずほむらの目につき、口を開いたのは金かな沢ざわ浅あさ野の高の乙おと丸まる弦げん也やでした。

『じゃあ時間も限られてることだし、さっそく始めよう。まず今夜参加してもらったメンバーを俺のほうからざっと紹介するけど───』

『そのっ、前にぃっ……！』

　と、割って入ったのは、ほむらが注目していた黒い制服の少女です。

『ああ、そうだった。あれをやるんだっけ。悪い、バジィさん』

『ヴィクトリア！───ヴィクトリア・ハフィントン！……です……マイネーム……』

　興奮して頰を赤らめ、胸に手を置いて名乗る黒髪の少女。しかし、

『あだ名はバジャー。愛称は……そうね、バジィ、でみなさん御見知り置きください』

　と、口添えしたのは隣の三河寿の女子。随分ともってまわった言い回し。

『ちがうの！　ちがうから！　その名前で呼ばないで！』と必死に否定する少女ヴィクトリア。

「ねえねえ、そっちは三河寿コトブキでしょ？　ホラ噂うわさのさ、大ブ英リ帝テ国ンから来た……パツキン美少女留学生は!?」

　と、佐保がほむらの好奇心も代弁しつつ遠慮なく問うと、三河寿の男子生徒が、

『ここにいるけど』とぶっきらぼうに答え、横で顔をひきつらせているヴィクトリアを指さします。

『だ、だから、誰が流したっていうのその噂デマゴーグリィ！　前のミッションでも大迷惑して───』

『俺』

『アンタかぁー！』

　男子に飛びかかって首を絞めあげるヴィクトリア。男子は無表情のままがくがくと首を揺すられ、一方の女子はそれを止めもせず微笑ましく見守っています。

『おーい時間無いって言ってるだろ』

　と、乙丸が呆れ気味にたしなめます。

『……それじゃ念のため、今走らせてる汎用のグループウェアの基本機能とは別に、もう一段、暗号化処理を挟むから。これから説明するようにセッティングをいじって───』

　それはヴィクトリア提案による、第三者の盗み見を警戒しての安全対策でした。

　基本的には、参加者クライアント各自が生成した暗号鍵を合成し、参加者相互にのみ通用する閉じられたネットワークを形成する……というもので、ヴィクトリアいわく、官公庁やビジネスの通信では常識だそうです。

　けれども今自分たちが走らせているグループウェアは、全体を管理するサーバーマシンをもたず、各個のマシンが分担してそれを行い、本来は匿名性が高いのが特徴なのだとか。それをあえて匿名の参加者を許さず、完全に固定し外側からは見えないように通信しよう、というのがヴィクトリアの提案でした。

（ふむ……真世先輩や上コ狛マ先輩は、ふだんこうやってネット会議してたんだね……）

　暗号云々については、ちんぷんかんぷんなほむらも、携帯のビデオチャットをさらに高機能にしたビデオ会議のアプリには興味をひかれました。

　アプリでは、発言中の人物を認識し、映像にアイコンを合成して指示されます。発言の内容もすぐに文章化され、映画の字幕のように表示してくれるので、聞き逃しも起こりにくくなっています。

　セットアップが終わると、乙丸は参加者を簡潔に紹介しはじめました。

『結局、今回の参加者は、六校の探検部、計十四名になった。

　まず俺が、金沢浅野の乙丸弦也。探検部の一年生だけで話し合おうって、みんなに声をかけさせてもらった言い出しっぺ───そんで、こっちが京きょう都と舞まい鶴づるの予備部員、但たじ馬ま美み詠えさん』

　乙丸の横の私服姿の女子生徒が頭を下げます。

『但馬さんは、ふだんは南雲メインで活動してるけど、たまたま北陸で用事があって、こっちで合流した』

「あの、井い口ぐちさんは？」と控えめに尋ねるほむら。

　無人島レースで、乙丸とペアを組んでいた井い口ぐち朋とも子この姿は、彼の隣には見えません。

『井口には断られました！　それはべつに構わないけどさ。そういう決断だって、もちろん尊重するよ、俺は』

　と、言いつつもその誰かさんを真似してか、しっしっと手を振るジェスチャーを交え口をへの字に曲げる乙丸。

『それから、最初に協力してもらった苫小牧電波とまでんの姫川閑音さん。同じく桑園釉くん。札幌の予備部員の八雲柚香さん。

　続いて関東勢───日ひ吉よ坂しの佐保秋穂くん。青藍の日ノ岡穂ほ群むらさん』

　じぶんの名前が挙がり、皆にならって、ほむらも軽く手をあげて挨拶します。

　ふと思い出されるＳＡの自己紹介では、一人紹介が進むごとに、ネタを披露したり、茶ちゃ化かした横やりが入ったりと苦労をしましたが、もうそんな雰囲気はこの場にはありません。

『それから、そっちは四人グループか。えっと、

　兵ひょう庫ご灘なだ浜はまの蛍ほたる慶けいくんと、三み国くに空そら乃のさん。

　大阪府立南雲の相あい月づき尚なお人とくんと……平ひら岡おか渉わたる……くん？　で合ってる？　平岡くん……だよね？』

『オッケー、合ってる。こいつの恰かっ好こうは気にしないで』

　と、南雲の相月が請うけ合あいます。本人は平然としていますが、鼻柱と側頭部には痛々しい医療用パッチが貼られていました。先のミッションで彼は、ほむらたちとは別地点で怪物と遭遇し、その際に軽傷を負ったのでした。

（わぁ相月くんまだアザが……その隣にクラシカルなナース服の子がいると思えば平岡くんだし……あと……やっぱりいないんだ……）

　そこには彼らの輪のなかに居ていいはずの、長なが篠しの冬ふゆの姿がなく、ほむらは小さく息を吐いて落胆します。隣の佐保もどうやら同感らしく肩を落としています。

『最後に三河寿の、日ひ比び野の一かず葵きくんと、青あお塚つか和わ歌か納なさん、そしてヴィクトリア・ハフィントンさん。

　───と、これで十四人全員の紹介終わりと。

　ああはいはい、わかってる。正確にはヴィクトリアは、ロンドンのイートン・カレッジだった。十三人と特別ゲスト一名ね』

　身を乗り出して口を開いたヴィクトリアの抗議の気配を感じ取って、即座に乙丸は補足しました。

『それで、今ここにいない不参加者についてだけど───まず、長なが門と水すい産さんと、福ふく岡おか筥はこ崎ざき、越えっ中ちゅう高たか岡おか、あと浜はま松まつ中ちゅう央おうの四校のメンバーは、探検部のミッションの関係で、多忙が理由で顔を出せなかった。

　広ひろ島しまの宮みや島じまと、愛え媛ひめの鷺さぎ谷たにからは、参加表明が一人もいなくて、一年部員の全員が辞退した。

　探検部内での方針が割れて、一部で辞退を表明したのは、金沢浅野うちの井口と、南雲の長篠さん、それから青藍の東野……ってとこか』

『……それと、雨乃ちゃんは現在ミッションに参加中で不在です。東野くんといっしょに、御陵部長に同行して』と淡々と釘を刺す姫川。

『……ああ、うん、そうだ。そうだった』

「…………」

　ここまでで鼎結理の名前が挙がってこないのは、あえてのことだろうと、ほむらにも想像がつきました。隣の佐保は、つまらなそうな微妙な表情で、彼女の不在をどう感じているのかまでは読みとれません。

『今回不参加だったからといって、その部員や部を恨まないでくれよな。みんな、言うまでもなくわかってるとは思うけど』

　手に持ったタブレット端末で部員名簿を確認しつつ念を押す乙丸。

『全員いたとしても、人数が多すぎてとても会議にはなりませんね。若干偏ったのは残念ですが……』と姫川。

『仕方ねえ。禍根が残るのは承知の上だろ？』と開き直った調子で語る相月。『でもよ、俺は、手段があるのにじっと動かないでいるなんて、まったく探検部らしくないと思うけどね』

『それはこれからの決断次第ではないでしょうか』と姫川。『あたしたちの取る行動が、他の一年部員たちや探検部の全体を、よからぬ状況に追い込む可能性のほうがきっと高いです。こんな裏の活動を黙認してくださっているだけ、今は感謝するべきだと思います』

『……結論によっては、ここにいない一年部員や、上級生にも協力を頼むことにもなるかもだ。まだなんとも言えないよ』と乙丸も言い添えます。

『…………』

　まだ不満げながらも相月は黙ってうなずき、手を振って乙丸を先へうながします。

　乙丸はそのまま、はっきりと部外者を自称するヴィクリトアが、なぜこの秘密の会合に顔を並べているのかの説明をはじめます。

『前回、鷺谷以外のミッションを希望した人たちのために、ヴィクトリアのことをもう一度説明しなきゃね。今回の会議の発端ともなったわけだし。じゃあ、せっかく本人がいるわけだから、当人から……』

　乙丸から発言をうながされたヴィクトリアは、ついとそっぽを向きます。

『そんなの……わたしから話したら、手柄を自慢するみたいで厭いや味みじゃない』

『いや、実際お手柄なわけで……』

「ヴィクトリアちゃん？　だったらさ、ヴィキって呼んでもいいんでしょ？」

　と、いきなり佐保から馴なれ馴なれしいリクエスト。

『……え？　そ、そうよ。わかってるじゃない。ヴィッキー、ヴィータ、トーリャ、色々あるけど、呼ばれるなら断然ヴィキだわ。クールでおとなっぽいし。べつに某映画女優フィルムスターとかは関係ないわ』

『じゃあバジ……ヴィキ、頼むよ。俺も人の質問に答えられるほど、詳しくわかってるわけじゃないんだ』

　そうふたたび乙丸に乞こわれ、彼女も折れます。

『しょ、しょうがないわね……だから頭撫なでないで、和わ歌か納な！』

『よしよし。わー嚙まれたー。痛ーい』

　気やすく頭をなでなでしてくる隣の青塚に、本気で嚙みつき返しつつも、少女は語りはじめました。けっこうまんざらでもない様子で。時折、説明に交ざる英単語は、字幕上ですぐに翻訳され、ほむらの理解の助けとなりました。

　黒髪の英国少女ヴィクトリア・ハフィントン───通称ヴィキは、ＵＮＰＩＥＰイギリス支部に所属する調査官です。昨年秋に、交換留学生として愛知県の三河寿高をおとずれました。それまで同校に留学していた二年生の男子留学生と入れ替わりです。

　伝統ある英国の名門イートン・カレッジは、過去には男子校でしたが、近年共学化されて、ヴィクトリアのような女子生徒も受け入れるようになりました。

　三河寿探検部の一員となった彼女には、ＵＮＰＩＥＰ日本支部のコラボにアクセス可能な、期間限定のアカウントも発行されました。

『───とうぜん、まずは、コラボへの不正アクセスの有無と、外部からの攻撃クラッキングへの強度を確かめたわ。じゃないと安心して使えないもの』

　コラボの実体であるデータベースは、ＵＮＰＩＥＰ日本支部内のサーバーを間借りする形で置かれており、探検部員の有志たちによって運営されています。

　表面的なデザインについては越中高岡高のメンバーが精力的にたずさわり、探検部の活動報告の一部を一般向けに公開したりもしていますが、根幹となるデータベースの設計に深く関わっているのは、プログラミングに精通した部員の多い灘浜高です。

　先の鷺谷担当地区でのミッションに参加したヴィキは、同じく参加した灘浜の部員たちと、互いの情報をつきあわせました。

『結論からいえばブリーフリィ、コラボに集約されている情報は、第三者に漏れてる』

　はっきりと告げるヴィキの言葉に、部員たちはざわつきます。第三者というのも何者かあいまいです。

『どうせまた中国さんだろ？　でなきゃ、あれだ、イスラエルの諜報機関とかよ』

　なかば軽口のような相月の弁に、ヴィキは平然と応じます。

『イランのサイバー戦部隊も有名ね。わたしも最初はそれを疑ったわ。実際、国外からのサイバー攻撃の形跡はあった。でもそれは珍しいことじゃないでしょ。探検部エクスプローラーズの情報を狙っているのは、もちろんマスコミだけじゃないし、えげつないグリーディな連中は大勢いる。

　たとえば、利害関係のある仮想敵国、虚惑星開発に反対する強硬派、環エ境コテロリスト。その他にも、虚惑星を金かね儲もうけの舞台、未開拓市場ブルーオーシャンだとしか思っていない大企業ビッグビジネス、エエネナルジギーーコ企ー業プ、生バ物イ工オ学テ企ッ業ク、製薬会社ファーマシー、エトセトラ……』

『……でもまだ、外部から侵入されたという確証はないわけで』

　と、はじめて発言したのは、ヴィキに協力したという灘浜の男子部員の蛍です。

『ちょっとバジ……ヴィキはおどかしすぎだよ。一応そこは安心して、みんな。

　日本支部で採用してるプロトコルは最新のもので、脆ぜい弱じゃく性はまだ発見されていないんだ。攻撃はあっても、内部への侵入を許したという事実は無い。もし脆弱性があれば、対策が講じられるまでの早い者勝ちだから、探検部の設備に限らず、よそでもあっという間にニュースになる』

「そんなめんどうくさいことしなくたってさ、日本支部の探検部員になりすませばいいんじゃない？　これで」

　佐保が自分の端末を取り出して、カメラの前に掲かかげてみせます。その端末を用意し、認証の問題さえクリアすれば、誰でもコラボへのアクセスは可能です。

『ええ。それが古今東西を通じて、最大の脆弱性ヴァルネラビリティにはちがいないでしょうけど。内側から陥落させる手口ね。賄わい賂ろを渡すとか、いろいろな方法で脅迫するとか……』とヴィキ。

（脅迫って……そんな……）

　安心からかけ離れた言葉を耳にして、ほむらは胸を痛めます。

『じゃあ、内部からの犯行ってことでしょうか……？　調査官が関係している……？』

　不安そうに尋ねる八雲に、ヴィキが悩ましげに答えます。

『……侵入者の正体はともかく、これは内側からのクラッキングだと、わたしは判断した──蛍や三国も同意見よね？──コラボと類似したグループウェアは、世界中のＵＮＰＩＥＰ支部でも使われているけど、ほとんどは調査官たちエクスプローラーズの平等で自由な気風の上にある甘いシステムだわ。でも、それが理由じゃない』

　小さく咳払いをし、ティーカップに手を伸ばして、喉を潤そうとするヴィキ。

　そのカップをずるずると画面の外まで遠ざけて、あからさまに意地悪をする日比野。

（子供かっ……！　なんなの三河寿コトブキの人たちは……！）

　くっきりと歯形が残るほど日比野は腕を嚙まれ、一服して落ち着いたヴィキは、あらためて説明を続行します。

『コラボにアクセスをすれば、必ず記ロ録グが残る。いつ、誰が、どの、情報を閲覧したのかはすべて記録されてる。もしも強引に、記録の一部を消せば、誰が閲覧したのかわからなくさせることは一応可能だけれど、前後のハッシュを確認すれば、すぐに矛盾が露呈して警告される。

　下級生が作ったクローズドな掲示板を、上級生がこっそり盗み見るなんてことも出来ない。下級生も上級生も、部長リーダークラスだとしても、それぞれアクセス権限の優劣が無いのがコラボの特徴だから』

『……だったら、どうして第三者に情報が漏れてるって言えるんだ？』と相月。

『そう確信するきっかけがあったから───バグがあるの。コラボの挙動がおかしいところが』とヴィキ。

（コラボのプログラムにバグが……？）

　さすがにバグの意味は、ほむらにもわかりました。

『そうだよ！　バジ……ヴィキちゃんはね、すごいんだよ！』

　両腕をぶんぶん振って鼻息を荒くしながら、灘浜の女子の三国がヴィキを絶賛します。

『コラボの画面を見て、何ミリ秒っていう挙動のずれだけで、それに気付いたんだから！　プログラムが最適化されてないって！』

『ま、まあ、そこが怪しいと思ったのは勘だったけど』と謙けん遜そんしつつも自慢げなヴィキ。『鷺谷のミッションへ遠征する前に、同じミッションに参加する蛍と三国に連絡して、調べてもらったの。わたしのアカウントでは、コラボのシステムまでは閲覧できないし、もちろん編集もできないから』

　そう語るヴィキの両隣では、青塚と日比野が一応感心するそぶりをみせますが……。

『なんだかこうして聞かせてもらっていると、バジィちゃんのほうがよっぽどスパイらしいわねえ』

『バジィはやめて』

『それがお家芸だ。俺は最初からジェームズ・ボンド崩れの怪しいガキだって睨んでたけどな。この貧相な体に聞いてゲロさせるしかねえだろ』

『はワあッぁツ!?　やれるもんならやってごらんなさいよ！』

　またもスクリーンの向こうで取っ組み合いが始まった三河寿のチームワークぶりに一同は呆れますが、その間に、ほむらがおずおずと挙手します。

「ね、ねえ、コラボのプログラムって、匿名の参加者が集まって作るんじゃないの？　なんだっけ……ミソニコミ……？」

『……味噌煮込み？……うどん？』と首をかしげる蛍。『ああ、アノニマスね。ニしか合ってないよ！　えっとそれは日本支部じゃなくて、各国のコラボで共有してるライブラリの話。コラボのシステムは、重要な部分は国内でコーディングしてるけど、特にＵＩユーザーインターフェース方面ではそのライブラリを活用してる』

　会話に復帰したヴィキが続けます。ぐしゃぐしゃになった黒髪を青塚に梳とかされながら。

『挙動のズレで問題となったライブラリィは、一見洗練されていて、とてもよく出来ているけど、実はそこにバグがあった。システムの時系列と同期しない一瞬があるの。このバグはほとんどの環境下では発生しないわ。なぜなら、ＪＳＴ、日本標準時がトリガだから。

　……もっと厳密にいえば、コラボ内のあるライブラリィとの組み合わせで、はじめて起こるバグなの。同期のズレは、ほんの一瞬よ。だけどその間は、記録が残らない。それは存在しない時間、存在してはいけない時間だから。

　再現性の薄いバグで、特定には苦労させられた。でも、おそらくこのバグは規則的に発生してる。なんらかの数学規則を利用して、制御コントロールされてる。でも今のところサンプル不足で、わたしたちはバグの発生するタイミングを予測できない。

　第三者はこの一瞬の間に、少しずつコラボ内のデータを盗み見て、上部サーバーへ、日本支部のネットワークに送信して、どこかで蓄積して再構成してるのだと思う。画像や音声のような大きなデータはともかく、文章テキストが主体なら簡単に解読できるでしょうね』

　語るヴィキ本人は、大学教授然としたエレガントな講釈を気取っているようですが、両手をちまちまと振り回し、だんだんと自説にのめり込みながら熱弁する様子は、失礼ながら、ちょっと微笑ましくもありました。

　とはいえ、語る内容が頭に入ってくるにつれ、なんとなく場の雰囲気にのまれ緊張するだけでなく、コラボの件にさほど関心をみせなかった一部の者にも、深刻な表情が浮かんできたのがわかります。ほむら自身も含めて。

　やがてヴィキはある結論に達します。

『───もうある程度の想像はついてきたでしょうけれど、あなたたちでは口にしにくいでしょうから、わたしから言うわよ。いい？　わたしの推測する全ぜん貌ぼうはこう。

　この盗み見の犯人は、ＵＮＰＩＥＰ日本支部の内部の人間───それも、実際にサーバーの置かれている大おお阪さかの日本支部の建物に、自由に出で入はいりできる人間でしょうね。

　つまりは、あなたたちの顧問である調査管理官、日本支部の職員、それと各探検部の部長リーダークラスよ。

　集めた情報を、ネットや無線を通じて外部へ送るのはリスクが大きい。それこそ他のスパイに餌をあげるようなものだもの。だから、日本支部内のマシンに物理的な記憶媒体ストレージをとりつけて、それを直接回収するほうがまだ安全だわ。わたしが犯人であればそうする』

　ついに、犯人というストレートな単語があらわれ、ほむらの気はいっそう重くなりました。

『……まだ今も、その盗み見は続いてると』

　姫川に問われ、ヴィキがうなずきます。

『そうよ。ライブラリィを交換すれば、バグを取り除くことは可能だわ。ひとまずはね。けど……』

　ヴィキにちらりと視線を送られた両隣の二人が言いました。

『バジャーに相談された俺らが、ありがたくも言ってやったわけ』

『ええ。毒には毒をって』

　日比野と青塚の二人が、妙に自信に満ちた様子で告げます。

　気まずさをみせながらヴィキは補足します。

『罠ハニーポットを作ったの。蛍や三国たちと協力して。犯人を呼び込む罠トラップよ。でもこれはまだ、コラボには仕込んでないわ。あなたたちで決めることだから』

『犯人を特定できるかもしれない……ということですね』と姫川。

　しばしの沈黙のあとに、ほむらがたずねます。

「ねえ……その、コラボを盗み見ている犯人と、コラボにバグを仕込んだ人、っていうのは同じ人間とは限らないんでしょう？　そうだよね？　だったら、コラボにそのバグを仕込んだ相手の目星は……もうついているの？」

　無表情で小さく両手をあげるヴィキ。答えは放棄というニュアンス。灘浜の部員たちもやはり口を結んだままです。

　深く探るほむらには乙丸が応じました。

『うん、実はもう目星はついてて……日ひ吉よ坂しの鼎なんだ。だから今夜は、鼎は呼ばなかった。佐保くんにも、今夜のことは彼女にさとられないようにしてもらった』

　乙丸のあとから、すこし慌てて蛍が補足します。

『いやでも、まだ決定的じゃなくて……問題となったライブラリの作者は匿名だけれど、まず鼎さんだろうとは灘う浜ちの先輩たちは言っていた。バグについても、ほぼ意図的に仕込まれたものだと思うけれど、そうじゃない偶然だという可能性もまだあって……』

　とっくに予想していた彼女の名前を聞いても、やはりほむらには衝撃的でした。

（鼎さんが……ユリちゃんが……）

　画面に映る姫川の瞳が、じっと自分を見据えているようでした。

　佐保はじっと沈黙しています。

　黙っている会議参加者たちを見渡してから、ヴィキが口を開きました。

『刑事性クリミナル・エビデンスがあれば───クラッキングの証拠が見つかれば、ライブラリィ作者が匿名であっても開示されるでしょうね。でもその時に世間を騒がす問題となるのは免まぬがれないわ。日本支部にとっても大きなダメージになる』

「その、ハニーポットっていう罠わなを仕込んだら、犯人は確実にわかっちゃうってこと……？」と怪訝そうにたずねるほむら。

『それは五分五分だと……思うよ。相手に先に気付かれたら、回避されちゃうだろうし』と蛍。

『そうしたら、あたしたちが警戒していることは相手に伝わるから、一旦手を引かれるか、いっそう手の込んだ方法に切り替えてくると思うの。そうなったらもう、特定は無理じゃないかなぁ……』

　三国が頰ほお杖づえをつきます。

「それ……それが、そんなに問題なことなのかな？」

　思わずソファから腰を浮かせ、前のめりに訴えるほむら。

「問題はコラボが監視されてるってことなんでしょう？　たしかにコラボを見れば、ミッションの予定とか、参加メンバーが漏れる。それから、虚惑星で新発見があれば、それも一般に開示される前にわかる。でも、鼎さん自身は、そんなことしても何の得もないでしょ？───ねえ、秋穂くん？　秋穂くんもそう思うよね？」

「…………」

　佐保はテーブルをみつめたまま、まだ黙っています。

　佐保の返事を待ちかねて、相月が口を開きます。

『……メールの内容も見られてるとしたら、より深刻じゃないのか。日ノ岡さんにも、秘密にしておきたいこと、あるだろ？』

「……秘密……？」

　どきりとするほむら。

『……秘密ってのとは、ちょっと違うか。あー、なんだ。まだ自分では判断が出来なくて、時間をかけて考えたいこと、かな。

　たとえば、五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめが地球の政府に対して、本当はどんな印象を持っているか……とか。実際に対面していなけりゃわかんねえことだろ。コラボでの単なる雑談からでも、いや、気き易やすい会話だからこそさ、俺たちの本音が出てくることだってあるんじゃね』

「……うっ……」

　身に覚えのあるほむらは言葉に詰まります。すると、

　ハッ、と聞こえよがしな嘲笑が届きます。三河寿の日比野が、あいかわらず姿勢悪くもたれながら笑っていました。

『そうな。顧問や部長の前では、従順なフリをしつつも、本心では従わず、将来に向けて他校とのパイプを作っておこう、とかな───なあ、南雲さん？』

『おい……なんだって？───三河寿コトブキこそなあ、イギリスに情報ダダ漏れにしやがってなあ！』

　あからさまな日比野の挑発で、にわかに南雲高と三河寿高の両校に緊張が走ります。

　南雲側では相月がナース姿の平岡から「怪我に障さわる」とどうどうとなだめられ、かたや三河寿側のヴィキは、険悪な会話から遠ざけられ、すずやかに微笑する青塚に耳をふさがれながら不機嫌顔。

『やめろよ。日比野も。話が進まないだろ』

　乙丸が落ち着いた調子でたしなめます。

　真剣なのはこの場にいる誰もがですが、そんな中でも彼は、焦りや苛立ちに感情をまかせないようによく自制しています。小柄な彼が、夏に西いり表おもて島じまで会った時とはまたすこし違って大人びて見えました。

『……個人的な意見を言わせてもらえばさ、俺だって犯人捜しなんかやだよ？　でも、俺たちみたいに、ハンパない危険に身を投じなきゃいけない調査活動で、お互いの信頼がなかったらやっていけないよ。違うかな？

　それは調査官の先輩後輩にかぎった話じゃなくて───必死に親を説得したり、調査官出身じゃない顧問に虚惑星の現実をわかってもらおうと掛け合ったり、自分がもっと遠くまで行けるって認めさせようとアラスカまで訓練に行ったりしたのは何だったんだ？　ってことになるだろ。

　一年部員だけの問題でもない。外から見たら不安だろうけど、これは隠し事とはすこし違うんだよ。虚惑星みたいな距離も時間も隔離された場所で、俺たちの意志や判断が信頼されてないんだったら……なにひとつ間違った行動なんか取れなくなる。まわりにはまったく未知の世界が広がってるってのに！』

　乙丸が言葉を切ると、今度は、ハァーと深い溜め息をマイクが拾いました。

『……やれやれ、日本の調査官たちエクスプローラーズは病んでいるわね。これなら、報酬目当てに契約してる某国の調査官とか、神の存在を証明するが為ためだと大言壮語ビッグ・トークしてるバチカンのほうが、まだ健全なんじゃないかしら？　チャンドラー博士のかかげた理想をそのまま額面どおり、科学調査と学術的探求が第一だって頭から信じてるんだからもう笑っちゃ───キャハハハハッ、うひゃ、アハハハハハッ、待ってウェイッ、やめドンッ、キャハハハハ、プリィーズッ……ハァハァ……何するのアンタたちはいきなりッ!!』

『なんとなく』

『やっぱり怒ってる顔のほうが可愛かわいいわぁ』

　やぶからぼうなヴィキの爆笑の原因は、日比野と青塚による両脇腹のくすぐり責め。懲りない二人に非力そうなパンチをお見舞いしたのち、吐息と怒りを落ち着かせ、あらためてヴィキは乙丸にたずねます。

『ハァハァ……それでっ、乙丸、あなたは誰が怪しいと思ってるのよ？　鼎結理ユリ・カナエに動機が無いというなら、ほかに主犯格プリンシパルがいるのでしょう？　わたしはそこまで日本支部の内部事情には詳しくないんだから。あなたの推測を聞かせて』

『……俺は……』

「───待って」

　乙丸の発言が遮られます。ようやく口を開いた佐保が、ＰＣに手を押しつけて制止しました。

「ユリちゃんには僕が話をつけるよ。直接、僕が言って聞かせる。これ以上、彼女が怪しまれるような振る舞いはさせないようにする。だから罠を仕掛けるとか……そんな方法を使うのは、どうかやめてほしい」

（秋穂くん……）

　佐保の嘆願を、画面の向こうの部員たちは押し黙って傾聴しています。

「ユリちゃんは……鼎結理は自分勝手でプライドばかり高くて、他人を心配させても反省もしない困ったヤツだけど……おなじ一年部員として、一緒にやってきた仲間なんだ。それでユリちゃんが探検部を去るようなことがあったら、僕は困る」

　部を同じくする佐保から発せられた言葉には、はっきりと彼の覚悟が込められていました。

「び、便乗するみたいでごめんなさい。私からも、お願いします……！」

　ほむらも並んで頭を下げると、佐保は意外そうに苦笑します。

「ハハ……いいの日ノ岡さん？　日ノ岡さんはどっちかというと、女子部員同士で組まされてメーワクしてるクチじゃない」

「ま、まあ、迷惑というか色々大変だったのは認めますけど……それは私も人のことは言えないというか……ていうか、秋穂くんだってそうでしょ……！」

　微妙な不協和音をかなでながらも、頭を下げて嘆願する佐保とほむら。

　まだ判断を保留する雰囲気のなかで、三国が確認します。

『それってつまり……現状のコラボのバックドアを、鼎さん自身に埋めてもらえるってこと？　だったら、そうしてもらえるほうが安全確実だけど……おとなしく彼女が認めるかな？』

「うん。それも、ユリちゃん自身が認めなくてもやらせるよ」

　佐保が請け合うと、それぞれ部員たちは嘆息しました。場の雰囲気が承諾に傾きます。

　が、思わぬ相手から不支持の声があがりました。

『───あたしはその方法には反対ですので』

「えっ、姫川さん……？」驚くほむら。

　一呼吸置いて皆の反応をうかがいつつ、いつもどおりの淡々とした調子で彼女は続けます。

『コラボはこのままいじらずに維持しましょう。罠を張って犯人を捕まえるのは、たしかに胸がすく経験かもですが、あたしたちにとって思わぬ負の遺産となってしまうかもしれません。失敗すればあたしたち自身の立場も悪くしかねないかと……。自分たちはＵＮＰＩＥＰ調査官としては、もっとも経験にとぼしくて弱い立場です───だから、それよりも逆に、盗み見されているコラボを活用しましょう』

　この状況を逆に利用しようと、さらりと言ってのける姫川。

『姫川さん……それって、この、転送環と関係してるとか？』

　ややあぜんとしながら乙丸は、胸の内側に提げていた転送環を取り出しました。

『……転リ送ン環グ!!』

　ヴィキはその転送環の存在を聞かされていなかったらしく、ぎょっと目を見張っています。

『───はい。ご名答です乙丸くん。この会議を呼びかけてから、あたしは転送環の活いかし方について考えてきました。ここまでお話を聞いて、コラボが攻撃的な改ざんに晒さらされているのではないと知り、ほっとしています。皆さんの結論を出す前に、少しあたしの話を聞いていただいてもよいですか？』

　結論は先送りされつつも、目先の変わる議題は歓迎されました。




　南雲の七久保小枝から、乙丸に預けられた転送環。

　それは彼個人にではなく、一年部員たち全員に託された日本の調査官たちの秘密兵器です。

　すでに昨年夏のＳＡで、この『紛失された転送環』の存在を知っていた一年部員たちは見知ったアイテムですが、部外者のヴィキは自分がこの秘密会議こそが何かの罠なのではないかと、そわそわ疑心暗鬼になり、それでも熱心に耳を傾けています。

『本来、存在してはならないその転送環ですが……先輩方からあたしたちに向けられた無言のメッセージは明白です。それは、有効に使え、です。少なくともあたしはそう思います。───とはいえ一年部員同士でもこうして意見が分かれるように、その方針に同意する先輩たちばかりではないでしょう。今こそ大胆かつ、慎重にならなくては。そこで───』

　姫川の提案は驚くべきものでした。

　調査官たちが息をのみます。

『遊撃隊を組織しましょう。独立した非公式な調査官パーティです。

　各部が所持する転送環は、魔力量がＵＮＰＩＥＰに厳密に管理されていて、ミッションで申告する以外の調査官が虚惑星へ行くことはできません。しかし、その乙丸くんの持っている例外的な転送環があれば、秘密裏に虚惑星へ行けます。さしあたり考案した方法はこうです───』

　さらに続けられる姫川の説明。時折、質問が挟まれながらも、大きな異議はありません。一通りの説明を終えて、姫川はこう締めました。

『……この遊撃隊は、あたしたち一年部員の行動が制限されている間をその運用期間とすべきでしょう。転送環は独占すべきものではないはずですから』

　すでに最終学期も修了しようとしている今、一年生でいる時間はあとわずかです。しかし巨人や放浪者の問題が解決せず長引くことになれば、今後がどうなるかわかりません。

　いつまで待機させられるのかという漠然とした不安に加え、ほむらにも個人的な焦りが現実になってきているのを感じていました。

（青藍高あおこーで探検部の新入部員の募集中止……なんてことになったら、私もう探検部を続けてく自信がゼロだしぃ……そもそもお父さんが続けさせてくれないだろうな……とはいえ遊撃隊って……）

『シズネ！』

　───沈黙し、浮かない顔で耳を傾けていたヴィキが、姫川の名を呼び意見します。

『まったく賛同できないわ。今夜わたしはこの場にはいなかった！　何も見てないし、何も聞いてない！……こんなこと、言うまでもないけれど、仮にそれが世に知れたら大問題になるわ。日本支部の責任者と管理官はすげ替えられる。該当チームの部長リーダー格や副部長バイスリーダー格も──まあ日本は温情主義の国だから──処分を負わされることはないにしても、発言力は失うでしょう』

　姫川は、ヴィキの忠告に素直にうなずきます。

『そうですね。それは正論ですし、あたしたちに起きうる最悪の事態を正確に見通されているかと。……けれど、もっと悪い事態が待ち受けているとしたらどうですか？　今こそ行動すべきだとあたしは思います』

『条約違反よ？　国際法違反だわ！』

　自分が国連の監査官にでもなったかのように追及の手を休めぬヴィキ。それを姫川はこくこくと首を傾けて肯定します。

『承知しています。転送環の件をとりあげることは事前にお伝えしていましたから、今夜の出席を拒んだ方のなかには、そういった条約の違法を重くみた方もいらっしゃるはずです。ですがまあ……』

　ふと姫川は、あごに指を置いて思案げにそっぽを向きました。

『ああ、ほら……イギリス支部そちらの、経済支援やら移民政策やらをチラつかせた途上国支部への介入は、しばしば話題になりますよね。あれも条約違反ですよ、一応は。双方にメリットがあるせいか話題にされませんが』

『……うっ……』

　旗色が悪くなり、わかりやすく顔がこわばるヴィキ。

『ほかにも最近のケースでは、米国やイスラエルが発見した遺跡や資料の秘匿がバレて問題になりましたし。中国支部は言うに及ばず、と……まあアレです。堅いことは言いっこなしです』

「……そう来たか……」

　ほむらも思わず声がもれます。姫川の隣では、桑園や八雲も寝耳に水だったのか青ざめています。ヴィキはトーンを落として続けます。

『いざとなったら、国益のためではなく、あくまで非常措置だと言い張るつもり？　それはまた見物でしょうけど、脅しをかける相手が違うでしょうに、まったく……。だったらますます聞かないといけないじゃない───さあ教えなさい、乙丸。黙っていてあげるから』

　再びさきほどのコラボの問題を持ち出し、それこそ脅迫の口ぶりで迫るヴィキ。隣の二人、日比野と青塚は、今度は止める様子もなくニヤニヤと薄笑いを浮かべています。

（嬉しそうだし……いよいよ三河寿コトブキのスタンスがわからぬ……あの人たち、敵なの、味方なの？）

『…………』

『遠慮なく言っていいぜ、乙丸。チクったりなんかしねーよ』

　言い淀む乙丸には、南雲高の相月と平岡が促しました。二人とも名前を予期している顔です。

　相月の言葉を聞いて、はっとした者もいるなか、まだ事情を察せぬ者もいて、反応をみてから乙丸は観念して推測を述べます。

『コラボを監視して一番メリットがあるのは───佐久間顧問じゃないかって……』

『…………フムン？』

　ヴィキは怪訝顔になりましたが、その場で異論を挟む者はいません。

（佐久間顧問……佐久間先生が……？）

　日本の監査官代表であり、南雲探検部の顧問をつとめる佐久間。

　われらが藤森顧問の、調査官時代の元管理官でもあります。藤森顧問とはとりわけ折り合いの悪い、毛嫌いしている相手です。

　ほむら自身も、入部前のメディアから受けた印象とは違うその厳しい態度を目の当たりにして戸惑いました。怒鳴りつけられたこともあります。その佐久間顧問が、不正な手段で部員を監視していると聞けば、納得してしまいそうですが……。

（でも……それだとユリちゃんとの関係がピンと来ない……まだ私の知らない彼女の側面があるっていうの……？）

　それよりほむらには、コラボにおける鼎結理の仕業が意図的なものなら、南雲の顧問よりも強く連想される相手の姿が脳裏に浮かぶのでした。
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　───その夜。

　帰宅後も会議のことが頭から離れず、悶もん々もんとしながらも、ほむらはいつもより早く床につきました。いちどベッドにもぐってしまえば、お得意の寝つきの良さと、日中の試験の疲れとでぐっすりです。

　その眠りも、夜が明ける前にアラーム音に引きはがされます───深夜の二時半を指している目覚まし時計を黙らせ、ベッド脇の端末に手を伸ばします。

「……ふぇ？……ふぁ？　ふぁれ？」

　探検部支給の端末に触れても反応がなく、眠い目をしばたたかせるほむら。叩たたいても揺すっても無反応。

「…………ああ……そーかそーか……そーでした……」

　しばし寝ぼけまなこで格闘したのち、会議の直前から電源を落としたままだったと気付いて、手探りで電源を入れ直します。端末画面が暗い部屋をぼんやりと照らします。

　端末には、予期したとおり藤森顧問からのメッセージが届いていました。通常の連絡ではなく、不測の事態を伝える文面に眉をひそめます。

『予定帰還時刻なるも、青藍高、日吉坂高のどちらにも、パーティ帰還者いまだ現れず。ともあれ、心配にはあたらず。寝ててよし。あさって（もう明日か）の現ゲン文ブンのテストに備えるもよし。　《藤森》』

　藤森からのメッセージを見つめ、しばらく無言になるほむら。

「寝ててよし……って内容じゃないでしょこれは……何言ってるのモリちゃんは」

　ダメだしを呟きながらも、端末からメッセージを返信するほむら。

「お疲れモリちゃん、続報よろしく、もはや現文は捨てたごめん……と」

　予定通りであれば今頃は、青藍高の転送室に、天竜代表と七久保、早瀬の三人が先行して帰還するはずでしたが、まだ姿を現してはいないようです。

　ミッションの自主的な延長による帰還時刻のずれはままあること。悪天候によって足止めされれば虚惑星では数日、地球時間でも半日程度のずれはあり得ます。

　しかし今回は、ＭＴＢを投入して移動時間を最低限におさえたミッションで、地球への帰還時には桃山荘から直接転送を行うはずでした。

（むこうに残って滞在する予定だった真世先輩たちはともかく、先行帰還組までまだ戻ってこないってことは……それだけ大事なことがむこうで起きてる、ってことかな……）

　すっかり暖房の余熱が消えた部屋の冷気を感じながら、二度寝の誘惑をうちはらってほむらはベッドから起き出しました。

　たとえ虚惑星で何かあったとしても、もはや一年生に出番は無いのですが、それでも。




　就寝中の家族を起こさないよう、ひっそりと階段を下り、深夜のリビングに教材を広げるほむら。湯気ののぼるココアをすすり体を温めながら、間近に試験を控えている日本史のノートに目を通します。ああは言ったものの、一応、現代文もぱらぱらと。

「…………」

　机に置いた端末をちらちらと見たり、なにげなく手に持ったりしたところで、藤森からの新たな連絡が届く気配はありません。

　今にもよくない報しらせが届くんじゃ……そうはらはらと憂いながらも、いつのまにかほむらは、似合いもしない試験勉強の一夜漬けにのめりこんでいました。

　書き取りした内容を無心に読み込むうちに、試験の範囲外となり、とあるページで指が止まります。

　東野がノートに残した走り書き。放課後に勉強を教わりながら、彼が勝手にノートに書き込んだ文字がそのまま残っていました。

「…………『一ページ前進するごとに行動食を補給してよし』……か」

　まだ去年の秋の、半年も経たっていないその痕跡がなんだか懐かしく、つい微笑んでしまいます。

　そうしているうちに家人の起きる気配がします。階段を下りる、小さく慎重そうな足音で、すぐに誰かわかります。

「うわぁ……徹夜で勉強してるほむらなんて初めて見たし……」

　妹の月つゆが、しらけた目でこちらをのぞいていました。パジャマにカーディガンを羽織り、肌寒そうに廊下に立っています。

　肩をすくめて返すほむら。

「月だって私と同じ学年にはなりたくないでしょ」

「ええー、そんな点数悪いの？　それにさ、こんな寒い部屋じゃなくて和室の炬燵おこたでやればいいのに」

「まあちょっとね、ちゃんと起きてたいし。炬燵はもう確実に眠っちゃう自信あるから。そう言う月は……どうしたの、起こしちゃった？」

「…………違うけど……部屋を出た音聞こえたから」

　と、煮え切らぬ返事。

「ココアある。まだあったかいよ」構わずティーコゼーをかぶせた洒しゃ落れたココアポットを示すほむら。

「こんな真夜中に甘いものとか……」

「じゃあミルクで薄めてあげよっか」

　しばらく前には妹の月のほうが受験のためにもっぱら使っていた食後の食卓。

　不承不承、椅子に腰をおろした月に、温めたミルクを多めに加えたココアのマグを差し出します。

「……探検部と高校の勉強って、やっぱり両立はムリなんじゃないの？　試験の前も後もいつもひぃひぃ言ってない？」

「痛いところを……」と顔をしかめるほむら。「でも、練習熱心で忙しい部活なんていくらだってあるじゃない。私の要領が悪いのは認めるけど、ちゃんと成績落とさずにやってる人たちもいるってば。虚惑星に宿題を持ち込んで、ミッションの間にみんなでやったりとかね」

「へえ……だったら逆にズルくない？　探検部員だけ試験前も余裕があるわけで。虚惑星は時間の進み方が違うんでしょ」

「そうかもだけど、試験前にかぎらず忙しいし、第一、そのぶん私たちよけいに歳とっちゃうんだからね？　数ヶ月とはいえ、いや数ヶ月も、だよ？　だいたい私なんかミッションで疲れちゃって宿題どころじゃなかったよ」

「やっぱり両立できてないじゃない」

「まーそうなんですけどぉ……」眠気を思い出したように、ばたりと机に体を投げ出すほむら。「私も二年生になったらすこしは慣れてくるのかなあ」

　わざわざ夜更けに起き出しながら、なまける口実を得たとばかりに、たらたらとお喋しゃべりを続けるほむら。面倒そうに相槌をうちながら、調子づかせないように辛辣な言葉を返す月。ちかごろは特に親しく言葉を交わす機会がない二人は、一つ屋根の下で暮らしながらも近くて遠い他人のよう。

　アンバランスなお喋りを続けながら、なかなか用件を尋ねてこない姉の言外のプレッシャーに負けて、月はついに白状します。ココアの泡をにらみつけていたわけを。

「またどこか行くのかなって……思ったから」

「…………どこかへ……？」気恥ずかしそうにうつむいた月を、ほむらは淡々と見返しました。「……えっとさ、月、別にね───」

「ああ、はいはい、知ってる。ほむらは関係ないんでしょ。日本では虚惑星の危機に対処するのは高学年が中心になったって。外国とは違って。お母さんから聞いたし、ニュースでも見たから」

「あ、そう」

　それじゃあなぜかな？　と、わざとらしく首をひねるほむら。

「またどこか行く前に……お礼言っておかないといけないかなって……」

「はい？　お礼？」

「うるさいな、ちょっと寝ぼけたの……もう……」

　今度は月のほうが机につっぷします。

「だ、だからさ……あたしの受験で気を遣わせちゃったなって、だから……」

「なーにいってるの。受かったのは月自身の実力でしょ？　私の時とはゼンゼン大違いだよ。まあでも、お礼は甘んじて受けてしんぜよう」

「……ハァ……はいはい。感謝してます」

　どういたしまして、などと殊勝な言葉を姉から引き出せるなどと期待していた自分が愚かだったと思い直す月。曇るばかりの眼鏡を置いて、ココアをすすります。

「今、探検部は……ていうか虚惑星の状況って大変なんでしょ。一年部員が立ち入り禁止になるくらい。べ、別に守秘義務とかは言わなくていいけど……」

　まだ尚、しんみりとした様子の妹に、ほむらもまた少しあてがはずれたのか、おとなしく耳を傾けます。

「うん。まあ、日本国民のみなさんもご存じのとおり、私はもう蚊か帳やの外だから。でもね、同じ一年部員でも、東野くんだけは特別にミッションに参加だ。あ、いけない、これたぶん機密事項だった。マスコミには内緒だぞ」

　おどけるほむら。東野の名前を耳にして月は表情をこわばらせます。

「あの人は……ほむらには似合わないと思うよ」

「またその話？　だからつきあってるわけじゃないって何度もさ───」

「……ほむらには、釣り合わないって言ってるの。だからもう無理はしないほうがいいと思う……」

　自分で口にしつつも恥ずかしくなったのか、月は頰を赤くします。けれどそこに囃はやし立てるような色はなく彼女は真剣でした。ほむらが同級生と交わしたような浮いた話を月は毛嫌いしています。これまでだって、知らずのうちに妹を巻き込んでしまった傍はた迷めい惑わくの数々で、月からはクレームばかり聞かされていました。

「……なに言ってるの、月？　思うって言われちゃっても困るんだけど」

「だって誰かが言わないとでしょ……中学の時だったら北きた浜はま先輩とかが言ってくれてたんだろうけど、最近は疎遠みたいだから……」

「それは……仕方ないでしょ。時間が合わなくて……」

　肩をすくめるほむら。

　その内心、ひそかに月が東野を観察していたと知り、そこに小さな驚きもあり、腑ふに落ちるところもありました。

　ランニングを始めて、ほむらの体力作りの習慣が身についたこの頃でも、東野はときおり日ノ岡家に顔をみせることがありました。図書館での勉強の帰りで遅くなった時や、探検部のミッションを終えて藤森顧問の車で一緒に送られてきた時に、そのついでにほむらの母親から軽い食事を振る舞われたりしたことが。

　人見知りする月は、東野と顔を合わせてもすぐに自分の部屋に引っ込んでいました。そんな彼女ですが、見るべきものはちゃんと見ていたわけです。

「あたしは……やっぱり苦手だけど……あのひと、が……東野さんが、すごく真面目で、誠実な人だってのはわかるの。今のダメダメなほむらには勿もっ体たいないくらいの」

「ダメダメって、ちょっと」

「わかってるくせに。今のお姉ちゃんは、以前とは全然ちがう人だよ」

　ここぞとばかりに溜め込んできたものを吐き出す月。夜の静けさを壊さぬように抑えながらも、声を低めて続けます。

「───虚惑星での活動が危険になりすぎて、もう手に負えないんだったら、いい機会じゃない。せっかく青藍に入れたのに、勉強も追いつかなくって、追試とか補習ばかりで、友達とも遊びに行けないって文句言うくらいだったら、探検部やめればいいじゃない」

「…………その話も、東野くんと関係あるの？」

　すこし突き放した口調で、椅子に背をもたせたほむらに、ぎごちなく頷く月。

「以前のお姉ちゃんはそうじゃなかったもの。つきあってた男の人にだって、とやかく言わせなかった。何だってやりたいことがあれば、すぐにそうしたし、やめたくなったらさっとやめたでしょ？　もっと怖い物知らずで……もっと我がままだったもの。今は違う。すっかり縮んじゃったみたいに」

「うええ……それはまた随分だよね……」唇をとがらせるほむら。「一応そこは成長したって言ってほしいんだけど。ちょっとは気を遣うことを覚えたってことでさ」

「今のほむらは必死にすがってるじゃない。おかしいよ。そんなのお姉ちゃんらしくない」

　厚くまとった軽薄さのコートをはがし取ろうとでもするように、月はじっとほむらを見据えて詰め寄ります。

「東野さんは、今までほむらがつきあってきた人とは違うんだよ。ほむらが利用していい人じゃないんだよ。また不幸にしてしまってるのわかんないの……？」

「ああ、はいはい、私が傍迷惑なのは知ってますよーだ」

「……ごまかしても駄目だってば。そういうところ、ほんとズルいんだから……。お父さんもお母さんも、東野さんがほむらをちゃんとしてくれるって期待してる。まるで昔のお姉ちゃんのことなんか忘れたみたいに振る舞ってる。けど……でも、このままじゃ絶対よくない……お姉ちゃんだってまた傷つく。もうイヤでしょ、あんなのは」

　ふぅ、と息を吐くほむら。

「……私が一方的に依存してるって？　東野くんに？」

「そう」はっきりとうなずく月。「お姉ちゃんは……変わりたくないの。なのに無いものねだりで、本当は自分とは別の世界にいる人だってわかってるのに……手の届かない相手に手を伸ばしてる。もし……向こうが親切で手を差し伸べてきたら、その手を摑んで引きずり落とそうとしてる」

「……なんじゃそりゃ。私は妖怪か？」

「ハハッ……」

　心痛と笑いの混じった複雑な表情を浮かべ月は続けます。

「お姉ちゃんは、あの人と別れるべきじゃなかったんだよ。お姉ちゃんがいちばん好きだったあの人と、ずっと一緒にいるべきだったんだよ。自分から変わろうとする気もないのに、あの人のイメージを東野さんに重ねてるんだったら、お互いに不幸になっちゃうでしょ……違う？」

「…………」

　言葉を発さないほむらから漏れる、針のように鋭い怒りを察してひるむ月。いつもならば、おおいに言い返している場面で、ほむらは口を結んで堪こらえています。

　そんなほむらの態度に気付いて月は少し驚きました。

「月は……勘違いしてるみたいだけど……」

　ココアを口元に寄せながらつぶやきます。

「東野くんはね、私のことを、そういう対象としては全然見てないの。今もちゃんと好きな人がいるの───それに……探検部だって、私にとってはホント無謀な挑戦だったけれど、自分のためになるってわかったから続けてるの。だから、私が男を目当てに部を利用してるみたいな言い方はやめてよ」

「そうなの？……そう。それは悪かった……ごめんね……」

「まあ、続けられるかはわかんないけど」

「……ごめんなさい」

「…………」

「言い過ぎたと思うけど……また荒れてるお姉ちゃん見たくないし……音おと羽わ中で倒れた時みたいなのはもうやだ……」

　ちらりと姉の頭部をみる月。校庭でぶつけてたんこぶを作った頭を。

「おいおい、月さん。あれは貧血ってことになったでしょ」

「…………」

　───ブブッ、と気まずい沈黙を破って端末がテーブルを叩きます。すぐ手に取り、着信したばかりのメールに目を通すほむらの表情が硬くこわばりました。

「月……ちょっとお願いがあるんだけど」

「……え？」

「私、ちょっと学校に行ってくる」

「今から？　こんな真夜中に？」

　思わず高くなった月の声を、ほむらは「しーっ」と口元に指をそえる仕草で咎とがめます。

「だからお父さんとお母さんが起きてきたら、うまく伝えておいてくんない？」

「む……ムリムリムリっ。試験休みで学校お休みじゃない。だいたいそれ、探検部絡みなんでしょ？　一年部員はもう蚊帳の外なんじゃなかったの……？」

「うん。そうなんだけど……私、やっぱり応援に行かないといけないみたい」

「……っ……ラ、ランニングシューズで出ていってよ。お母さんが起きてくるより前に、あたしも起きて適当にフォローしとくから、それで話を合わせて。走るついでに牧野マキちーさんと試験勉強してくるとかなんとか……」

　と、丸投げされて言い訳をあわててひねり出す月。とはいえ姉妹の間で、こういうケースは実は何度かあったのです。それもまた過去に月がこうむった傍はた迷めい惑わくの一部でした。

　すでに別のことを思案しながら、なるほどと頷くほむら。

　月は自分がなにか背中を押してしまったのではないかと気が咎めているようでした。

「……どこに行くの？　ほむら」

「大丈夫。ちゃんと帰ってくるってば」

　口ぶりはいつもどおり生意気なのに、眼鏡を外した顔に浮かんだ不安そうな月の表情は、幼い頃の妹のままでした。

　物音を立てないよう慎重に自室に戻ったほむらは、手早く身支度をととのえ、まだ夜の明けきらぬ街まちへと繰り出しました。

　まだ車通りのある国道に出て、寒さに震えながらタクシーをつかまえ、一路、日吉坂高校を目指します。

　深夜の女子高生の一人乗りを危ぶんでか、運転手が遠回しに用件を尋ねてきます。

　探検部発行の身分証をみせながら、規定の交通費の免除が可能かどうかを尋ねるとその慣れたやりとりで納得したらしく、それ以上は何も詮索はされませんでした。

　車内の暖房に一息つくと、車窓には澄み切った冬の夜空。

　西の空へ首をめぐらすと、ベテルギウスを失った元オリオン座はとっくに地平線の下へと沈んでいました。そのかわりに夜空には、おとめ座のスピカ、うしかい座のアークトゥルス、しし座のデネボラ、そしてりょうけん座のアルファ星を結んだ四つ星、〝春のダイヤモンド〟が輝いていました。別名を〝おとめ座のダイヤモンド〟と呼ぶのだと、御陵部長から教わった星の並びです。

（また、お父さんとお母さんをがっかりさせちゃうのかな……それに、今度は月まで巻き込んで……ひどい姉だ……）

　衝つき動うごかされるように、飛び出してきてしまったほむら。

　妹の前では平然と、いかにもいつもの気まぐれらしく振る舞ったものの、彼女から投げかけられた言葉が自分を動かす反動になっていたのは解っていました。

（私はきっと間違っている……モリちゃんにも噓ついちゃったし……あとでどうせ後悔するんだ。どうしてあんなことしたんだろうって……）

　けれど、そんな後ろ髪を引かれる思いは、気持ちの昂たかぶりに押し流されていきます。端末に目を落としメールを再読します。

　届いたメールは待ちかねていた藤森からの続報です。

　その要約された内容によれば───

　すばる姫の城へ向かった調査官六人のうち、帰還者は七久保小枝ひとり。緊急脱出ではない、伝令役メッセンジャーとしての通常の帰還でした。

　七久保によれば、現時点で負傷者などはなし。しかし滞在中に、城の近隣にまたもや放浪者が接近した形跡を発見した、とのことでした。

　早瀬と東野、そして本来は七久保と帰還するはずだった天竜を加えた三人は、周辺を警戒するために城を発たったとのこと。御陵と雨乃の二人はすばる姫と共に城に残った、というものでした。

（放浪者が……トラコサリス……が？）

　読み取れる情報はそのていどで、形跡というのが何かまでは教えてはくれません。藤森に尋ねても教えてはくれないでしょう。状況に変化があればまた伝える、という控えめな言葉で締めくくられていただけです。

　それでも、今の状況で藤森が、ほむらの不安をやわらげようとしてくれていることはわかりました。蚊帳の外のほむらには不要なはずの事実を、率直に伝えようとしてくれていることは。

　ほむらは、藤森や七久保をねぎらう言葉と、期末試験を控えた身のじぶんは家でおとなしくしている……と返信しました。後ろの半分は噓になってしまったと後ろめたく思いつつ。

（でも……やっぱりまだ伝えられてないことがあるような……）

　放浪者が現れたのは重大な情報ですが、七久保だけが一足早くメッセンジャーとして地球に戻った、というのがほむらには引っかかりました。

　以前のミッションで、長門水産の担当区域から周す防おう部長が一時帰還して、顧問たちの許可を求めたように、なにか七久保がごく緊急の懸案事項を持ち帰ったのではないか、と勘ぐります。

　早瀬や東野たちが城周辺のパトロールに向かったのなら、その結果を待ってから帰還してもよいはずです。いえ、むしろそのほうが安全なはず。桃山荘と旧青藍キャンプの二つの転送環を彼らが運用できるといってもです。

（日ひ吉よ坂こ高ーに行けば、なにかわかるかも……）




　本町の繁華街からほど近い日吉坂高校。

　その校舎の裏側へとタクシーをつけて、ひとり降り立つほむら。

　夜間には無人で真っ暗となる場所ですが、今は通用口玄関と校舎の一部に照明があり、中庭にも灯あかりが漏れています。職員用の駐車場に置かれた、棚倉顧問のワンボックスカーが目に入りました。

「やっぱり、日こ吉っ坂ちにも結構な人数が詰めてるみたいだね…………さて、と……」

　きょろきょろと周囲を見回し、車の陰にしゃがんで隠れながら端末を取り出し、また思い直して、もぞもぞと自前の携帯に取り替えるほむら。

「───日ノ岡さん」

「うへっ」

　そこで急に名前を囁ささやかれ、しゃがんだまま飛び上がるほむら。

「こっちこっち」

　校舎の物陰から手招きしているのは佐保秋穂でした。姿勢を低くして走りよりながら、ほむらも小声で応じます。

「あ、秋穂くん……いまちょうど電話しようとしたとこ……！」

「タクシー来たのが見えたから、誰だろうって見にきたわけ。でもねえ、日ノ岡さんだったとはねえ。昨晩には絶対遠慮しますとか言ってたのに。姫川さんの予想が当たったよ」

　したり顔の佐保を前に弱るほむら。

「ううっ、それを言われると……って来てるの？　姫川さんも？　はっや……」

「うん。彼女だけじゃないよ」

　招かれるままに、こそこそと佐保のあとをついていくほむら。

　日吉坂校を訪れる探検部関係者の目にとまらぬように、それと学校に備え付けの防犯装置も踏み抜かないように、敷地内を移動する佐保。行く当てがあるのか、なにやら日吉坂探検部の部室とは異なる建物へと向かいます。

（さすが在校生……？　いや、そんな学生はいないか）

　などと他人のことはいえない状況のほむらですが、さきほどの佐保の呆れ笑いがぶり返してちょっとムキになります。

「だってさぁ……モリちゃんからあんな報告もらったら、様子を見にこないわけには……秋穂くんのほうにも連絡来たでしょ？」

「そりゃまあね。僕はさっき一度、直接、棚ヒ倉ロ先生に会って詳しく話を聞いてきた」

「わお、やるね。だったら秋穂くんはもう自宅に戻った……ていう設定？」

「そーゆーこと」

　ゴムウレタン舗装のグラウンド脇を抜けて、佐保が案内したのは二階建ての運動部部室棟でした。どんなコネがあるのか、その一室を借用しているというわけです。

　一灯のデスクライトだけが灯ともされた冷え切った部室には、運動部独特のすえた匂いがかすかに漂っていました。三人の見知った顔が、白い吐息と共にほむらを出迎えます。

「こんばんはです、日ノ岡さん。お待ちしてました」

「わっ、ほんとに来てるし……姫川さんに……あれ、桑園くんまで？」

「お邪魔してます……」

　意気込む姫川と比べると、いかにも気乗りのしない顔で桑園が頭を下げます。

「二人とも、よく来れたね？　終電とかとっくに終わってるころじゃなかった？」

「あたしたちもまだ着いたばかりです。彼がいい移動ルートを教えてくれまして」

　と桑園を見る姫川。

「乗り継ぎはギリギリだったけど、内地まで出れば、あとはなんとか。僕は止めたんですけど……一応ルートはあるって閑音さんに話したのが運の尽きだったというか……」

「まあ、お年玉は全部吹き飛びましたが。札幌の八雲さんにも手伝ってもらいまして。彼女はさすがに帰宅されましたが充分です」

　あいかわらず姫川に頭が上がらないらしい桑園をほほえましくみるほむら。

「はあ、なんか大変だったみたいね……ちょっとした駆け落ちみたいな？」

「どういうことですか日ノ岡さん」「いやだから僕は賛成はしてるわけじゃなくて」

　くってかかる苫小牧電波とまでんの二人を、まあまあといなすほむら。

「おーい、俺もいるってば」と、指先でバレーボールを回すのは金かな沢ざわ浅あさ野の高の乙おと丸まる弦げん也やです。

「乙丸くんは言いだしっぺだから、ま、当然として」

「えーっ、この無謀なプランを最初に提案したのは姫川さんでしょ」

　そういう乙丸もかなりの強行軍でやってきたはずですが、疲れた様子はありません。

「俺と佐保がいればなんとかなったかもだけど、まあ仲間がいて心強いのは確かかな。でも、ほんとに俺たちと来る気？　日ノ岡さん」

「……いや、違うよね。まだどうするか迷ってるんじゃ？　でも気になるんでしょ」

　佐保の言葉に、ほむらはおずおずとうなずきます。

　体が動くにまかせて衝動的に出てきてしまったものの……刻々と変わる状況に翻弄されてもいます。

「……ごめん。昨日のお話をもう一度、確認させてもらえたら有り難いです……」

「わかった。俺たち自身もちゃんと理解しとこう。でも、時間は無さそうだから手短に───」

　乙丸に目め配くばせされて姫川がうなずきます。

　虚惑星で起きた異変を気にして、乙丸たちも早く方針を決めたいのでしょう。

「簡単に言いますと、予行演習をしておきたいのです。紛失された転送環ミッシング・リング──と名付けてみました──が本当にその威力を発揮できるかどうか」

　昨晩の秘密会議にて、姫川が提案し、物議を醸したプラン。

　それは一年生たちに託された転送環を、まずは実際に使ってみようということでした。有事の際に活用できなかった、では意味がありません。

　以前であれば、ミッションが遂行されている間は、地球に残った一年生も待機組に組み入れられ、おいそれとは身動きが取れなくなりましたが、今は違います。

　非常事態を迎えた現在、完全に戦力から外されてしまったからこそ、自由に動ける状況にあるわけです。姫川が遊撃隊という言葉を使ったのも、そういう背景があるからです。「まずは、一人が虚惑星へ行って、すぐに帰ってくるだけで良いと思います」

「一人で……魔力を節約するためとはいっても、やっぱり……」

　と眉をひそめる桑園。このプランには賛成しかねるという彼が、わざわざ姫川に同行してきたのはその無謀さを見かねてのことでしょう。そして、ともすれば、自分でやりますと言い出しかねない姫川のことを想って。

「二人行動の原則は破ることになりますが、これに必要なのは、まず虚惑星へ転送して、二つの転送環の魔力を移し替えて、また地球へ戻ってくるだけです。スムーズにいけば、地球時間では五分もかかりません───とはいえ、実現には障害があります」

「わざわざ日ひ吉よ坂こ高ーを選んだのは、それ……なんだよね？」とほむら。

「はい。乙丸くんが持っている紛失された転送環ミッシング・リングは、現状では単なる魔力バッテリーにすぎません。転送を実行するには、設定された座標に置かれた、もう一つの転送環が必要です」

　佐保が姫川の話を継ぎます。彼なりにシミュレーションをしてきたのでしょう。

「転送環のある転送室までは、ひとまず僕が一緒にいれば入れる。最新設備の青藍高あおこーほどは、セキュリティも本人認証も厳しくないからね──別にそれっていいことじゃないけど──ふつうは、転送室に保管されている転送環をケースから取り出して一分以上経過すると、警報が鳴りだしてバレちゃう」

「じゃあ、六分以内で地球に戻ってくればセーフ……っていうのはムリっぽいね。やっぱり警報をちゃんと解除しないと、大おお事ごとに……」

　と、ほむら。じぶんたちがミッションへと赴く前に、藤森顧問がうやうやしく転送環を取り出し御陵部長に渡したのち、警報を解除している姿を思い起こします。

「ミッションならね。でも顧問か、部長か、副部長の誰かのカードがあれば、この一分っていう時間は延長できるからさ。監査の時とかに、一時的に転送環を取り出してチェックしたりする必要があるから。正確には知らないけど、これまでの経験からすると、たぶん三十分間は余裕」

「ですね。苫小牧電波うちともほとんど同じ態勢です」と、姫川。

　三十分間あれば、虚惑星では三時間の自由が与えられることになり、今回の用途にはじゅうぶんです。

　姫川が、隙をみて切り込もうとしたのはその点のようです。とはいえ、

「ということは……その三人の責任者の誰かからカードを借りるんですか？　うまくいくのかなあ……入星禁止になってる僕たちじゃなおさら……」と、不安げな桑園。

「まあそこで、これ、僕のカードなんだけど。一般部員用の。こいつをね───」

　と、掲げられた佐保のカードは、バキッと手の中で真っ二つに。

「───あ」「あっ」「やった」

「わあーカード壊れちゃったなあー。これじゃ転送室に忘れ物したけど、入れないなあ。誰かに入れてもらわないっとなぁー」

　と、白々しい言い訳を披露する佐保。

「うはっ、始末書モノ」

　半ば予想していたなりゆきながら同情して苦笑する乙丸には、佐保は慣れた様子で肩をすくめ微笑します。

「で、でも秋穂くんさあ？　転送室に忘れ物って……さすがに不自然じゃ……？」

　と、割られて二つになったカードを前に啞あ然ぜんとしながら、懸念を示すほむらに佐保はさらりと答えます。

「だって、転送室に隠しとかないと転送前の荷物チェックでバレちゃうじゃない？」

「何が」

「そりゃま、あれだよあれ、我ら青年男子には必須なアイテムを幾つかね。お出かけ先が虚惑星じゃ、メディアに隠してもっていくわけにもいかないしさ」

「はあ……？　必須アイテム……？」

　ほむらたちの青藍の転送室は、専用に建設された無機質でシンプルな内装で、何かを隠すような場所はほぼありません。対して日吉坂高校の転送室は、校舎端にあった特別教室を改装した場所で、まだそれなりに教室らしい名残があります。

　小型の私物ならば隠す場所はありそうですが、それにしても……と潜入プランをあやぶみます。

「……ああ……そういう……」

　アイテムとやらに見当がつき、ジト目を佐保に向けるほむら。昨夜の話し合いのなかで、彼が予行演習に自校を推していたのにはそんな理由もあったのかと、感心はしたものの。

「なるほど。使えそうですね」

　と、なにやら日頃、男子部員に囲まれて活動している姫川も妙に納得顔です。

「それよりも……」と乙丸が急せかします。「虚む惑こ星うの動きってのが気になる。こっちの三十分は虚惑星の三時間だ。そろそろ心を決めてこう」

「そ、そうだね……ていうか、みんなはもう、決心して東京まで来たわけだもんね。私のために時間を浪費させるわけには───」

「日ノ岡さんのためだけじゃないって」

　と、乙丸はやんわり首を振りました。

　ほむらと合流する直前、乙丸たち三人を部室棟に案内した佐保は、棚倉のもとへ状況を尋ねに行きました。そして、そこでの会話を、部室棟にひそむ乙丸たちにも届くように、携帯のハンズフリー機能で筒抜けにさせていました。またもや姫川の提案だそうで、ほむらがあらためて説明をする手間も省けました。

　乙丸たちはすでに、その件についても意見を交わしていました。

「そんな状況になっているなら……まさに遊撃隊の出番なんじゃないだろうかってね。日吉坂のキャンプへ跳とんで、転送環の機能を確認するだけじゃなく、俺たちに出来ることがあるんじゃないか……？　だとしたら、一人で行くわけにはいかないよな。せめて二人組で。できれば放浪者について詳しい人がいい。ほんとは東野が一番なんだろうけど、あいつはいないし」

「うっ……」

　ちらりと乙丸に向けられた視線にたじろぐほむら。

　間接的にではあれ、このメンバーの中で放浪者の脅威にさらされたのは、山中で傀儡に襲われたほむらだけです。もちろんそんなほむらも放浪者についてはまったく解っているとはいえません。

　そんな想いをよそに、自信たっぷりに佐保が宣言します。

「ぶっちゃけ僕は最初から行くつもりだった。日吉坂や青藍の担当エリアなら僕がいないとだめでしょ」

「そうですね」異論は無い、とばかりにうなずく姫川。

「ま、待ってください。佐保くん、乙丸くんも、閑音さんも───みんな一度冷静になったほうがいいですよ？」桑園がほむら以上にあわてて声をあげました。「昨夜、ヴィキさんが言ってたみたいに、バレたら僕ら自身の立場が悪くなるというのもあります。けれど、それ以前に、これはとても危険な行為ですよ」

「一定の危険はいつだってあるに決まってます。それよりも我々は、探検部全体の危機をみるべきです。それに、あんな巨人の腕の怪物に追いかけられるほどの危険があるとは思えませんね」

　桑園の言葉に取り合わず、顔をそむけて反論する姫川。まさに九死に一生を得た、海上の遺跡での攻防を引き合いに出しながら。

「やっぱり……閑音さんもパーティに交ざる気……？」

「いけませんか？」

　彼の慎重さを臆病だと小馬鹿にするような、そんなふうに聞こえました。

「じぶんの提案に責任を持つのと、自暴自棄になるのは……ちがうと思うよ……」

「…………」

　不満そうに色白の顔を赤らめる姫川。

「あたしの忠告を無視して、勝手に探検部に入部した釉ゆうくんには言われたくないです」

　険悪な雰囲気になる二人を、扱いかねて閉口する乙丸。

「……一応言っとくけど……全員で行くなんてのは無理だから。さすがに転送魔力がもったいないし、なにより誰かがこちらに残ってサポート役になってくれないと」

「……そういう乙丸くんはどうするの？」

「俺は……」

　と、つぶやき乙丸が取り出した転送環を、一年部員の五人はじっと見つめました。




　佐保とほむらの二人は、部室棟をいったん離れ、再び本校舎へと向かいました。

　佐保はあたかも忘れ物を取りに引き返してきたていで。ほむらは探検部が心配でかけつけ、学校近くで佐保と鉢合わせたかのように取り繕って。むろん気がかりなのは噓ではないですけれど。

　───眼前にうっすらと浮かぶ日吉坂高校の校舎。

　ふりあおぐ空は、もうじき迎える夜明けの刻ときを前に、いよいよ黒みを増しています。

　いつにない意気込みの佐保はともかく、ほむらは虚惑星へ付き合うと決めたわけではありません。あくまで佐保のフォローのつもりです。

　他の一年三人までが日吉坂高にかけつけたのでは、さすがに不自然すぎるので、彼らは部室棟に待機しています。携帯を通話状態のまま、こちらの会話が彼らにも届くようにしながら。

「危険な裏ミッションという割りには、なんだかグダグダになっちゃってるけども……」

　と思わずつぶやいてからほむらは、マイクがあると気付いてはっと口をつぐみました。とてもスムーズとはいいがたい状況につい本音が漏れます。

「お、オホン……モリちゃん情報だと、日こ吉っ坂ちにはセカンドパーティの一員として稲荷先輩が詰めてるらしいし、私が来たってヘンじゃないよね？」

　と、佐保に同意を求めるほむら。その本心は、青藍高に滞在し指揮をとる佐久間顧問と、藤森顧問とが同室に居合わせるピリピリした雰囲気を避けたかったからですが。

「緊迫度は変わらないと思うけど……ん？　稲荷先輩？」と、首をかしげる佐保。「そっか稲荷先輩なら副部長じゃん？　こっちの部室への出入りはともかく、転送環の扱いだけなら稲荷先輩のＩＤカードでもいけるんじゃ？　規格は一緒でしょ？」

「それは、ど～かな～……よく知らない」

　小走りに通用口へと向かいながら、ほむらは駐車場にとめられた一台の電動スクーターに目をとめました。

（あれって……確か、ユリちゃんのバイクじゃ……？）

　見覚えのあるバイクのシルエット。暗がりで判然としないその車体が気になりながらも、二人は通用口から構内へ。

　玄関受付には深夜にもかかわらず事務職員が臨時で詰めており、佐保やほむらは顔パスで通過します。

（こんな真夜中にご苦労様だな……マスコミ対策だね、きっと……青藍高あおこーのほうにも中継車が来てたし）

　ＳＡでの盗撮騒ぎを思い出すほむら。しかし今は、自分たちのほうがまさに不審者になっているわけで、うしろめたい想いに包まれます。




　胸を高鳴らせながらも平静をよそおい、部員たちの集まる会議室へと向かうと、複数人の会話が聞こえてきました。

「おや、また戻ってきたのかい佐保くん、どうかしたかな？───ってあれ、日ノ岡くんもかい？」

　入室し、戸口の脇で二人を出迎えたのは日吉坂の棚たな倉くら博ひろ介すけ顧問でした。

「ど、どうも……ちょっと居ても立っても居られなくなって───」と、おずおずと棚倉に許可を求めるほむら。「話だけでも聞かせてもらえないかなって……」

　そんな頼みを棚倉は承諾して、二人を部屋に通してくれました。いつもどおりの温厚な表情のなかにも厳しさを忍ばせて。

「うん、短時間なら許可するよ。きみたちも心配だろうからね。青む藍こ高うにいるメンバーと大事な話をしている最中だから静かに頼むよ。今は一つ一つの決断が彼らにとって死活問題となる重要な時なんだ」

「は……はいっ」

　頭を下げて礼を述べながら、ほむらはさらに声を低めて棚倉に尋ねます。

「あの、棚倉先生。もしかしてユリちゃん……鼎さんって来てますか？」

「ああ、うん。ついさっきまで彼女も来ていたよ。もう帰ったと思うけれど……ああそっか、さすがにこんな時間に一人で帰してしまってはまずかったなぁ」と、弱り顔で頭を搔く棚倉。「もしきみたち、外で彼女と顔を合わせたら、なるべく一緒に帰宅してくれないかな」

「あっ……はい、わかりました……」

「ヒロ先生、七久保先輩のほかに、誰か帰還した？」

　と、佐保が確認しますが、棚倉は首を振ります。

　鼎の行方について疑念を残しつつも、ほむらが会議室の前方をみると、スクリーン化された電子黒板に、青藍高の部室が映り双方向につながっていました。

　こちら側の深夜の会議室に居合わせたのは、日吉坂部員をメインに構成されたセカンドパーティのメンバーです。

　まずは日吉坂部長の上狛倖、そして副部長の多賀太一に、桃もも山やま雅まさ巳み先輩。

　青藍高からは副部長の稲荷いなり直すなお。

　おなじみの南雲の大嵐岬みさき副部長。

　そして、まだ記憶に新しい、兵庫灘浜の花はな屋や敷しき元げん太た郎ろう部長のもじゃもじゃ頭も見えます。花屋敷は並べた椅子にぐったりと寝そべりながらも、手元のタブレット画面に目を通しています。巨人対策はもう他人任せにする、などとのんびり語っていた花屋敷ですが、事態が深刻さを増してからは、さすがにそうも言ってはいられなくなったようです。

　さらに、その中には意外な人物も肩を並べていました。本馬技研の舎人とねり蒼空すかい主任です。会議の会話を耳に挟みつつ、持参のノートＰＣに向かって熱心に作業中です。

（舎人主任が……学校へ来てる!?　珍しい……ていうか初めて見たかも？）

　───対するスクリーンには、その中央に虚惑星から帰還したばかりの七久保小枝の姿がありました。あちらには同じく待機中の、南雲の二年部員──確か池いけ場ば先輩と門かど島しま先輩──の姿も見えました。

　七久保は、こちらの大嵐とやりとりしている最中で、それに他の部員たちが多少リラックスした様子で耳を傾けています。顧問以下、総出で出向いてきている南雲探検部員たちのなかに、ほむらは見知った顔を探しますが、残念ながら見つかりませんでした。

（……長篠さんは……さすがに来てないか。南雲はきっとそういうところは厳しい。私たちみたいにルーズに出入りさせては、もらえていないだろうな……）

　佐保と目配せして、ひとまずほむらは稲荷直のもとへ向かいました。

　その間も、七久保の声がスピーカー越しに届きます。

『───せやったらその、ミレニアム問題とやらの賞金を、うちががっぽり頂ちょう戴だいしていいってわけですか？　百万ドルでしたっけ？　おおきに！』

「おまえ……そんなはずが無いだろう。解決されたのではなく、虚惑星上で発見されたんだ」

『そんなら拾得物で一割や！　まけといたるわ！』

「だめだ」

　大嵐に冷たくあしらわれて、七久保はぺろりと舌を出します。部員たちからも小さく笑いが漏れます。

（……なんだか思ってたよりも和やかなムード……いくら深刻でもずっと額に皺しわよせてばっかりはいられないよね……それとも一年がいないから、七久保ナナ先輩がそういう役回りになっちゃうのかな？）

　そんな七久保は自分から見ている映像の奥に、こそこそとほむらが横切ったのに気付いたのか、恥ずかしそうに目を見張ります。ほむらは何も見てませんよとばかりに、すまなそうに稲荷のもとへ。

「───ハァ、ほむら？　来たの？」

　椅子に座った稲荷が、ほむらを振り仰いで呆れ声をあげました。

「ハハ……青藍だと、モリちゃんに追い返されそうなんでこっちに来ちゃいました───で、これ何の話なんです？　放浪者はどうなっちゃったんです？」

「うん、それが……まだ放浪者については続報は無くって。今、大嵐さんと七久保ナナが詰めてるのは、巨人対策のほうみたい。舎人主任もさっきからそれでかかりっきりになってる」

「みたいって……じゃあ結構難しい話になってる？」

「あたしはもうこれ」と、小さくお手上げのポーズ。眠そうに、あくびを嚙み殺しています。

　たしかに、こちら側で集中して傾聴しているのは、ほかに桃山先輩くらいのもので、上狛部長と多賀先輩などは、顔を近づけてぼそぼそと私語を交わしています。そこへ佐保があっけらかんと割って入って聞き耳を立てていたり。

　しかしそんな外野には構わず、机に軽く寄りかかりながら大嵐が続けます。その口調からは、はっきりと誇らしさが感じられました。

「───だが、よくやってくれたな、七久保。これで避難計画にも目め処どが立つ。結果的に多くの人を救うことになるだろう」

『……そうですか』

　まだ探検服から着替えてもいない七久保。いかにも強行軍で帰還したばかりとわかる、彼女の疲れた表情が、ほっとほころびます。そんな七久保の様子に、頰杖をつく稲荷もおだやかに微笑みました。

「そろそろいい？　近々に続報や緊急脱出が無いようなら、あたしたちもそろそろ休んでおかないとだし───」

　と、歩み出た上狛部長が大嵐の横に並び立ちます。虚惑星に残った部員たちを思いながら、きりりと表情をひきしめて。

「ひとまずその数学上の発見のことを抜きにして、まとめさせてもらうと───

　虚惑星の魔力の流れ、ある種の転移ネットワークを利用して、長距離転移を繰り返している巨人は、一箇所に集結しようとしている。これまで地球側で起きた陥没現象とかは、それに付随する魔力流の乱れが原因とみられる。巨人の集結地に対応する地球側では、乱れが増幅されて、さらに大きな被害が予測される……ってところ？」

　のっそりと椅子から体を起こした花屋敷が、口を挟みます。

「あー、どうやろな。巨人そのものが、龍脈を、魔力流を乱しとる原因かもしれん。その可能性はまだ排除でけへん。そうやったら集結地点だけでなく、巨人のいる場所は全部危険と考えたほうがええってことになる」

「南米や北米では、その関連が指摘されたけれど、長門水産からはまだそういう報告は無いよね」

　と、つづけて桃山が疑問を呈します。

「すばる姫から忠告された、巨人には魔法が効かない、という言葉と、その巨人そのものが天体規模の影響をおよぼすほどの魔力を放出している、という見方は相反するようだけれど……？」

「……大嵐くんどうなの？　避難計画の見通しが立つって言ったけど」と上狛。

「巨人については確かに未知数だな───だがそれを観察するような危険は冒せない。逆に言えば、転移を繰り返す巨人の一部を集結させなければいい、とも言えるわけだ」

「ええっ……そんなこと出来る？」

　愕がく然ぜんとする上狛に、大嵐はまじめくさった顔で返します。

「可能だ───今はパーツでしかない巨人の一部が、集結しようとするその理由を明白にすればいい。巨人と直接に対決するような対策などは考えるべきではない」

「おっ、心強いね。大嵐くんがそこまで言い切るなんて」と、棚倉が驚きます。

「…………」

　一心不乱にＰＣに向かっていた舎人の指が、一瞬ぴたりと止まり、またすぐに動き出します。

（な……なんなの？）

　首をかしげるほむらの横で、稲荷はけだるげにぼやきます。

「見つかるだけでどうにかできたらいいけど……いくら相手が機械だからって、算数の問題みたいに答えが用意されているってわけじゃ……」

　スクリーンでは七久保の会話が続いています。

『───そう願いたいもんっす。あんな炎の槍フランジュビリも効かへんようなバケモンとの真っ向勝負はもうゴメンっすから───あっ、おつかれさんです。どうでした？』

　そう言って振り返った七久保の視線の先。

　青藍側の部室に新たな入室者がありました。妙齢の女性が三人。いずれも探検部の関係者です。

　まず先頭には藤森稚鮎顧問。

　稼働中の雨乃のフォローのために青藍部室棟に詰めている、本馬技研の赤あか土ど苳ふき子こ補佐。

　そして、ＵＮＰＩＥＰ装備課の穴太あのお刀とう花かです。

「東野くんたちが虚惑星から帰還した？」と、稲荷に向けて喜色を浮かべるほむら。

「……いや、どうかな……」

　と、稲荷は慎重に言葉を控えます。

「モリちゃん───どう？」

　上狛部長もまたほむらと同じく期待顔で、画面の藤森へと詰め寄りました。が、あいにく藤森は首を振ります。

『いや、まだ誰も帰還してない。ぬか喜びさせて悪い。ひとまずＵＮＰＩＥＰ本部への報告を済ませてきた。佐久間顧問はまだあちらと折せっ衝しょうを続けてる』

　そう伝える藤森の肩ごしに、赤土が驚き顔でこちらを指差しました。

『ああーっ……！　主任、いつのまにそっちに!?　また現場を放っぽり出して！』

「悪いな。大嵐や花屋敷とやることがあったんだ」

　赤土の文句も、ＰＣに目を落として作業を続けながら受け流す舎人。

『主任が直接に話されないから、チャンドラー博士はお怒りでしたよ！　おかげでこの私が代理として技術的な解説をしなきゃ、じゃなかったですか！　はー、緊張した……』

「ハッ、知るか。あんな爺じじいの機嫌取りなんかしてる暇は無い。検証データを送ってやっただけ有り難いと思え」

　いつのまにか前に出てきた棚倉顧問が、苦笑しながら尋ねます。

「それで、チャンドラー博士は何とおっしゃってたかな？」

『ああ───』

　しっかりとした手応えを感じさせる表情で、藤森は頷きました。

『こちらの見解を支持してくださる、と。さらに異常発生地点が絞り込めれば、国連緊急平和部隊ＵＮＥＰＳと国連軍を動員して、積極的に避難の援助をしていくと』

「そっか。まずはよかったと言ってよさそうだね」

　ほっと胸をなでおろす棚倉。部屋にいる部員たちにも安堵が広がります。

『う、うん。そこは、ま……よかったよ』

　藤森もたどたどしく頷き返し、さらに部員たちにも周知するためか、穴太が説明を補足します。

『シチリア州知事はもちろんですし、イタリア首相とバチカンのローマ教皇にもかけあって、共同声明を発表するように働きかけてくださるそうです』

「うん。それは願ってもないよ……とはいえ、郷土愛の強い土地柄だから、避難も一筋縄ではいかないだろうけれどね……やはり僕らも現地に行って、非常事態らしく演出しないとだな」

　また新たな心配事に頭を悩ませる棚倉。すると、舎人がまたぽつりと、

「いっそ、おまえたちの長年の悪行が祟たたって、島の地下で巨人が暴れだしエトナ火山が噴火する、とでも預言をさずけてやればいいんだマフィア崩れのシチリアーノどもには」と、失礼な言葉を吐きます。

『───ちょ、主任？』『あいかわらず口が減りませんね先輩は！　いつの時代の話ですか！』と、赤土と穴太の二人が、揃って非難をぶつけると、舎人は、フッと小さくせせら笑います。

　もしや舎人主任は、苦手な後輩の穴太をさけて、こっちに避難してきたのでは……などと邪推をしてしまうほむら。

（それに……そうか、この人たちって……）

　遅ればせながら、ほむらは思い起こしました。たった今、スクリーン越しに顔を合わせている彼らの出自を。

　藤森と穴太、棚倉と舎人の四人。彼らは、もう十年近く虚惑星と関わり合ってきた、日本最初の調査官パーティでした。

（写真には、日本調査官のライトスタッフには、もう一人いた……たしか女の人。モリちゃんと同じくらいの年頃の……彼女はどうしたんだろう？）

　どうせなら五人で揃って問題解決にあたればいいのに……などと、ほむらには疑問と興味が湧いてきましたが、本題からは見当外れな質問をして茶々を入れるわけにもいかず、ぐっとこらえます。

　初代調査官のなかでも一番の後輩にあたる穴太は、軽蔑のまなざしで舎人をにらみつけてのち、さっと切り替え、無邪気に棚倉や藤森に微笑みかけます。

『だってほら、チャンドラー博士は、稚鮎先輩には借りがありますから。舎人先輩が───そこの不良主任がすこしくらい博士の機嫌を損ねても平気ですよ。ねっ？』

　穴太は過去の藤森について自慢げに語り、また棚倉を苦笑させました。

「トーカくん」

『ちょっとそのへんで、トーカ』と、藤森も弱ります。『これはもちろん、あたしたちの手柄なんかじゃない。それに、まだ天竜たちは戻ってきてないんだ。こいつらの気持ちも考えてやらないと』

『あっ……ごめんなさい。そうでした、大嵐くんや上狛さんたちの前で……』

　首を振る大嵐。そのまま舎人のもとへ向かいます。

　ほむらの隣の稲荷はずっと浮かない顔をしていますが、三年の先輩たちは一見、平然としているようにも見えます。

　気にしてませんと、小さく肩をすくめて上狛は言いました。

「じゃあ、先生。モリちゃんたちも。あたしらはまた休憩に戻らせてもらうから。冬の時期のミッションって、どうも体温調節とかうまくいかなくって、思わぬ転送酔いになったりするしさ……この図体でかいのが、また身動き取れなくなったりしたら厄介だから」

「ああ。また何かあったら頼む」

　いつもどおり寡黙ながら、少々、緊張している様子の多賀の前で、上狛部長と佐保はふざけた会話で、そんな彼の肩に入った力をほぐそうとしているようでした。

（でも、怖がっていないはずがない……上コ狛マ先輩だって……）

　時間と空間の壁に隔へだたれ、手軽に携帯のメッセージを送るようには連絡を取り合うことのできない場所にいる仲間たちへの想い。そして、これから彼らに待ち受けるだろう未知の事態への不安。

「…………ん？」

　つい、そんな幕まく間あいのような探検部の光景を、ぼんやり眺めていると、胸の内ポケットに忍ばせた携帯から、マイクを爪先で叩くようなカチカチと小さな合図の音が。

　時間を確認するように、つとめてさりげなく携帯を手にとるほむら。じろりとこちらを睨む稲荷に、薄笑いを返しながら。

『できれば七久保先輩が何を持ち帰ってきたのか尋ねてください』

　携帯には姫川からのメッセージが届いて表示されていました。

（え～、私が聞いたところで、わからないったら……）

　こちらの会話はちゃんと姫川たちにも伝わっているようですが、そのおかげで難題が降りかかりました。とはいえ、ほむらもまったく気にならないわけではありません。

（うう……しょうがないか）

　すでに会議室を離れて帰宅するそぶりを見せていた佐保は、ほむらがまたスクリーンの前に戻ったのを見て驚きます。なるべく目立たないようにと、二人で共謀していたにもかかわらず。

　そんな佐保へうまく合図をする余裕もなく、今にもその場を離れようとしていた七久保をスクリーン越しに呼び止めます。

「な、七久保先輩？」

『あん？　日ノ岡かい』

「七久保先輩はこれからどうされるんです？」

『今は顧問からの指示待ちやけど、どのみちすぐ虚惑星のすばるさんの城へ戻ることになるで。こっちの動向をまとめて、またあっちに報告や』

「大変ですね。すいません呼び止めちゃって……」

『なんか伝言でもある？　賞金も取りっぱぐれたところやから、一通、一万円ぽっちで請け負うで』

「はいはい、あたしある」と横から挙手する稲荷。「アヴギスを城の外に連れ出さないでって言っといてよ、七久保ナナ。あの子まだ以前の習慣が抜けてないのか、体格が追いついてないのに妙に前に出たがるから。初雪みたいな興味本意の勇み足とも違って、なんか危なっかしくてさ」

『暴ぼう虎こ馮ひょう河かってか。あんたも人のこと言えんやろ？　それにもう仔虎って感じでもなくなっとったけど。まー、わかった伝えとくわ。あとナナ言うな───そんで、日ノ岡は？　まさか……一緒に連れてけとかは言わんといてなぁ？』

　ふざけた言葉の裏に、どんな腹づもりがあるのか、彼女の瞳がひそかに真剣な光を帯びます。

「あ、あの、えっと……」

　彼女は一年生たちに転送環を渡した本人ですから、ある程度はこちらの行動を見透かしているはずでした。転送環を使うために協力してくれ、と彼女に言えたら、どんなに気が楽になるか。

（……とはいえ、この場所ではとても口に出して相談はできない……たぶん端末で連絡するのもよくない……）

　もしかすると大嵐先輩もまた七久保と同様に、こちらの言下の事情を把握しているのかもしれませんが、そこまで軽はずみに次第をうちあけ、やぶ蛇をつつきたくはありません。

　おもわず出かかった言葉をぐっと吞むほむら。

「もしかして、七久保さんの持ち帰った情報が気になってるのかい」

　と、助け船を出してくれたのは桃山。

「じ、実はそうなんです。さっきのミラレニアムなんとか……って……？」

『……なんや、それかいな。そんなら、うちよりもそっちにいる先輩がたのほうがよっぽど詳しいわ。どこまで話したもんかも、うちは判断つかんから任せるわ』

（ですってよ、姫川さん……！）

　と、心の中で叫ぶほむら。

　自分の用は済んだ、とその場を退さがろうとした七久保は、ふと壁の時計を見ると、眉をひそめ、ほむらを呼び止めました。

『もう、むこうでは一日経過や……なあ、日ノ岡？』

「───はい？」

『御陵さんはともかく、東野や雨乃たちが心配なんはわかるけど、ほどほどにな。用もないのにあんま部室に出入りしとると、またうちの顧問に目つけられるで』

「……はい……って、ええ？　そんな反抗心は私、これっぽっちもないですってば」

『ほんまかいな』

「七久保ナナってば、なにガラでもない妙なこと言ってんの？」と、笑う稲荷。

『や、やかましわ！……ちょう稲荷、あんたもう、さっきからだるだるやん。寝といたほうがええって。またいつ招集されるかわからへん。いざっちゅう時に、フラフラになって動けなくなっとってもうちは知らへんで？』

「うん。そうね。ありがとう」

　その言葉は、稲荷が転送酔いしやすい体質と知っての助言と、ほむらにもわかります。

　ほむらも退がろうとした矢先、七久保と入れ替わるようにスクリーンの正面に顔を出したのは穴太でした。

『日ノ岡さん、そっちに来てたんですね』

「はい。お、お仕事、お疲れ様です、トーカさん」

　微笑む穴太の背後。画面の奥では、赤土と話しながら藤森がじーっとこちらをにらんでいて無闇に緊張させられます。

（うう……視線が……）

『あのね、せっかく青こ藍ち高らを訪れたわけで、空いた時間に青藍の装備を整備メンテさせてもらおうかと稚鮎先輩に見せてもらったんだけど……もしかして日ノ岡さん、精霊石を持ち出している？』

　───ぎくり、とかたまるほむら。

「あっ、は、はい、精霊石ですか……確かに持ち歩いております……まずかったですか……」

　噓をついても始まらず、正直に語るほむら。

『いえ、紛失でないのなら問題ないです。管理に気をつかってもらえれば構いません。精霊石はなるべく身に着けておいたほうが良いという、探検部の慣習は重んじるつもり』

（そんな慣習があったのですか……）

　今度は背後からの稲荷の視線が突き刺さります。なんか企んでんのあんた？……とばかりに。そうとは知らずに穴太が続けます。

『───ただですね、もしかしたらこの状況では、誰かの予備として、緊急で必要になる場面があるかもしれない。明日の登校時には、部室に返却しておいてくれますか？』

「わ、わかりましたぁ」

　さらにスクリーンの奥からは『帰って寝ろー。現文の勉強しろ！』と藤森の叱しっ咤たの声も飛んできます。わざわざ試験中に学校に出向いたりしなくていいように、こまめに連絡をくれていたわけですから、まあ藤森の怒りも当然です。




　───刻々と過ぎゆく時間に焦りつつも、室内をふりかえるほむら。

　すると三年男子の二人が、おお、と小さく驚きの声をあげました。それが大嵐と花屋敷という比較的物静かな組み合わせだったものですから、ずいぶんと目立ちました。

　舎人のＰＣを興味津々に覗き込んでいるところをみると、ずっと取り組んでいた舎人の作業の成果が出たようでした。

　舎人もまた掌に拳を当てて、スィ、ウーラやったぜ！と快かい哉さいをつぶやきます。

　机に置かれた大きめのノートＰＣの画面には、今回の対策ミッションがはじまってから何度も見ることになったイタリアの地図が表示されていました。長靴形のイタリア半島のつまさきで、蹴り上げられている三角定規のような島が問題のシチリア島です。

「───大部分は海に属しているが、やはり負圧ネガティブの転送フィラメントがシラクサ近きん傍ぼうを通過するのは間違いないようだぜ。リビア沖から北方へ向かって強い偏かたよりがある」

　と、舎人が画面上の円弧を指でなぞります。島をとりかこむ地中海と、島の沿岸部に重なって、ややぼやけた破線が点々と記されていました。

「こいつはたまげた……。虚惑星の自然現象と、巨人の意図的な転移をほとんど分離できてるやないですか」

「さっそく七久保の土産の威力が出たわけか。本馬の主計算機メインフレームのリソースを借用しているとはいえ、ものの数分のＣＦＤシミュレーションでここまで鮮鋭になるとは……」

　花屋敷と大嵐はかなり興奮しているようです。

　聞こえてくる専門用語の意味はわかりませんが、彼らのやりとりから、シチリア島のシラクサで大きな被害が懸念される、というこれまでの予測にまた強い確証が加わったようです。

　ほむらは二人の先輩に気兼ねしながらも、おそるおそる舎人にたずねました。

「やっぱり雨乃ちゃんの夢のお告げの通りだったんですか……？　シラクサで決定ですか？」

「……そうか。お告げか」

　舎人ははっと我を取り戻したように真顔に戻り、脱力して天井をあおぎます。

「エウレーカ。そういうことになる、か……ならなければいいと俺は願ったのに、つい夢中になっちまった……これがいずれ雨乃を不幸にしなきゃいいが……」

　聞き逃せない舎人の不吉なつぶやき。

　心揺れるほむらですが、今は脱線できません。

「えっと、たしかこれまでは南ヨーロッパの数ヶ所で、災害が起こる可能性が高い……っていうけっこう広範囲な予測だったんですよね。それが、かなり絞られてきたっていう状況なんですか」

「ああ。その通りだ。ほぼ特定できた」

「もし聞いてよければ、何がどう変わったのか教えてくれませんか？　えっと、できれば私のわかるような説明だと嬉しいです……」

　不審そうに見返す舎人。

「おまえがそんな話に興味があるとは、今日一番の驚きだ……しかしそれは俺にとっては鼻でボロネーゼを完食するより難しそうだ───花屋敷頼む。それから、大嵐はもう休んでおけ。あとは俺がやっておく」

「……」

　一番いいところで玩具おもちゃをとりあげられたシェパード犬のような、虚無的な表情を浮かべる大嵐。そののち、不ふ承しょう不ぶ承しょうにうなずいて、やや離れた宿直室へと戻っていきます。

　見れば棚倉顧問も、佐保と話す桃山に声をかけていました。

　花屋敷はセカンドパーティに属する待機組のようで、夜更かし延長を看過されている雰囲気です。あいかわらずの無ぶ精しょう髭ひげを搔いて、そんな難しいもんでもないやろ、と舎人に切り返しながらも、説明役を引き受けてくれます。

「七久保ちゃんの土産が気になっとるのやろ？───要は、こっちから渡した被害予測の資料を、すばる姫が添削して返してくれよってな。こいつは、そもそもスパコンでガリガリ計算せんとあかんような代物や。せやから、ワシらの見落としているような虚惑星独自の要素をいっこでも気付いてくれれば御の字やと思うとった。けれど、姫さんは期待しとった助言以上のものを贈ってくれよった。ただな……なにしろ人命の関わることやから、すばる姫も、ここが危ない、ここは安全や、なんて気易く言うのははばかられたんやろな」

「……というと……？」

「これや」

　花屋敷がぱっと手渡してくれたタブレットには、大きな和紙に筆でしたためられた、縦書きの文章が表示されていました。七久保が虚惑星から持ち帰った資料を、早速撮影した写真でした。それが何枚も、何枚も。

　すばる姫の達者な筆致で、図解とともに、なにごとか難解な内容が記されています。

「圧倒的やろ？……こういうのも塵じん劫こう記きと言うんやろな。『塵劫術』の塵劫や。だいぶ和算の用語になっとるが、七久保ちゃんの通訳で、西洋数学用語に翻訳されとる。それが一番、脳味噌の沸騰する作業やったろうな」

「こ、これはいったい……」

　同じ日本語ではありながら、古代エジプトの石版を渡されたも同然の異物に目め眩まいがするほむら。かまわず花屋敷は続けます。

「ワシが前から言っとる龍脈モデルっちゅうのは、簡単にいえば流体のシミュレーションや。これはえらい複雑な計算になってもうて、数日先を予測するのすら難しかった。長々距離転移のテレポートのようなごく短時間の予測なら、精度は出せるんやけど───すばる姫は、ワシらのやっとる予測手法を理解した上で、自分なりに再構築した手法を提案してきた。その全貌は解読中というところやけど、そこで幾つか重要な指摘を頂戴して、その中に大幅に計算の効率をあげる手がかりも含まれとった」

「手がかり、ですか。ずばり答え……ではなかったんですね」

「この手がかりは、自分らの力で答えを求めるための手立てや。与えられた答えなんぞより、ずっとはるかに価値があるで」

　舎人が大きく同意して頷くと、話を継ぎました。なんだかんだで自分から話したがっていた様子。

「そこから大嵐にも手伝ってもらいながら、改良された近似式を導出した。今はまだ、本馬技研の風洞実験のプログラムを転用して、シミュレーションを行っているが、これも新しい近似式に最適化していければ、さらに精度を上げられるだろう……が、チャンドラーや国連への説得材料としては、なんとか足りたようだ。今はなによりそれが大事だ、俺も一息つけた」

「…………はぁ」

　七久保が帰還してから、まだ数時間しか経過していないはずです。その間に、それだけの動きがあったのかとほむらは感嘆しました。

「……ありがとうございます、舎人さん。花屋敷先輩も。イタリアの人たちのためになるなら、きっとギャビーも喜びますね」

「ハッ、あいつこそ大変なのはこれからだ。まだ始まったばかりだぞ」

「ここだけの話、これを足がかりにナビエ・ストークス方程式の一般解まで導けるかもしれんで？」と、眠さをはらう背伸びをしながら語る花屋敷。

「な、ナビェ……？　もしやさっきの百万ドルですか!?」

「この話は蛇足やったかな。銭ネタになると目が覚めよるな」

　しかし、舎人もニヤリと笑って食いつきます。

「こいつの価値は百万ドルどこじゃない。何の役に立つのかわからん、学術研究の成果とはわけが違う。虚惑星自体の発見や、精霊石の人工知能開発に次ぐ、大きな発見だろう──チアの奴やつはあまりピンと来ていなかったようだが──厳密な一般解を望めるかは、これから識者総出での検証次第だが、この近似式だけでも格段に進展する手応えがある。来年あたりにはすべてが変わるぞ」

「……？　すべてって……何がですか？」

「世界のすべてだ」

「せやろな」

「……はい？」

　どこまでが冗談でどこからが本気なのか、繰り広げられる大仰な話に頭がハテナマークでいっぱいになるほむら。

（……これでよかったのかな？……あっ、いけない……）

　気付けば会議室の出口から、佐保が手招きをしています。

　ほむらはまだその場に残っていた顧問や先輩たちに別れを告げ、恰好だけは帰宅をするそぶりをみせながら部屋を離れました。




「───でっ、いかがかな秋穂くん。成果のほうは？」

　足早に廊下を移動しながら、ほむらは佐保に首尾をたずねます。

「ちょっとはこっちのネゴも手伝ってよ。大変だったよもう。まあ、二人がかりでヘンなボロを出さずに済んだのかもしれないけどさ」

　とむくれつつも一枚のセキュリティ・カードを取り出して見せつける佐保。

「やった、いえす！　さすが秋穂くん。上コ狛マ先輩に借りたの？」

「そう。忘れ物を確保したら、すぐに宿直室に返却しに行くことになってるからね」

「……とつぜん虚惑星に行かなきゃならなくなるような、万が一のことがあっても、多賀先輩のカードがあるから大丈夫だよ……ね？」

「───え？　そうなったらあとで僕は大目玉だけど、ただでさえ自分のカード壊してるんだし……だいいち、これから部の転送環を拝借しようとしてるんだから、いざ跳とぼうとして転送環がなかったら、そっちのほうがマズいことになるって」

「あっ、そ、そうだった……」

「しっかりしてよ日ノ岡さん！　とにかくここからは急がないと」

　二人が急いで部室棟まで戻ると、待ち構えていた姫川と桑園が出迎えます。

　携帯を使った随時連絡、というか盗み聞きのおかげで、こちらの事情はちゃんと伝わっていたはずですが、どこか慌ただしい雰囲気です。

「───あ、あれ、乙丸くんは？」と、姿を求めるほむらに姫川が答えます。

「そちらの会話から鼎さんがこちらに来ていると聞こえたので、周囲に捜索に」

「うぇっ、そうなの？」と面食らうほむら。「……確かに、まだ駐車場にユリちゃんのスクーターあったから、校内にいるかもだけど……どう思う秋穂くん？　上コ狛マ先輩たち、何かユリちゃんのこと言ってた？」

「……いや、特には……」

　しかめ面になり、動きを止める佐保。昨日、コラボの件を聞いてからは、ほむら自身も今後、鼎にどんな態度で接すればいいのか、なんと声をかけたらいいのか、その答えが出ずにいました。

　そんな動きの鈍った二人を姫川が急かします。

「ではとにかく、乙丸くんが戻ってくる前に準備を進めておきましょう。寒くてもうしわけないですが、男子は外で着替えてください」

「……閑音さん、ねえやっぱり……」

「それなら僕は問題ないよ。必要なら虚あ惑っ星ちで着替えるから───」

　その場に居座ろうとする佐保は、何かを言いかけた桑園ともども、姫川に寒空の下に追い出されました。

　部屋に女子ふたりだけになると姫川はさっそく自分のリュックサックから苫小牧電波とまでんの探検服を取り出し、着替え始めました。

「…………」

　ほむらは気乗りしない顔で、自分の持参したトートバッグを見つめます。

　こんな状況であっても律儀に探検服に着替えようとする姫川を、ほむらは茶化す気にはなれません。たとえすぐ帰還する手て筈はずだといっても、油断をして装備を怠れば、すぐに自分の身に大小の危険となって返ってくる───そんな経験をしたあとでは。

　扉の外からは、佐保と桑園の会話が聞こえます。ふだんおとなしい桑園が、強い疑問の声をあげている様子がうかがえました。

（そうだね……桑園くんは、姫川さんを危険に目に遭わせたくない……でも自分が直接伝えても耳を貸してくれないから。だから秋穂くんだけでも説得して……）

「日ノ岡さん」

「は、はい？」

　苫小牧電波とまでんの二人の関係を思索していたほむらに、着替えながら姫川が語りかけました。

「……日ノ岡さんまで、あたしたちに合わせて行動する必要はないです。ここまで手伝っていただければ充分ですから。あたしと乙丸くん、それに佐保くんがいれば、転リ送ン環グの試験はなんとか出来ます。シミュレーターで呪文の練習もしてきました」

「そ、そうなんだ……じゃあ魔法使い見習いがいなくてもなんとかなりそう？」

「やってみます」

「そ、そう」

（とは……言ってもですね……）

　以前にほむらが七久保から教わった特別な呪文は、魔法初級者向けに多面体モデルを組み合わせたもので、簡易化されているとはいえ、詠唱には時間がかかり、虚惑星での訓練が必須だろうと思われるものでした。

　ほむらならば同じ効果を持つ呪文を、かなり慣れてきたルービックモデルを使って短時間で詠唱できます。

「……こんな時でなければ一緒に行ってみたいとは思うけど……私は……」

「やっぱり無謀だと思っていますよね」

「そ、それは……否定できないけど……」と、逃げ腰ながらも、ほむらは率直に胸の内を打ち明けます。「姫川さんて探検部の活動そのものには、そこまで熱心なほうじゃないと思っていたけど……もしかして自分から切り出したせいで意地になってる……？」

（しかも桑園くんが引き留めたりするせいで一層意固地に……？）

　と、察しつつも、とにかく姫川の気持ちを知りたくて一言多くなってしまいます。

　ほむらの疑問に姫川は感情的な口答えではなく、彼女らしい淡々とした様子で尋ね返しました。

「間違っていてはいけませんか？」

「え……？」

「意地ですか……そうかもしれないです。おそらく意地になっていますね、あたしは」と、着替えの手をとめる姫川。「一年間、打ち込んできた時間を、役に立たないと切り捨てられたら憤慨もします。もしそれが世間体を保つためなのでしたらなおさらです。……だから、そこに方法があるのでしたら、ちゃんと自分たちにも虚惑星の未知の事態に対処できる力があると確かめたい……です」

「対処できる力、かぁ……」

　ＵＮＰＩＥＰ日本支部は、虚惑星で進行中の非常事態に対して高校生の若者たちを駆り出さざるをえない状況を、長期の訓練を受けた調査官のみをあたらせて、一年生は一律不参加として遠ざけることで差し当たりの説明としています。それがまるで無む理り強じいの免罪符となることを期待するかのごとく。

「……東野くんも前にそんなことを言ってた……もっと過去の調査官の先輩たちも含めてのやっかみみたいだったけど……いろいろ安全対策を重ねてきて、自分たち後輩ばかりが失敗を許されないのはずるいんじゃないかって」

「……それは少し意外ですね、東野くんの言葉にしては」と姫川。「先輩たちの試行錯誤をずるいと言うのは、あたしには少々違和感がありますね……先人の積み重ねた知恵はありがたく受け取ります。あたしたちには、あたしたちなりの未知の領域がありますよ。きっと」

　防寒と速乾性を兼ね持つ高機能な靴下と膝のプロテクターを身に着けて立ち上がった姫川に、ほむらは上着をかかげもって差し出します。

「どうも」

　袖に腕を通す姫川に、ほむらは尋ねます。

「……もしかしてさ、桑園くんは今回の実践役が姫川さんじゃなくてもいい、って言って引き留めようとしているとか？　ほかにもっとふさわしい人がいるから、とか」

「いえ……」と、すこしむくれる姫川。「昨日の会議の前にもちょっと衝突しまして、わたしが頭でっかちでその割りにそそっかしいと言うので……」

　あはっ、とつい漏れた笑いを慌ててごまかすほむら。

「そ、それは桑園くんも口がすべ、いや、言い過ぎちゃったかな……私も東野くんとちょっとやりあったけどね」

「…………日ノ岡さんは……彼、と……」

　物おもわしげに姫川が言いかけたとき、部室の扉がノックされました。そっちの準備はどう？　と届いた声は乙丸のものでした。すぐにほむらたちは動いて出迎えます。

「───よさそう？　忘れ物ないね？　じゃ、行こう。佐保の始末書の犠牲を無駄にするわけにはいかないし」と、確認する乙丸。

「そーそー、そうだよ。まず転送室ね」と、うなずき、手招きする佐保。

　彼はとっさの時に怪しまれないようにと考えたのか、結局着替えず恰好は元の制服のままで、他の荷物はナップザックに詰め込んであります。

　学校敷地内の暗がりを慌ただしく移動しながら、ほむらが乙丸に尋ねます。

「───ね、ねえ？　乙丸くん、ユリちゃんは？」

「いや───」

　見つからなかった、と首を振る乙丸。

　硬い表情の桑園は探検服に着替えた姫川をふりかえり、あきらめ気味に言いました。

「じゃあ……僕と日ノ岡さんが待機組ってことでいいんですね、閑音さん」

「だからそう言っているじゃないですか」と、姫川は残す荷物と、もこもこした上着のかたまりをぼすっと桑園に押しつけます。

　ほむらは自宅から持ってきた自分のリュックを肩越しに振り返りました。

（いったい何してるんだろ？　ユリちゃんてば……）




　探検部員たちが休憩している宿直室をなるべく避けるようにして、無人の校舎に侵入し転送室へと向かう五人。

　探検部の活動のために、校内の警備機器類が一部オフにされているのは幸いでした。

（いくら勝手知ったる学校とはいっても平日早朝にこんな簡単に入れたとは思えない……このタイミングで試験を強行しようっていうのも一理あったわけか……でもやっぱりなんだか罪悪感がはんぱないけど……）

　それは日吉坂に初めて来校した乙丸や桑園たちも同感らしく居心地がわるそうです。

　上狛から借用したカードで、鍵を解除し、難なく転送室へと入室しました。

　古びたつくりの木のパネルとコンクリの部屋は、もとは楽器演奏や視聴覚関係で使用されていた広い部屋で、現在は床の段差を取り払って、そのぶん天井が高くなっています。

「あ、これこれ。一応回収しとかないとね」

　と、佐保が壁の棚の隙間から取り出したのは、なにやら肌色の表紙のぺらぺらとしたグラビア雑誌。

「本当に隠してたのかよ、それ」と、乙丸が呆れて笑います。

「ファーストコンタクトの虚惑星人が男だったらこっちのほうが交易品になったって」「いや問題だろそれは」「トラコサなんとかにも持っていってあげよう。これかなり貴重なんだぜ」「いいよ、やめろよ」

　焦っているのか余裕があるのか能天気に脱線する男子二人。

　小さく嘆息しつつ、ほむらは姫川に確認します。

「……ここから虚惑星へ？　戻ってくる時はどうするの？」

「当然、またこの転送室に戻ることになりますから、タイミングを合わせて迎えにきてください。ずっと室内にいると不自然ですから、外で待機されていたほうがいいかと……」

　そう説明する姫川自身もあまり確証がなさそうに、室内の照明が漏れるほの暗い校庭を指差します。

「そのへんは桑園くんと打ち合わせしといた」

　と、装備課製の機械式時計をみせる佐保。桑園も自前の携帯のタイマー画面をみせてうなずきます。

「多少ずれたって、僕がいればなんとかなるって！　入室カードは日ノ岡さんに預けとく。もし何かあったら日ノ岡さんから部長に返してよね。適当に言い訳たのむよ」

　と、佐保から手渡されたカードを、ほむらは不安そうに受け取りました。

「そうならないように願うけど……」




　ほんの短時間の使用の約束で借りたはずのカード返却が遅れ、上狛部長が不審がる不確実なタイムリミットはせいぜい三十分という読みです。

　佐保にうながされて、カードを持つほむらが転送室の壁ぎわに向かいます。

　青藍高とおなじく壁面にがっちりと内蔵された転送環の保管ケース。記憶のなかの御陵部長のやりかたを真似て、そのパネルを操作します。

　トレーがスライドし、果たして日吉坂探検部の転送環が姿を現しました。プラチナの光沢のある指輪からは、魔力を示す青い光がほのかに放たれています。

「……ここは乙丸くんに持っていてもらおうかな」

　と、また佐保が声をかけると、乙丸は、俺も言いだしっぺだしなと、うなずきます。

　転送環をうやうやしく掌に取り、しっかりと自分の指にはめる乙丸。

「じゃあ、ちょっと行ってくるから。あと頼むよ。桑園、日ノ岡さん」

　と、地球に残る二人に告げて、姫川と佐保に円陣を組む手を差し伸べます。

「……ま……」

　───待って、とほむらが口にしかけた矢先。

　ピーッ、ピーッ、と突如警告のアラームが保管ケースから鳴りはじめました。

　それはごく控えめな音量にすぎませんでしたが、ほむらはびくりと身をすくめました。桑園などは飛び上がるほどおおげさに。

「ああっ、いっけね。忘れてた！　大丈夫大丈夫、これは予定通りだからさ───ちょっと日ノ岡さん、それ貸して」あわててカードを佐保に戻すと、彼はパネル前に戻りました。「この警告音は止められるからね」

　佐保の話では、たしか最低でも三十分間は停止できたはずです。

「ごめん、俺も忘れてた。焦りすぎだな」と、乙丸。「姫川さんは、何か言いかけてたものね」

「はい。そのことを確認しようと思っていたところですが……ただ、警告音が鳴り出すのが早すぎませんでしたか？　十五秒も経っていなかったような───どうしました？」

　と、姫川は困惑した様子の佐保をうかがいます。

「なんか……部長のカードを受けつけてないっぽい……？」ニヤリと口端を曲げながら、佐保が振り返ります。

「───えっ？」と、驚いたのはほむらだけではありません。

　広い転送室に、小さなアラーム音がさびしく響き続けます。

　黙り込む一同。その沈黙を破って桑園が提案します。

「と、とりあえず転送環を戻したほうがいいんじゃ？」

「これ、仮のアラームだろ？　本警告になるまでどれだけなんだ？」と乙丸。

「うーんわかんないな。これはヤバいかな」

　と、吞のん気きに腕組みする佐保。

「転送環を戻すと……おそらくもうケースから取り出せなくなりますね。誤パスワードを入力したようなものでしょうから」

　と、姫川はパネルをにらみながら、しれっとこんなことを言います。

「……いっそ、このまま虚惑星に転送してしまいましょうか？」

「む、無茶だよ、閑音さん！　乙丸くんもここは……」

「……そうだな。ちょっと焦りすぎたかな」

　桑園の必死な言葉に乙丸が耳を傾け、姫川は肩を落として小さく嘆息します。

　───その時、転送室の入り口から届いた声に、一同はぴくりと身をこわばらせました。

「転送室ここから転送すると、記録が残るわよ」

　壁面に設置されているカメラを指差して室内に入ってきたのは、鼎結理でした。

「あそこに人物センサーがある。室内の人間が瞬間的に消えたら、予定外の転送か、記録の改ざんを疑われてトリガーが入る。完全犯罪とはいかなくなるでしょうね」

「ユリちゃん……！」

　目を見開くほむら。鼎は学校制服の上からコートを着用し、首にはタータンチェックのマフラー、肩には大きめのトートバッグを下げていました。

「───鼎、やっぱりいたのかよ」彼女を捜していた乙丸は、はっと何かに思い当たりました。「……そうか、俺たちがカードで入室するの待ってたんだな？」

「…………」

　彼女は肩をすくめ、それを認めます。

「信用されてないのよ、調査官あたしたちは。巨人対策発動後は、そのシステムも入れ替えられてる」

　壁の時計をちらりと見あげて、鼎は淡々と続けます。

「あと五十秒───頼みがあるわ。あなたたちと一緒にあたしも虚惑星へ連れていって。そうしたら警報を止めてあげる。どう？」

「……っ……」

　言葉に詰まる乙丸。頼みというよりも、取引きか脅迫に近い鼎の言葉の真意をはかりかね、ほむらは詰め寄ります。

「ユリちゃん……!?　それって、どういう───」

「あと三十五秒」

　ほむらを無視してカウントダウンを進める鼎。アラームは鳴り続けています。

「あたしは賛成です」と、姫川。

　乙丸が佐保をさっと窺うと、佐保は鼎を問いただすようにじっと見詰め、首を縦にも横にも振りません。それが投票の石は投げず、ということなら乙丸の決断がことの採否を決定します。

「……くっ……わかった。そっちの頼みを聞く。俺も鼎に聞きたい話があるからな」

　腹を決めた乙丸は、指から外した転送環を再びトレーに返そうとします。

「その転リ送ン環グは戻さなくていいわ」

　鼎はコートのポケットから、別の指輪を取り出すと、前に歩み寄りトレーに載せました。

　それは転送環と同一のサイズで、オレンジ色の目立つラインが入った指輪でした。

「それって───」と、皆が注目します。

　周囲に有無を言わせぬまま保管ケースにトレーが引き戻されると、アラームはその瞬間ぱたりと鳴り止み、元の保管状態へと戻りました。

「……止まったぁ……」と、息を吐き、ほっとするほむら。

「今の指輪は？」と、尋ねる乙丸。

「……いえ、乙丸くん、今は急ぎましょう」

「わかってるじゃない」と、促した姫川に薄い笑いをみせる鼎。

「そうだな。時間が無いもんな」と、ここは乙丸も同調します。

「ど、どうするの？」と、問うほむらに鼎がようやく答えます。

「転送室の外から転移するのよ。それなら問題ないわ」




　───周囲に注意を向けながら、再び校内を移動する一同。今は鼎を含めての六人となりました。

「あの指輪はなんなの？」と、足を運びながらほむらは乙丸と同じ疑問を口にします。

「あれはダミーの転送環よ。保管装置の試験に使う備品で、魔力は無いし、当然転送もできないけれど、保管庫の識別装置を騙だますことは出来るわ。多少の細工をすれば」

「そんなものあるの……!?」

「なぜそんな備品を持っているか───というよりは、なぜ持ってきたのか、のほうにあたしは興味があります」

「…………」

　姫川のストレートな追及にも鼎は無言のまま。

　佐保の案内でやってきたのは、校庭の片隅。ここなら転送の瞬間に発せられる光こう芒ぼうも校舎に届かないだろう、という建物の狭間です。

　自分たちに刻限タイムリミットを告げるように日の出が迫り、冬の暁の色が、繁華街のビルの縁ふちを染めはじめました。

（…………転送室を使わない転送は、初めてじゃあないけど……）

　装備を手早く確認する仲間たちのシルエットを見詰めながら、ほむらは藤森顧問の言葉を思い出していました。

　まだ日本にＵＮＰＩＥＰ支部が設立されていなかったころには、探検部には特別な転送室などは存在せず、屋外から直接虚惑星へ向かったものだ、と思い出話を聞かされたことがあります。

　きっとそれはこんな光景だったのだろうなと───。

　まもなく、「こっちはＯＫ。みんなはどう？」と、乙丸が宣言します。

　ほむらと桑園を除いた虚惑星へ赴おもむく意志をみせる四人が向かい合い、輪わとなって転送に備えます。なかでも佐保は一段とぶすくれた表情です。

「ここまで来てなんだけどさあ、僕はユリちゃんを連れて行くのには賛成しないからね」

「はあ？　それじゃ話が違う」

　そんな鼎の抗議に、佐保は力なく笑って匙さじを投げる態度。

「でも止めてあげないよ。どうせ言ったって聞かないんでしょ」

「……ええ。手荒なことはしたくないから、頭を下げて頼んでいるのよ」

「これだもの」

　互いに不透明な思惑をくすぶらせつつも、四人の探検部員が手をつなごうとしたその時───

「わ、私も行く！」

　そう思わずほむらは口走り、彼らの前に駆け寄っていました。

「……日ノ岡さん？」とびっくりして見返す佐保。

「こんな土壇場でごめん……！　でも、私も一緒に行かせてください！　私も最低限の装備は持ってきたし、自分の精霊石もある。紛失された転送環ミッシング・リングの呪文も一応覚えてるよ？」

　と、リュックを示すほむら。

　決意を口にしてから、今さらのように両親や、別れ際の妹の顔が脳裏に浮かび、胸中が揺さぶられます。

　自分を突き動かした衝動は、またもや鼎結理のみせた自暴自棄な態度が引き金だったのか、それとも、自分を残して虚惑星へ向かった仲間たちの様子が伝わってこない不安に耐えかねた焦りがあったのか。

　精霊石という言葉に鼎はぴくりと反応してほむらを一瞥しました。

「……それはどっちかといえば歓迎なんじゃない」

「ユリちゃんがコメントするところじゃないし」と、鼎をたしなめる佐保。

「…………」

　姫川は問いかける眼差しをほむらに向けましたが、弱々しくほむらが見返すと、今度は安堵させるように微笑します。

　佐保、そして乙丸と姫川は、桑園に向き直ります。

「……ってことは……桑園くん。一人で後を任せることになるけど……」

「…………僕だけで？　あの寒い部室に隠れてるの？」

　現実を認識したのか、桑園はおおきく肩を落とし、仲間たちから預かった幾つもの携帯を胸にかかえあげて見せつけます。

「これにメッセージが来たら適当に代返してごまかしておけばいいんでしょ。試験中だから部室にバレー部員も来ない。もし来たら佐保くんの名前を出せばいいんだっけ。ああでも完全に不審者だよ」

「うん、それでよろしく頼むよ」

「……釉くんがいてくれて、助かりました」

　淡々としつつも、ふだんよりほんの少しだけ健けな気げに伏し目がちに感謝する姫川に、桑園は、

「あっそう……」と、彼らしからぬやさぐれた返事。

「……ちょっとした実験ですし、こんなのは小さな一歩です。散歩みたいなものです」

「予想外に大きな一歩にならないよう祈るけど」

「ごめんね、桑園くん。私の不要な荷物とか、ここに置いていくから、お願い」

　後ろめたい気持ちいっぱいで、彼に押しつけた重荷をわびるほむら。

　鼎と姫川が差し出した手をそれぞれ握り、彼らの輪に加わります。




　乙丸の指にある転送環が起動されます。

　黎れい明めいの校庭で、手を結んで輪になり虚惑星へと転移する五人。

「…………っ……！」

　───その瞬間、爆発的な光がふくれあがり、桑園の頰をなぞり、総毛立たせました。

　桑園の知る転送の光景とは、まるで比べものにならない、爆風にも似た光芒が、日吉坂の校舎を周囲のビルをくっきりと浮き上がらせました。

　それは、人工衛星の光学装置が地表を観察していれば、突出した異変スパイクとして確実に捉えられただろうほどの激しい輝きでした。

　呆あっ気けにとられながら、何度も目をぬぐう桑園。にわかに騒ぎ出した鳥たちのざわめきが遅れて耳に届きます。

「な……っ……ま、魔法……!?　転送環の暴走……!?」

　その明らかな異常を、転送に挑んだ彼ら自身も認識しているはずでした。

　ウファラの浜での転送をおぼえている桑園には、紛失された転送環ミッシング・リングに原因があるとも思えません。あるいは話に聞きながら、彼自身はまだ一度も目にしたことのない緊急離脱ディス・エンゲージの光芒に似たものだとしても、やはり───

「うっ───わわっ」

　転送の光が消えた後も、彼の混乱に拍車をかけたのは、めいめい勝手なメロディで鳴り始めた携帯の着信音でした。思わず地面に取り落としていた携帯に、さっそくメッセージが届いたのです。

「な、なんなの、なんなんだ、もうっ」

　そんなふうに涙目で携帯を拾い集める桑園は、いつのまにか近くに来ていた人物に気付くのが遅れて、また驚かされます。

「あああ、行っちゃったかあ～」

　息を切らして、その場にがくりと膝と手をつく白衣の男性。

「……!!……え、あっ……た、棚倉先生……!?」

「ああ、おはよう、桑園くん」

「お、おはようございます……」

「いやあそうかあ、きみも大変だね。まあパーティの中には、どうしても損な役回りになってしまう人がいるものさ。月面の目と鼻の先にまでやってきて、一人司令船に残ったマイケル・コリンズとかね」

　お互いに白い息を吐いて挨拶を交わす状況の奇妙さを飲み込めずにいた桑園が、相手の落ち着きぶりにうっすらと疑問が生じます。

「先生……？　あ、あの……もしかして僕たちのことに気付いてたのに、見ないふりをしてたとか……？　ど、どこから気付いて？」

「うーん、僕も偉いひとたちに怒られたくないから、そこはノーコメントだね」

「えっ」

　と、呆気にとられる桑園に向けて、さらにこんなふうに念を押します。

「きみもあまり喋らないほうがいいと思うよ、うん」

「………………」

　秘密行動のはずが開始早々露呈してしまった遊撃隊発足計画ももちろんのこと。この温厚そうな男性顧問に対して、自分はなにか重大な思い違いをしていたのでは……と蒼そう白はくになります。

「おっとそれよりだ、桑園くんも来てくれないか。虚惑星から続報が入ったんだ。なかなかまずいことになってるみたいでね。それだけでも彼らに伝えてあげられたらと思ったんだけども……」

「ちょ、それって……」

　二人の向かった校舎の通用口には、携帯を片手に通話中の舎人主任の姿があり、棚倉たちを急かすように手招きしていました。
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　───虚惑星への異例の転送。

　起きうるトラブルを予想して身構えていたほむらでさえ、それは痛烈な体験となりました。転送のせつなに、手をつないだ者たちの意識が互いに交錯するあの感覚は、溶岩のごとき重く圧倒的な交感の奔流に押し流されました。

（な、にこれ……）

　吹き飛ばされまいと、その場に置き去りにされないようにと、両足を踏みしめ無我夢中で互いの手にしがみつきます。

（……これ、って……呪文……!?）

　それは複雑な呪文を維持しようと努つとめたときの高揚の感覚にも似ていました。だとしてもそれは、ほむらの知らぬ言葉でつづられた未知なる呪文です。

　すべてが一度にあらゆる方向から押し寄せ、返す波で彼らを散り散りにはじき飛ばしました。




　───次の瞬間。

　どさ───と手荒く地面に投げ出されたほむらは、さいわいにも薄い草の茂みに受け止められました。それでもしたたかに脇腹を打ちつけた激痛で息が止まり、声無き叫びをあげながらもがきます。

「……ぁ……っ……！」

　あえぐほむらが見開いた両眼、焦点の戻ってきた視界の奥には、鼎結理が倒れていました。

　夕刻の橙だいだい色に染まる山肌の静寂のなかに、ほむらたちは包まれていました。巻きあげられたカエデの朽ち葉が、ぱさりぱさりと制服を叩いてはすべり落ちていきます。

「……ユリちゃん……大丈夫……？　生きてる？」

　湿った土にまみれながら、這はって鼎のもとに向かうほむら。

　通学用のコートを羽織ったまま、うつぶせになった鼎の細い体の上には、長い黒髪が乱れて広がっていました。

「ちょっと……またこんな場所で居眠りとか、やめてよね……」

　そうとぎれとぎれに苦言を吐いて起き上がり、彼女の身を起こそうとしたほむらに、それまで脇腹の痛みにまぎれて隠れていた鈍い違和感が首をもたげてきました。

「ぁ……ぐっ……」

　顔をしかめ、こめかみを押さえるほむら。地面に肘をつき頭を垂れて必死にこらえます。

「……うっ……痛っ……やだなに……転送酔い……？　これが……イタタ、痛いなぁもう……痛過ぎるってば……」

　締めつける激しい頭痛とむかむかとする不快な吐き気。一度も経験したことのない転送酔いの、その強烈な洗礼に戸惑いを隠せません。

　倒れたまま身じろぎせぬ彼女を、肩で呼吸をしながら見すえます。虚惑星をおとずれて、褐色の肌の魔人種ディアボロに変身した鼎結理を。

　どうにか周囲を見渡せども、すぐ隣にいたはずの姫川や、佐保や乙丸の姿は見あたりません。

「……おー……ぃッ……」

　大きな声をあげて助けを呼ぼうとしたほむらは、息を吸い込んだ途端にあばらに走った激痛に痙けい攣れんし、つづく立ちくらみでぐらりと体がかしぎます。

（だめだ……私まで気を失ったらマズい……ああ吐きそう……なんだっけこんな時の、救護の基本の……そうだ、回復体位を取らせないと……）

　ほむらは、藤森や御陵部長から教わった応急手当の基本を必死に思い出します。患者を横向きの楽な恰好にして、頭部を反らせて気道を確保する安静の姿勢を。

　つらさを必死にこらえながら、その場にしゃがみます。ぐったりと力の抜けた鼎の上半身を起こして、胸もとをゆるめようとした時───

　鼎の胸もとからぼんやりと、赤い光が発せられているのがわかりました。

　魔法光でも、魔人種特有の非実体のツノでもない何かが、そこで不規則に脈打っていました。ましてや携帯の着信の合図などではありえません。

　マフラーをはずし、ブラウスの襟とリボンをゆるめようとした指先に、冷たく硬い感触が触れました。

「……え……？」

　それは、薬指ほどのサイズの赤い宝石でした。細いチェーンと金属製の留め具で保持され、彼女の首にペンダントのようにかかっています。

（せ……精霊石……！）

　それを地球で目にしたのなら、自分の目をもっと疑っていたかもしれません。

　しかしいま、虚惑星の鮮やかに色づく山林のなかでも尚はっきりと輝く、強烈な魔力の光彩を見いだしたほむらには、その石がただの宝飾品などではないと直感できました。

　なによりその圧倒的な存在感───

　装備課から支給されたほむらの石よりもひとまわり大きな、赤く透き通った結晶。

「…………まさか……」

　魔力の手応えだけでない予感に、ほむらはぞくり、と血が凍ります。

　玄関の隙間から自分を見上げていた、あの赤き瞳───

（あ、あなたなの……!?　沙さ毬まり……？）

　それはいつだったか雨乃が青藍の部室で、これが自分自身の核コアだと───皆さんは考える葦あし、ボクは考える石です、と得意げに拝ませてくれた彼女の心臓に、とてもよく似た輝く石を───

　たったいま抱き起こした鼎は、思えばブラウス越しにその精霊石を摑んで倒れていたように思えました。

「ユリちゃん……ここ、火傷やけどしてる……？」

　脈打つ結晶があった乳房のはざまに、生じたばかりらしい紅こう斑はんを見つけて、そっとなぞると鼎は小さく呻うめきました。

　ひとまずその原因らしい精霊石を首から遠ざけようとしたほむらは、直前に腕をはらいのけられました。

「触さわら……ないで……！」

　弱々しく意識を取り戻す鼎が、爛らん々らんとした瞳でほむらを睨み上げていました。

　突き放す鼎の態度で、ほむらの直感はもはや確証に変わりました。

「ねえそれ、まさか───沙毬ちゃん？」

「…………っ……」

　ぐっ、と歯がみして顔をそむける鼎。

　しかしそのくやしげな彼女の表情もすぐに、わかりやすい不快感に押し流されました。やはり彼女も、転送酔いから逃れられなかったようです。ほむらよりもさらに重い症状に見舞われているようでした。

「だ、大丈夫───？」

　長門水産のベースキャンプで、夢にうなされたほむらが、無理矢理に彼女に起こされたのとはまるで正反対の状況。

「まだ、立てそうもないね、ユリちゃん。私もちょっと、ユリちゃんを抱えていけるほど回復できてないんだ……」

「……バッグに……ホイッスルが……」と、鼎は自分のトートバッグの外ポケットを指してうめきます。

「あっ、そうか───」

　と、自分も持っていた重要な道具を思い出します。

　ほむらの荷物と同様そばに落ちていた鼎のバッグからは、転送の衝撃で一部の荷物がこぼれ出していました。到着後に着替えるつもりだった探検服とブーツ以外にも、小型の寝袋や調理用具、虚惑星の既知地形を網羅したマップ冊子まで、雑多なキャンプ用具が多数。

（……どうみても、家出の準備だね……そっか……そういうことかぁ……）

　裏切られた思いで唇を嚙むほむら。

　そんなほむら自身も、家族の信頼に背そむいて虚惑星へと来てしまった後悔と罪の意識とがぐるぐる混ざり合い、この転送酔いの苦しみは自分への罰のようにすら感じられてきます。

　ホイッスルを手に仲間に合図をする前に、ほむらは鼎を振り返りました。

　ぐったりと丸まって横になり、強奪者からかばうように沙毬の精霊石を握り抱いている彼女に、静かに言い聞かせます。

「……ねえ、ユリちゃん。この転送がいつもと違ったのは、その精霊石が原因なんだね……？　どういう現象が起きたのかはわからないけれど……でもとにかく、悪いけどそれは皆には言うからね。秋穂くんや乙丸くん、姫川さんも、きっとこの場所の近くに転送して来ているはずだから……」

　鼎は立つことすら出来ない自分の容態を呪いながら、ほむらの袖を摑み、ぜいぜいと息をしながら懇願しました。

「……あかん……言わんで、お願い……ほむら……」

　ようやく頭痛がひいてきたほむらは、まだ気け怠だるさと闘いながらもなんとか立ち上がり、散らばった自分と鼎の荷物を一箇所に寄せ集めました。

「……いくら舎人主任マエストロや赤土さんたちが、ユリちゃんを信頼してお任せの態度をとったとしても、まだ完全な状態じゃない沙毬ちゃんを虚惑星へ送るはずがないよ。沙毬ちゃん自身がどう思ったのかまではわからないけれど……

　それにさ、ユリちゃんは精霊石を持っていることを───沙毬ちゃんを虚惑星へ連れ出してきたことを秘密のまま隠し通すつもりだったのかもしれないけれど、もうこんなふうに皆を危険に巻き込んでしまったじゃない」

「お願いぃ……」

　ぐったりと夕空をあおいだ鼎の頰に涙がつたいます。

「……こんなつもりじゃ……なんで座標がぶれたのかあたしにも……」

　なかなか去らない不快感をこらえながら、鼎は悔やみ事を漏らします。

　そんな彼女の弱り切った姿にほむらは、はぁーと大きく溜め息。

　ふと彼女の荷物の中にある、見覚えのある黄色いプラスチックの包装が目に留まります。

「うわ……チャンポンメンまで持ってきてるし……」と、手にとるほむら。「ユリちゃん、これ、たぶん虚こ惑っ星ちで食べても美お味いしくないよ？　スポンジみたいな味になってるから。お腹なか壊すって」

「……馬鹿、馬鹿ほむら───チャンポンメンは……何ど処こで食べても美味しいのよ」

「あっそうですか」

　むろん、虚惑星向けに食材を厳選していない市販品が口に合うわけはありません。ですが、ほむらにも彼女が地球から持ち込んだ感傷のひとかけら程度は察することができました。そうして小さな笑みが漏れたところで、まだ何一つ問題が解消したわけではありませんが。




　───やや経って、彼らは無事に合流を果たしました。

　まずホイッスルの音を聞きつけ、佐保秋穂が走って現れました。その姿はちょっとしたヒーローのようでした。

　佐保は怪我もなく、かなり体調も回復していて、残る二人を捜すために移動する時などは、鼎を背負っていくと申し出たくらいです。しかもそれを、ほむらの提案でアレンジをくわえ、いやがる鼎をわざわざお姫様抱っこして運ぶ罰ゲームもまじえたりして。

「……………………」

　屈辱に頰を赤くする鼎が、歯をくいしばって黙り込みつつも、無抵抗で自分を運ばせているようすに、佐保はきょとんとしています。

　やがて、乙丸の肩を借りて山中を歩いていた姫川とも合流できました。

　無謀な転送に挑む羽目にはなりましたが、まだ日の残っているうちに全員が合流できた幸運にはそれぞれ大いに安堵しました。

　倒木の傍かたわらの、若干開けた山腹で休む一行。行動食をわけあいながら、転送酔いや気温の差で乱れた体調を整えます。

　地球とは逆に日の沈みゆく山さん稜りょうへ乙丸は目をこらしました。

「───めいめい、一キロ四方くらいの範囲に、吹っ飛ばされてたみたいだな。俺、転送事故は初めてで、すっげーびびったよ」

「あたしもです……」と息を吐く姫川。「ちょっとした天狗隠しに遭った気分でした。こちらが秋期の山の中で、地面に落ち葉のクッションがあったりして助かりましたね。でも小川に落とされたりしていたら、とっさに身動きとれなくて命取りだったかもです……それで、ここは？」

　姫川が佐保に向き直って尋ねました。

「……ん？　うん、実はよくわかってなくてさ」

「ええっ？」と、ほむらは佐保の他人事のような返事に目をむきます。

「日吉坂のベースキャンプのそばのはずでしょ？　てっきり私……ちがうの？」

「ああうん、そうなんだけどさ。いつもの小川が見当たらないし……たぶん山を一つ越えた裏側あたりに来ちゃったんだと思う。ねえ、ユリちゃん？」

　馴れ馴れしく呼ばれ、顔をしかめながらも鼎もうなずきます。

「……そうね」

　一番ひどい転送酔いの症状を示していた彼女も、だいぶ調子を取り戻してきていました。それに彼女は、深夜に向かうにつれて身体能力の上昇する、いわば夜行性の憑格者トランスです。

「……裏山側だとしたら、あたしたちもほとんど移動ルートには使わない場所だけど。確かにここから見える山の稜線には、なんとなく見覚えがある。植生も変わらないし」

「でしょ？……びっくりさせないでよ」

　日吉坂部員からのお墨付きをもらい、一同もほっとします。

「たぶん、もうすこし捜してみれば日吉坂うちで付けた目印か、木に巻いた標識のテープがみつかるはずだよ」

「記念すべき遊撃隊の初ミッションが、初遭難になっては困りますからね」

　と、意気込む姫川。

　苦笑しつつ乙丸は落ち着いた様子で語ります。

「みんな体調も戻ってきたみたいだし、状況を整理したいんだ───」

　乙丸の言葉に、みなそろって頭をつきあわせます。




　今回の最大の目的が、紛失された転送環ミッシング・リングの実験であるにしても、それ以前に、とうぜんながら地球への帰還の手段は第一に確保しておかなくてはなりません。

　ただでさえ転送事故に見舞われたばかりの彼らですから、緊急離脱ディス・エンゲージのような不確実な手段は論外でした。

　となれば、まずは日吉坂のベースキャンプを目指し、ロッジの倉庫兼、転送室へと向かう必要がありました。

　佐保の時計を確認すると、与えられた時間はすでに残り二時間を切っています。当初の予定の三分の一の猶予を、合流と転送酔いの回復だけで費ついやしていました。

　となれば、まずはただちに日吉坂ベースキャンプへと向かうだけです。そこまでは誰も異存なく、一行は揃って立ち上がります。




「急げば十五分もかからず着くんじゃない？」と安請け合いする佐保に、「前みたいに、調子にのって迷ったりしなければね」と鼎が釘を刺します。

「うえっ、いつの話だよそれ」

「ホラ、いざとなったら桑園くんが、上コ狛マ部長にかけあって時間を引き延ばしてくれるって。春休みで北海道から差し入れ持って応援に来たとか───佐保くんが勝手に部長のカードを使って女子更衣室に入っていくのを見かけたとかなんとか───」と、本人がいないのを良いことに、でまかせを吹ふい聴ちょうするほむら。

「佐保くんの行動には説得力があるとしても、もう一人の活躍はあまり期待できないかもですね……」と、姫川は渋い顔です。

「あれあれー？　僕も桑園くんもひでー言われようなんだけど」と、佐保がふてくされました。




　移動開始後、すぐに日吉坂の担当地区の目印を発見します。

　足を進めながらほむらは、先ほどの鼎とのやりとりを仲間たちに打ち明けました。

　目配せして当人に暗黙の了解をとると、勝手にすれば、とばかりに表情を硬くして顔をそむけました。無論、鼎としても忸じく怩じたるものがあるはずです。

　けれど、命を預け合う仲間たちに、あきらかな危険について黙っていることはできませんでした。気まずい思いを振り払い口を開きます。

「ねえみんな……あの、ね……さっきの転送で事故が起きたのは、偶発的な事態じゃないと思うんだけど───」

　本来の座標が設定された転送室から、距離をとって実行したことが原因と思い込んでいた彼らには寝耳に水の話でした。なかでも一番、驚愕の態度をみせたのは姫川でした。

「さ、沙毬ちゃんの核コアを……ですか!?」

　愕然となり、その場に硬直してしまった姫川の背をぐいぐい押して歩かせるほむら。

「沙毬っていったら……雨乃ちゃんとかと同じ、虚惑星探査機の路ろ灯と沙さ毬まりだろ？　まだ正式には稼働してないんだよな？」

「うん。乙丸くんはまだ会ったことないか。ユリちゃんのところにホームステイしたりして、ユリちゃんとは姉妹みたいなカンジでね……っとと、姉妹とか言っちゃいけないんだっけ」

「ええー……」と声をあげる佐保。「精な霊か石みだけ持ってきちゃったの？　じゃじゃ、じゃあ……沙毬ちゃんのボディはどうなっちゃってるの？」

「それ、私も気になってたんだけど」

　と、ほむらも佐保の質問に乗じます。本馬技研で実施された、通過儀礼めいたメジャーチェンジに失敗し元の体へと戻された───雨乃のような成長を許されることがなかった、あのまだ幼いセカンドボディはどうなったのかと。

　うつむきながら先を歩く鼎が、言いづらそうに答えます。

「……あたしのアパートで寝ているわ。もちろん抜け殻だけど。シミュレーターを有線で直結して、待機サスペンドモードの疑似信号を送っているから、本馬技研側で受信している遠隔信号テレメトリもだませているはず。たぶん。……あちらもプロだから、ごまかしても一晩程度が限界でしょうけど」

「また、そんな悪巧みまでして……あーもー」

　ぶんぶん腕をふりまわしながら呆れかえる佐保。

　たしかに探査機開発を担になう舎人主任も、赤土主任補佐も、現時点では、特別ミッションのフォローにかかりきりで、沙毬に関わっている余裕は無いのでしょう。

　そういった普段とは違う状況を、鼎が精霊石を持ち出す好機とみたのなら───

「鼎───俺たちが、虚惑星へ来ようとしていたのはいつ知ったんだ？」

　乙丸が慎重に尋ねました。

　彼もまた、ほむらと同じ推測をしたようでした。それはビデオ会議の夜から自分たちが議論を重ねてきた疑惑に直接つながる問いかけで、乙丸にとって肝心な本題に入ったのだと他の者にもわかりました。

　鼎は彼の真剣な態度に少しひるみながらも、気を張って答えます。

「……数日前から、あなたたちが上級生から隠れて何かこそこそやってたのには気付いてたわ。それが紛失された転送環ミッシング・リングがらみで、まさかその決行日が、今夜だったとは思わなかった」

「じゃあ、日吉坂の転送室で鉢合わせしたのも偶然だってことか？」

「……信じてくれなくてもいい、べつに」と、つんと顎をあげる鼎。「結果としては入室カードの件であたしも相乗りさせてもらったわけだし、そこは感謝してるけど。でも、大胆っていうか、無謀よね」

「ユリちゃんは人のこと言えないし」

　と、一応つっこんでおくほむら。

「そうか。それは信じるよ。じゃあ───」

　乙丸がさらに踏み込もうとしたとき、姫川は堪えかねたように、勢いよく言葉を吐き出していました。

「なんでそんなことをしたんです。沙毬ちゃんの精霊石で、魔法の実験でもするつもりだったんですか？」

（姫川さん……）

　佐保や乙丸たちも姫川の剣幕には驚きました。鼎を責める態度には、いかにも落ち着きを欠き、彼女らしくない興奮と、そして強い非難の色がありました。

「───大切なボディを奪い取ってまで、無理矢理に虚惑星につれてくるなんて。そんなの……そんなの許されないことです。鼎さんが沙毬ちゃんと親密な関係にあったとしても、です。したっけ、保護者代わりだったとしても……それじゃまるで、誘拐みたいなものじゃないですか……！」

　保護者というフレーズを耳にした瞬間、鼎の顔は歪ゆがみ、厳しい眼差しで姫川をにらみました。二人をなだめたい気持ちも、ほむらにはありましたが、それよりも姫川と同じく沙毬自身のことが気になりました。

「……そうだよユリちゃん。沙毬ちゃんは、まだ生まれたばかりの子供なのに。虚惑星探査機になれるようにすごく頑張ってはいたけど、でもまだその準備が出来てないって───」

　鼎はその場に立ち止まって振り返り、静かに告げました。

「部の転送環を、自分たちの都合で持ち出したあなたたちと何が違うっていうの……」

「……っ……」

　姫川は言葉を失ってたじろぎます。

　そのまま鼎は、ペンダントのある胸もとを押さえながら、震える声で、自分自身に言い聞かせるようにつぶやきました。

「だって沙毬は……！　あたしが……あたしと一緒に……」

　ほの暗い山林のなかで、彼女は髪を振り乱し、瞳を赤く輝かせて鋭く見返します。

「───もういい、こう言えば納得するんやろ───あたしは、地球には帰らない。だからもう、二度と転送事故なんか起きたりはしないわ」

　鼎の決然とした告白に、姫川と乙丸は驚きを隠せませんでした。

　……しかし、ほむらも、そして佐保も、いつか鼎結理の秘めた想いが浮き彫りにされ、はっきり周囲の目に触れることになるのだろうと、心のどこかでは解っていました。

　ただその言葉を苦々しく受け止めながら、ほむらは言いました。

「……ユリちゃんは、きっとそう言うと思った。私たちが、沙毬ちゃんの精霊石を連れて帰るって言い出すことが怖かったんでしょう？　沙毬ちゃんと引き離されたくないから、転送事故を引き合いに出して、私たちを説得するだろうなって」

「……虚惑星へ一緒に連れていってとは頼んだけれど、帰るとは言ってないわ」

「まだそんな屁へ理り屈くつを……」

　と、むくれる佐保。ほむらも続けて鼎をたしなめます。

「そうだよ。そんなふうに開き直ってもだめだよユリちゃん。ユリちゃんは私たちと帰るの。絶対に帰るの。沙毬ちゃんも一緒にね」

「いいえ、無理よ───あなたたちはあたしを説得できない。力ずくでは、なおさら止められないわ」

　そう言って鼎は頭上に手をかかげたかと思うと、勢いよく振り下ろしました。

　───ざん、と彼女の目前の地面に、数条の亀裂が走ります。落ち葉が散り、巨大な獣の爪が、黒土と木の根を切り裂き深い傷痕が刻まれました。

　鼎の側頭部には、ぼんやりと発光する透明な角ツノがあらわれ、さらに右手の先は、猛もう禽きんのごとき鋭い爪で覆われていました。

（テッセラクト正八胞体の魔法───）

　彼女の創造する擬似的な物質、宝石の魔法。

　全員が凝視する眼前で、宝石は収縮しながら薄れて消えていきます。

　その手際は流れるように自然で、前回のグライダーでの試験飛行も経て、さらに鮮やかさを増しているように思えました。

「……だから……放っておいて。日吉坂のキャンプまで同行するのは、あそこで自分の荷物を回収するためよ。そうしたらもう───」

（……？）

　本当にそれだけ？　と、かすかに引っかかりました。なんとなれば彼女は、この場ですぐに立ち去って、荷物など、機をみはからって回収してもいいはず、そうも考えられたのに。その時は目前の刺激的な光景に流されて、ほむらはスルーしてしまいました。

　驚きが引いて、鼎を見つめながらじっと考えをめぐらせる乙丸。そんな乙丸に鼎は語りかけます。

「乙丸くん───ほかの人と違ってあなたは、多少はあたしの気持ちを理解してくれてるみたいだけど、違う？　日本支部にただ従っているだけのつもりなら、今ここにいるわけはないわよね。七久保先輩とも意気投合しているみたいだし、何か思うところがあるんでしょう」

「……うっ……変なこと言うなよ……」と、ばつが悪そうに首をかく乙丸。「ずっと虚惑星で暮らすだなんて───山に取り憑つかれて街の生活を捨てる世捨て人なんかとは、わけが違うって」

「……そう？」

　鼎はさらに続けます。今度はほむらに向けて。

「それにほむら。いい子ぶって、心にもないことを言うのはやめなさいよ。あなたは本当は、ルールなんか何も気にしていないんでしょう」

「うわ、ひど……何をそんな……ユリちゃんがいなくなったら、悲しむ人がいるじゃない！　早瀬先輩だって、天竜さんだって……私だってユリちゃんと一緒に探検部を続けたいよ」

「どうだか…………あたしを誰かの代わりにしてるようじゃね」

「……ううーっ……ユリちゃん!?」

　心配を寄せつけない彼女の冷笑的な態度に、ほむらは大いにむっとします。

　よっぽどのこと、彼女がつい先ほどさらけだした涙と、泣きべそ顔の醜態をばらしてやろうかと思ったくらいです。

（それに……自分と一心同体の沙毬ちゃんなら、巻き添えにしていいと思っているんだったら大間違いなんだから！　だってそれじゃ……ユリちゃん、あなたが一番憎んでいる人と同じ仕打ちをすることになるじゃない……）

「転送に問題があるってことはわかった。もうそのへんでいい」

　と、乙丸はやんわりとあいだに割って入るような、なだめるトーンで言いました。

　ほむらも含めて、女子陣営のテンションの上がり方には引き気味の様子です。金沢浅野高の女子部員たちに囲まれ活動してきた彼らしい態度。

　それでも、鼎が一瞬みせた暴力的な魔法と態度に、気後れもひるみもしなかったのはとても頼もしく思えました。

「───とにかく、いきなり失踪なんかやめてくれ。転送の件はなにか方法を考えようぜ」

「そうです。それに、コラボの件を明らかにしてくれませんか」

　と、姫川が別方向から、また険悪なムードを蒸し返します。乙丸はちょっと空をあおぎました。

「……なんのこと？　コラボがどうかしたっていうの？」

　鼎は慎重に言葉を選び、向けられた疑いと対たい峙じします。

「───とぼけてもだめです」と姫川。「佐保くんはあなたを───鼎さんを日吉坂探検部から退部させるような真似はしたくないと、かばってくれたんですから。信頼に応えるべきなのではないですか」

「ふーん……そんな相談をしてたの。ご苦労様ね」

「もし、ネットワークの監視の件が事実なら───」

「ハッ……退部とか……」と嘲笑をもらす鼎。「こっちはもう、二度と会うことなんか無いって言ってるのに。もうこの担当地域に近寄ることもないわ」

「あなたは独りで自分の現実をリセットするつもりでも、あたしたちの人間関係と調査活動は続きますので───」

　そこでぽつりと彼がつぶやきます。

「ユリちゃんが虚惑星で生きていけるはずないよ」

　鼎も、言葉をさえぎられた姫川も、佐保を振りかえりました。

「僕たちのなかの誰一人だって、そんな覚悟はまだ無いんだよ」

「…………っ……」

　ぎごちない嘲笑を浮かべた鼎は、しかし続く言葉に詰まり、なにも言い返すことのできないまま結局顔をそむけました。

　乙丸もふぅ、と息をつきます。

「もう行こうよ。時間もないんだから───」

　彼らの先に立って、佐保は案内役を続けます。消沈する彼の背を、乙丸は軽くはたいて声をかけていました。

　重々しい雰囲気をひきずり山中の移動を続けながら、ほむらは鼎の隣に並びます。

「ねえ……じゃあ一つだけ、教えてよ。沙毬ちゃんは、何て答えたの？」

　ほむらが迫った問いかけには、姫川も関心をひかれたようでした。無言でこちらをじっと見詰めています。

「………………」

　虚惑星へ行くと決心したとき、幼い沙毬本人は、鼎に対してどんな反応を返したのか。

　また鼎は胸もとに手をやって、火傷跡が痛むのかすこし顔をしかめながら答えました。

「……今はもう話すことはできないわ。ただの石だもの」




　───その数分後。

　一行が見晴らしのいい山稜に出て、日吉坂キャンプへと向かう確実なルートを発見した、すぐ後のことでした。

　山肌に囲まれ、暗闇につつまれたくぼ地の森に、姫川が何かを発見しました。

　岩場から遠く見下ろす先を指差します。

「何か───木々のあいだで、光っています。かがり火のように見えます」

「え？　どこ？」「……わっかんねえ」

　ほむらや乙丸には何も見えません。木々のぼんやりとしたシルエットが広がっているだけです。まわりこんだ夕日の複雑な反射なのではないかと、ほむらが口にしかけた時、佐保の猫人の耳がぴんと立ちました。

「何か林の中で動いてる……遠ざかっていく感じだ……でも、鹿の群れって感じじゃない……なんだろ、気持ち悪いな」

「……消えました」と姫川。「もう見えなくなりました……あるいはこちらに気付いて消したのかも」

　と、姫川だけが追えていた灯あかりの位置は失われました。

「すばるさんのヤマイヌが迎えに……ってはずはないか。キリマルたちの目は青いから、かがり火とは間違わないものね。初雪は雪割と同じ鳶色だけど」

　もうベースキャンプは目と鼻の先でしたが、姫川と佐保は、念のため確認しておきたいと言って聞きません。特に佐保は自校のキャンプ近辺だけに気になるようでした。何かあっても遠くから観察し、慎重に行動すると皆に約束をして、二人で偵察に向かいました。

　向かう前に、佐保がちらりとほむらを振り返ります。

　それを鼎のことを見ててくれ、というメッセージだと受け取り、ほむらもしっかりと頷き返しました。

「ほんとに地球に帰らないつもりなのかよ、鼎」

「───ええ」

　その場で佐保たちの帰りを待ちながら、乙丸は鼎に尋ねました。が、

「ちょっ……」

　と、言葉に詰まります。

　いきなりその場で鼎が、着替えを始めたのが原因でした。ほむらもあっけにとられます。

　地球から着用してきたままだった服を脱ぎ探検服に。コートをバッグの上に落とし、上着を脱いで下着姿になり、持参した各種装備に身を包んでいます。

　もう日の落ちてきた岩場は、山からの風もあってかなり肌寒く、なにより男子の乙丸の視線があるのですが、いっこうにお構いなしです。

「───大丈夫だぞ、乙丸くん。私が見張ってるから。どっか行ったらダメだよ、ユリちゃんは」

　ふん、と鼻を鳴らしながら鼎は、防護タイツをすらりとした足に穿かせます。魔人種のまさに悪魔ふうの尻尾が現れて、しゅる、と蛇のように揺れました。

　移動で汗ばんだほむらも、本当は一緒に探検服に着替えてしまいたいくらいでしたが、きっと乙丸は、こんな虚惑星での羞恥心の失われた女子の態度にはうんざりしているはずで、そんな彼をまた失望させてしまうのも忍びなく我慢します。

　岩に腰掛け、佐保たちが向かった森を向きながら、乙丸は話を続けました。

「虚惑星に留まる調査官、かあ───海外に、そういう調査官がいたって話は聞いたことがある。ごく少数だけど、ＵＮＰＩＥＰの規則に反して、虚こ惑っ星ちがわで残りの人生を過ごす道を選んだ調査官がいるって。日本では前例が無いことだし、もちろん許されることじゃない」

「…………今でも、そういう人がいるの？　外国では」

　と、恐る恐るほむらが尋ねます。

　ボートの上で花屋敷先輩から教わった幽霊調査官の件ともまた異なる、ほむらにとっては興味をひかれつつも落ち着かない話題でした。

「いんのかも。でも、あまり大きくニュースにはされない。他の調査官が影響されるんだろうし……それに国の立場からしたら、南極に勝手に自分の独立国を作るような、亡命事件みたいなものだからさ」

「───それはそうでしょうね」と、淡々と返す鼎にほむらは、

「税金をばんばん使って火星に有人探査ロケットを送り込んだのに、いきなり大阪出身の宇宙飛行士が、タコ焼き屋さんの火星店をオープンしちゃったみたいな？」などと。

「…………火星にタコはおらへん」

　くすりと乙丸が笑います。

　気は向かないのですが、なんとなく手持ち無沙汰で、着替えを手伝ってしまうほむら。手持ちの櫛くしで乱れた黒髪を梳とかしてやっても、礼の一つも言わず、お姫様然と甘んじている鼎の態度にはちょっとムカつきました。

　ほむらのたとえ話はスルー気味に、乙丸は話を続けます。

「それはでもさ……俺たちの学年でやることじゃないっしょ？　海外のそういう失踪は、もっぱら高校三年の話だろ──外国だと四年とか五年だっけ？──十九歳になると虚惑星の滞在が許されない。ていうかＩＥ反応が低下して、転送できなくなる……俺たちはまだ、二年間は虚惑星にいられるんだ。虚惑星の時間でいったら十二年も先。なあ、違う？」

「…………」

　鼎は乙丸に耳を貸しながらも、無言のままです。

「……まあでも、調査官の退官の時期が迫ってきたら、誰でも一度は考えることだよな」

　そう言う乙丸に、ほむらは少々あてが外れてがっかりしました。乙丸はもっと必死に、鼎を引き留めてくれると思い込んでいたからです。東野だったらそうしたでしょう。

「私たちの御陵部長も……やっぱりそうなのかな……」

　と尋ねつつ、もうこっち向いていいよ、と乙丸の肩を叩くほむら。

「ああそうだよ。うちの白しら菊ぎく部長だって、任期がおわってせいせいするとか言ってたけど、本心は未練たらたらに決まってる」

　嘆息しつつ乙丸はそう言い切るのでした。




　───間もなくして約束どおり、正体不明の相手を深追いすることなく佐保たちが戻ってきました。

　虚惑星で増大した抜群の脚力を解放して、足音ひそかに草地を疾走する二人の姿は人間離れしていて、見慣れていても一瞬どきりとさせられます。

「すっげーヤバいもん見たよ！」

「五十体近くはいたようです」

　と、二人とも非常に興奮した様子。彼らの持ち帰った報告は実際、驚くべきものでした。

　木製の傀儡たちの集団が、山林を移動していたというのです。

　以前、落石事故に見せかけて、ほむらや鼎を含む探検部パーティを襲った傀儡と同じ、赤く塗られた鬼面を被かぶっている、という共通の特徴もあったとのこと。

　とすれば、すでに聞かされたばかりの、放浪者再接近の形跡を発見したという報告を裏付けるものでした。

　傀儡たちは何者かに率いられるようにして、北へと向かっていました。

「───傀儡たちを率いる人間がいたってことか？」

　表情をこわばらせて乙丸が尋ねます。

「それが判明するほどには近づけませんでした……残念です」

「てゆーか、どんどん行っちゃう姫川さんを僕が止めたの。しっかり武装もして、ヤバい気配がぷんぷんしたし」

　傀儡をあやつる何者かもとても気になりましたが、それ以上にほむらを動揺させたのは傀儡たちが向かった先です。

「ね、ねえ……北へ移動していたなら、すばるさんの城がある方角になるじゃない。もちろん部長たちが居る桃山荘だって───」

　それ以外に、軍備を整えて向かう目的地があるとは思えません。

「……まるで攻城戦前夜ね。休みを知らない傀儡たちなら、二日もかからないで着くかしら」

　他人事のように淡々と評する鼎を、信じられないように見るほむらたち。

「……戦争……かよ」

　風雲急を告げる事態に乙丸も血の気が引きます。

　姫川は日吉坂キャンプをめざし、勢いよく足を踏み出します。

「ここでぐずぐずはしていられません。こうなったら、あたしたちの転送環の実験どころではないです。一刻も早く地球に帰還して、この事態を知らせましょう」

　と、熱心に姫川はうったえます。

「う、うん、そうだね、そうだよね……怒られるのはヤだけど、絶対それどころじゃないもの」

　ほむらも姫川と同意見でした。城下に滞在中のひとりひとりの顔が思い浮かび、胸をしめつけるように逸はやらせます。事前に察知できる形で、自分たち調査官にこれだけはっきりとした危険が迫ったことは前例がありません。

　佐保が思案顔で姫川に尋ねます。

「地球に戻れば、すぐに青藍高あおこー側にも報告が届いて、向こうにも、桃山荘にいる皆にも、それにすばる姫にも報せを届けられる……って？」

「それが最速の手段です」

　姫川は確信をもってうなずきました。誰ともなく一同は、ベースキャンプへ向けて歩き出します。

　───が、そこでなぜか乙丸の足がにぶります。

「ど、どうしたの、乙丸くん───？」

　ほむらは振り返って、彼をせかしました。しかし乙丸はまだ腑ふに落ちない様子です。

「……わかんねーな……これまで、調査官がいっくら発見しようとしても出来なかった放浪者たちが、なんで姿を現すような真似をしたんだ？」

「それは、むろん我々への警告に決まっています」と姫川。

「隠密行動を取らなくなったという点なら、あたしたちを襲った時に、もう姿を現しているわ。今さらこだわる意味も無いでしょう」と鼎も。

「…………いや、やっぱり変だ。おかしい」

　ついにその場に立ち止まる乙丸。

　焦じれったそうにしながらも、どうにか苛立ちを抑えて姫川が乙丸に尋ねます。

「……こちらに存在を知らせたのは、別の意味がある……と？　つまり、わざとだと？」

「…………」

　眉をひそめる乙丸自身にも答えは出ません。

「それほど気になるなら……もう一度、傀儡たちを追跡して探ってみますか？」

「だ、駄目だって、そんなの危険すぎる！　相手の数も多すぎるし、以前は早瀬先輩や、ブロンテの傀儡のディドロがいたから、どうにかなったようなもので───」と、焦ってブレーキをかけるほむら。

「……いやまさか、そんなこと俺だって言わないって。わりぃ───行こう」

　それ以上は議論する余地もなく、彼らは再びキャンプへと急ぎます。

　しかし、ただただ一秒でも早く帰還しようと焦っていたほむらも、乙丸の態度が引っかかりました。

（…………なにが違うんだろ……？）

　前回の襲撃では、人工的に引き起こされた落石という前ぶれがありました。彼ら放浪者たちは、自分たちの行動範囲を知っていて、罠を張って待ち構えていたわけです。

　一緒にいたヤマイヌたちの警告で、かろうじて落石をやり過ごし、そのあとの追い打ちともいえる襲撃に全力で対抗することができたのです。

（……罠……？）

　水車小屋を横目に小川を渡ります。乾いた喉をうるおす暇もありません。

　すっかり日は落ちましたが、それでもようやく、虚惑星人の遺跡と丸太小屋を組み合わせて建てられた、見慣れた日吉坂のベースキャンプが視界に入りました。

「え……？　あ……あああっ！　ま、待って！　止まって！」

　と、ほむらがすっとんきょうな声をあげます。

　ダッシュして、キャンプに一番乗りしようとしていた佐保は、突然のほむらの奇声に、つんのめって飛び上がります。

「───う、動かないで秋穂くん、静かに戻ってきて……！」

「……誰かがいるような気配は無いけど……？」

　きょとんとしながらも、佐保はおとなしく引き返してきます。

　ほむらは、自分の思いつきを手短に仲間たちに告げました。

「罠……ですか？」と、姫川。

「そうだよ。もしこのベースキャンプの建物から、地球人が出現するって知られてしまったなら、なにか罠が仕掛けられているかも……！」

「でもさあ、キャンプに近づけないことには、転送室に入れないじゃない？」と、佐保。

「───確認してみればいいわ」

　と、まず鼎が行動しました。側頭部に赤い角を生やしたかと思うと、幾つもの魔法光を空中に展開し、周囲を明るく照らしだしました。

　木戸の閉ざされている小屋の内側の様子まではわかりませんが、一見、変わったところはありません。

「罠って言われてもなあ、ブービートラップとか？」

「ば、爆弾……とか……」

「爆弾───!?」佐保の尻尾がぶわっと逆立ちます。

　ようやくほむらの深刻さが伝わったのか、佐保は鼻をならしながら身をかがめ、慎重に周囲を調べ始めます。

（……放浪者たちは魔法を使えない……ううん、使わない……でも、魔力が無くても利用できる魔法の道具はある……たとえばアレ……）

　ほむらの脳裏にあったものは、鈴蘭が旧キャンプに仕掛けたトラップでした。

　猛烈な威力で武器庫を半壊させ、意識を失い昏倒するほどの怪我を御陵真世に負わせました。水の盾の魔法で対抗しながら自分を庇かばって倒れ、御陵が流した血の感触の記憶は、今でもほむらをぞっとさせます。

　姫川は周囲に目を凝らしながら、魔法光を操っている鼎に話しかけました。

「魔力を探知して連動するような罠だったら、あたしたちも一巻の終わりかもですね」

「……その時は諦めて。どのみち魔力を探知するだなんて、そんな高価そうなアイテムは彼らだって浪費しないと思うけど」

「……なるほど」

　素直にふむふむとうなずく姫川。

　やがて用心深く捜索に加わっていた乙丸が何かを発見し、声をひそめ呼びかけます。

「……佐保……！　その庭の出口にあるの……なんだ？」

「どれよ？」

　佐保にも見覚えの無い、細い枝が、菜園の脇の通り道に斜めにかかっていました。

　照明がなければ見過ごしていただろう、ごく些さ細さいな障害物です。

「…………」

　大胆に近づいた佐保がじっと目を凝らすと、それは狩りの罠に似た構造の、枝と蜘く蛛もの糸とを組み合わせた仕掛けでした。枝が大きく揺れると、支えがはずれ、蜘蛛の糸の先で巧妙に支えられた石が落下するようになっていました。

「おっ、おおおい、さわんなくていいって！」

　という乙丸の制止も聞かず、佐保は盲目的な集中力で、仕掛けに見入り、ほむらたちが震え上がる前で、親指大ほどの黄色の石をつまみあげました。

「………………！」

　み、つ、け、た！　とサイレントで口をぱくぱくさせ得意がる佐保。

「やっぱり……湯ゆ花わ玉だま……！　お、落としたりしないでね!?　たぶん衝撃で爆発する仕掛けになってる」

「でもさ、室内じゃあるまいし、ここだって普通に風は吹くんだから、ちょっとくらいは大丈夫でしょ？」

　と、湯花玉を手の中で転がします。その威力を知らない佐保に、ほむらはヒステリックに叫びます。

「やめてってば！」

　そして、室内という言葉を聞き止めた乙丸は、ある重大なことに気づきました。

「……そっか……放浪者が傀儡を連れて立ち去ったわけがわかった───同じような罠が、きっとこの小屋の中にもまだある。そっちはもっと厳重に仕掛けられてるはずだ」

　乙丸は、まだ他の罠を警戒しつつ、小屋から引き離すように全員を退がらせます。

「なぜです……？」と、姫川。

「この罠を仕掛けた連中は、まずは地球から転送してきた地球人を、その湯花玉の爆発で殺そうとした。きっと転送室の扉とか、階段とか、そういった必ず通る場所にセットしてあるはずだ。この庭にあった罠は、それでも逃した手負いの相手を、確実に仕留めるための二重の罠だ」

「……じゃ、じゃあ？　さっき、もし普通に転送室に出現してたら……私たち……？」

　口を半開きにして身をすくませるほむらに、乙丸は両手のジェスチャーで、ぼわん、と有り得た未来を示しました。

　九死に一生を得たと、鼎に感謝をしていいのかどうか微妙な空気が漂い、鼎自身もどう反応していいのかわからず肩をすくめます。それでもとにかく、日吉坂の転送環は乙丸の手にあるわけで、これ以上の犠牲者が現れないことは唯一の心の救いでした。

「……でも連中は、俺たちが転送事故に遭って、別の場所から来たことを知らないんだ。そこまで予測できたはずない。

　俺たちがさっき尾根に立ちながら、奴らの傀儡の群れを見つけた時は、奴らもこっちに気付いた。奴らはそれで、俺たちがこの罠をぜんぶ解除して、無事に小屋から出てきたんだと思ったんだろう。……一枚上手の相手に映ったのかもしれない」

　いやそんなはずはないか、と頭かぶりを振り、乙丸は考えを述べ続けます。

「───でも、連中はそれも確証が無くて、もしまったく別の地域から、たとえば青藍のキャンプから来た地球人たちだとしたら、さっき俺たちがそう考えたみたいに、一刻も早く地球に戻って報告しようとするはずだと推測した。だからわざわざ自分たちの存在を知らせるような真似をしたんだ」

　説明を吞み込みなるほど、とうなずく姫川。

「このまま何も知らずに小屋に入れば、あたしたちは地球に報せを届けることなく爆死を迎えていたわけですね」

「……確かにそれなら、放浪者たちにとってのデメリットは無いわけね。どうせ存在を知られているか、知られても爆弾で吹き飛ばせるかのどちらかだから」

　と、鼎も乙丸の推察に同意します。

　五人の調査官たちは、ハプニングの連続から九死に一生を得た興奮を抑え、どうにか心を落ち着けて次に打つべき手をさぐります。

「俺たちはもう、この小屋に入る危険を冒おかすべきじゃない。一つ一つ罠を解除しているような時間も知識も無い。今のは運がよかっただけだろ？」

　と、乙丸は確認を求めながら皆に語ります。

「でも……多少、座標がずれていても帰還はできる。だから、これ以上の危険を重ねないためにも……鼎、わかってくれるよな」

　視線を向けられ、はっと息をのむ鼎。

「……沙毬をここに置きざりにして、あたしを連れ帰る気……？」

「それしかない」

　険しい表情であとじさる鼎。

（……ユリちゃん……）

　乙丸の言う方法は、理屈としてはよく解りましたが、沙毬を置いていくことにはほむらにも大きな抵抗がありました。

　この一帯は、すでに放浪者たちに目星をつけられ狙われる場所となっています。精霊石を貴重品として交易する彼らが、もし沙毬の核を見つければ、無事に済むはずはありません。

（そんなのだめだよ……）

「……む、無茶を言うようだけど……私が、ユリちゃんと一緒にここに残るから、みんなは先に帰還するのは？　それでどう……？」

「…………」

　おずおずと提案するほむらを、苦々しい表情で鼎が見詰めます。

　ほむらの後先を考えないプランには目をつぶって、乙丸は一番肝心なポイントを挙げながら首を振ります。

「それじゃ残った日ノ岡さんたちには、緊急離脱の手段がなくなるじゃないか。それは、今の状況ではいちばん危険な状態だと思う……誰も残してはいけないって。

　せめて、定められた正確な座標から帰還できれば、また事故が起きる確率を減らせると思ったけど、それもムシがよかったな……」

　放浪者の脅威を目にしたことで、尚更是が非でも鼎を連れ帰ろうとする乙丸と、虚惑星に残ろうとする鼎の思惑は、すれ違ったままです。

　特に今の鼎は、ヒステリックなまでに沙毬と引き離されることを嫌がっています。何をしでかすかわからない不安すらありました。

　なにしろこんなことを言い出すくらいです。

「その、秋穂の持ってる湯花玉で、このキャンプ小屋ごと吹き飛ばしてしまえばいいわ。そうすればさすがに他の仕掛けられた罠もすべて潰せるでしょう。そのあと、正確な座標に戻って地球へ帰還すればいい。今後の危険も取り除けるし、一石二鳥よ」

「あ、うまい」と、ほむら。

　威勢がいいばかりで、別にうまい話ではありません。それに鼎が保管している荷物も一緒に吹き飛ぶわけですから、いろいろと無茶苦茶です。

「やだよ！　なんてこと言うんだよユリちゃんは！　僕らの大切なキャンプをなんで自分の手で壊さなきゃいけないのさ！　それにどのみち、ユリちゃんは僕らと一緒に来る気が無いんだろう？」

「それなら……策は一つだけありますよ」と、姫川が人差し指を立てます。

「うぁ……姫川さん……いや、それはマズいって……」

　その策には乙丸も気付いていたようですが、それでも口には出したくなかったらしく、嘆息して天を仰ぎます。

　遅れてほむらにも察しがつきました。姫川を見返しながら、ついつい声を重ねてしまいます。なんというかその時だけは、すばらしい名案だと思われたのです。

「「───傀儡の軍勢よりも先に、すばる姫の城に、桃山荘に辿たどり着く……！」」




　……要は、走って山地を駆け抜け傀儡たちの先回りをしよう、という無謀な計画でした。

　それでも彼らはその苦肉の策を選びとりました。

　すみやかに強行軍の準備に着手しますが、日吉坂のベースキャンプに立ち入ることができないため、使用できる装備は大いに制限されました。

　水車小屋にわずかに保管されていた物資と、菜園の収穫でしのぐ他はありません。

　食事の配分を組み立てながら、その単調さと乏しさに「うへえ」と声が漏れるほむら。

　普段のミッションでの万全の構えを思うと、貧弱さに泣きそうになりますが、待ち受ける仲間たちの顔を思い浮かべて、こらえるしかありません。

（……でもまだあの時よりは、どうにかなりそうと思えるだけマシかな……。道だってわかるし……こんなに仲間だっているんだもの）

　さらわれた御陵部長を東野と共に追いかけた記憶がよみがえり、ほむらは苦笑してしまいました。




　慌ただしい出発───

　進む先は、佐保と乙丸が、なるべく放浪者たちから見つかりにくそうな場所、罠のしかけにくそうな場所を選んで検討したルートです。

　ベースキャンプには、誰かが立ち寄った場合に備えて、危険を示すメッセージと警告のテープを周囲に貼り残してきました。

　出発しキャンプを後にしてしばらく後───遅かりながら鼎はぽつりと白状しました。

「……言わなかったけれど、もう今から地球に戻ったところで、七久保先輩は虚惑星へ向かっていたと思うわ。棚倉先生たちが話しているのを聞いたから」

　驚愕して振り返る乙丸や佐保。

「ええっ……!?　なっ……それじゃむしろ地球に戻っていたら手詰まりじゃないか。転送に使える転送環が一つも残ってない……」

「そうなるわね」

（……ユリちゃんはそこまでして……）

　と、内心呆れるほむら。

　予定の帰還時刻などはもうとっくに過ぎていて、一人残った桑園が窮地に立たされているだろうと思えました。

　それでも、すこし興奮気味の彼らは、自分たちの帰還が遅いこともなんらかのメッセージになりはしないかなどと、都合のいい期待をしてしまいます。

「なんで言わないんだよ、ユリちゃんはそういうことをさあ」と、憤慨する佐保。

「聞かれなかったし。……それにこんな事態を知ったからには、向こうのパーティにはどうにかしてあたしが伝えたわ。地球出身の虚惑星人として、そのくらいの仕事はさせてもらうわよ」

「もう亡命したつもりなの？　夜のうちだけは元気がいいもんね……まったく」

　呆れる佐保。

（向こうには天竜代表がいるんだもの……当然か……）

　鼎の言葉に、ほむらは別の心情を見ていました。裏表の使い分けに呆れさせられたせいもあって、ついそんな彼女を茶化してしまいます。

「どうにかして伝えるって……空を飛ぶ魔法でも使って？」

　他の者たちには冗談に聞こえたでしょうが、鼎には、ほむらが忍ばせた真意がそれで充分に伝わっていました。

　そして彼女は、真に受けたように浮かない顔で虚惑星の星空を見上げるのでした。

「……いくら天候が良くたって……こんな夜に、なんの目印もないのに……それはさすがに自殺行為よ」
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　───しばし時間は戻ります。

　それはほむらたち一年生の遊撃隊パーティが、虚惑星を訪れる半日ほど前。

　すばるの城一帯の山林深くに日が差しこみ、朝霧も薄れた午前のこと。

　この時点では、まだ七久保小枝は虚惑星に滞在しており、すばるの検算という大仕事につきあわされていました。

　雨乃がすばるに招かれ、東野巧も付き添って登城したのはすでに前夜の出来事です。




　午前中を使って、天竜主馬と東野巧の二人は、城の周囲を見張る巡回パトロールに出ていました。

　それはつまり、獲物を狩りながら城の周囲を警護するヤマイヌたちと同様の仕事でもありました。東野には、ヤマイヌたちよりもこちらの頭数が少ないぶん、すばる姫の側近で彼女自身を警護していたほうが良いのではと思えました。

　高台から方ほう々ぼうの山肌に向けて双眼鏡を覗きながら、そんな疑問を率直に口にすると、天竜はこう答えます。

「すばる姫が、オオカミの群れを使役しとるのは相手さんにも知られとるやろうし、俺らは俺らのやり方で見張っとったほうがええやろ」

「そうっすかね……」

　と、やはり腑に落ちない東野。

　二人が立つ尾根のすぐ下までは、ＭＴＢを豪快に飛ばして駆け上がってきました。おかげで短時間で広範囲を見てまわれ、いざという時の逃げ足としても優秀ですが、それにしてもあまりにも目立ちすぎます。

「もしかして天竜代表は……」

「ん？」

「……これまで放浪者は俺たち地球人の前には、絶対に姿を現そうとしなかったじゃないですか。だから逆に、こうして俺たちの存在をアピールしてるんじゃないっすか？」

　意外そうに東野を見返した天竜は口元をゆるめ、ふっと笑います。

「ああ───色々考えを巡らすのはええことや。おまえを連れてきた甲か斐いがあった、東野」

　肯定も否定も避けてそう語った天竜は、その片頰に大きな湿布薬が貼られていてずいぶんと話しづらそうです。

　それは昨夜、腫れ跡を見かねた御陵真世が手当をしたものです。

　さすがに御陵を相手にしては、派手にこさえた顔の紫し斑はんの、「ＭＴＢで転んだ」だの「クマにどつかれた」だのという浮いた言い訳も通用せず、早瀬とのいさかいの件もすぐ露見してしまったという次第。

　この厳しい非常時に喧嘩を、しかも暴力をふるうだなんて───と、天竜と早瀬は、東野が見ていない間にだいぶ説教をくらったようで、今朝などは御陵の前では始終、二人とも身を縮こまらせていました。

　が、巡回でベースキャンプから離れた今、当の天竜本人はけろりとしたものです。まるで放浪者云々は関係なく、御陵の怒りをやり過ごすために城から逃げてきたのではないか、などと勘ぐってしまうほどです。

「…………」

　けれども、東野がさぐりを入れた感じでは、そんなふうに天竜や早瀬を真剣に思ってくれる御陵に対しても、昨晩の喧嘩の真相はつまびらかにはされませんでした。

　結局はミッションに納得するしないで二人の意見が割れたという釈明。それは確かにあったのでしょうが、本当のいさかいの元凶は天竜の異母妹の鼎結理であったように見えたのに。

　それでも御陵が、明らかに手を出した側の早瀬より、天竜の挑発的な態度をしっかりと重く見ていたのには恐れ入りました。まるでその場に居合わせていたかのようです。

　しまらない湿布顔の奥に隠された天竜の表情はうまく読みとれず、東野は昨夜からわだかまる自分の中の猜さい疑ぎ心しんを拭ぬぐえないままです。

　されども、眼下に広がる美しい紅葉の森を見詰めている一瞬だけは、間近に迫った危機も忘れられそうな気がしました。

「───それで、なんやったんや？　すばる姫さんからの、雨乃ちゃんに折り入っての話っちゅうのは」

　と、その雨乃から持たされた朝食がわりのおにぎりを、がぶりと頰張った天竜は、頰の痛みに顔をしかめています。東野も口にしましたが、たいへんに硬度の高いおにぎりで、雨乃はあとから平謝りしていました。

「……あまり……大っぴらに言える話じゃなかったですね」

「ほーう。そら逆に気になるな」

　東野は浮かぬ表情で昨晩の密談を思い返します。

　前もって警告されたように、それは語るべき相手を選ぶ不穏な内容でした。

　まずは雨乃本人に語ってクッションを置いてくれたすばるの心遣いには感謝しているものの、東野にまた不安の材料が増えたのも確かです。そしてなにより、仲間に誠実であろうとする雨乃自身にとって残酷な仕打ちでもありました。

「雨乃が奇妙な夢をみるのは、雨乃自身が───いや、雨乃の核コアとなってる精霊石が、巨人と関係があるせいかもしれない、と」

「ふむ……ふむ？　どういうこっちゃ？」

　一見深刻そうにみえて、どこかおどけるように首をかしげる天竜。なんだか、ほむらを思い起こさせるとぼけた態度に調子を狂わされながらも、東野は続けます。

「雨乃の精霊石を遺跡で発見したのは藤森先生ですけど、それ以前に、雨乃は虚惑星人の手で別の用途に使われていたかもしれない、と……別の体と人格を持つ存在として」

「ほお───根拠はあるんか？」

「雨乃は自分の核を直接すばるさんに見せて、確かめさせたんです」

「おっと……そら、人前で裸になるようなもんやろ？　乙女にはつらいことをさせたなぁ。雨乃ちゃんにはえらい借りができてもうたな」

　と、そんな鋭さもみせる天竜。

「ええ……」

「───それで、その前世占いは具体的にはどこまで解ったんや」

「ちょ、前世占いって……いや、そこまでは」と、首を振る東野。「もっと詳しく見るには時間が必要だと言っていました。それにもし巨人の精神が、精霊石の深い部分に隠されているのだとしたら、覗き見るすばる姫本人にも危険が及ぶと」

「ほう。危険、と」

　昨夜、すばるの書斎で───雨乃は胸部のメンテナンスハッチを開放し、自分の心が宿る淡い緑色の精霊石を露出させました。すばる姫は、肌身離さず身につけている自分の《力の石》をかざして集中し、核には直接触れることなく何かを読み取ろうとしていました。

「すばるさんの見立てでは、雨乃の核はとても価値のある石だと。今ではもう技術の失われた高度で複雑な傀儡や、あるいは小型の巨人の精髄として使われていてもおかしくないものだろうと」

「巨人と関係しとるどころか、そのものときたか───なるほどな、虚惑星探査機としては大っぴらにでける話ではないな」

「……はい」

　昨晩のすばるとの一連のやりとりについては、雨乃自身が、探検部の人間には明かして構わないと受け入れていました。地球へ戻れば、彼女のほうから藤森や舎人に報告する決意なのでしょう。

　浮かぬ顔の東野に、天竜が尋ねます。

「それで、お前は雨乃を不気味には思わんのか、東野」

「……なんでですか」

「要は、死人を蘇よみがえらせたようなもんやろ？　いくら可愛い顔しとっても、前世の記憶持ちなんて言われてしもうたらな。安心して横で眠ったりは出来へんのとはちがうか？」

　ぶしつけにも思える天竜の問いに東野は、まだ整理がつかず茫ぼう洋ようとしている自分の心中をかきわけるように見つめ直しながら答えます。

「……地球とは違うんすから。それが虚惑星の摂せつ理りだっていうなら、俺は受け入れますよ。まあ……俺の強がりだと思ってくれていいです」と、せいいっぱいに東野は主張します。「虚こ惑っ星ちに来てから、御陵先輩や佐保とかも、外見がずいぶん変わって、正直最初はぎょっとしましたけど、そのうち慣れました。だって、中身は同じじゃないっすか。だったら雨乃だって雨乃ですよ」

「……そうか。お前がそう言うんなら、ええんや」と、天竜は得心して頷きます。「雨乃ちゃんのことは、あとは藤森センセや真世たちに任せるわ───藤森センセがデレデレしとるとこは見たことないが、青藍は仲良うやっとるからな。なんや、そのへんの度量は真世の影響か？　それともあれか、新入りちゃんが和わ気き藹あい々あいとやってくれとるからか？」

　一瞬、誰のことを指しているのかわかりませんでしたが、そういえばそんな呼び方をと東野は思い起こします。

「……日ノ岡は……もう新入りなんかじゃないっすよ。あいつは自分にできる範囲でしっかりやってくれてます」

「すまん。つい癖でな」と、苦笑し頭を下げる天竜。

「…………ええ、そうかもしれないっすね。俺だけで選んだ答えじゃなくて、他の仲間たちにかなり影響されてるんだと思います───まあ、あれですけど。ギャビーとネイトみたいな、本音でボロクソに言い合うような関係も、ちょっと面白そうではあります」

　そう答えると天竜は、そんならメイヴェルの嬢ちゃんをからかうとめっぽうオモロイで、と引き合いに出して、からからと笑いました。

　あらかた周囲のポイントでの視察を終えた天竜と東野の二人は、地図にチェックを入れて、また次の場所へと向かいます。

「精霊石といえば───」

　と、ＭＴＢを止めた場所へ戻りながら、話を切り出す東野。

「稲荷先輩と一緒に、城に滞在していた時に、墓はか詣もうでをさせてもらったんすけど、そのときにすばる姫が言ってたことがあって───」

「おう、そうやったな。あいつも姫さんのとこで厄介になっとったな。ハハッ、虚惑星にもお盆があったんか？」

「すばる姫の父上の御陵義よし処ずみ氏は、智慧ある人々の一員となっても改宗せずに、亡くなるまで仏教徒のまま貫つらぬいたそうですから」

　ほう、と感心しつつ天竜は続きを促します。

「───智慧ある人々は、霊園の墓石に小さな精霊石を埋め込む習慣があると。それは《力の石》とは呼ばず、《縁よすがの石いし》と呼ばれるんだとか。だけど、放浪者たちは、そういう智慧ある人々の墓をあばいて、強引に石を取り出し、傀儡を動かすための核として転てん用ようして……いや、盗とう用ようしてしまうそうです」

「そりゃあ罰ばち当あたりや。姫さんの怒ど髪はつ天てんを衝つくのも無理ない」

「《縁の石》は、故人を慕したっていた人々の想いが集まることで、おぼろげな人物像を作るのだとか。影のような希薄な存在となって冥府でさまよう故人が、この世に生きる人間と心をかよわせようとする時に、《縁の石》はその手がかりとなるはずのものなんだとか」

「なるほどな……それやったら、仏教徒の義処さんはきっと輪りん廻ね転てん生しょうを信じとったやろうから、冥府行きは勘弁やったろうな」

「……ハハ……俺もそう思いました。その時のすばるさんは微妙な顔してましたけど」

　そんなエピソードを思い出した東野は、なにげなく、役割を終えた精霊石にも、生まれ変わりのようなことだってあるんじゃないかと───そんなふうに感じられたのですが、そこまでの想像を口にするのはとどまりました。




　やがて、彼らのＭＴＢが目に入るほどの場所まで戻ってきた時───ざっと音を立てて山林を大柄な影が横切りました。

「───！」

　にわかに二人は緊張に張り詰めます。

　イノシシや鹿、そんな野生動物と出会うことは珍しくない虚惑星の自然のなかでの遭遇。

「……クマやないか？」

　と、天竜が声をひそめます。

　しかし東野は、ひどく心がざわつき、影の向かった先を追いかけて走り出しました。

　天竜が声をあげて呼び止めます。

「おう、東野───！　獲物の調達やったらリョウにまかせとけ！　今はええ！」

「獲物じゃない！　今のは───」

　人間とも傀儡とも異なる、大きな四つ足の動物のシルエット。

　こんな場所では、決して見られるはずの無い、あの模様。

　濃淡の褐色の織り成す縞しまの模様、まるであれは───

「幻げん肢し虎こ……!?　まさか……!?」

　獣の影が向かった先がＭＴＢの方向と一致していたのも気になりました。

　目印にしていた一ひと際きわ樹高のあるブナを目指して走り抜けると、東野は予想もしていなかった光景に出くわします。

「……っ……」

　ＭＴＢの傍らに立つのは、ほとんど黒に近い濃緑色の装束に身を包んだ細い人影。

　そして人影の手前で待ち受ける褐色の巨獣。

「やっぱり……幻肢虎……！　成獣の！」

　それは雪割丸にも匹敵する体たい軀くを持つ、巨大な虎でした。

　虎は東野に向かって、古傷の刻まれた荒々しい面つらを低く構え、唸うなりをあげます。

　さらに人影は、その場にあらわれた東野を一いち瞥べつするや、ＭＴＢを思い切り蹴り倒し、幻肢虎の背にひらりと飛び乗りました。

　一体となった人と虎はその場から逃げ出します。

「─────────！」

　倒れてぶつかりあったＭＴＢの一台は、ハンドルが曲がり乗車に支障を来きたしていましたが、もう一台は無事でした。

　車体を起こし、走り去った森の奥を目指して勢いよくペダルを漕ぎ出します。

「アホ、待てぇ言うとろーが！　おい───」

　追って駆けつけた天竜の声を無視して、東野は逃げた正体不明の相手を追いかけました。

　山部の森林の斜面をすべるように、ＭＴＢを走らせます。次々と前に現れる樹々の幹を躱かわし、段差を跳躍し、強化された筋力を爆発させ、地面にドリフトの条痕を残しながら。

　言うまでもなく東野の初めて見る相手です。

　これまで出会った虚惑星人の傀儡師やブロンテとも異なる、中背で細身の体格と、顔を隠す独特な装束。

　東野自身はその相手が、放浪者であろうと確信していました。

　ごくわずかに虚惑星人ではなく地球人で、自分の知らない他国の調査官だという疑いも有り得ましたが、幻肢虎の成獣を自分の手足のように従えている技量から、その確率はゼロに近いと思われました。

「───いた」

　激しい機動で追走するうちに、ついに東野は幻肢虎の背をとらえます。

　ところが、駆けながら相手の背に広げられた黒い外がい套とうがはためくと、相手の姿は樹々の重なる背景に急速に紛まぎれていきます。

「くっ……目が変だ……魔法の迷彩カモフラなのか？」

　放浪者たちが積極的に魔法を使うことが無いとするなら、それは魔法を宿した道具によるもののはず。

「───ぐっ……！」

　さらに目を凝らそうとした矢先、湿った土の上で大きくタイヤがすべります。暴れる車体を押さえつけながらなんとかバランスを取り戻そうとしますが、グリップが回復することなく、東野は転倒しました。

　もはや黒衣の相手と幻肢虎は振り返ることはなく、そのまま落ち葉を蹴立てながら走り去っていきました。




　───数分後、泥だらけになった東野は、とぼとぼと車体を押しながら斜面を戻ります。転倒のはずみで土砂を嚙み、変速の利かなくなったギヤを苦々しく見つめながら。

　つと、東野の前に、もう一台のフレームの曲がったＭＴＢを軽々と担かついだ天竜があらわれました。

　薄汚れた東野の様子を頭から爪先まで見改あらためてから、にやりとほくそ笑みます。

「逃げられよったか」

「すいません……」

「ハハッ、そらあよかったわ。こっちはまた真世にぎょうさん怒られよるんかと肝が冷えたで」

「……すいません」

　放浪者勢力の間かん諜ちょうらしき者の発見を伝えるため、二人は巡回のルートを途中で引きあげ、すぐさま城へと引き返す道をとりました。

　先ほどの場所に何か手がかりが残されていたかもしれないと、東野が控えめに提言しましたが、天竜は首を振りました。すでに充分な成果や、と言い張る天竜でしたが、東野はそんな気にはなれません。

　道すがら天竜は尋ねました。

「───東野、アレを捕まえてどうするつもりだったんや？」

「仲間がいるなら……なにか聞き出せないかって……」

　そんな東野の答えに、ふう、と息を吐く天竜。

「おまえがその二振りの剣を持っとっても、幻肢虎が相手では分が悪いで？　あちらさんも立派な牙を二本、隠し持っとるからなあ」

「……はい」

　こちらに発見されてから、相手が一方的に逃れようと行動していたのは濃厚でしたが、仮にあの未知の虚惑星人と、成獣の幻肢虎の両方に対峙しなければならない状況となっていたらどうなっていたか。

　冷静になるほど自分の軽はずみさが際立ちます。東野は赤面し、歯を食いしばりました。

「……思い上がってました。俺でもどうにか出来るんじゃないかって。俺の力が足りなかったせいで───」

　非力を悔やむ東野を、天竜は静かに諭さとします。

「焦らんでええ、東野───東野巧───」

　と、静かに呼び立てます。

「なんすか」

「力は諸刃の剣つるぎや。強くなっても人は守れんのや。いっくら強うなったところで、力では人は守れんで。むしろそうやって自分の身を危あやうくするもんや」

「………………」

　体のあちこちに負ったかすり傷や、また念入りな整備が必要なＭＴＢを、天竜は顎で示しながら言いました。

　こんなものは傷のうちにも入らないのにと、小さな不満を堪こらえながらも東野は天竜に尋ねました。

「じゃあ……じゃあ、どうしたら大事な人を守れるんすか」

「責任や───務めを果たす。それだけや」




　───巡回を切り上げ、桃山荘に帰還した天竜と東野の二人。

　山中での次第を伝えると、待機していた御陵や早瀬たちにも緊張が走ります。

　そこには、ようやくすばるのもとから解放されて、へろへろになっている七久保の姿もありました。

　すばるもまた放浪者の出現は予期していたこともあり、苦り切った顔で報告を聞いていましたが、幻肢虎の目撃については心底驚いていました。

　この城の付近で、野生の幻肢虎が見られたのはごくわずかで、それもずいぶんと過去のことだと、すばる姫は語りました。

「遠方で噴火が起きての……噴煙がわざわいを為なしてか、この一帯も数年、きびしい冷夏となった。とぼしくなった獲物を求めてか幻肢虎が姿をあらわし、身どものヤマイヌたちと争ったことがあったのう」

　と、それもまた危うげな逸話を語ります。

　ともかく調査官たちが危険を推してもたらした報せに、すばるは礼を述べました。そして天竜に対してはあからさまに拍車を掛けます。

「日本代表殿は、地球に戻るがよかろう。すくなくとも七久保殿はそわそわしておるようじゃが」

　まだ確証はないものの、すばると七久保の見立てでは、巨人対策に有効な方法が得られたようでした。実際、七久保は地球で待機する大嵐に一刻も早くとどけたいとうずうずしていました。

「その放浪者っぽいのがまた姿を現したっちゅーのも、おなじくらい重要な情報やろなあ。上コ狛マさんたちの動向も決まるっすねえ」と、すばるに賛同します。

　───しかし天竜は、他の者たちの意には沿わない決断をしました。

　共に帰還するはずだった七久保はもちろん、御陵や早瀬も疑問を呈します。

　そんな彼らを天竜は強引に説き伏せます。

「ひとまずは七久保に報告を持ち帰ってもらおう。俺にはまだ、確かめんといかんことがある」───と。

　昨日にすばる姫を交えた席で相談していたような、主要メンバーを南欧へ向かわせて、巨人対策に振り向けるという方針も、こうして放浪者の前触れがあった今となっては揺らいでいます。

　それでも東野はもちろん、他の者たちも、探検部の中心である天竜には地球へ帰還して采さい配はいを振ってほしいと考えていました。

　いったいどういうつもりなのか、東野には天竜の考えが読めず戸惑います。

　こんな時に自分は何ができるのか。どうすれば御陵の力となることができるのか。昨晩の天竜と早瀬の激しい口論や、雨乃の核の神秘的な出自の件が思い返され、また東野の胸を落ち着かなくさせるのでした。




　───虚惑星の山中を駈けるほむらたち。

　日吉坂のベースキャンプを出発してから夜通しの移動を続け、昼過ぎを迎えました。

　虚惑星の時間の流れでいえば、七久保が地球へ単独で帰還したその翌日、ということになります。ほむらたちが五人で転送に挑んだ後、地球では三時間弱が経過したころでしょう。

　最初の異変は昨夜、移動中の小休止でのこと。

　偶然にも彼らは、北進する放浪者の傀儡の群れに、その気配を感じられるほどの距離にまで接近しました。それは出し抜こうとしている相手に追いつき、追い越せる場所までたどりついた成果を意味していました。

　とはいえ間違っても相手の注意をひかぬように、照明を消し、息を殺してやり過ごします。

　やはり思った通り、傀儡たちは人間のように木立を縫って走る真似は出来ないようでした。それでも一度も見たことの無いその数には圧倒されます。

　虚惑星の夜明かりの下で、整せい粛しゅくに行軍する傀儡たちの不気味さは、ほむらたちの危惧をいっそう強め、安あん閑かんとはしていられぬ焦りが胸中を乱しました。

「……どの傀儡も、背面に槍やりのような武器を装備していました。やはり単なる旅の移動、というわけではなさそうです」

　先だってよりもつぶさに傀儡の群れを観察できた姫川はそう報告しますが、彼女が探っていた、傀儡を率いる放浪者の姿はその中には見当たりませんでした。

「よく見えるな。この暗さで。暗視スコープみたいだ」

　役に立たない小型双眼鏡を覗いていた乙丸は姫川の視力に感嘆します。

「そうですね。ちょっと自分でも驚いています」

「傀儡師さんが、傀儡にたくさん荷物を持たせてキャラバンを組んでいたみたいに、放浪者だって持ち運ぶべき荷物があるでしょうにね」

　と、ほむらはブロンテが連れていた大傀儡を思い返します。

「放浪者たちにも拠点があるはずだわ。なんにせよ……馬とか騾ら馬ばと違って、休まず移動を続けるのは脅威だわ」

　と、息のあがりかけている鼎は羨ましさを交えつつ推測します。

　佐保は近辺の地図を取り出し、傀儡たちの向かったコースを確かめ書き込んでいます。

　しばらくやり過ごす間をとったのち、また慎重にルートを選択しなおして先へと急ぎました。




　ほむらはこの山の懐ふところの夜の匂いを、風の運ぶ葉擦れのさざめきをよく覚えています。頼もしい多賀先輩の肩を借りて、上狛部長と共に駆けた晩のことを今でもはっきりと思い出します。

　あの時は、捕らわれの身となった東野を、虚惑星の魔女のもとから取り返すために、上狛部長の奏でるリュートの音色に勇気づけられながら走りました。

　今は自分たちの足で、いやというほど夜露に濡れ、蜘蛛の巣にまみれながら走り続けねばなりません。自分たちを励ますものは、ただ仲間たちがしている苦しげな息継ぎばかりです。

　誰も、進むべき道はこれしか無いと確信しているわけではありません。本当に自分たちの選んだ行動がベストだと信じる者は一人もいないでしょう。

　佐保の鋭い感覚と、暗闇でも衰えない姫川の視力。そんな助けがあり、かろうじて前進する意志を持ち続けていられるように思えました。




　───やがて夜が明け、昼過ぎとなります。

　山中にはそろそろ夕刻の風が吹きはじめる頃合いです。

　夜じゅう駆けつづけて、すでに鼎の足はおぼつかなくなり、ほむらもまた、あれやこれやの理由をひねり出しては休憩を求めるようになっていました。

「こんなことなら……昨晩、無理して試験勉強なんかするんじゃなかった……」と、荒い息で悔やみごとをこぼします。

　だましだましの小休憩ではもう限界が来ていました。佐保や乙丸はまだ体力を残していましたが、姫川はもう最初ほどの人間離れしたペースでは走れません。

　一行は、この遊撃隊を分割してでも迅速な到着を優先して移動を続けるか、それとも全員で留まって体力回復をはかるかの決断を迫られていました。

　そんな頃に、移動を始めてから二つ目の異変がありました。それはほむらたちにとって嬉しいハプニングでした。

　馴れ親しんだヤマイヌたちと遭遇したのです。

　森の中を数頭の狼たちが併走しはじめた時には、ぞくりと戦慄させられましたが、すぐにそれが、通常の狼よりはるかに大型で、毛色にもはっきりとした特徴のある群れだとわかるや、佐保とほむらは仲間たちを安心させました。

「キリマル───！」

　見覚えのある、というか、ほむらが自信をもって識別できる数少ない狼の一頭が、このキリマルでした。外見的にはコロクやジュウゾウのほうが特徴豊かなのですが、この雄オスの狼はなんとなく愛あい嬌きょうがあるのです。名前を呼ばれた彼は、嬉しそうに跳ね、灰色の大きな体をほむらに向けて突進させました。

「───おうふっ」

　容赦のないタックル。すばる姫の従える狼の小親族集団バンドは、ニホンオオカミの血を引きながら虚惑星に適応し大型化したと推測される固有種です。

　最初の接触こそ、すばるの狂気じみた敵意に染められ、激しく襲いかかってきた彼らでしたが、すばるのもとを頻ひん繁ぱんに訪れるようになってからはそんな軋あつ轢れきも過去のものとなりました。彼らも調査官たちに共通する特徴と、地球の若者たちがすばるの味方であるという知識と経験を学んだようです。

　特にキリマルは、青嵐や日吉坂の面々と顔を合わせた当初から、好奇心旺盛な狼で、しょっちゅう調査官のもとに顔を出しては、おやつをねだったり、それが無いとわかればなにかしら悪戯いたずらをしていく、そんなやんちゃで若い狼でした。

「───よしよし、僕も嬉しいよ」

　佐保もまた、地面に膝をついて、しばし彼らとたわむれます。

　狼たちが特に佐保に懐なついて慕したっているのは一目瞭然で、もみくちゃにされています。

　まだ彼らを見慣れていない姫川や乙丸は、彼らの迫力と、犬とは異なる射るような鋭い眼差しに気け圧おされています。

「写真ではよく拝見していましたが……本当に大きいですね。うちのワサ助を一飲みにできそうな」

「雪割丸はもっと大きいんだよな？」

　と、姫川や乙丸も感心しながら、おそるおそる灰色の毛並みに手を触れます。

「ジンパチに、コスケに、カマノスケ───初雪？　おまえも来たの？」

　と、頭数を数える佐保。

　すばる姫の狼のなかでは、もっとも若い初雪も、その小集団に加わっていました。

「他のみんなは？　きみらだけ？」

　佐保の見立てでは五頭の狼は、すべて若い狼のみ集団のようです。

「まさかすばる姫が、あたしたちの迎えに寄こしたっていうの……？」

　と、いぶかしむ鼎に、佐保が思案を交えながら答えます。

「いや、ここで会ったのは偶然だと思うよ───この五頭は狩りの時の構成とも違う。きっと小グループに分けて城の周囲の見張りをさせてるんだ。一番若くて元気なキリマルたちが、一番遠くまで来たんだよ」

「なるほどな。それで彼らの嗅覚で見事探りあてられたってわけか……」とうなずく乙丸。「なあ、佐保？　このオオカミたちに、俺たちの報せを持って帰ってもらうことは出来ないかな？　手紙とかくくりつけて」

　と、佐保の経験を頼りに尋ねます。

「……やってみることは出来るけど……確実とは言えないなあ」

「の、乗せていってもらうとか？　それならきっと案内をさ───」

　と、まさに調子に乗った提案をするほむら。

「それは無理だって。いくら大きくったって、雪割丸じゃないんだから」と、佐保に一蹴されます。「城まではまだヤマイヌたちの足でも半日はあるよ」

「そ、そうだね、ごめん。私たち鈴蘭ちゃんほど軽くはないし……稲荷先輩だったらわかんなかったけど……」

「狼ゾリもありませんしね。苫小牧うちのエリアだったらもう、すごい降雪なんですが」と、姫川。

「…………」

　しかし再会の喜びも束つかの間、佐保の表情は徐々に沈んできました。

　狼たちはそれを敏感に感じ取ったように、かわるがわる佐保の顔色を窺います。

「でも……見た感じこの様子だと、このグループはまだ放浪者を見つけてない。あの傀儡の集団と接触したような緊張感は全然無い。このままここで別れたら……」

「そうか。傀儡の群れを見つけたオオカミたちが、無事に城へ報告に戻れればいいけれど、放浪者たちがそれを許さなかったら、危険な目に遭う……？」と、推察する乙丸。

「うん。特に……」

　と、佐保は、きょとんとしている、あどけない顔の若い狼を見つめます。ほむらもまた同じく。

「初雪ちゃん、か……確かに、初雪ちゃんは敏感なところがあったね」

「たとえ放浪者と接触して犠牲が出ても、何頭かは逃げおおせるでしょ。あたしたちより先に帰り着くかもしれないわ」

　と、一歩引いた場所から、鼎はさらりと言ってのけます。

「ユリちゃんはねぇ……」

　と、苛立たしさをみせる佐保。とはいえ鼎の言葉が正論なだけに、それ以上は言葉にして言い返せません。

（…………獣たちに、人間の事情をわかってもらうだなんて、難しいよね……すばるさんとは違うし）

　積もる疲労もあいまって、ほむらもやりきれなさがつのりました。

「……どうする、佐保？」気遣わしげに乙丸が尋ねます。

「なんとか連れて行けないかな？」

　佐保は、ぱっと笑顔を作り、一行を振り返って持ちかけました。

「そ、それは佐保くんにしかわからないよ……ここには稲荷先輩や、真世先輩もいないし……」

　仲間たちと同じく、ほむらも戸惑いをおぼえます。

　獣使いを自認し以前は成獣の幻肢虎を従えていた稲荷や、あるいは、すばる姫と通ずるものをヤマイヌたちも悟ってか特に慕われている御陵がここにいれば、まだわかりませんでしたが……。

「そこをなんとかさ───」

　佐保は言葉を尽くし、乙丸や姫川たちの説得にかかりました。

　切々な訴えというよりも、それは彼ならではのあまり深刻さの感じられない調子のいい言葉ばかりではありましたが。

　それでも彼らは、佐保の訴えの奥にある熱意にほだされてか、彼らヤマイヌを同行させることを受け入れました。

（みんな佐保くんの頼みを聞いてあげたいとは思ってる……でも……）

　もともと佐保は今回の遊撃隊のミッションでは、ずっと自分を抑えていました。鼎の肩を持ってまで、不要な対立を避けようとしていました。

「…………」

　当の鼎は、佐保の振る舞いに、また薄情な文句で横やりを入れるかと思われたのですが、彼女はもう我関せずの態度でそっぽを向いています。鼎自身が体力的に厳しいこともありましたが、それはもしかしたら彼女なりの思いやりだったのかもしれません。

　ほむら自身も、もちろん佐保の気持ちを応援したいですし、見知ったヤマイヌたちを無用な危険から遠ざけたいとは願っていました。




　……しかし、案の定うまくはいきません。

　疲労の抜けきらない鼎やほむらたちに合わせながら、ペースを落として移動を始めた遊撃隊一行。

　すばるの城へ向かう探検部員たちの様子を確認するように、しばらく並び歩いたあと、狼たちはもう用は済んだとばかりに傍かたわらを離れていこうとします。

「違う、違う───そっち行っちゃ駄目だって」

　佐保は大きい身振りで、狼たちを何度も引き戻そうとしました。

　狼は自分のたちの辿るべきコースをはっきりと把握しているのでしょう。それを乱すような佐保の態度に戸惑い、佐保が触れるとうなり声をあげて振り払いさえしました。

　やがて毅然とした態度で立ち止まったのはキリマルでした。他の狼たちも従います。キリマルはこの集団を率いる役割を務めているようでした。

　キリマルを先頭にした狼たちと、気まずい表情の佐保が向かい合います。

「佐保、やっぱり……無理じゃないか？」

　と、乙丸が見かねて、肩越しに佐保に言い聞かせようとします。

「そ、そんなことないってば。今日はたまたまみんな機嫌が悪いんだって……なあ、キリマル？」

　食い下がる佐保を、じっと大人しく見据えるキリマルの青い瞳はまるで、探検部員たちに、早く行け、安全な場所へ向かえと、促うながしているようでした。

　もう出会った頃の悪戯好きな若者とは違う、一足先に青年の季節を終えた、大人びた瞳の色がこちらを窺っていました。

　───と、その一方で異変を見せていたのは初雪でした。

「…………」

　しきりに鼎のそばに鼻先を向ける初雪。

　鼎が邪険に追い払ってもしつこく近寄ろうとします。

「ちょっと、いい加減に……！」

「初雪ちゃんも男の子だからねぇ……」

　などとシャチたちと水際で戯れていた時の仕返しとばかりに、鼎をからかうほむら。けれども、

「……もしかして、精霊石に反応しているのではないですか？　初雪ちゃんは」

　と冷静に推し量る姫川の言葉に、鼎もほむらもはっとさせられます。

「え、精霊石？　で、でも、それなら私だって持ってるよ？」

「……沙毬に……？　やめてよ……」

　と、胸元を押えながらおそるおそるつぶやく鼎。

　確かめようと、ほむらが自分の精霊石を持ち出して初雪の前にぶらさげると、それをじっと見返しながらも、またすぐに鼎に注意を戻します。

　そんな様子を見ながら、再び思案顔で指摘する姫川。

「あたしにはまったく感じられませんが……もしや、魔力を発しているのでは……？」

「魔力を？」

「……っ……そんな筈はずはないわ。沙毬は完全に活動を止めているはずだもの。そんな筈ない。あたしだって何もしてない」

　と、鼎は動揺をみせます。

「アメちゃんは自分は魔法を使えないって言ってたよ。だったら沙毬ちゃんも同じように魔力を発したりは出来ないんじゃ……？」

「そうですか。でしたら魔力とは関係が無いんでしょうか？」

　姫川自身はそこまで魔法の実践の経験が無いせいか、自信薄そうに語ります。

「魔力だというなら……乙丸くん。あなたの持ってる紛失された転送環ミッシング・リングよ。それが原因だわ！」と、躍やっ起きになって指摘する鼎。

「……ええっ？　確かに、魔力のトータル量っていったらそうだろうけど？　でも励れい起きさせてるわけじゃ───」

　そんなふうに初雪の妙な態度の原因をさぐっている間も、佐保は狼たちの関心を引こうと、なだめたり食料を差し出したりと必死になっていましたが、やがて彼らは無言のまま尻尾を向けて、佐保のもとから離れていきます。

「ねえちょっと、待ってってば！　ジンパチ！　コスケ！　カマノスケ！───キリマル！」

　初雪もついと鼻先をあげて振り返るとようやく鼎の前を離れ、仲間の狼たちに置いていかれまいと、とことこと走り出しました。

「秋穂くん……」

「…………」

「行こう？　私も頑張るから」

「ああ。うん……そうだね」

　すばる姫のヤマイヌたちが去っていった木立を、取り残された子供のように悔しげに見送る佐保。

　彼は、すぐに憂い顔を振り払って言いました。

「……ごめん、みんな。無駄に足止めさせちゃって」




　そうして、また少しペースを戻しながら一行が移動を再開した、その矢先のことでした。

　狼の遠とお吠ぼえが、森に響きました。

　声は遠くかすかなものでしたが、いち早く佐保はその切迫した鳴き声を察知して立ち止まりました。なにごとかと歩を緩ゆるめたほむらたちも、二つ目の遠吠えをかろうじて耳にします。

　ふだんの狼たちとは明らかに異なる、気ぜわしく短い声。まるで何かに無理矢理に中断させられたような───

「もう傀儡たちに追いつかれたってこと？」と、ほむら。

「……そんなに早く？　信じられない。だとしたら、はっきりあたしたちを目標として捉えて追跡してきたんだわ……」と危ぶむ鼎。

「逃げろって……」呆ぼう然ぜんと佐保がつぶやきます。「……今のは、仲間に危険を告げる合図だった。逃げろ、来るなって僕たちに伝えてきたんだ」

　それを聞き乙丸は血相を変えます。

「……その通りだ！　さっさと逃げよう。俺たちみたいに全力疾走してきたってことじゃないか。冗談じゃないって。ここであいつらに捕まりでもしたら元も子も無い」

　乙丸は、言葉少なく尋ねながら鼎の体調をはかり、また全力での移動を全員に迫るか、いっそ鼎だけでも自分が背負っていくか……と、算段します。

「隠れてやり過ごす、という手もあります。まだ気付かれていないのだとしたら……」

「……連中がこちらに気付いているのだとしたら。あまり得策とは思えないけれど」

　自信なさげに言い添えた姫川に、鼎は不服そうに言葉を返します。

「───じゃあ、どうすりゃいいんだよ？　もたもたしてらんないんだよ！」

　乙丸は短く息を吐いて二人を責めるように問いました。

「……っ……こ、声を抑えないと」

　声を荒らげた乙丸に、注意を促す姫川。

　そんな彼女の指先が細かく震えていることに、傍らに立つ鼎は気付きました。そしてそんな些細なことに、彼女自身までもが影響されて血が騒いでいることに。

（……そう、だよね……）

　ほむらは今すぐにでもこの場を逃げだしたい気持ちでいっぱいでした。けれど、意見の異なる姫川や、自分が逃亡の負担となると知って拗すねる鼎が何を言い出すだろうかと、そんな口論への恐れで言葉を失います。

（そう……私たち、こんな時が来るって解りきっていたのに、ちゃんとリーダーを決めなかったよね。互いに力を合わせて乗り越えられるって、漠然と思い込んで……）

　ずきりと痛んだ胸の前で拳を握りながら、ほむらが頼るように佐保を見ると、彼は森の奥へとその大きな耳を澄ませていました。

「……ごめん、ほんとごめん。ちょっとだけ見に行ってくる……」

　と、ぼそりと言い残し、佐保はその場から駆け出しました。遠吠えの届いた丘陵の斜面へ向かって。

「あ、あああ秋穂くん……!?　ま、まずいって……！」

「馬鹿！　秋穂！　戻りなさいよ！」

　鼎までもが声をあげて叫びますが、止める間もなく彼は木立に姿を消します。

「……っ……！」

　すぐさま乙丸は佐保を追いかけましたが、数歩のところで躊ちゅう躇ちょして立ち止まってしまいました。彼の振り返った背後には、心細そうに立つ姫川と鼎の二人が残されていました。

　鼎は、いざとなれば魔法を駆使して抗戦してやろうと不敵な意気込みを秘めて立っていましたが、そんなそぶりも乙丸には彼女の虚きょ勢せいとしか映りませんでした。

　乙丸の視線は、決心をかためて一歩進み出たほむらとぶつかります。

「私が」

　───佐保秋穂を連れ戻してくるから、と。語らずとも決意が伝わりました。

　そうして駆け出したほむらが精一杯の毅然をみせて告げます。

「やっぱり少しでも遠くへ逃げたほうがいいと思う。ここにいちゃ駄目だよ。道はユリちゃんが解るでしょ？　私たちはあとからすぐに追いつくから！」

　悔しげに歯を食いしばり、うなずく乙丸。

「───わるい、頼むよ」

「ほむら、秋穂、お願い」「日ノ岡さんもご無事で！」




　狼たちの声を頼りに、落ち葉積もる森を駆けるほむら。

「まったく、どうして男の子は相談無しで突っ走っていっちゃうのか……」

　と、ぶつくさ愚痴を垂れながら。

　自分の肉体も決してスタミナを残しているわけではありません。水と保存食を節約しながらなんとか移動を続けてきたのです。せめて充分な睡眠を取れていれば、こんなにも熱っぽい体を酷使しなくて済むのにと、そう悔やむ暇もありません。

　はやる気持ちを抑おさえ、万が一にでも、傀儡たちの群れに取り囲まれたりすることのないように、幾度も周囲を窺いながら進んでいくと、木立のなかに異様な影が見えました。

　───それは一体の傀儡でした。

　身の丈は優に三メートルは越えています。背を曲げ前かがみになりながら邪魔な樹々の枝を避よけ、のしのしと大きな歩幅で森を横断していました。

「…………っ……」

　木製の傀儡の群れを予期していたほむらは、想像だにしなかった相手を目にして、呆然となり、ただその異形を目に焼きつけます。

　黒い布をマントのように羽織り、その頭部と半身を覆っていますが、巨体の全ては隠しきれず、露出する機械の身体からだに視線が吸い寄せられます。一瞬、ブロンテのディドロを思わせる絡から繰くりの機構は、よくよく観察すると、知っている傀儡たちのものとはまるで異なっていることに気付きます。

　なにより違っていたのは、身体を構成するその材質でした。

（すばるさんの傀儡たちともまるで違ってる……木き造づくりの人形じゃない……あれは、金属で出来てる……）

　一目見て、恐ろしく長い月日を経てきたのだと解る、古刀のようなその質感。

　鋼鉄や銅とも異なる褐色に色づいた表面には、無数の細かい傷と、あたかも返り血の染しみを思わせるくすみが至る箇所にありました。

（じゃあ……あれが、青銅の……？　あれも青銅の巨人なの……？）

　老いた大樹のごとき存在感を放ちながら、傀儡の巨人は歩き続けます。

　───間近に届く狼の吠え声に、ほむらははっと我にかえりました。

　傀儡に追いすがり、その先に立ちはだかりながら、激しく吠え立てる狼たち。牙を剝きだしにして唸る白狼の姿も目に飛び込んできます。

　そんな狼たちを、傀儡はまるで意に介さず、執しつ拗ように前方を邪魔した狼はその長い腕先のかぎ爪ですくいあげられ無造作に振り払われました。

　高い鳴き声を残しながら、やすやすと吹き飛ばされる狼の一頭。あれはジンパチか、カマノスケか───

「退がれ！　退がるんだってば！」

　そんな狼たちを、佐保は必死に引き留めようとしていました。キリマルと共にその場にあらわれた彼のもとへと、ほむらは駆け寄ります。

「───日ノ岡さん？」

「秋穂くんっ、あ、あれ、なに……っ？」

「僕にも全然」と首を振る佐保。「でも、危険だ。近寄らないで。ヤマイヌたちが、興奮して攻めかかるのをやめてくれない……っ」

　身体に埋め込まれ鋭利に伸びる凶刃と、人体の骨格を思わせるがっしりとした曲線とを併あわせ備えたボディ。いっそう間近で目の当たりにしながらほむらは、その威圧的な気配に震えます。

「青銅の……傀儡───」

　しかしながら、狼の小集団のなかでもキリマルだけは、無駄吠えすることなく、傀儡の後方左右に位置どりながら、相手の隙を周到に窺うかがっていました。

　やがて、小うるさい狼どもとはまた異なる声を聞き留めたのか、とうに気付いていたなかで、ただその時だけは気まぐれが働いたのか───

　青銅の傀儡は、ギシッ───と動きを止めました。

　こちらをゆっくりと振り返ります。

　被る黒布の合間から、赤い二つの眼光がほむらたちを凝視していました。傀儡から睨まれたことなど初めてです。

　向き直った傀儡は、膝を折りながら頭を垂れ、体の前でマントを優雅に翻ひるがえしました。

「……えっ……お、お辞儀……？」

　狼たちの声がけたたましく響くなかでの、芝居がかったその身振りは、ことさら異様に映りました。

「─────────」

　まるで握手を求めるかのように───ほむらたちの眼前に、ゆっくりと腕の先を差し出すと、五本のかぎ爪の指をなめらかに波打たせ、チャリチャリ、キィキィと身の毛のよだつ音を立てます。

　異形の傀儡のあまりにも人間じみた即そっ興きょうの仕草には、思わずひきつった笑いがもれる滑こっ稽けいさと、ただならぬ不気味さが居合わせていました。

「……っ……」

　次なる算段を忘れ、二人は思わず絶句します。

（こんなに生々しい傀儡がいるなんて、信じられない……操っている人間がどこかにいるはずなのに……だったらこれは……）

　現実離れした光景に困惑するほむら。すばるからの再三の忠言を、なぜその時ばかりは警戒心から追いやってしまったのか。

　単身森を闊歩してきたこの相手が───一見ひどく恐ろしげに見える異形の傀儡が、実は放浪者とはなんら関係のない、虚惑星の自由な旅人のような存在なのではないかと、そんな儚はかない期待すらほむらは抱きました。

　が、そんな認識はすぐに覆くつがえされてしまいます。

　よくないことに、初雪が傀儡から垂れ下がるマントの端をくわえ、激しく唸りながら引き寄せようとすると、先ほど吹き飛ばされた狼──おそらくジンパチ──までもがその乱暴に加勢をします。

　すると傀儡は、無関心そうに視線を落とすと、大きく片足を上げ、二頭の狼をまとめて踏み抜きました。

「───！」「ひっ」

　佐保もほむらも息を吞みます。

　ジンパチはあやうく飛とび退のきますが、足先をかすめた初雪は高い鳴き声をあげ転がりました。それをすかさず傀儡は恐ろしげな手で摑み上げます。

「初雪ちゃん……っ！」

　後ろ脚を摑まれて無残にぶら下がる初雪。

　逆さまになって傀儡の胸を搔き、無我夢中で暴れますが、傀儡は若き白狼の苦しみ足搔くさまに悦びを感じるかのように弄もてあそびます。他の狼たちより小柄とはいえ、決して軽くは無い初雪の身を軽々と、まるで棒きれのように宙を泳がせます。

「やめろって！」

　佐保が叫びます。

　キリマルもまた激しく吠え立てました。

　しかしその吠える先は、傀儡ではなく仲間のヤマイヌたちです。うろうろとその場で足踏みする仲間の尻に嚙みつきさえする厳しい剣幕をみせると、ジンパチたち三頭は慌ててその場から走り去っていきました。

　青銅の傀儡の前には、キリマルと捕まった初雪だけが残ります。

「あ、秋穂くん？───それって……」と、息を吞むほむら。

「すぐ離せ！　そのヤマイヌを降ろすんだ！」

　額に汗を吹き、大きな身振りで傀儡に告げる佐保の指先には、大粒の明るい黄色の石が掲かかげられていました。

（湯ゆ花わ玉だま……！）

　日吉坂キャンプの罠から採取した湯花玉です。虜とりこの狼を乱雑に弄もてあそび続けていた傀儡は、佐保の手の中にあるものが目に入ると、にわかに動きを止めました。

　あたかもそれが何かを知っていて、ぎょっとするような、はっきりと人間的な動きでした。

「…………さあ、早く。降ろしてあげてよ」

　正面から見上げながら、佐保が傀儡に訴えます。

　ただし、彼は気付いているのか───湯花玉を任意に起爆させるには、起爆の鍵となる図形を、心中で描く心的操作が必要でした。その図形もまた、湯花玉の呪文を唱えた術者によって個々に違うのです。

　放浪者の罠から採取された湯花玉の鍵を、ほむらはもちろん、佐保が知るよしもありません。

（だけど……相手も迷ってる……）

　ほむらは必死に頭をめぐらします。

　湯花玉が、すばる姫や放浪者たちに、よく知られたアイテムであるのなら、と。

　この傀儡が、大粒ではあれども特徴の薄いこの黄色い石をみて、すぐに判別がつくとは思えませんでした。

（だったら……それなら……Ｈｉハイドラ、Ｏｘオクスィ、Ｍｇマグナ……）

　佐保のはったりに説得力を持たせてやるしかありません。

「Ａｒアルゴス───」

　唱えきったほむらの腕の先から、高温の細い炎が生じます。プラズマの火炎を剣身と化す、たＰいトまーつチ、またの名を炎の剣フランベルジュの呪文です。

　そのままほむらは、佐保の隣に進み出て、いまにも膝が笑いそうになりながらも、輝く剣を構え、立ち向かう意志を見せました。

（地球人でも……こっちに魔法の心得があるんだって解らせれば───！）

　相手の手中で、ぐったりとした初雪を見詰めながら、ほむらは詠唱を続けます。

　佐保とほむらを黒布の中から見下ろす赤い眼光。

　青銅の傀儡は急にやる気が失うせたようにその視線を切りました。

　そして、どっ、と初雪をその場に解放します。

　すかさず佐保が駆け寄ります。

「秋穂くん───！」

　傀儡は手放した反動で持ち上がったその腕を、逆手に振り降ろしました。佐保と初雪めがけ一直線に。

　ほむらはとっさに踏み込み、腕を食い止めるように炎の剣先を突き上げますが、相手に届くことなく猛烈な光芒と破裂の衝撃に吹き飛ばされます。

（湯花玉が……!?　いえ、違───）

　地面の土くれが抉えぐられ舞い上がり、衝撃の波を浴びてはじき飛ばされます。飛び散った礫つぶてが、弾丸のように彼らの体を打ちました。




　───眼底に焼き付く青白くまばゆい枝模様と、漂うなまぐさい臭気。

　ほむらにはそれは見覚えのあるものでした。

　一度目は、魔女であった頃のすばるが放った雷撃。東野の背を火傷させ、鈴蘭を打ち倒した恐るべき呪文。二度目はごく最近のこと。海上で争った巨人の腕部が、忽こつ然ぜんと消失する寸前に放った雷いかずちのような強烈な衝撃。

　傀儡の雷撃は、すばるの呪文のような指向性は無く、はるかに荒々しく周囲を巻き込んで、森の中に傷痕を残していました。

　バウンドしながら五メートルほども吹き飛ばされたほむらが、痛みをこらえながら、かろうじて身体を起こしてみたものは───

　焼け焦こげた地面に打ち伏す初雪と佐保、そしてその前方で、彼らをかばうように重なって倒れるキリマルの姿でした。

　ガシャ───と、湯花玉の結晶を微み塵じんに踏み崩す音が響きます。雷撃の中心で赤い眼の傀儡は無傷のまま立っていました。

　爆風で黒い布がはだけ、その容貌は白日のもとに晒されていました。

　身体と同じく髑髏しゃれこうべを思わせる頭部に灯る、鋭い眼光。

　まさしく仮面そのものの、のっぺりとした顔面には、古代の戦士たちが行っていた戦いくさ化げ粧しょうを思わせる真紅のラインがあざやかに施ほどこされていました。まるで傀儡は、その化粧が乱されるのをひどく嫌うかのように、黒布で丁寧に肩口を取り巻いていたのでした。

「……っ……ぅぅっ……」

　はぁはぁと、苦痛をこらえながら、オゾン混じりの焦げくさい空気を吸い込みます。

　ともすると痙攣して自分を支えることを放棄する手足を鼓こ舞ぶしながら、ほむらは立ち上がりました。

「……Ａｒアルゴス……っ……」

　呪文を唱え、再び腕先に炎の剣を作り出しますが、その集中の甘い弱々しい剣身を、傀儡はあざ笑うように見返しました。

（駄目だ……すばるさん……ごめん、宿題……出来なかった……）

　雷撃を目の当たりにしたせいか、ほむらの胸にそんなとりとめの無い想いがよぎります。

　いまだ身じろぎしない二頭の狼と佐保を前に、顔を悲痛に歪めながら、ほむらはほんの少しだけ安堵しました。

（……東野くんが……ここにいなくてよかったな……きっともっと無茶をしたろうからね……）

　傀儡は左右の肩を交互に持ち上げ、あたかも踊るような動きで───いえ、事実道化のように踊りリズムをとっておどけながら、またほむらに向かってきました。

　鈍にぶく反射し、波打つ爪の、チャリチャリ、キィキィと怖おぞ気け立つ音───




　───と、その時でした。

　傀儡が背にする斜面から、木立を縫って口笛の音が届きます。

　二度、三度と繰り返して鳴らされる合図を、傀儡はまるきり無視しています。

　しかしついに握り拳ほどの石が飛来し、ガッと傀儡の側頭部を打ちました。

「───！」

　驚きながらほむらは、もしやその一連の出来事が、舞い戻ってきた乙丸たちが注意を逸らそうとする助勢なのではないかと、悪い予感に震えあがります。が、それは思い過ごしでした。

　ゆっくりと傀儡が振り返った先、木立のなかに───

　まだ衝撃に朦もう朧ろうとして、焦点がうまく結べない視界の先で、ぼんやりと大きな獣の姿が目に映りました。

　斜面の樹々と草むらの合間に半身をうずめるようにして、褐色の毛並みの獣が伏していました。そしてまた、その背に乗っているとおぼしき黒衣の人影も、ほむらは見て取ります。

「─────────」

　傀儡は、投石をくらった頭部を慎重に爪先でさすりながら、斜面を見上げます。そこに潜む獣と不明の人影を認めると、未練がましく、諦あきらめがたそうに、ほむらたちを睥へい睨げいしますが、やがて、ざっときびすを返します。

　まずは気持ち足早に、かすかな機構音を残しながら、やがて褐色の獣にも劣らぬ脚力を見せつけながら、青銅の傀儡はその場を去ります。

　後からあらわれた獣と人影もまた、煙のように山林の暗がりへと消えていきました。

「…………」

　その場に残されたのは、呆然とするほむらと、うめき声をもらし身を起こそうとする佐保───そして、ぐったりと弛し緩かんして横たわり息を止めた二頭の狼でした。




　それより、数時間前のこと───。

　天竜主馬と共に山中を移動する、早瀬諒、そして東野巧。

　再び城を離れた東野たちは、ほむらやヤマイヌたちが見舞われる、殺さつ伐ばつとした遭遇、悼いたむべき事態を察するべくもありません。

　彼らを隔てているのは、もはや半日に満たない道みち程のりであるのに。されど、そんな彼らこそが最も抜け出しがたい窮地へ巻き込まれようとしていました。

「巧たくみ、おめー、なんでこっちに来てんだよ。城へ戻れよ、真世さんとこへよ」

　早瀬が乱暴に東野の肩を突きました。

　天竜と早瀬が城を出て山を一つ越えたころ、息せき切って東野が追いついたことを、早瀬は責めているのです。東野としては、天竜たちが見つけられるか否かは賭けでしたが、なんとか成し遂げました。

「───それになんだ勝手に一人で出てきやがって。探検部は二人行動が原則だろ、舐めてんのか？」

「大嵐さんに特別許可は貰いました」

　かなり強引にではありますが、あの厳格な先輩から許可を引き出したのは真実でした。とにかく許可は許可だと、胸を張って東野は居直ります。

「ん？　大嵐先輩が？」と面くらう早瀬。「なんで大嵐さんが？　七久保さんはよ？」

「俺もこっちに混ぜてください、天竜代表。ただあっちで待機してるなんて御免なんで」

　と、率直に天竜に申し出ます。

「七久保の代わりに、大嵐が戻ってきたっちゅうことは、すばる姫と折り入って話をしたいってとこかい」

　東野が子細を語るよりも先に、天竜は事情を察します。

　地球へ帰還した七久保が、再び虚こ惑ち星らへと戻ってくる予定だったはずですが、放浪者らしき密偵の件や、七久保の持ち帰った情報を考え含め、地球側では事態をより重くみられたことは想像に難かたくありません。

　無視された早瀬からヘッドロックをかけられながらも、東野は頷きます。

「……あいててっ……はいっ。大嵐副部長は、天竜代表にも話を通したいので、なるべく早く城へ戻ってきてほしいと」

「大嵐のなるべく早くっちゅうのは、いつも五十九秒以内とかやからなぁ……」

　と、天然パーマの頭を搔く天竜。

「その、すばる姫ですが、今は城を離れてます」

「はあ？」

　と、今度は天竜も驚きます。

「それじゃますます俺たちのやってることの意味がねーじゃん？　ああ？」

「……ちょ、本気で痛いてぇっすよ！」

　ようやく締め付けから解放された東野が、城での動向報告を続けます。

「ジュウゾウたちが───年長のヤマイヌのグループが戻ってきていて、それでどうも様子がおかしいって」

「……だから、主馬と巧たちが見た、放浪者のスパイがうろうろしてるってことだろ」

　早瀬が言っているのはもちろん、黒衣に身を包んだ人影と幻肢虎のことです。

　しかし、すばる姫が示さんとしている懸念はまた異なったものでした。

「───いえ、それとは違って、ヤマイヌたちの焦りを感じると。すばる姫自身も言葉にはしづらいみたいでしたが。まだ他のコロクや、キリマルのグループは戻ってきてなくて……それでもただ事ではなさそうだと。鉄と、血の匂いを嗅ぎつけたようだって……」

「ふむ。鉄と血、ときよったか……長年一緒におる主従やと、言わんでも通ずるもんがあるんやろ。なぁ？」

　そうニヤつきながら天竜は、自分の頰をこれみよがしに撫でます。その頰にはもう湿布薬はありません。手当の甲斐あってか、それとも虚惑星ならではの天竜自身の回復力によるものなのかはわかりませんが、自分でさっさと剝がしてしまいました。

　東野は報告の残りをすべて伝えます。

「───すばる姫は、自分と雪割丸だけで視察に向かうと言って出て行こうとしたんですが、それには御陵部長がついていくと譲らなくて───大嵐副部長もすばる姫との会談の時間が惜しいので、それだったら御陵部長と大嵐副部長の二人で、すばる姫に同行すると」

　顎に手をやり報告を聞いていた天竜は頷きました。

「……そうか。まあ、流れはわかった。確かに、いくら雪割丸がおるっちゅうても、すばる姫を一人にせんほうがええやろ。それに大嵐がおるんなら、あっちはなんとかなるやろ」

「はい……俺も、そう思います」

　と、自身なさげに答えます。

　そんな東野の念頭からは、目前にいる天竜から直々に告げられた言葉が離れません。三等調査官に任じられ、そして御陵を護ってくれと電話越しに頼まれたホットラインの件を。ただ自分ばかり大げさに取ってはいないかと、自尊心と使命感の狭間で揺れています。

　だからこそ、先ほどのＭＴＢでの独走のような失敗を招き、やんわりとした叱責を招いてしまったのだろうと、恥ずかしさと後悔しきりです。

　されども今の天竜からは深刻さは感じられず、いつもながらの飄ひょう々ひょうとしたものです。

「───ん？　じゃあ、もしかして城におるのは雨乃ちゃんだけかい」

「実はそうなんです。あとはヤマイヌたちが数頭で。ほとんどもぬけの空っていうか……」

「だからよ、相手のいいように攪かく乱らんされてるってことだろ」

「それはそうかもですけど」

　二人は、天竜の決断をあおぎます。

　しかし調査官代表の口から出た言葉は、彼らの意に沿わぬものでした。

「せっかく出てきたんやし、一通り様子をみてみようや。なあ」

　東野と早瀬は、ようやく意見の一致をみて、顔を見合わせました。

「……おい、主馬。本当にそれでいいのか」

　名前を呼び捨てにして、ぶしつけに早瀬が尋ねます。

　虚こ惑ち星らへ来てからの早瀬は特に、天竜に対する距離感が違い、東野も少々戸惑いました。昨夜の喧嘩はさらに踏み込んだものにみえましたが。

「巧の報せがなかったら、俺たち本当に馬鹿みてえだぞ。ひとまず、城に戻ったほうがいいんじゃねーのか」

「───いや、それはあとでええ。東野も離れずついてこい」

　ますます不可解な天竜の態度。

「…………」

　お手上げのポーズで鼻を鳴らす早瀬と東野はまた顔を見合わせます。

　無用ともいえる危険を重ねるよりは、早瀬の言うように城へ戻るか、なんとなればすばる姫に合流できるように南下すれば良いと思ったのですが。




　───放浪者の偵察役も逃がしてしまった今、山林をめぐりながら、もはや時間の無駄となりそうな巡回を続ける東野たち。

　しかしそんな中で、めざとく異物を見つけたのは早瀬でした。

　普段のミッションのように東野と軽口を叩き合いながらも、鋭く視線を周囲に飛ばしていた彼が、急に他の二人に警告を発したのです。声を低め、身動きをするなと。

　初見では狩りの罠を思わせたその仕掛けは、彼らの予想とはまったく異なるものでした。

「時限式の発火装置……？」

　と早瀬が、発見した罠を慎重に覗き込みます。

　可燃性の樹脂を多く含むアカマツの樹の根元。施された仕掛けは、乾いた葉や枝でカモフラージュされていましたが、逆にその不自然な様子が、早瀬の注意を引いたのでした。

「ええ、この硫黄の結晶に似た黄色い石は、こうみえて発火性の呪文です。湯ゆ花わ玉だまっていいます」

　周囲から可燃物を取りはらってあらわれた、大豆ほどのサイズの小石。東野は剣の鞘を握り、先端で石を軽く小突きました。

「衝撃を与えるか、起爆の呪文を唱えるか、あるいは時間を設定することで爆発させることができると、すばる姫に教わりました。こいつはおそらく、その時間が設定されているタイプです」

「詳しいな、巧」と感心する早瀬。

「俺も何度か扱ったことがあるので……」

「真世を吹っ飛ばしたのと、おんなじ奴やな」

「……はい、そうです。あれは衝撃で起爆するタイプで」

　東野は、ちょっと離れていてください、と天竜たちに距離をとらせ、地面に掘った穴の中に石を転がし入れると、自分自身も距離を取ってから、穴を狙って重い石を投げ入れました。

　石の落下音のほかに、カシャッ、と乾いた音がします。再び穴を見ると、果たしてその黄色い石は、粉々に崩れていました。

「これでもう起爆しません」

「───よし。ごくろうさん」

　天竜は頷くと、その場に立ち、周囲をざっと見渡しました。

　静かな午後の森です。

　風が吹かずとも、そこかしこで紅葉したカエデやブナの葉が舞い落ちて、カサカサと乾いた音をたてます。葉は擦ずれのささめきの中には、時折キィーッキィーッと季節外れな雉きじの声が届きます。

　東野は、樹々にかかるツタの燃えるような赤色を目にしながら、ふと思うのでした。そういえば最近雨が降ったのは、いつだったのだろうと。

　短い思案を終え、天竜はこう結論します。

「───仕掛けがこれ一個きりとは思えんわな。ともすると、さっきの黒ずくめは、こいつを仕掛けてまわっとったのかもしれん」

「…………マジかよ!?」と、早瀬。

「こらあやっぱ、東野の言うように、とっ捕まえて吐かせるべきやったかもな」

「…………」

　背に冷たいものが流れるのを感じながら、東野は、すばる姫の城に滞在した折に目撃した、狩猟小屋からの帰路を思い起こしました。あのときは傀儡師の持つ傀儡たちが襲撃された結果、山火事となったものでしたが、今度は城からも遠くない場所です。

「でもだぜ───ただ山火事を起こすだけなんて、能がねえよ。こいつは他の目的のための攪かく乱らんか、相乗効果を狙ってのもんだろ」

「……確かに……」

　東野は緊張に唾を吞みます。

「他の仕掛けを探しだして、潰してまわらないと……！」

「いやあ、もう手遅れやろうな。そんな見込みの無い捜しモンをしとる暇は無いと思うで。おう、こいつぁ忙しゅうなってきた───」

　天竜はまた髪を搔きながら、素早く付近の地図を取り出しました。城付近の地形を睨みつけ、なにやら算段しています。

「リョウ、これから夜半にかけてやと、どっちに風は吹くんや」

「お、おう。そうだな───」

　天竜が案じ、速すみやかに備そなえようとしている戦せん禍か。ぽつりと、それをあえて口にする東野。

「火攻め、ですか……」

　これはもはや警告ではありません。つみ重なる憎悪によって研とがれた敵意です。

　すばるを相手取るばかりでなく、自分たち地球人を巻き込むことも厭いとわない、暴力行為でした。

「東野───この先に川がありよるな。城へ向かう途中や。どうやら風下になるようやけど、どんくらい川幅があるんや。簡単に火の粉が飛び渡るくらい狭いんか？」

　はっと現実に戻り、天竜の問いかけに応じる東野。

「狭い場所もあります。でも、ほとんど川の上は切れてますから、火が対岸へ移るとしても相当な火勢が無くっちゃ。ただ、でも───」

「───ん？」

　天竜の持つ地図を前にして必死に頭を働かせる東野。

　その地形図こそは、稲荷と東野自身とが尽力して作成したものです。川についてもよく覚えていました。

「───ここです。この付近に、山のもろい場所があって」と、地図上の一点に指を置く東野。「すばる姫からも不用意に近づくなと言われました。以前、この川の流れは、尾根の東側の沢を流れていたそうですが、山が崩れて土砂がふさいだせいで、今の川があるそうです」

　川を越えてから向こうは、もう城のある谷まで、火勢を遮るような地形はありません。

　いわば自然に造られた城しろ堀ぼりの、内と外とを分ける境界でした。

「ほう。近づくな、と言われると、近づきたくなるってもんやな。冒険らしくなってきたやないか」

「───はあ？」

　何を思ってか、にんまりと口端を曲げる天竜。

　当惑する東野の背を、ばんばんと叩いて早瀬がけしかけました。

「行くぞ東野。おめーの出番だぞ」




　わけもわからぬまま、東野は二人を案内し、話に出たばかりの川への最短コースを辿ります。

　城に置いてきたまだ乗車可能なＭＴＢのことが、ちらりと頭をかすめますが、また焦って先ほどのような失態を見せるわけにはいきません。いざという時に、逃亡の足として雨乃が使ってくれたら、と願うばかりです。

　───やがて川岸へと到着した三人。

　山中を流れる緩い小川のなかに、ばしゃばしゃと分け入り、足を浸したまま周囲を窺います。

「……っ……」

　東野は、違和感に息を吞みます。

「川の水量が減ってる……と思います……」

　見慣れた者でなければわからない微妙な変化。しばらく雨が無かったことをかんがみるに、それも不思議ではないのですが、上流の湿原からそそぐ水量はそう急激には変化しません。

　天竜は川岸にかがみ込み、周囲の岩石の濡れ具合をじっと観察したのちに、身を起こしました。

「確かに水かさは減っとるようや───こりゃ案の定か？　この工作のために、こっちも手薄にさせられたんかもしれんなあ。いや……そこまでは向こうさんも───」

「おい、やべえぞ、主馬」

　早瀬が、弓の末弭うらはずで空の一角を指し示しました。

　たった今、自分たちが後にしてきた方角の上空に、白く細い煙が、空に立ちのぼっていました。そしてまた一筋と、幾本もの発煙のきざしを見つけます。

　知らぬ間に装備されていた、早瀬の折りたたみ式の弓の投入にも、否応なく緊張させられました。

「派手な狼煙のろしやで、ほんま」




　再び東野の案内で、天竜たちは森の斜面を駆け上がります。

　目指す先は、川の上流。まさしく、すばる姫に注意を促うながされた、過去の土砂崩れの跡地でした。

　すでにその地では、大量の倒木と土砂によって、川の水流が堰せき止められていました。上流側の沢は小さなダムとなり、たった今もひたひたと水を蓄たくわえ続けていました。

　水はダムの合間からや、脇の窪地を経由してまだ漏れ出しているのですが、元の流れとは比べるべくもなく減少していました。

　早瀬は倒木に飛び乗り、危険な足場を渡りながら不審なダムの全貌を確かめます。

「───おい、ここにも湯花玉の仕掛けがある！　こっちのは石がかなりでかいぜ！　やばそうだ！」

「気をつけてください！　触らないほうが！」

　ダムの東側の斜面、岩が重なり転がるガレ場へ近づいた早瀬が警告します。

　不安定な足場の上で落ち着いて罠を処理するわけにもいかず、その仕掛けが間違いなく時限式という確証もありませんでした。ダムの水位に連動し、なんらかの衝撃で湯花玉を起爆させようとしている、と考えたほうが合理的です。

「……ちゅうことはあれか、堰せき止めるだけやのうて、そっち側の岩溜まりを吹き飛ばして、水の勢いと合わせて川自体の流れを変えようっちゅうことか」

「それは厄介な…………っ!?」

　背後から物音を聞きつけ、東野が振り返ります。

　すると五体ほどの傀儡が、こちらへむかって来るところでした。その手に手に縄で縛った岩や倒木といった土ど囊のうがわりになる物を抱え運んでいます。

「天竜代表！　傀儡が───！」

「……っ……」

　赤く塗られた鬼面をつけた傀儡たちです。すばるの傀儡によく似ていますが、以前に東野や早瀬たちが襲われ、抗戦したものと同一の傀儡です。

　彼らこそが、川を堰せき止め、この危険なダムを造り上げた者たちに違いありません。

　ある程度接近したところで傀儡たちは、こちらの存在に反応を示し、その場に持もち荷にを落とし、背から短たん槍そうを取り出しました。

　攻撃のきざしをみてとった天竜は手短に指示を下します。

「東野と早瀬は協力して、このダムを壊して流れを戻せ。あまり荒っぽくはやるな、端のほうからゆっくりでええ」

「───天竜代表は？」

「俺はあちらさんと話し合いや。こっちは少々、荒っぽくなりそうやけどな」

　天竜はずっと肩に背負っていた革製の鞘から、無造作に得物を抜き出しました。

　巨大なハンティングナイフを思わせる、長大な片刃の剣。その刀身は錆さび止どめのガンブルー処理が施され、光沢の無い黒色で覆われています。日本刀の優美さなどからは程遠い、ある意味探検部らしい無骨な大剣でした。

　天竜は、その大剣を悠然と腰だめに構えます。傀儡たちが間合いに踏み込んだその瞬間、彼だけ時の流れの埓らち外がいに置かれたように、黒剣の軌跡は幾重にも重なって空間を塗り替え、そしてまたその次の瞬間、真空に空気が戻る異様な風斬り音とともに、傀儡は吹き飛んでいました。

　仮に傀儡たちに意識があるのなら───自分の武器持つ手と、半身を支える腰部の関節とが泣き別れ、なぜそれを自分自身が錐きり揉もみみする視界の中から眺めているのか、まるで理解できずにいたことでしょう。

　すばるとの親善試合とはうってかわった、足と剣の運びに東野は目を見張ります。その光景は、さながら重機に押しつぶされるマネキンたちのよう。

　対峙する相手を、一片たりとて人間とは思っていないのだとわかる、作業的ともいえる戦いぶり。それは傀儡とはいえ人を相手にする感覚の抜けない東野には驚異でした。

　天竜がその剛刀を振るう間、前腕に刻まれていた紋様が、うっすらと光を発しながら浮かび、闘気が形を成したかのような、ゆらめくパターンとなって腕全体を覆いながら展開されていたのも、また東野は初めて目にする著いちじるしい変化でした。

　指示を受けた通りに、東野と早瀬の二人は力を合わせ、築かれた土塁に丸太を差し入れながら、テコの要領で押し崩そうとします。

　と、その足下に、傀儡の肩と頭部であったなれの果てが、木っ端と共に勢いよく飛んできたり。

「危ねっ！　気ぃつけろよ！」

「───すまんすまん」

　早瀬にどやされ、カラカラと笑いながら天竜は詫びました。

　湯花玉がセットされた仕掛けを刺激することの無いように、慎重に対処していた東野たちの作業はどうやら無事に運び、川にはまた水流が戻りはじめます。

　天竜は剣を肩にかつぎ、周囲の警戒を続けますが、さらにそれ以上は傀儡の加勢が現れる様子もなく、川辺らしい静けさとせせらぎの音が戻ります。

「…………うっ……」

　ずぶ濡れになり、泥にまみれながら、顔をあげた東野。

　すでにはっきりと森の空気に異臭を感じるようになっていました。近辺に仕掛けられた発火装置が、森に火を放ったにちがいありません。

　東野の肩が、がしりと摑まれました。

「ここはもうええ───東野、城へ戻ってこの事を報せろ。傀儡はまだおるかもしれん、気いつけえ」

「いえ、俺は───」

　反論しようとする東野に、天竜は被せるように言葉を続けます。

「姫さんも他の誰もおらんとしても、あっちにおったほうが安全や。いざとなったらＭけＴっＢたで逃げるとええ。雨乃ちゃんも連れてな」

「天竜代表は」

　尋ねかえすと天竜はまた頭を搔きました。

「俺はなあ、もう一個だけやらんとあかんことがあってな……」

　そう呟き、天竜は、チロチロと方々から火勢の迫りはじめた森を見据え、そして早瀬をじっと見つめます。お前は俺についてこい、と───。

「…………」

　言葉なくとも何かが伝わり、早瀬も頷き返します。

「グズグズ付き合わせて悪かったなぁ、東野」

　しかし東野は臆さず、毅然と天竜を見返します。

「……どういうつもりかわかりませんが、俺も行きますよ」

「駄目や」

「ここまで俺を付き合わせておいて、危険だから帰れ、じゃ筋すじが通りませんよ」

「…………」

　もはや自分一人でどうにかできる兵へい燹せんの規模では無いと、一箇所にとどまって消し止められる火勢で無いことはわかっていました。

「これだけ煙があがってるんです。何が起きたかくらい、すばる姫や御陵部長たちだってわかるでしょう。大嵐副部長なら、効果的な対処を思いつくかもしれません」

　気は逸はやりながらも、つとめて冷静に言葉を返し、去る態度をみせない東野に、天竜は初めて困り顔を見せました。

　それはいつもの冗談めかしたとぼけ顔とはちがう、この男の素の横顔。刀を抜きつけられず二の足を踏むような彼の態度に、東野は内心はっとさせられました。

　天竜は溜め息交じりに答えます。

「……面白いかと思ったんやけどなあ。お前を連れてきたんは失敗やったかもしれんなあ、東野」

「…………っ……」

「───後悔せんやろな？」

　と、胸に楔くさびを刺すように問い詰められようとも、東野は自分の愚かさをありのまま吐き出すしかありません。

「後悔は……しますよ。なんだって。でも、放り出すわけにはいかないじゃないですか」

「……そうか。そいつは損な性分やな、まったく」

　天竜は苦み走った顔の東野を見ながら、一本取られたわ、とかかと笑うのでした。




　───自殺行為としか思えない天竜の行動。

　その理わ由けを尋ねようとも、傍らに立つ早瀬がこの状況を受け入れ沈黙している態度をみれば、もはや自分自身の目で確かめるほか無いのだと、嫌でもわかります。

　ともするとその天竜自身にも、早瀬以外の者を付き合わせるだけの確証は無かったのかもしれません。

　午後の風に向かい歩きながら、浴びる薄煙混じりの外気は、徐々に視界を奪うほどに濃くなりました。生木のくすぶる、目を刺激し酔わせる濃い臭気が、東野たちをいぶします。

　さらに奥へと進むうちに風向きは大きく乱れ、感じていた臭気は、はぜる大小の破裂の音と、肌を焼く熱気へと変貌しました。

　東野は傀儡師の負った火傷の惨状を思い起こし、思わず立ち竦すくみそうになります。

　そんな中、天竜はむせながら地図と地形を見比べ、必死に抜け道を探しだそうとしていました。目指す先は、この山火事を安全に俯ふ瞰かんできる場所───そして、この火勢から逃げおおせる者がいるならば、すぐにでも仕留めることのできるような奇襲に向いた場所、でした。

　そんな格好の場所の一つ───激しい炎にまかれ、たまらずに逃れた水源地の小さな池には、新たな傀儡がひそんでいました。

　水中から現れた傀儡たちを、すかさず早瀬は矢で射て、その自由を奪いました。すでにその効果を実証している、ネットで相手の手足を絡め取る特殊な矢です。

　ネットの中でもがきながら、みずから炎に包まれていく傀儡を、東野たちは自分の未来を見るかのように忌々しげに見つめます。

　虚惑星において高価といわれる傀儡を、なぜこれだけふんだんに投じるのか。そこに放浪者がどんな意味を見いだしているのか？

「早瀬、先輩───？」

「……だっせぇ！　畜生！」

　ふと早瀬の足が遅れがちになり、肩越しに東野が振り返りました。

　いつのまにか早瀬は、太腿に槍やり傷きずを負い、じっとりと血を滲にじませていました。防刃性能を持つ探検服の繊維が、槍先を絡め取らなければ、さらに深く貫かれていたと思われる痛々しい傷でした。決して浅くもありません。

　早瀬は息苦しそうにあえぎながら、負傷の次第を白状します。

「さっきの池でやられた。一体隠れてやがった」

「……えっ……」

　東野は蒼白になります。早瀬の見事な手際に見とれて、足下の警戒がおろそかになっていました。

「あ、歩けますか───？　俺につかまってください！」

「うるせえ、馬鹿！　なんで男の肩なんか借りなきゃいけねえんだよ！」

「ああ？　そういう問題じゃないでしょうっ！」

　がくりがくりと自由にならぬ足を引きずりながら、無理にでも進もうとする早瀬。

　差し伸べた東野の手を振り払う早瀬を、天竜はにやにやと笑います。

「おう、足でまといは置いてくで。ええ焼き加減になったら、ナイフとフォークとケチャップ持って回収に来てやるからの」

「おめぇのは冗談に聞こえねえんだよ！───くっそ、おい東野！」




　火炎と熱風に捲まかれるなかで、さらなる新手の傀儡を警戒することは困難でした。

　根を失った樹々が倒れ、また炎の領土を広げる手伝いをするなかでは、潜む傀儡たちもまたみずから燃え尽きるを待つばかりで、奇襲などとても望めそうにはなかったのですが。

　喉の痛みに耐え、煤すすにまみれながら───

　時には天竜の大剣の一振りで、文字通り豪快に突破口を切りひらいて───

　朦朧としつつ、既知のもう一本の川の支流へと辿り着くと───目前で、ふっと炎が途切れました。

　黒ずんだ顔面を撫でる涼やかな清涼の空気。

　炎から逃れた先で、深紅の肩掛けドレープを纏まとったその男は待ち構えていました。

　そして東とう野やは目の当たりにします。背後からちりちりと迫る熱気よりも息苦しく重い殺気を放つ、異い形ぎょうの傀儡くぐつを───

　赤く暗い眼光で東野たちを見据え、彫像同然に動かずにいた傀儡がぎしりと身じろぎします。

　その気配の変化を察知したかのように、その奥に立っていた男が振り返りました。

「───トラコサリス……」

　傍らの天竜がその名を口にのぼらせます。

「───！」息を吞む東野。

「ちっ……」

　早瀬は肩を借りていた東野を突き離すと、苦しげに脚の傷をかばいながら、ゆっくりと弓を構えました。

　傀儡と真っ正面に向かい合う天竜もまた、森から飛び出してきたまま抜き身の得物を手に、慎重に構えています。

　湿った煙が造る暗がりと橙火とを見続けてきた東野の目には、男の姿は傀儡よりも尚一層、現実感に乏とぼしく映りました。

　───浅黒い肌に、短い灰色の髪の初老の男。がっしりとした体格で、天竜よりもさらに上うわ背ぜいのある偉丈夫です。

　とにかく目を引くのは、歴然と古代ローマの将官を思わせる、その時代がかった出で立ちでした。薄い板いた金がねの胴鎧や脛すね当あてが、にぶく火炎の色を映し返しています。

　にもかかわらず、男は武装らしきものを何一つ持つ様子がなく、徒と手しゅのままこちらをねめつけていました。鎧自体も昨日鍛えあがったばかりのように美しく、争いの形跡などは見て取れません。そして鎧の下の着衣からは、その質感も縫製もかなり現代的な印象を受け、それらがまた、鎧の儀礼的な印象を強めていました。

　しかし、男が左肩に羽織る深紅の肩掛けドレープだけは、幾世紀をも経てきたかのように古色蒼然としており、その末端はひどくほつれて、ともすれば襤ぼ褸ろ布ぬののようですらありました。それを堂々と誇るように身に着けているのです。

　トラコサリス───放浪者たちを統べる首領。その意は『三百歳の男』、または『非常に長命の男』を指すのだと、桃山雅巳を通じて、傀儡師から教わりました。

「…………」

　東野には、今にもトラコサリスの従える他の手勢が姿を現すのではないかと、剣を握る腕に力がこもります。

　両者は睨み合ったのち───

　天竜は得物を下げ、しかし手離さぬまま、傀儡越しにトラコサリスに呼びかけます。

「Salvusサルウス sisスィス! Dominusドミヌゥス Trakosarisトラコサリス」

「……!?」

　天竜が発したのは、東野の聞き知らぬ異国の言葉でした。

　さらに天竜は続けます。決して流りゅう暢ちょうではなく、とつとつとした調子ではありますが、この緊迫した状況でもその横顔に臆した色はありません。

「───Diuディウ nonノン videreヴィデェーレ」

　と、天竜が続けると、男は重々しく口を開きました。

「……Utウト valēs?ウァレース Iaponiceヤポーニケ」

　それが初めて耳にするトラコサリスの声でした。

　男は何かを天竜に尋ねたように聞こえました。天竜が発したものと同じ音韻を操り、より滑らかに、礼節ある態度のなかにも強い感情を秘めて。

　男の言葉に、ハッ、と天竜はせせら笑い、こう答えます。

「Egoエゴ vixヴィクス vivusヴィヴス」

　あわせて男も笑いを返します。

「Vosヴォス mutaverimムータヴェリム vestraヴェストラ linguaリングァ」

　───慇いん懃ぎん無ぶ礼れいともいえるトラコサリスとの会話は続きました。

　東野と早瀬の二人は、気を張り詰めさせたまま、その場から身動きが取れずにいます。

　目前の傀儡は爛々とその両眼を灯しながら腰を低く落として動かず、すぐにも殺戮に移ろうかという臨戦態勢でこちらを窺っているのです。

　表立って感情を示さない二人の指導者の態度からでは、会話の調子のみでは、どんな内容が行き交っているのか想像もつきません。銃を突きつけ世間話を交わすような、不快で気の抜けない時間が過ぎていきます。

「…………」

　語学にはつたないながらも、じっと耳を傾ける東野には、それは最初スペイン語によく似た響きに思えました。やがてはフランス語のようにも感じられ、かと思えば一つ一つの単語にはイタリア語とよく似たものが頻繁に含まれているのにも気付きます。

　───つまりはラテン語。その俗語に類するものだろう、と察しをつけます。古代ローマと関わりの深い虚惑星では、ある意味、当然のことのように思えました。

　地球ではほぼ話されることのなくなった言葉が、さらに数千年もの時間が経過している虚惑星で通用する奇妙さを除けばですが。それでも、すばるのように長命な者がみられるこの星では、日常語の変化のサイクルもまた鈍化するのだろうかと推測しました。

　外見こそ初老ながら、精力にあふれてみえるトラコサリスが、その名の云われの通りに三百歳を数える年齢なのかどうかは、実際に相あい対たいしてみてもまだ判別がつきません。

　会話の端々から拾う単語には───ソロン、テラン、そしてプレイアデスという、気になる単語がありました。智慧ある人々ソロンや、地テ球ラ人ンはすばるのもとで聞き覚えがあります。プレイアデスは、そのすばる姫か、彼女の氏族を示しているのではと考えられました。

　また、頻出するIaponiceヤポーニケとは天竜のことを指しているようでした。ヤポーニケ、ヤポン……つまり「日本人」のことだろうと、すぐにあたりをつけます。

　そういった短い会話からでも、こちらの事情に精通しているとわかる、放浪者たちの薄気味の悪さ───できることなら、すばる姫に感化されまいと堪こらえていた、東野の胸中に渦巻く敵対心が、また輪郭を成し始めます。

　そして……おそらく、この接触が初めての対面ではなく、周到に交渉の備えをしてきたかのようにみえる、自分たち日本調査官代表への疑念もまた。

　───やがて、両者の会話には、あきらかに険悪な声色が乗りはじめました。

　天竜が声を荒げる場面もあり、交渉がうまくいっていないとわかります。

　痺れを切らしたように、早瀬が口を挟みます。

「おい、主馬……っ！」

　と、責め問う早瀬には置かれた状況への戸惑いはみえません。しかし早瀬もまたこの会話を理解してはおらず、焦じれた挙げ句にたまらず声が出たようでした。

　東野も加わり、二人から問いただす視線を注がれると、ようやく天竜は、交渉の片鱗を明かします。それは実に忌まわしい内容でした。

「地球人を殺して、すばる姫への見せしめにする、言うとる」

「───！」

　低く感情の薄い声で語られたその言葉には、逆に事実の重みがありました。

「なぜです……」と、東野。

「手出しをするな、させるなっちゅうことや」

「…………あんだとぉ……」

　と、弓を握りしめ毒づく早瀬。

　その見せしめとなる犠牲者はともすれば、山火事に捲かれ焼死体となった自分たちであったかもしれません。いえ、たった今でさえも、余裕あるトラコサリスたちはこちらの生殺与奪の主導権を握っているようにみえました。

　それでもまだ何もしてこないということは……と考えをめぐらし辿り着いた結論に東野は蒼白になります。

「まさか……っ……御陵部長たちが……？」

　すばる姫にとり殊こと更さらに縁えんの深い御陵真世の身柄までも放浪者たちが把握してつけ狙っているのだろうかと、そう思い至った東野の血は逆流します。

　思わず前に歩み出ていた東野を、天竜の太い腕がさえぎります。

「いいや───誰も殺させたりなんぞさせん。誰もなぁ」

　他ならぬ己おのれに言い聞かせるように決意を吐き出す天竜。その彼自身も、冷静さを取り戻し、再び異国語での交渉に望みます。

　しかし、強く要望を伝える天竜に、トラコサリスは頑として首を縦には振りません。

「Itaイタ nonノーン estエスト」

　さらには、

「───Nonノン itaイタ」「───Nonノン」

　と、何度天竜が掛け合おうとしても、短く同じ言葉を返すばかりです。

　言葉のわからない東野たちにも、この場の交渉が決裂しかけているのだと解りました。

「ほお……そうかい。これだけ言うてもまからんか……」

　───つと、天竜は背伸びをするようなゆるい動きで、掲げた剣を頭上でくるりと一閃すると、やにわにトラコサリス目がけ、大きく斬りかかりました。

「……っ!!」

　突然の動きに、東野も早瀬も武器を合わせる手が遅れました。

　唯一反応したのは、じっとこちらの動きから目を離さずにいた傀儡です。

　傀儡はその強靱なかぎ爪の先でがっちりと刀身をくいとめていました。

　しかしながら、天竜もまたすでにそれを予期していたようでした。そのまま、鍔つば迫ぜり合あいの態勢へと持ち込みます。

　人よりも巨人の範はん疇ちゅうに近いであろうその傀儡を、天竜は、ぐっ、ぐっ、とうむを言わさず押し込んでいきます。

　無言で組み合う傀儡には、どこかこちらを侮あなどり、その突然の力比べを楽しむような雰囲気がありました。しかし、天竜の腕の模様がまた薄く輝き、拡がっていくにつれて、そんなおどけた気配も消えます。

　天竜がまた一歩踏み込むと、傀儡の全身から、ぎしり、と大きな音が響きました。

　横へじりじりと体をずらしながら、早瀬は奥に控えるトラコサリスめがけ、矢を引き絞ります。

「……リョウ……撃つな」

「わかってる」

　と、早瀬が呟いたその時───

「───っ……！」

　偶然に視界の中で光るものを捉えた東野。はじかれたように、無心の動作で小刀を振り上げ、早瀬めがけ射られた矢を切り払っていました。

　キン───ッ、と鋭く音を立て、射線をずらされた金属製の短ボいル矢トがくるくると空高く飛んでいきます。利き手の大刀を選んでいたならば、間に合いませんでした。

　爛々と目を輝かせる傀儡は、尋常ならぬ殺気を天竜へと注ぎ、また全身の機構をきしませながら押し返し始めました。胸をかきむしる音を立て、刃と爪の触れ合う狭間に火花が生じます。

「Gemitusゲミトゥス───！」

　そんな好戦の気配をみせた傀儡に、背後から男が声をかけます。

　名を呼んだのです。Gemitusゲミトゥスと。〝嘆なげき〟の意を持つ、その異形の傀儡の名を、窘たしなめるように。

　さらに続けてトラコサリスから言葉を投げかけられると、組み合う戦士と傀儡は、じりじりと力を逃がしながら離れ、再び距離を取りました。

「───sicスィク estエスト」

　そうトラコサリスが宣言すると、天竜もまた静かに剣を下ろしました。

　それ以上の長居は無用であるとばかりに、すぐさま肩掛けドレープを翻ひるがえし、男はその場を立ち去ります。

　天竜は全身に玉の汗を浮かべながら、男の背を眺めました。まだ弓に矢をつがえたままでいる早瀬の射線を遮り、得物を下ろさせます。

　───と、

「Yoヨゥ───Yo─Yoヨーヨー」

「……っ……」

　いきなり眼前が暗くなり、東野は思わず息を吞みました。

　天竜から離れた異形の傀儡が、今度はこちらの顔を深々と覗き込むように立っていました。

「───Uユー───」

　と、東野のすぐ鼻先に、一本のかぎ爪を突きつけます。

　そのくぐもった声は、傀儡の仮面の下から発せられていました。肉声としてはひどく不自然な、濁ったすきま風のような音。しかし、その抑揚ある響きは、確かに意味ある言葉として再生された人間の音声でした。

「…………ぅ……俺が……なんだよ」

　気圧されまいと、どうにか東野は相手を見詰め返し、いまにも無我夢中で剣を振り回してしまいそうな衝動に必死に耐えます。

　チャッ、チャリッ、と薄気味の悪い爪音を鳴らしながら、東野を何度も指さし、その傀儡、ゲミトゥスは続けます。

「Broブロゥ……Bro、Bro……Broooonブロォォォォ……teッ」

　と、みずからの青銅の右腕を示す傀儡。

「───Bronte」

　ブ、ロ、ン、テ───と。

　壊れた鞴ふいごのような声で、一音ずつ区切りながら、確かにそう言いました。

　東野の知る、傀儡師の付き人をつとめる褐色の少女の名を。

「ブロンテ……？」

「yupヤップ!……uhhweeウーイィィ……」

　がちゃがちゃとステップを踏む傀儡。

「───myマァァイ shortyショーティィ」

　そう言うと、今度は右肩から腕の先にむけて、かぎ爪でなぞりました。またもチッチッ、と火花が散ります。

「lo───lolo───lol───」

　傀儡は笑っていました。ひどく残忍で、血の凍るような、間の抜けた声で。

　ブロンテの名前から、東野の脳裏にはよぎるものがありました。

　自分はこの傀儡を、以前に目撃していたのかもしれない───と。

　以前に、すばる姫や稲荷と山火事の煙を発見した直後に、山中で何者かと白兵戦を繰り広げていたブロンテの相手が、このゲミトゥスだったのでは、と。

　あの時、遠目には、両者が大柄な大人のように見えていましたが、ブロンテの操る大傀儡と、さらに大きなこのゲミトゥスであれば比率は合致します。

　であれば、この傀儡はブロンテを崖から突き落とし、大怪我を負わせた張本人でした。

　その相手が再びブロンテの名をあげて、嘲笑する。その意味は───

「……こいつ……っ……」

　前に踏み出した東野の肩を、天竜がつかみます。傀儡がまたも名前を叫ばれるのはそれと同時でした。

「ゲミトゥス───！」

「───ishイッシュ!」

　腹立たしげに傀儡は毒づき叫び返しました。

　黒いマントをかき寄せ、顔を隠しながら川べりを悠然と闊歩し、トラコサリスの後を追います。

　こちらを振り返りながらその傀儡、ゲミトゥスは最後までおどけた調子で、東野たちに別れの言葉を残していきました。Ｖの字にした二本のかぎ爪を、下向きにゆらゆらと揺らしながら、

「───peaceピィィィィィス」と。

　さらには傍らの森から、音もなく幻肢虎が飛び出し彼らの後に従います。

　幻肢虎の背に乗る黒衣の者は、姿が消え去るまで小型のクロスボウをずっとこちらに向けていました。




　早瀬の傷の手当を済ませたのち、天竜たち三人は、できる限り急ぎ城へ取って返します。燃えさかる火の手にまた捲き込まれることのないように、帰路は大きく遠回りせざるをえません。

　道すがら天竜は、青ざめ恐々としている東野に、交渉で得た幾つかの重要な結果を明かしました。

「トラコサリスは、引き連れてきた傀儡の兵は引かせる、と約束した。調査官にも手出しはさせん、とな」

「…………」

　早瀬は何も疑問を口に挟みません。傷の痛みに顔をしかめながら、黙々と歩くばかりです。

「───ただし、青銅の巨人に触れるな、とも警告された」

「……やっぱり、巨人とも関わりがあるんですね。じゃあ奴らにも、商人あきうどの路みちのようなテレポーターのルートが」

　そう確かめようとする東野に、浮かぬ顔で天竜は続けます。

「……傀儡師は俺らを売った、とも言うとったな。テレポーターの起動に必要な『魔法液晶』を差し出させるかわりに、傀儡師たちの身の安全は保障することにした、とな」

「…………っ……魔法液晶を……」

　精霊石よりもさらに貴重だと云うその特異な物質の名前を耳にして、東野はすぐに、ブロンテが背負っていた金属筒を思い起こしました。海上の遺跡で彼女が執拗に探索し、一度は海獣に対しての囮おとりとして放棄しながらも、後におそらく彼女自身が回収していったはずの容器のことを。

　思えば、北方の神殿遺跡の深部で、まるで地下湖のように膨大な量の魔法液晶と遭遇したのが、さまざまな転移に関わる技術と事件の始まりでした。

　天竜は、それ以上は先ほどの際きわどい交渉について語ることを避けました。

　言葉の壁にはばまれて、東野には全ぜん貌ぼうは摑めませんでしたが、傀儡の兵を引かせるという約束のために、どんな取引が行われたのか。それだけの情報を得るために、どれだけこちらの情報を売り渡さなくてはならなかったのか───それが気になってなりません。

「…………」

　もうそれ以上、天竜を見返すことも出来ず、東野はぎりぎりとすくむ胃を押さえました。

　自分が漠然と期待し、妄想していたような、ただ無心に剣を振るっていればいい活劇の世界とは、まったく違う修羅場がそこにありました。

「ええか、東野───」

　そんな東野に天竜はおだやかに語りました。いったいどんな口止めをされるのか、脅迫も辞さないのでは、と身構えた東野には拍子抜けなかたちで。

「───お前が見聞きしたもんを、探検部の者もんになんと伝えようと構わんけどな……。どう判断するかはお前にまかせるわ。なにしろ俺はもう、あとひと月もたてば、お役御免の身やからな。これからはなんもかんも、探検部を続けるお前たちの問題や。ただな……」

　天竜の真意はいまだ摑めません。

　早瀬は何か思うところがあっても、自分から動くことはないのでしょう。

　情けなくも東野には、まだ是か非すら口には出来ませんでした。正しい答えを選び取り、毅然と言い返すことが出来ませんでした。

　最後に天竜は、ふっと表情を緩ゆるめて一言付け足しました。ほんの些細な事柄のように振る舞いながらも、天竜主馬という人間が一番伝えたかったのはそれだろうと思わせる、自信の無い、素朴な眼差しで。

「ただなぁ、あいつにだけは……稲荷にだけは、言わんといてくれんか？」

　矛盾する彼の言いざまに、東野は言葉に詰まります。

　どうして、あの女ひ性との名前ではないんだと。

「───なっ、頼むわ、東野」

「…………はい……」

　それだけは、かろうじて頷き返す東野。

　ならばこれは調査官でも探検部員でもなく、ただ身勝手なだけの、男同士の約束でした。

　いたたまれず唇を嚙みながら東野はふと、自分の身を省かえりみます。

　拠より所どころを求めるように、あのお調子者の反応を予期して思い浮かべます。

　彼女なら───日ノ岡ほむらが相手だったなら、この罪を聞かせることは許されるのだろうかと自分の胸に尋ねました。

　ずっと、果ての無い冒険だと信じてきたことが、ただ暴力と闘争の狭間で遊ばされているだけのものだったなどと。




　───わずかに時間は戻ります。

　日ノ岡ほむらと佐保秋穂の、長い一日は終わりに近づいていました。

　雷撃に倒れた白色と灰色の狼。

　自身もその雷撃に見舞われながら、体に鞭打ちながら身を起こす佐保。

　無差別な攻撃が放たれるせつなに、傀儡めがけて飛びかかったキリマルは、もっとも至近距離で雷撃を浴びていました。

　その背は焼け焦げ、ひび割れたような火傷の跡が走っていました。初雪にもまた同じく、負傷のあとがありました。

　倒れ伏す狼を、痛ましげに見詰めるほむら。

　その脇で、佐保は迅速に動きました。キリマルと初雪を平らな地面に運び、後脚の根元に指先を添えて脈動を確かめ、口元を摑んで呼吸を確認します。

「心臓麻痺だ。二頭とも───日ノ岡さん。手伝って」

「……えっ……う、うん……！」

　佐保の指示する通りに、ほむらは動きました。

「どちらも心臓が止まっているけれど、初雪のほうが傷が浅い。初雪から取りかかろう。これだけ大きい体では、一人では無理だ。誰かを呼びに行く時間も惜しい」

　と、感情の薄い平坦な声音で佐保は続けます。

「わかった───ど、どうすればいい？」

「自動体外式除細動器ＡＥＤの代替になる、電撃系の呪文があるって聞いたけど」

「ごめん……それは私、憶えてない」

「いや、いいんだ。気にしないで。僕の真似をして」

　心肺蘇生術は、人間を対象するものはほむらも講習を受けましたが、動物相手のものは初めてです。

　心臓に近い左側面を上にして、横向きに寝かされた初雪の胸部、前脚を曲げた肘のポジションが心臓にあたると教わりながら、あばら越しに心臓を強く圧迫します。

　もう一人は、長い舌が喉に詰まってしまわぬよう摑み出しながら、タイミングを合わせて息を吹き込み人工呼吸を行いました。

　交替で行うそれはかなりの重労働で、悲しんでいる暇も、呪文を習得していなかったことを悔やんでいる暇もありませんでした。息を吐き続けて頭がくらくらします。

「……っ……！」

　───やがて、ぴくりと初雪の前脚に反応があり、シュウと音を立てて肺に息吹が戻りました。

　身じろぎする初雪の心臓の拍動をじっと確かめていた佐保は、安定したとみると体を離しました。

「───よし」

「い、生き返ったの!?　蘇生できたの？」

「うん。もう大丈夫だと思うけど、日ノ岡さんは、初雪が落ち着くまでみてて。物を吐きそうになったら、体を起こして手伝ってあげて」

　と、言ってすぐさま、自分はキリマルの対処へと移りました。

　初雪はすでに目を開き、弱々しくもがいてその身を起こそうとしています。

　強烈な電流にさらされて硬直し、血流を奪われていた肉体は、手足が痺れて力が入らないのか、立ち上がろうとするたびによろめき、なかなかうまくいきません。

「こらっ、そんな急に立ち上がらないでいいったら……！」

　そうやって初雪をたしなめつつも、ほむらは、この狼の命を救えたという実感がじわりと涙となってにじみ、嬉しさがこみあげてきました。

「日ノ岡さん───頼む！」

「───うんっ」

　初雪は問題なしと見た佐保がほむらを呼びつけました。

　キリマルの大きな体に両手を打ち込み、汗だくになって奮闘する佐保に合流します。

（……冷たい……っ）

　おそらく数度というわずかな温度差でしたが、その喉元に触れたほむらははっとします。キリマルはもう、徐々にその体温を失いつつありました。

　そうやって蘇生術をどれだけ続けていたか───。

「…………」

　佐保は心臓マッサージの手を止めると、時計を取り出し心拍停止からの経過時間を確かめ、そして無言でうなだれました。

「…………やめちゃうの……？」

「これ以上続けても、逆に体へのダメージになる……統計ではね。大型犬って、そんなに心臓は強くないんだよ……ま、オオカミだけどさ。虚惑星の」

　そう語りながらも、それでもまだ諦めきれず狼の胸に手を置いてしまう佐保。しかし、嘆息してまた体を離します。

「ありがとう、日ノ岡さん。もういいよ」

「……秋穂くん……」

　ほむらは気持ちに折り合いをつけられません。初雪が息を吹き返した瞬間、きっと無事に二頭とも助かるのだと、そう疑いを挟みませんでした。だったら、先に蘇生術を行ったのがキリマルだったなら、ちゃんと自分が役に立つ呪文を憶えてさえいたのなら、などと、くよくよと考えてしまいます。

「もう、助けてはあげられないの……？　じゃあ、キリマルは……」

　佐保は無言で頷きます。

　ずっと二人のそばに控え、こちらの様子を見守っていた初雪が、細い鳴き声をあげながら、キリマルに鼻先を寄せました。目を覚まさぬ彼を起こすように、全身で悼いたみをあらわすように。

「……仲間の死期が近づくと匂いでわかるんだよ。死独特の匂いってのがあってさ、それをちゃんと嗅いでおかないと、納得してお別れが出来ないんだ」

「そっか……」

　初雪に寄り添われながらも、もはや目ま蓋ぶたを開こうとしないキリマルの顔を見詰めていると、ほむらはぽろぽろと涙がこぼれてきました。

「……そっか……」




　やがて、さきほどこの場を発ったコスケたち三頭のヤマイヌが舞い戻ってきました。彼らに道案内をされて現れたのは、金色の髪の姫君でした。

「ほむら───それに……佐保殿、か」

「すばるさん……！」

　ほむらが腫れぼったい目を上げた先には、五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめが立っていました。

　二人の憔忰した顔と、横たわる彼女のヤマイヌの亡骸を目にして眉をひそめます。

「私たち、すばるさんや皆に、報せを届けようとして───でも───」

「うむ。それは先ほど、お手前と共に訪れたと申す者たちから子細を聞いた。乙丸弦也と、姫川閑音という二人には、信用を置いてよいのじゃな？　あの者らはお手前たち探検部の仲間じゃな？」

「───はい」

　しっかりと頷くほむらは、先に城へと向かったはずの二人の名前を聞いてほっとしました。

「……あれ、も、もう一人は？　ユリちゃん……鼎さんは？」

「ユリとは、日吉坂の一学年の娘むすめ子ごじゃろう。あの者は、雪割丸が捕らえたぞ。不審な様子で逃れようとしておったのでな」

　などと、また不安になることを言われます。けれど何が起きたのかは、ほむらにはなんとなく想像がつきました。

　姫川たちは、そう遠くない場所に、雪割丸と共に待機しているとのことでした。

「不審といえば、お手前たちも、しばらく地こ母ち星らへは立ち入り不許可の身となったと聞いておったがの……まあ無事でよかった」
















「でも、すばるさん……キリマルが……」

　伝えようとするほむらに、また涙がにじみます。

「……うむ」

　すばるは亡骸の前に膝をつき、毛並みの上に残る傷跡を慰いさめるように、そっと指を這わしました。

「手を尽くしてくれたようじゃな」

「やるだけはね」と、独り言のように呟く佐保。「キリマルはきっと、僕と初雪とを敵から庇かばおうとしていた……でも、助けられなかった」

「…………うむ」

　労ねぎらう気持ちで応えんと、すばるは佐保の肩に触れかけましたが、佐保のうつろな横顔を目にすると寸前で控え、手を戻しました。ほむらには、それが彼女のどんな心の動きを意味していたのか、まだわかりません。

「……しかし、礼は言う。まこと忝かたじけない。身どもは生涯忘れぬ」

　二人はこの場で起きたことを、すばるに伝えました。

　異形の傀儡が発した雷撃に撃たれ、一瞬、意識を失っていたこと。そしてその傀儡は、正体不明の仲間と共にどこへともなく去ったことを。

　すばるもまた、二人にかいつまんで、事の次第を伝えました。

　そして城でもすでに異変が起きていたことを知り、二人は驚かされます。

　雨乃が《ばいしくる》に乗り、山火事の発生を報せに来たこと。その対処のために御陵部長と、大嵐副部長がとって返したこと。

「二人とも水流を操る塵劫術マテマテカが得意じゃと聞いたのでな。数頭、ヤマイヌをつけて任せた」

「大嵐さんが……こっちへ来てる？」と、驚きあせるほむら。

「うむ。天竜殿たちには、東野殿がまた報せに向かっておったから、おっつけ合流するじゃろう」

　互いに報告を終えて、一息ついたすばるが語ります。

「キリマルは、お手前たちにもよく懐なついておったな───霧きり丸まるの名は、真さな田だ家に仕つかえた霧きり隠がくれ鹿しか右衛え門もんと云う忍びの者より名前を頂戴した」

「知ってる。霧きり隠がくれ才さい蔵ぞうの元ネタでしょ」と、ぽつりと語る佐保。「前に東野くんに教えてもらったよ。でも鹿右衛門も才蔵も、架空の人物だそうだけどね」

「ほう……なぬ？　なぬ？　架空……？　それは初耳じゃな……」と、ずいぶんと目を剝きつつ咳払いをするすばる。「いやすまぬ……ともかく、このキリマルは身どもによく仕えてくれた。鈴蘭にとっては、共に悪わる戯ざれにかまけてばかりいた弟同然の腕白小僧であったが、このところは風格をみせるようになっておった……つくづく無念じゃの」

　すばるは小こ柄づかを取り出すと、横たわる亡骸から少しばかり体毛を切り、袱ふく紗さにたばさんで懐ふところにおさめました。

「あれも聞けば悲しむであろうが、機会あれば、わごりょたちの口からでも伝えてやってはくれまいか」

　そう言うと、すばるは亡骸を残したまますっと立ち上がります。

「……されども、今は生あい憎にくながら、この忠ちゅう義ぎの者を弔とむらっておる暇が無い。傀儡が近くを徘徊しておるというのなら、尚更じゃ。不憫じゃが、このままキリマルは置いて城へ戻るとしよう」

　心残りながらもすばるの言げんに従い、二人も立ち上がりました。まだ離れがたそうにしている他のヤマイヌたちに、佐保が語りかけながらなだめます。

「あの、すばるさん……実は折り入ってお願いがあるんですが……」

　と伺うほむらの鼻先に、すばるは扇子の先をつきつけます。

「ふむ。実は身どももじゃ。そろそろ宿題の取り立てをせねばと思うておった」

「……へっ……うぇっ！」
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　───その日の夜。

　虚惑星の環ベーグルが、何事もなかったように夜空に細く輝くころ。

　青藍高あおこーの担当地域周辺に散らばっていた探検部員たちが、それぞれの務めを果たして、すばるの城へと戻り、ようやく落ち着きを取り戻してきていました。

　それでも城下の各所ではかがり火が焚たかれ、見張り役としての傀儡が置かれていました。すばるのヤマイヌたちも、はっきりと神経を尖とがらせています。

　キリマルの喪失は、何も教えなくとも他の狼たちには克明に伝わっていました。犬ほどの表情の豊かさは持たない狼たちでさえも、どこか悲しげな様子にみえました。それでも各々凜りんとして城とすばる姫を守護する務めを果たそうとしていました。

　ただ一頭、初雪だけは消沈し、すっかりとふさぎこんでしまいました。

　よく彼らヤマイヌたちが体を休めていた中庭の片隅で、キリマルの残り香を求めるようにうずくまる初雪。そんな頼りない若き白狼をまるで淡く見守るかのように、幻肢虎のアヴギスがやや離れた石垣の上で寝そべっていました。




　かたや人間たちはといえば───。

　城の高楼にあるテラスでは、ランタンの灯りの下、調査官たちが城主と顔をつきあわせていました。めいめい疲れた様子ではあるものの精彩を失ってはいません。

「───《ふぃらめんと》？」

「はい、我々はそう呼んでいます」

　首をかしげたすばる姫に、大嵐岬はそう答えました。

「《ふぃらめんと》……フィラム、か───これのことじゃな」

　近くに置かれていた編み物の道具から、細長い木製のボビンをつまみあげます。ボビンから垂れ下がるこれ、つまり糸は、ラテン語でフィラムfilumといいます。

「ええ、自発的に生成される糸状構造のイメージになります。〝龍脈Ryumyaku〟のままでは知名度が無いですし、〝フラックスflux〟では磁束の性質とも混同される恐れがありましたので、話し合ってフィラメントが良いだろうということに。魔力の〝場〟によって中継され、転移する物質の流れです───虚惑星における強い流れと、地球での弱い流れがあり、双方が干渉しあったときに常物質から数学的物質への相転移……すなわち〝転送〟が起きます。地球から虚惑星へ向かっての転送は〝負圧ネガティブ〟、その逆に虚惑星から地球へ向かっての場合は〝正圧ポジティブ〟と、区別しています」

　大嵐の説明がとうとうと続くにつれて、すばる姫の表情はだんだんと険しくなってきました。

「……絶望的に小こ難むずかしいのう地球の物理とやらは……身どもにとってはもはや未知の魔法も同然じゃ……」

　と、一歩も二歩も引いて評しつつも、感じ入った様子は隠しません。

「なにより感心するのは、よくぞそう迅速に事を運べるものじゃな。それだけ複雑な問題を、多くの人々を引き込みながら。身どもから見た現代の地球は、まるで楽園のようじゃがな。まあそれでも人の世には変わりなし、八百八町の一軒一軒に悲ひ喜きこもごもがあるのじゃろう───とまれ、身どもの塵劫術マテマテカの知恵が、役に立ったのならばなによりじゃ」

「ありがとうございます。すばる姫のご助力を賜たまわったおかげです」

「七久保殿にも褒美を惜しまずにな」

　またも深々と頭を下げる大嵐に、すばるは忘れず釘を刺します。

「ははっ……ええ、そういたします。どうやら俺が、百万ドルぶんの食事など奢おごらされる羽目になりそうで、恐々としております」

　と、苦笑する大嵐。

「地球のさまざまな分野で進展があることは間違いありませんし、いわゆる天狗隠しなどの、偶発的な転送現象の解明が進むことも期待されています」

「ふむ……そうであったか」

　それは彼女にとっては慮外な結果であったようです。

　大嵐の隣に座し、話に聞き入っていた御陵真世は、すばるに浮かんだ微妙な表情から、彼女の複雑な想いを感じとります。




　───地球を騒がせていた、巨人と転送事故の問題は、ここ数日のうちにまた大きく進展しました。

　災害想定地域が、非常に具体的に絞られるようになり、チャンドラー博士の緊急声明も発せられることで、国際的な避難計画が実行されることになりました。

　困難が予想される計画の説得力を増していくためにも、重要な情報を発信したＵＮＰＩＥＰ日本支部もまた、深く関わっていく運びとなりました。

　国連代表監査官をつとめ、今回の避難計画において虚惑星側での総責任者となるメイヴェル・チャンドラーは──内心かなり渋々に──日本調査官代表の天てん竜りゅう主かず馬まと、その協力者たちを現地シラクサへと招集します。

　選出されたメンバーは天竜主馬以下───南雲高の七久保小枝、日吉坂高の上狛倖、多賀太一、桃山雅巳、そして青藍高の稲荷直、東野巧がその中に含まれていました。




　城周囲の巡回から戻ってきた天竜代表は、すばる姫と今後の方針や、重要な情報についてやりとりをしたのちに、急いで地球へと帰還しました。またＭＴＢを駆り、旧青藍キャンプを経由して。東野巧もまた、天竜に付き添って同様に。一両日中のうちには、他メンバーを率いて政府専用機でシラクサへと発つことになります。

　そして今、こうしてすばる姫と向かい合っている南雲副部長の大嵐岬と、青藍部長の御陵真世も、本来であれば天竜たちと一緒にシラクサへ向かう手筈になっていましたが、その出発をずらしたのは大嵐自身の希望によるものでした。




「新たな呪文の創造に、協力してほしい……と？」

「その通りです」と、頷く大嵐。「虚惑星からの報告を受け取り、その興奮さめやらぬうちに仮眠を取ったのですが───その睡眠中に閃ひらめきました」

「ほう」

「睡眠中に、ですか？」

　と御陵が驚きますが、大嵐がまた平然と返します。

「割とよくある。寝ている間に考えをまとめているし、明めい晰せき夢むのように問題を認識して、その結論を引き出しの中に保管して記憶しておく」

「器用ですね……」

　大嵐は御陵と共に、発生した山火事への対処にあたりました。

　水源から大量の水を運んで散布し、また逆に、火の手から先行して可燃物を燃やし尽くしてしまうことで防火帯を築きました。初動が遅くなったために、結果的にはかなりの範囲が焼失しましたが、数日間も燃え続けるような延焼は食い止められました。

　すばるは二人に大いに感謝し、この席はその礼を伝えるためのものでもありました。

　そして大嵐は、その消火活動の現場ですでに呪文のひな形を試してみた、というのでした。

「水すい塊かいをテレポートして遠方に転移させる呪文です。今のところ水に対してのみ、行使可能ですが」

「斯か様ような術は聞いたことも無い……そんな芸当が可能なのか？　身どもはかつがれておらぬか？」

　と、御陵に首を向けるすばる。

「わたしもとても驚きました。空中に次々と水球が現れては、火元に向かって落ちていくので」

　すばるはまたも、ほう、と唸ります。

　大嵐は構想する呪文について語り始めました。

「俺はこのところの数ヶ月間ずっと、転移機能を持つ遺跡の解析と、長距離転移を実現する呪文の精度向上に躍やっ起きになってきました。

　……ひどい失敗もして、あやうく二人の人間を事故死させるところでした。

　転移を実現させるためには現状、魔法遺跡は欠かせぬもので、これは地球と虚惑星間の相互の転送が、転送環の制約に縛られることと本質的には同じ問題です。

　我々の転送環は、それぞれ固有の軌道要素を持っていて、創造するためには膨大な演算を必要とします。

　しかし、その膨大な演算という前払いの担保があることで、われわれ調査官は、ほとんどみずからの魔力を消費することなく、正確な転送ができるというわけです」

「……ふむ。どうやらまだ理解できとるようじゃ。続けとくれ」

　耳を傾けつつすばるは、パチッと火花を散らして割れた七輪の炭を直します。夏に東野と稲荷が焼いたクヌギの炭だと自慢げにしていました。

「ここでもし……転移すべき座標と、転移させる対象物の起動要素の両方とを、同時に解析することができれば……場所と対象を選ばない強制的な転移が可能となります。

　これは特に目新しい発想というわけではなくて、ただあまりにも演算が膨大になるので、採用されなかっただけです。しかし……すばる姫の提示してくださった、計算効率をあげる解法を応用することで、演算を減らせると思い至りました」

　さらに大嵐は、新呪文の子細について語りました。彼にしてはとても珍しい、前のめりに高ぶった様子で。

　チャンドラー博士の転送環に関する理論を下敷きとして、これまでの長距離転移実験で培つちかってきたノウハウや、そこで新たに学んだ虚惑星の魔法の性質をうまく組み合わせて、強制的なテレポートを実現できるはずだと。

　そして大嵐は、まずイメージのしやすい等質でなじみ深い物質を選んで、実行してみたのだ、と語りました。

「それは見事達成したというわけじゃな。他の物質はどうじゃ」

「残念ながら」と、首を振る大嵐。

「……自分自身を転移させるのでは、どうなのですか？　転送環や転移遺跡を用いずに、任意の場所へのテレポートはできませんか？」

　と、御陵が尋ねます。強制的なテレポートではなく、セルフイメージが確立している自分自身であれば、成功しやすいのではないか？　と。

「鋭いな」と、感心する大嵐。なぜかうんうんと頷くすばる。

「───おそらく可能だと思う。けれど、それを試してみる気にはならない。失敗すれば、致命的なことになる。単に転移座標がずれる……では済まない事態となる。とても危険だ」

「危険か……」

　と、すばるは声を低めて呟きました。

「もしや大嵐殿……お手前は、巨人を倒さんとする策を講じておるのか？」

「はい。そのつもりです」

「…………」

　その宣言を耳にして、すばるが態度を硬くしたことを、同席する御陵は敏感に感じ取っていましたが、大嵐はそのまま熱っぽく語り続けました。

「避難だけでは対策として不充分です。巨人を食い止める方法を、各国の支部でも模索していますが、決定策が無い。

　すばる姫は、青銅の巨人には、魔法は通用しないとおっしゃった。たしかに、七久保が巨人に向けて用いた炎の槍フランジュビリの呪文などは、呪文が相手側の魔力に転換されて吸収されるような反応があったと聞いています」

　ここからが本題だとばかりに、大嵐はわずかに身を乗り出しました。

「しかし───巨人はみずから転移しています。ならば魔法がまったく適用できないわけではない。おそらく転移遺跡と同じ機構が組み込まれているのでしょう。巨人そのものが魔法の機構なのであれば、魔法が適用できるのも自明の話ではありますが。

　巨人を破壊したり、外からの物理的な力によって制止することが出来ないとしても、強制的に転移させて遠ざけることならば出来るのでは？　何か方法があるはずだ。このコンセプトを地球に残った花屋敷や舎人主任にも伝えて、検討してもらっています。

　たとえば詠唱のスクラムです。複数の術者で、一個の呪文を分担して詠唱負担することで、より高難度の呪文を達成する方法です。これは特に花屋敷の得意な分野で、詠唱のパターンを多項式関数として捉えたときに、術者単位で項を分解し単純化するもので───」

「累るい裁さい招しょう差さ之の法ほうの一種じゃな」

「……おお……算さん聖せいの」と、はっとなる大嵐。「なるほど確かに。対象物が水であれば一人でもイメージ可能ですが、対象が複雑な構造を持ち、しかも自意識を有するとなれば───」

「…………」

　じっと耳を傾けながらも、すばるは密ひそかに失望の吐息をもらします。大嵐の熱弁ぶりに対するものとは違う、その先を見通す眼差しで。あえて大嵐の満足するまで、聞き終えてから、そしてこう言いました。

「……大嵐殿は、他の者とは異なるとりわけ堅実な気立てを持つ御ご仁じんかと思うておったが……」

　すばるは椅子から立ちあがり、高楼の手すりから城下で焚かれるかがり火を見詰めました。

「そのような手助けは身どもには出来ぬ。それに、なにか身どもが手立てを講じられるとも思えぬ」

「いえ、そんなことは。現に───」

　もはや続く言葉を遮って、すばるは首を振りました。

「巨人に触れてはならぬ。事前に避ける方法を確立できるのならば、それに越したことはない───早瀬殿の怪我も、お手前たち探検部をあずかる者の無謀の代償じゃとは思わぬのか？」

　───そうすばるが、大嵐と御陵に向け責めるように問うた時でした。

「えっ……怪我したんですか!?　早瀬先輩が？」

　と、高楼のテラス脇の通路から、慌て声が届きます。

　機はた織おり機の陰かげとなる場所から、ばたばたと重なって倒れる、招かれざる若者たち。

「……っ……日ノ岡さん……!?」

　思わず御陵は腰を浮かせ、先頭で倒れて恥ずかしげに頭をかく立ち聞き犯の顔をみて、目を丸くしました。

「なぜここに？　それに姫川さんや乙丸くんまで？　その恰好は……？」

「こ、これはぁ、すばる姫からお借りした着替えでございまして……結構、暖かいです……」と、ぺこり。

　三人はそれぞれ麻の作さ務む衣えに、綿の丹たん前ぜんを羽織っていました。

「さきほど、雨乃ちゃんから早瀬先輩の怪我の話を聞いて、鼎さんは桃山荘へ様子を見に行きましたよ」と、この状況でも淡々と伝える姫川閑音。

「ええっ、ユリちゃんを一人にしちゃったの!?」と、顔をこわばらせるほむら。

「大丈夫ですよ。佐保くんも付き添って行きましたから。もっとも佐保くんご自身は、こちらに来たがっていましたが」

　一方、乙丸弦也はすまなそうに、御陵と大嵐の前に立ちました。

「この場所に厄介になる限り、もう隠し通すことも出来ないですし、そもそも報せを届けようとして来たのが目的でしたから」

　眉をひそめて少し顔を赤らめた御陵と、椅子に座ったまま静観している大嵐の対比に、乙丸は意外そうな顔をします。

「大嵐先輩は……あまり驚かれていないですね」

「そうだな。まず日吉坂高の転送環を返却してもらおう」

　乙丸は言われるがまま、日吉坂から借用してきた転送環を、大嵐の机の前に差し出しました。───うん、と事も無げにうなずく大嵐。

「こちらへ出発する前に棚倉顧問から、あまり怒ってやるなと言われた。それでだいたいの想像はついた。それにたった今、俺自身が、他人の忠告に耳をかさぬと譴けん責せきを受けたばかりでは……なんというか恰好もつかないな」

　と、肩をすくめます。

「でも……っ」

　と、返却された日吉坂の転送環を目にして、一層おさまりがつかない様子の御陵に、すばるは苦笑します。

「どのみち地球に戻れば、藤森殿からこってりと絞られるのではないか？　叱るのは、この者たちの話を聞いてからでもよいかもしれぬぞ。この者たちも、なかなか大変だったようじゃ。そうとうにやつれて、腹もすかせておったからの。まずは城に連れて帰り、食事をさせ、寝室に放り込んでおいた」

　すばるに手招きされて、ほむらと姫川もおずおずとテーブルに列席します。

「───ほむらなどは、折り入ってお願いがあると申すから何かと思えば、いの一番に、風呂に入らせてくれ！───ときたからの」

「あ、いえ、そうじゃなくてですねっ」と、もごもごと言い訳するほむら。




　一同は、すばる姫に連れられながら、城の高楼を下りました。

　向かうはベースキャンプの桃山荘です。どうせならば、露見したついでに全員で話を合わせたほうがよかろうと、すばるからのはからいです。

　ほむらの歩く前では───むっ、とちょっぴり頰をふくらませた御陵真世が、なかなか目を合わせてくれません。これは地味にショック。

　揺れるかがり火に照らされた中庭では、うずくまる初雪の傍らに、少し離れて一人、雨乃がしゃがんでいました。

「おや……さっそくバレてしまったみたいですね。あらら」

　一行の顔ぶれをみて、苦笑いする雨乃。彼女はすばるから、内密に彼らの世話を頼まれ、寝室や浴室へ出入りして食事と着替えを届けたばかりです。

　アヴギスも石垣から下り、一行の前にやってきました。

　御陵の機嫌をとろうとするほむらが、アヴギスや雨乃を引き込みながら、騒がしく軽口を並べています。

「…………」

　波乱の一日の終わりに、そんなほっとする光景を前にしながら、大嵐は腕を組みじっと思案しています。そんな彼に、

「大嵐先輩」と、姫川が呼びかけました。先ほどの会談を、盗み聞いていたことを詫わびながらも、前置き抜きでこう尋ねます。

「青銅の巨人に対して、強制テレポートの呪文を行使するならば、巨人に接触する、という手があるのでは」

　大嵐は黙ったまま先をうながします。

「───無茶なことを言っているとは思いますが。転送環で転送を行う時に、お互いに手をつなぎながら跳躍をするのは、そういうことなのではないのですか？　長距離転移でも同様だと聞きました」

「……それは用法の話だな。呪文そのものが完成するかどうかまだ解らないが……仮にしたとして、詠唱は一瞬とはいかない。かなりの時間がかかるだろう。巨人が抵抗すれば、当然こちらに危険が及ぶ。複数でスクラムを組んで、詠唱時間を短縮出来たとしても、術者全員が巨人に接触しなければならないのだとしたら、それもまた同様に危険だろうな。成功の確率はむしろ下がるだろう」

「そうですか……」

　と、がっかり顔の姫川は、短くすくめた腕で丹前の袖をぺたりと合わせます。

「そうしていると雪ん子みたいだな」

「なんですか」

「いや、何でもない……第一、姫川は長門で怪物に追われたんじゃなかったのか？　自分だったらあの怪物に二分間、無事に張り付いていられると思うか？」

「無理ですね」

　即答する姫川に、大嵐は微妙なげんなり顔。

「とまれ……大嵐殿もその様子では諦めてはおらぬようじゃな」と、横からすばるが口を挟みます。心底呆れたように微笑を浮かべながら。「天竜殿も大たい概がいそうじゃがお手前も、なかなか食えぬ男じゃのう」

「探検部に染まるとこうなります」

　と、大嵐は頭を垂れながら苦笑しました。




　さらに雨乃を連れて、一行が桃山荘へ向かおうとした矢先───。

　鼎結理と佐保秋穂、そして松まつ葉ば杖づえをついた早瀬が中庭に現れました。

　とにかく最新の動向を知っておきたいという早瀬に応えて、大嵐が地球の現状を伝えます。調査官とすばる姫を含めて計十人の聴衆が、揺れるかがり火にその横顔を照らされています。

　さらに、すばる姫が重々しく口を開き、天竜と放浪者のトラコサリスとの間で接触があったことを明かしました。その後、天竜自身がすばる姫と一対一で協議していった内容を、探検部の者たちにも語って聞かせます。

　最後には一年生の遊撃隊を代表して、貧乏クジを引いたふうの乙丸が、彼らの壮大で輝かしい最初のミッションで起きた事件について披露しました。日吉坂ベースキャンプでの異変や、すでに引き返したと思われる傀儡の軍勢のことを、ほぼ隠さずに。

　そこで初めて事実がつながり、明らかになったこともありました。




　懸念の晴れぬ重い表情の御陵が、すばるに尋ねます。

「なんらかの方法で、放浪者たちは巨人を操り、地球に送り込もうとしている───トラコサリスは、地球へ警告を発しようとしているのでしょうか。それとも……これは後に続く侵攻の第一歩なのですか？　地球に巨人が現れ、虚惑星の遺跡でみせたような破壊活動を行えば、もう取り返しのつかない被害が出ます……きっと人命も……」

　さらには早瀬が、鋭い調子で疑問を重ねます。

「トラコサリスは、すばる姫にはそれを止める手段があるかのように言っていた───っぽい。主馬の奴……天竜代表が詳しく教えてくれやがらねえ。だからこそ、わざわざ城を攻めてきた」

　天竜とすばるの会談は全ては明かされませんでした。

　城の主への脅迫のために調査官が犠牲になるところだった、とまでは早瀬は口にはしませんが、すばるは自身が咎とがめ立だてられ責任を問われているように感じたことでしょう。

　胸を押さえ、苦しげにすばるは吐露します。

「それは……我が氏族が……プレイアデスの一族が宝を受け継いでいるからじゃろう」

（宝……？　何かの喩たとえ……？）

　と、こんな時ですがつい耳立つほむら。

「───身どもの一存でどうにかできるものでは無い、決して」と、すばるは臍ほぞを嚙みながらもどかしげに口を結びました。

「……そうは言っても、すばる姫はお一人じゃあないですか。そいつもご先祖への義理立てって奴ですか」

「先輩」と、佐保が早瀬をいさめます。

「早瀬───」

　大嵐もまた早瀬の不作法を強くたしなめ、非礼を詫びます。




　この場にいる調査官の代表として、大嵐が話をとりまとめます。

「もうあまり時間は残されてはいない。巨人は現に地球を目指している。すばる姫の助力を得て、さらに正確に行われたシミュレーションでは、予測範囲は狭まり、また別の要因でその到達時刻が早まった。各国で観測されている情報もそれを裏付けている。以前の概算では八日後だったが、今は六日と減少している。おそらく、巨人の部分パーツ同士が合流したことによって、転移距離が増大している───」

　大嵐の言葉に、居合わせた者たちはぞくりと、背筋が冷たくなりました。あまり残されていない、どころの話ではありません。しかもその推測を信じるなら、パーツが合流するたびにさらに到達時刻が早まることになります。

「御陵……それに皆も、納得して動きたい気持ちはあるだろうが、今はもう動機を取り沙汰している場合ではないんだ。必要なのは手段だ。

　ミス・チャンドラーは、ＥＵ支部の調査官をまとめ、巨人を封じる手段を模索している。シラクサに対応する虚惑星側の担当区域では、転移遺跡の捜索も行われている。これまでの出現の傾向からみて、巨人が最終的に目指す場所が、転移遺跡の一つである蓋然性は高い───」

　そう語る大嵐をじっと見詰めて沈思するほむら。

　ブラジル・マナウスの担当区域の劇場遺跡で撮影され、世界中に公開された怪物の連続写真や、みずから目の当たりにした長門の海上遺跡での出来事を思い返して頷きます。

　それでもやはり、いまや無意味な考察だと言われても、どうしても考えてしまうのでした。

（なぜ、そこまでして、何十万キロも虚惑星の上を旅してまで、巨人は地球を目指すんだろうか……）───と。

　さらに大嵐は続けます。

「───それだけ遠方の地に、巨人の目的地を選んだのには、すばる姫の干渉を排除する意図があったのかもしれない。我々は、地球を経由してシラクサへ飛べるが、すばる姫はそうはいかない」

　大嵐の言葉は、そのすばる姫自身が心を檻おりで囲うかのように、この地を離れまいとする執着を知りながらのものでした。

　不服そうな早瀬に対し、直接すばる姫の力を借りることは、隔へだたる距離と時間が許さないと告げているのです。だからこそ、この火急の事態のなかであっても、こうして彼が直接にすばる姫のもとを訪れ、さらなる助力を願ったのでしょう。

「大嵐先輩の呪文を完成させましょう！」

　と、不意に前に出て切り出したのは鼎でした。

「───巨人に対抗するにはそれしかありません」

　隣のほむらや佐保が、びっくりして引くくらいの熱意。

　鬱うつ々うつとした関心の薄そうな様子で中庭に現れた彼女でしたが、大嵐が強制転移の呪文について要約して語り直すと、その赤い瞳をきらきらと輝かせ始めていました。まだ探検服のままでいる彼女の背で、ぷるぷると揺れるその尻尾にアヴギスが興味を示したくらいです。

　そして躊躇ためらいながらも、彼女もまた一つの事実を明かしました。胸もとから取り出した、赤い精霊石と共に───

「……沙毬なら出来ます！　大嵐先輩のお役に立つと思います！」

「……っ……沙毬……ちゃん？」

　自分と同じ虚惑星探査機、妹同然の沙毬の名前を聞かされ、しかもその核コアを見せられた雨乃が目を丸くします。御陵も眉をひそめました。彼女の意見の是非よりも、その平静を欠いた態度を不安がりながら。

　大嵐はいぶかしむ眼差しを向けて言いました。

「鼎、おまえが沙毬の精霊石を持ち込んだことは、先ほど乙丸からも聞いた。今はそれを取り沙汰したくは無いが……」

「信じてくださいっ、沙毬なら……」そう鼎は言いかけてから、もどかしげに首を振りました。「つまり……こういうことです」

　鼎の側頭部に現れる魔人種の角。

　唐突に鼎は、彼女独自の魔法をその場で展開しました。空中に現れる、等身大ほどもある宝石の結晶に皆、驚きます。そしてその詠唱に応えるように彼女の手中にある沙毬の核に、赤い軌跡が走りました。

「───正せい多た胞ほう体たいで構築した魔法体系。テッセラクト正八胞体の回転パターンでキャストした疑似物質です」

　これまで秘してきた魔法の成果を、堂々と披露する鼎。大嵐が真剣に視線を注いでいる反応を確認すると、今度はほむらに向き直りました。

「ほむら、あたしをつねって。思い切りやっていいわ」

「えっ、何の意味があるの……？　まあ、やれと言われればやりますけど」

　合点はいかぬまでもほむらは申し出を承知して、鼎のほっぺたに手を伸ばし遠慮無くつねりました。

「……痛っ……か、顔じゃない……腕！」「あっ、ごめん」

　若干涙ぐみながら、鼎はまた大嵐に向き直ります。

「わかりますか。今、あたしは呪文を詠唱していません。何も」

　確かに、側頭部の角も消えています。大嵐が慎重に尋ねます。

「……疑似物質を安定させられるのか？」

「いえ、それだけではないです───」と、首を振る鼎。「すべての呪文を触媒パターン化することが出来ます。沙毬が反復しているんです。あたしの詠唱を───」

　誇らしげに大嵐に向けて、沙毬の核を差し出してみせる鼎。

　本馬技研のラボで、繰り返し鼎が聴かせていたタイピングの響きが、沙毬にとっては歌こえとなり、音い楽みとなり、彼女の閉じた世界を、外から目覚めよと呼ばわる呼び声シグナルとなったように───沙毬はまた、詠唱を反復しているのです。いま唯一、彼女の感じられる旋律パターンを。

（呪文の触媒パターン化……自動的な反復……？　虚惑星探査機が魔法を使えなくても、これが抜け道になるってこと……？）

　そうやって実例を見せられてもまだほむらには、沙毬を魔法の杖がわりに使う行為への抵抗と違和感が抜けません。

「装備課から支給される、単なる効率上昇の精霊石とは違います。沙毬はプログラム可能な精霊石です。だから……だからあたしもシラクサへ同行させてください！　同調にはコツがありますが、大嵐さんなら……」

「うわぁ、すごい図々しいぞ」と、仏頂面でぼやく佐保。

「すこし見み倣ならいたいです」と、姫川までも。

　しかし───

「───ユリ。この切り子細工をひとまず畳め」と、厳しい調子で語りかけたのはすばる姫でした。さらに「疾とくせい」と容赦なくせかします。

　大嵐に詰め寄る鼎は、不満げながらも終端処理ターミネートの呪文を詠唱し、宝石を縮小し消失させました。

　唇を結び、中断させた理由とその釈明を待つ鼎にすばるは告げました。

「ユリ、お手前の言うそれは、おそらく実現出来ぬ。大嵐殿の役には立たぬじゃろう。ましてや巨人には届かぬじゃろう」

「……なぜです」

「お手前は気付いておるのか……？　いや、気付きながらも取り違えておるのか。その《力の石》───沙毬とやらは、今も膨大な魔力を発しておるぞ」

　と、すばるは、ぴたと彼女の横についた初雪を示します。初雪は鼎が魔法をみせるやいなや立ち上がり、雪割丸譲りの鳶色の瞳で沙毬の核を見据えていました。

「……っ……でも詠唱は確かに止めました」

　そこまで言うなら検分してみればいい、とばかりに、鼎は沙毬の核をすばるの前に差し出します。すばるは石に触れようとしながらも戸惑い、結局、「その野の点だての木机の上に置け」と指示します。

「さきほど雪割丸が捕らえた時から、もしやと思っていたが……」と、石を覗き込むすばる。「この者は……溶け出しておる。早晩、お手前たちのいう『魔法液晶』となるじゃろう」

「…………魔法液晶……!?」絶句し、それでもすぐに立ち直った鼎は、激しく異をとなえます。「そんな───そんな馬鹿みたいなでまかせを───」

　納得しない鼎の前で、すばるは宙を指先でなぞり、光の線を描きました。

　立体的に描かれた三さん角かく錐すいが、すばるの掌の上に浮かび、ゆっくりと旋回しています。それは、あまり率先して魔法を披露することのない彼女が、初めて使ってみせる種類の魔法でした。

　ほむらたちが点で制御している魔法光が、彼女のやり方では、極細の白いラインで描かれた図形となって浮かび輝いています。そしてその三角錐は、なお内側に向けて輝線を成長させていました。どこか植物の模様を思わせる、再帰的な構造をともなって。

「三角錐のフラクタル……シェルピンスキーギャスケットテトラへドロン……？　それが一体…………」

　線が重なり合い、異様なほどに緻密になり、まばゆさもつれて増していきます。

　───と。

　机に置かれた沙毬の石が、カタッ……カタタ……とひとりでに揺れはじめました。

　まるで、すばるの発する磁力に引き寄せられるように。

「そんな……噓……」

　思わずほむらは木机に駆け寄り、石を覗き込みます。

　魔法液晶にひどく苦しめられたほむらは、すばるの言葉が偽りではないと直感的に理解しました。あの個体から液体に形を変える稀け有うな石は、ちょうど今のように論理的な思考に向かって引き寄せられる性質があると肌身でおぼえています。

　そして魔法液晶は、地球に持ち込むことは不可能だという事実もまた遅れて思い出しました。

　肉体を持たずに虚惑星を訪れた沙毬の身に何が起きているのか───。

　やがてすばるが掌の上の三角錐を崩し、輝きを断つと、沙毬の核の振動もまた止みました。

「得心が行ったか。自分で確かめることも出来るじゃろうが……」

　すばるの前で、蒼白になる鼎。

「……そんなはずあらへん、気流か何かの、子供欺だましや───！」

「結理、やめろ。もういい加減にしろ」と、松葉杖をついて前に出た早瀬が、鼎の腕を摑みました。「くそっ……主馬の奴が逃げやがったからな。代わりに俺が言うしかねえじゃんかよ……」

「リョウは黙っててよ！」

「おまえ何してるのか、わかってるのか。沙毬を利用するのもやめろ。おまえなあ、大嵐さんの役に立ちたいなんて、自分を欺だますなよ。おまえはもう───」

「早瀬くん」と御陵が毅然と近寄り、鼎を摑んでいる腕を止めます。

　そしてほむらもまた、早瀬にうったえます。

「早瀬先輩……！　や、やめてください、ユリちゃんは疲れてるんです。沙毬ちゃんのことだって大切に思ってます」

「もういいんだよ、日ノ岡さん。そんなふうに庇かばわなくったってさ。皆だって限界だろ？───なあ、秋穂？」

「…………」

　地面にあぐらをかく佐保は、興奮する初雪を押さえながらつぶやきます。

「……なんか麻ま痺ひしちゃって……けっこう平常運転かなって気もしてきた」

「マジかよ。すげえなこのバカ」

　と、小さく笑う早瀬。姫川や乙丸も、どことなく心得たような顔です。人の気持ちほど予定通り運べぬものは無しとでも言いたげに。

　鼎は机の上の沙毬の精霊石を再び持ち上げようとしながら、その指先に恐怖が伝わりわななきます。

「大丈夫です」

　そんな鼎のかわりに、そっと石を手に取ったのは雨乃でした。

「沙毬ちゃんは、ここへ来たことを怒ってなんかいませんよ。皆さんと一緒に居たがっているんです。それに、ユリさんのことだって大好きなんです」

　鼎はまっすぐに雨乃に尋ねます。

「なんでわかるの……？」

「わかりますよ？　皆さんは考える葦あし、ボクたちは考える石です！」

　と、微笑む雨乃。貝殻に潮しお騒さいの音を聴くように、愛いとおしげに沙毬の精霊石を自分の耳元に添えます。

「こうして触れていても、沙毬ちゃんの声は聞こえませんけれど……気持ちはわかります。想うって、そういうことでしょう？」
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　───翌日未明。

　暖かく心地よい綿羽布団にくるまれ目をさますほむら。快適な眠りをつい貪むさぼってしまいましたが、ここは自宅ではありません。丸太小屋の香ばしい匂いと、髪にしんしんと沁しみる寝室の冷気は、自分が虚惑星にいると告げています。

　星明かりが頼りの桃山荘の女子部屋。隣からは鼎と姫川の寝息が聞こえます。男子部屋には佐保と乙丸、そして早瀬がいるはずです。昨日の午後に仮眠をとったこともあり眠気はすっかり消えました。




　目覚めてようやく、自分を翻弄するめまぐるしい変化から、すこしだけ距離を置いて考えられるようになってきました。

　───加速する巨人の脅威。虚惑星での不安定な沙毬。そして放浪者たちの不透明な動向。今のほむらには巨人よりも恐ろしい、あの青銅の異形の傀儡……。

（キリマル……）

　ふいに蘇よみがえる哀かなしみに、胸がぐっと詰まります。寝返りをうち自分を抱きしめながら小さく丸まるほむら。

（東野くんに教えられなかったな……キリマルが頑張ってくれたこと……）

　東野はキリマルの死を知る暇もなく、天竜代表と共に地球へ帰還しました。そもそも彼は、ほむらや乙丸たちが地球へ来ていたことすら知らなかったはずです。

（……知ったら知ったできっと怒られるに決まってるんだけどさ……）

　───数々の想いがよぎるなかで、ようやく自分の身の振り方に考えが及び始めます。

　妹の月に強引にあとをまかせ、タクシーで家を飛び出してきたのが深夜三時か四時ごろ。

　その後、日吉坂高校の校庭から虚惑星へ転送したのがまだ夜の明けぬ六時前でした。

　牧野マキちーの家で朝から期末試験の猛勉強……などと確実にバレバレの言い訳を、でまかせと知りつつ両親が受け入れてくれたとしても、夕方の六時前には帰宅しているか直接連絡を入れなくてはなりません。

（えーと、だとすると、地球では最大十二時間の猶予だから、それを六倍すれば虚惑星では丸三日間のタイムリミット……ってことは今日はまだオーケーで……でも明日の夕方には地球へ戻らないとだめ……か）

　と、指折り数えて考え合わせます。




　昨夜の中庭での話し合いの後───。

　大嵐や御陵部長は、すばる姫に最後の方針を伝え、山さん積せきする面倒事をくれぐれも頼みながら地球へ帰還しました。

　二人が帰還したので、もう虚こ惑ち星ら側には転送環がありません。……強いていえば紛失された転送環ミッシング・リング、ウファラの浜の転送環がありますが、これは今いる場所では転送の役には立ちません。

　予定外に虚こ惑ち星らへ残ったメンバーは、太ふと腿ももに刺し傷を受けた早瀬、そして雨乃でした。

　残留は早瀬自身の希望でした。本人いわく、たいした怪我でもなく、地球へ戻って治療するより虚惑星で回復を待ったほうが早い、とのこと。大嵐と御陵の二人もそれを了解します。

　探検部の慣例としては怪我人は即時、地球へ帰還しているはずですが、その対応は今回はとりませんでした。本当のところは、自分たち一年部員の面倒をみる上級生が誰か必要で、特に鼎結理を気にしてのことだろう……と、ほむらには思われました。

　放浪者の撤退行動があったとはいえ、念のためすばる姫のそばに、まだ誰かを置いておきたいという配慮もあったかもしれません。

　ほむらたち一年部員の帰還のタイミングについては御陵部長が、

「ひとまず棚倉先生に相談してみます……」と不承不承に、連絡役を受け入れてくれました。

　じきに調査官がまた虚惑星側にやってくるはずで、その役割はおそらく、

「───きっとスナオちゃんになります。副部長ですもの」

　と、御陵は落胆の表情で告げました。シラクサに同行できない成なり行ゆきを残念がりながら。

　御陵は、沙毬についても心配していました。転送事故の原因と考えられているかぎり、それを解消しなければ地球へ持ち帰ることは難しい、と。

　当面はすばるに委ねることになりましたが、不安定な状態の沙毬にどれだけの時間が残されているのかもわからず、これについては舎人主任に相談をしてみるしかないようです。

　また、無断転送の件で、棚倉顧問が頼りとなるそのわけを乙丸が尋ねると、大嵐はこんなことを言っていました。

「俺が一年だったころに聞いた話だが……乙丸が今所持している紛失された転送環ミッシング・リングの最初の持ち主は、調査官時代の棚倉教諭だそうだ。あの人が、今回のおまえたちの行動まで把握していたとは思わないが、責任を感じる部分もあるんじゃないだろうか───まあ、それについては俺も同然なんだが……」

　大嵐は、日本調査官副代表という立場でありながら、花屋敷と共に転送環の新呪文開発にも協力し、その呪文を一年生にも教えた本人です。

　その彼が、自分の力不足を認めながら溜め息をつきました。

「日本探検部の体制は透明性に欠ける。外部からのチェックが働かない閉鎖的な環境が続けば、調査管理官と調査官の力関係も異常になりやすい。それは先輩後輩の関係にも影響していくだろう。カルト的と揶や揄ゆされる所以ゆえんだ。

　……かといって、海外の調査官組織エクスプローラーズもよいところばかりではない。真似したくない慣習もある。オープンで適材適所といえば聞こえはいいが、実態としては実力主義だ。日本の何十倍もの予算が投入されている組織もある。そうなればおのずと調査の成果の有無が、調査官個人の自発的な意識にも影響してくる。日本も少なからずしがらみはあるが、海外の調査管理官やＵＮＰＩＥＰ職員のほうがずっと企業や国体との関係は深い。

　極端な例が中国だろう。天竜などは『ＩＥ反応という赤紙で強制される徴兵制』と皮肉っていた。もうそうなれば調査官本人の意思は関係ない。調査官になるかどうか、何を調査するかどうかは、本人が取り巻く環境が決めることになる……。そんなのは間違っているだろう？

　この虚惑星で俺は、本人の意思こそ重要で必要不可欠となる場面を何度も見てきた。日本の調査組織が探検部のかたちを取り、教育的側面が重視されているのは俺はいいことだと思っている。むしろそれこそが日本では探検部を目指す動機だ」

「探検部は人を成長させる、ってことですか」と、尋ねた乙丸に大嵐は頷きました。「まあいろいろと苦労はさせられますよね。根性以外の何かが身についているといいんすけど」と苦笑。

「大嵐先輩が、数学と魔法以外のことをこんなに話すのは初めて聞いたような」と、ほむらも口を挟みます。「七久保ナナ先輩はそういうの教えてくれへんってボヤいてましたよ？」

　とまで言われて、大嵐はちょっと困った様子でした。

「今語ったような事情は、あえて口にしなくとも七久保も肌身に感じていると思うが。海外の調査組織についてもよく研究しているようだしな……七久保のボヤきは、どちらかというと南雲探検部内部の体質の問題だろう……」

　と、話を打ち切った大嵐は、また少し無念そうな横顔を見せるのでした。

　さらにその後、ほむらが仲間に向けて、帰宅までの期限について話を向けると、姫川と佐保からも似たような差し迫った返事が戻ってきました。

　対して、乙丸の実家では探検部の活動に全面的に賛同で、そのために何日家をあけようと一切気にせず、怪我などしようものならむしろ名誉の負傷だと褒められるのだとか。このあたりは東野家の放任ぶりと同じでした。




　そして再び、未明の桃山荘の女子部屋。

　壁際の寝台で突然、鼎ががばりと上半身を起こしました。そのままごそごそと寝台脇で何かを捜す仕草。夢うつつの鼎のもとに、ひんやりとした床を素足で横切ってほむらは歩み寄りました。

「ふぁっ、なに……？」

「ユリちゃん、ここ家いえじゃないよ。桃山荘だってば」

「……知っとるわ。寝ぼけてん」

　暗闇のなかで鼎はぶちぶちとこぼします。夜には強いはずの彼女ですが、ずっと仮眠もとらずにいて疲れ切っていたのでしょう。あるはずもない眼鏡捜しはやめて、また布団のなかに戻ってしまいます。

　隣の姫川もむくりと体を起こしたのをみて、ほむらはそのまま鼎が丸まっているベッドの端に腰をおろしました。

「どうしようっか、姫川さん……もう私たち時間がないね」

「……そうですね。地球に戻らなくてはなりませんね」と、寝覚めよく返事をする姫川。「日ノ岡さんはまだ心残りがあるのですか」

「うーん……」

「……放浪者の襲来については結局うまく伝えられませんでしたが、日吉坂キャンプの罠の件だけでも防げたのはよかったのではありませんか」

「…………うん。確かにそれは不幸中の幸いかな？　まだ気をつけないとだけど」

「何か貢献できたかも、というのは自うぬ惚ぼれすぎでしょうね。でも何もしなかった後悔はありません」

　そして帰ったら乙丸くんと反省会です、と落ち込む姫川。遊撃隊に対して厳しい忠告をされたヴィクトリアからも色々と言われてしまいそうです。

「でもさ……沙毬ちゃんが、さ……このまま地球へ戻ったらどうなっちゃうんだろ……ねえユリちゃん？」

　と、布団越しに鼎の背をつつきますが、鼎は返事をしません。

　姫川が自信薄そうに答えます。

「……無事に持ち帰れるかどうかがまず判りませんが、それが出来たとしても、内容を抹消されてしまうかもしれませんね。転送事故を起こすようでは虚惑星探査機として運用していくのは難しいでしょうから……」

　姫川の危うげな語りぶりにほむらはぎょっとします。

「え？　抹消……って、初期化イニシャライズってこと？」と、思わず声を大きくして聞き返すと、鼎がびくりと震えました。「それはダメだよ。許されざる対応ですよ。沙毬ちゃんが沙毬ちゃんでなくなっちゃう。せめて原因がわかれば……だよね」

「……何も出来ないわ。何も出来ないのよ、どうせもう」と、丸まった布団の下から卑屈なつぶやきが漏れます。「あたしが馬鹿だったのよ。みんな笑えばいい。リョウみたいにくどくど厭いや味みを言えばいいんだわ……」

　ほむらはハァと溜め息。

「お───そうだ。アメちゃんの体をちょっと借りさせてもらうとかは？　やっぱりボディが無いのが問題なんじゃないかな？」

「……馬鹿ほむら。出来ないに決まってるでしょ」

「また馬鹿って言った！」

「それはやはり難しいかと」と、さらりと告げる姫川。「沙毬ちゃんはメジャーチェンジで新しいボディに適応できずに苦労していると聞いてますし、また成長面で問題になるかもです」

「もう充分問題になってるけどね……」

「……どうせ全部あたしのせい……」

「………………」

　時折鳴き声をあげるダンゴムシの背を見つめながら、姫川がふと尋ねました。

「───鼎さん。早瀬先輩は何と言おうとしていたのですか」

　夕刻に、鼎を咎とがめる早瀬が言いかけたことを、姫川も気にしていたようです。しかし案の定、当人は無視を決め込み返事をしません。

「言っていいの？　ユリちゃん」と、尋ねても反応が無いので、お節介にもほむらが代弁します。「早瀬先輩はさ……ユリちゃんが天竜さんに置いていかれた、って言おうとしたんじゃないかな」

「はぁ。天竜代表にですか」

「私も東野くんに置いていかれちゃったな」

「…………」

　自嘲し肩をすくめるほむらを姫川は慰めます。

「直じき々じきに女王レジーナに呼ばれた天竜代表も、同行する東野くんも、多忙でこちらにまで構っていられないのは仕方がないのでは」

「…………だね」

　鼎が天竜の妹だという公然の秘密は、姫川も耳にしていたようです。ただ、置いていかれたというニュアンスは、一年生が除のけ者ものにされたのと同じ、仲間はずれのニュアンスとして伝わったかもしれませんが。

「でも本当はさ……置いていかれたんじゃなくて、私が立ち止まってただけなのかもしれないけれど」

　二人とダンゴムシ一匹でぽつぽつと話すうち、朝焼けの赤とともに外からは雨だれが届き始めました。晩秋の冷たい雨。

「雨の音……」

「……結局、雨乃ちゃんは戻ってきませんでしたね」

　空いたままのベッドを姫川は寂しげに見つめました。




　───夜が明けても雨は降り続いていました。

　桃山荘の朝の食卓には、まだ雨乃の姿がありません。

　沙毬の核とともに城の馬屋にこもり、待機モードで一晩を明かしたのです。沙毬の変化をいち早く察知出来るのが、すばる姫と二頭の白狼だからというのがそのわけです。

　いつも食卓では馬鹿話でやかましくしている男子陣も、筆頭の佐保が消沈していることもあってか口数少なく、なんというか虚惑星らしい高揚感もなく。

　食事係のほむらはせめて食卓の彩いろどりになるかと、すばる姫に分けてもらった淡い紫色のアケビをサラダに配してみましたがみんな無反応です。

（この雨もなあ……本当なら山火事が再発するのを防いでくれる嬉しい雨だけど……）

　……とはいえ、まわりが静かになればついつい口数が増えるのがほむらです。

「アメちゃんの名前って雨と関係あるのかな？　やっぱり」などと、食べるより話すほうで口を動かします。

「ありそうな気がしますけれど」と、雨乃のいる城を見やる姫川。「藤森先生にお尋ねしてみたことがあるのですが、誤魔化されてしまいました。そもそもご本人はゴーレムゴーレムとばかりおっしゃいますし……」

「名付け親のくせにね。そこへ行くと沙毬ちゃんの名付け親はユリちゃんでよかったな。変わってるけど良い名前だもの。アルソミトラのアナグラム。私ネットで検索してみた。本当に空を飛ぶ植物があるんだね」

「…………」

　と、話を向けますが向かい側に座る鼎は無視。まあこちらも予想通り。

　まさにグライダーのように羽を持った種子が、高い枝上からすべらかに舞い降りながら空を滑空するさまをほむらは動画で視聴しました。

「たんぽぽの種も飛びますよ。ホウセンカとかゲンノショウコの種もはじけてぽんと……」

「翼があるんだからそこはひと味違うでしょ。このサラダのようにね……」

「…………」

　などと、ドヤ顔で姫川と語らっていると、やおら鼎が立ち上がりました。

「それだわ───」

「え？　ちょ、ユリちゃんどこへ」「鼎さん？」

　口々に呼び止めますが鼎はそのまま桃山荘の庭へ飛び出し、雨に濡れるのも構わず、すばるの城へ向けて走っていきます。

　向かいのテーブルでは乙丸が「なに、なに？」と面食らって腰を浮かせかけます。

「おい結理！　またお姫さんに迷惑かけなさんなよ。毎日、引っかき回されてお疲れなんだぜあの人も。見た目より年寄りだからな！」

　と、早瀬が失礼な忠告をしたり、一切気にせず佐保が黙々と食事を続ける通常進行ぶりを見て、結局乙丸も肩をすくめ食事に戻りました。早瀬は足の怪我もあって走って追いかけるわけにもいきません。

「私……ちょっと見てくるね。あっ、みんなは食べてていいから」

　周囲の落ち着きぶりというか慣れてきた様子をみても、ほむらはまだ安心できず、鼎を追って駆け出しました。一度引っ返して二人分の朝食を包んでくるのも忘れず。




　向かったのは、すばるの城の最下層の馬屋。

　岩盤をくりぬいた岩屋を、城の倉庫として使用している半地下室の空間です。

　沙毬の石の変化を終夜観察していたすばるのもとでは、また新しい発見がありました。沙毬が周囲から魔力を吸収している、というのです。

　先に訪れた鼎とほむら、そこへしばらくして様子を見にやってきた乙丸や姫川、佐保の三人も加わります。

　当のすばるは、今は乙丸と向かい合い、彼の持つ紛失された転送環ミッシング・リングの鑑定を試みていました。

「ふむ……乙丸殿の預あずかる《りんぐ》には、魔力はほぼ残っておらぬ。沙毬があらかた持っていってしまったようじゃ。おそらくは、じゃがの」

　そう事もなげに言われて、乙丸はぎょっとします。

「え───え？　魔力を全部？　全部って……それすっげー困るんだけど……ああ、やっべー七久保先輩に何て言やいいんだ。でもどうやって!?」

「七久保ナナ先輩、怒ると怖いしね……」と、ほむら。

「七久保殿はむしろ目上に容赦なかったがの。それはともかく、身どもが鑑かんがみるにじゃな───」

「きっと転送の時にだわ」と、すばるの答えを遮さえぎる鼎。「もしかすると返却した日吉坂の転送環にも、もう魔力は残っていなかったのかも。どのみちしばらくは使わないだろうけれど」

　むっとしているすばるに姫川が気にせず尋ねます。

「その小さな石もでしょうか。内部の魔力に変化が？」

　馬屋にしつらえられた作業机の上。沙毬の石の周辺には、すばるが用意した極小の《力の石》が幾つか置かれていました。

「……うむ。一晩置いて様子をみると、どの石も魔力は失われておった。ごく微量じゃがな」

「でも……」と、雨乃を振り返るほむら。「アメちゃんのほうは大丈夫だったんだよね？」

「ハイ。ボクが持っていろ、と申しつけられた《力の石》には変化はなかったそうです」

「じゃあ、やっぱり沙毬ちゃんだけが様子がおかしいんだ……」

　ほむらの前で、机に手を置いた鼎は、沙毬の核を凝視しています。

「魔法液晶は、魔力を飽和させた精霊石の一形態なの……？　やっぱりだったら……」

　ちら、と鼎がすばるを見上げると、すばるは忌いま々いましそうに視線をそらしました。

　城へ向かった鼎にほむらが追いついた時には、二人は嚙みつきそうな勢いでやりあっていました。その脇でなだめる雨乃がいなかったら、本当に鼻にかじりつきそうでした。

　昨晩も、大嵐の前で二人は口論していました。

　大嵐が探求する対巨人呪文に、すばるが非協力的なのが不満なのです。

「───大嵐殿とは結局平行線じゃったな」

「巨人を強制的に転移させる魔法、ですね」と乙丸。

「うむ。その話をしている場に、このユリもおって嘴くちばしを挟んできおった」

　……などと当人は穏当な表現をしていますが。

「五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめ───あたしも、これでも一晩考えたの」と、あらたまった態度になる鼎。

「ほう」

「巨人がシラクサ地域エリアを目指すのは、あの地域に巨人でも地球へ送り出せる強力な魔法遺跡があるからだわ……。虚惑星上で独力で転移が可能な巨人が、わざわざ一地点を目指すわけはそれでしょう。だったら、その魔法遺跡なら沙毬を地球へ送り返すことも出来るはず」

「……転んでもタダでは起きぬ娘むすめじゃな」

　と渋い顔で評するすばる。

「それだったら、その遺跡をさ───」と言いかけた乙丸を、鼎は片手をあげて制します。

「ええ、わかってる。今は巨人を食い止めることが優先だっていうんでしょう。そうよ、遺跡を破壊すればいいのよ。大嵐さんが巨人を直接相手にする必要はないわ」

「またユリちゃんはそんな簡単に言って……」と、顔をしかめるほむら。「まだ向こうでもそれらしいものは見つかっていないんでしょ？　どれだけ大きな遺跡なのかもわからないし」

「……たとえ地球に危険がおよびそうだとしても、勝手に遺跡の破壊なんてするもんじゃないと思うけどね」と、苦言を呈す佐保。「それなら虚惑星人や巨人が地球へ来て、何を壊したっていいってことになるんじゃない？───ましてや僕らは調査官なんだしさ、一応」

「……っ……」

　言葉に詰まる鼎。腕組みしたすばるがうんうんと頷いています。

「佐保の言う通りだけどさ……でも、破壊までせずとも、遺跡の機能を止めればいいわけだよな」と、乙丸。

「……どうやって作動しているのか、いまだに全貌を理解出来ていない遺跡を、都合良く部分的に止めたりできるわけがないわ。確実に巨人を止めたいなら徹底的に破壊するしかないでしょう」

「果たしてそれを、放浪者が許すかの……」

　堪たまりかねたすばるが、釘を刺しました。

「ユリ、お手前は……沙毬の持つ魔力を解放したいのか？　それが沙毬の治癒になるのではと案じておるのか？」と、鼎の胸中を察します。

「ええ……出来るならいくらでも頭を下げてお願いするわ、すばる姫。でも出来ないんでしょう？」

「む……」

　鼎の不遜な態度に、隣でほむらはハラハラしっぱなしです。

　嘆息しながら、すばる姫は頷きました。

「左様───沙毬は雨乃ともまた異なる心しん腑ぷを持っておるようじゃな。ほんのとば口ぐちの領域であっても、鏡のように拒んで身どもの術を受け付けぬ。けだし正体不明といったところじゃ」

　すばるは馬屋の入り口に寝そべり、外の雨模様を見つめている初雪をちらりと見やります。

「……雨乃から聞いたが、沙毬は雨乃に似た幼おさな子ごの容姿をしておるのじゃろ？　さながらこの者は、眠りにつき夢を見ておるようじゃな。……あたかも外界に広く根を張るように、その心腑の内に魔力を吸い寄せておる。その行き着く先で、何を為さんとしておるのかは見当もつかぬ。石から発せられている魔力は、そのほんの微々たる残ざん滓しに過ぎぬのじゃろう」

（沙毬ちゃんは……また夢を……）

　いつか本馬技研の彼女の部屋で、舎人から聞いた言葉にも通じるすばるの所感。自分たちの世界は、沙毬が微睡まどろみながら見ている夢かもしれないと、冗談交じりにあの人は語っていました。

　鼎もまた同じ想いが胸に降りたのか、心を閉ざしていた頃の沙毬の孤独な姿を思い出してか、塞いだ顔をします。

「───《りんぐ》には、お手前たちが転送の術を為した際に触れたのじゃろう。一触即発じゃな。となれば身どもでは扱いきれん。大嵐殿にも危害が及ぶかもしれぬ。……せめて傀儡師がおれば、沙毬の仮の体を仕立ててもらえたかもしれぬがな」

「…………」

　思案顔のすばるの横で、鼎はうつむいたままです。

「精霊石のことはよくわからないけど……」と、こわごわ切り出すほむら。「じゃあさ、吸収した魔力をどんどん使ってあげればいいんじゃない？　魔力をほとんどゼロにすれば転送事故も起きなくなるってことなんじゃ？」

「とっさにあたしもそう考えた、けど」うつむいたまま鼎は首を振ります。「魔力を吸収しているのは確かだとしても、転送事故との関連までが解明されたわけじゃないわ。……それに魔力を消費するにしたって、そう簡単にはいかない。沙毬はすぐに詠唱パターンを学習して、魔力消費を最小限にしてしまうのよ」

「あっ……そうか……そうだった」

　全ての呪文を触媒パターン化するという昨夜の話を思い出すほむら。便利なようでいてなかなか融通が利きません。沙毬自身とも会話が出来ないのがとてももどかしいです。

「詠唱を行えば術者だって魔力はどうしても消費する、限界があるわ」

「魔力の解放じゃないとしたらなんなのさ、ユリちゃんがしたいのは」と、佐保。「沙毬ちゃんのために家出もお預けにしたんでしょ。それでどうしたいのさ」

「……っ……沙毬の核が有用なのは変わらないわ。それだけの魔力があるなら、大嵐さんに役立ててもらうのが一番よ。沙毬が探検部に必要だってわからせるのよ……！」

「……大嵐先輩に届けるって言っても。でもさ、だから、大嵐さんはもう地球に戻ってしまって───」と、困惑するほむら。

「まさか、シラクサへ？」と、姫川。

「ええ」

「───え？」

　姫川と鼎のやりとりにほむらは耳を疑います。さすがの姫川も声がうわずります。

「本気ですか？　しかし、しかしですよ……」と、いぶかしみ続けます。「あまりにも遠すぎます。シラクサ担当地域への移動手段がありません。届けることは事実上不可能です」

「移動手段はあるわ」

「え……それ……まさか……」

　と、先ほどの食卓の会話を思い出してぞくりとするほむら。

「空を飛んでいく気……？　魔法のグライダーで？」

「そうよ───飛べるわ。lotろと samariさまりはAlsomitraアルソミトラ。沙毬だったら虚惑星の裏側へだって飛んでいけるわ」




　───その午後。

　鼎は沙毬の核を再び取り戻すと、城の高楼に登りました。疑似物質の翼よく体たいを創造し、一人用のグライダーと化して滑空を始めました。

　最初の数回こそ城の周囲の気流を摑むのに苦心して、右へ左へと流され不時着していましたが、すぐにコツを摑み上空を旋回しはじめました。ほむらと共に海岸を飛んだ時よりも格段に上達しています。

　物珍しがる狼たちが上空を見上げながら騒がしく追いかけます。目測を誤って滑走路がわりの庭をゆきすぎ、茂みに飛び込むと、何頭もの狼に囲まれた鼎からのうんざりした声が聞こえてきました。

「なにやってんだあいつ」

　高楼に松葉杖をついて現れた早瀬が、その光景を眺めながらぼやきました。

「飛行訓練のようですが」と、同じく眺めながら答える姫川。

「そりゃ見りゃわかるけど───沙毬ちゃんは大丈夫なの。あれ、そうなんだろ」

「そういう耐久試験も兼ねているようですね。呪文としては本当に高度で素晴らしいものなんですが……」

「自由だなぁ、ユリちゃんは」と、羨うらやましげに呟くほむら。「でも……今晩にでも稲荷先輩が私たちを迎えにきちゃうと思うんだけど……」

「虚惑星の裏側とか言ってたけどさ、シラクサ地域までってどのくらいあるんだろ？　知ってる、姫川さん？」

　と、双眼鏡で飛行の様子をみながら乙丸が尋ねます。

「遠いですよ。シラクサ地域までは、ここからざっと六万キロですから。地球を一周半ほどの距離があります。惑星の裏側の表現はオーバーですが」

「六万キロ……遠いってレベルじゃないよそれ」と、嘆息するほむら。「ブラジル地域への長々距離転移の時は、まさに虚惑星の裏側で十万キロもあったけど、あれは転移の魔法で一瞬だったもんなあ。ちゃんとパラシュート装備もあったし……ん？　パラシュート？　そういえば桃山荘に予備があったような……」

「六万キロの飛行となると、少なくとも連続飛行では前代未聞の距離だと思いますね」

　そういう姫川も地図を持ち出して、なにやら飛行ルートの検討をはじめました。

「本当だったら商人の路みちがあるってブロンテちゃんも言ってたけど……」

　傀儡師であればルートを短縮できる方法を知っていたかもしれませんが、その傀儡師はブロンテともども行方をくらましてしまいました。

「六万キロとか以前に、あれじゃ風邪ひくじゃんか。あいつはまったく昔から夢中になると倒れるまでやるからな。そろそろやめさせねーとだわ、おい秋穂！　あれ、秋穂は？」

「秋穂くんなら、アメちゃんと一緒にすばる姫のとこに」

「くっそ、階段が多すぎんだよこの城は！　もっとバリアフリーにしようぜ」

「ふふっ」

　乙丸の肩を借りて中庭に降りる早瀬の背を見送りながら、もう一度、空を舞うグライダーに目を向けるほむら。頰に冷たさを感じながら、高楼の手すりに寄りかかります。

（また高くなった……凍えるほど寒いだろうに……気にもしていないのかな）

　霧雨に濡れ、着陸にも失敗して怪我をしながらも飛び続ける鼎。それはまるで、雨の中で思い詰めた様子で竹刀を振っていた東野を思わせる姿でもありました。

（やっぱり、置いて行かれたのは私のほうだ。あんなふうに私が打ち込めるものって……あるだろうか……）

　後先を考えずに無我夢中で必死になれるものが、自分の中にあるだろうか。愚かな振る舞いそのものでも、でも自信に満ちあふれて。

（……ああ、そうか……一度だけあったっけ……）

　薄く笑い、手すりを摑んでその場にしゃがむほむら。

（……でももう、それって終わってしまったことだ……）

　ふと、ほむらは顔をあげました。

「───呼んだ？　姫川さん」

「いいえ」と、地図から顔をあげた姫川が首を振ります。

「あれ？」と首をかしげるほむら。「アメちゃんの声だったかな……？」




　姫川と共に、ほむらが馬屋に向かうと、

「すごい、ホントに来た」と佐保が目を丸くして出迎えました。

「大風呂敷を広げおったと喫きっ驚きょうしたが、あのツノ娘むすめは真剣なようじゃな」

　と、すばるは雨空を扇子で示すと、そのままグライダーの動きを真似てなだらかに宙を泳がせます。

「はい……それでこっちはちょっと手持ち無沙汰で……」

「ほむらさんには、こちらの宿題の答え合わせがありますよ？」と、微笑む雨乃。

「あっ……斗ます織おり───!?」

　青くなるほむらの前で、うなずくすばる。

　雨乃のかかげた両手の間には、ほむらに手渡されたものと同じ、編み模様の斗織りがありました。しどろもどろに宿題未遂のわけを弁明します。

「……ほう。一ひと度たびは解きほぐしたのか。ならばそれでよい」と、思わせぶりに頷きます。「正直、編み直せるとは思うてはおらんかったのでな」

「ええー」

「腹に吞むことが肝心じゃ。されど、声が届いたであろう」

「えっ、じゃあやっぱり───？」

　そこですばるは扇子をぱちりと畳んで、話を区切りました。

「呼び立てたところすまぬが、されども、ほむらは先に客人に礼を表すべきじゃろう」

　さらに佐保の隣に同席していたのは、七久保小枝でした。

「七久保先輩？　あれっ、稲荷先輩じゃなくて？」

「今頃気付いたんかい。なにが手持ち無沙汰やねん」

「もしかして先輩……シラクサ行きを、稲荷先輩に譲ってくれたんですか？　あー、やっぱりですね。そんな気がしてたんです」

「……どういうことです？」と、雨乃がきょとんとします。

「気をきかせてくれたってこと」と、したり顔で頷くほむら。

「うっせーわ。譲ってくれたとはなんや。なんでうちが譲らなあかんねん。押しつけてやった、に決まっとるやろ？　元々あんな派手な舞台はまっぴらなんや、うちは」

　七久保はすでに、佐保や雨乃たちからこちらの事情を聞いて、今後についてすばると相談を進めていたようです。

「あの、先輩……ユリちゃんの単独飛行……このまま行かせちゃうんですか？」

「アホかぁー！　許すわけないやろーっ！」

　すばるまで半身を傾かしいで気圧される七久保の絶叫。

「……でも、どうせやるんやろ。あんたらも探検部の端くれやからな。そういう時はもううちは無駄な抵抗はせんようにしたんや」諦めムードで嘆息する七久保。「それに紛失された転送環ミッシング・リングの魔力まで失われたんやったら、使わなもったいないやんか。そんでしまいにゃうちが怒られるんやろな。あー、また貧乏クジやぁー」

　と、机に突っ伏す七久保に、すばるが深刻そうに声をかけます。

「……その件じゃがな、沙毬に満ちた魔力の高たかは実に恐るべきものじゃ。《りんぐ》から奪われた魔力はその一割にも満たぬのではないか？　おそらく、もとより沙毬は甚じん大だいな魔力を蓄えておったのじゃろう」

「そんなに、ですか？」と、目を丸くする雨乃。「……とすると、開お発う室ちにいる間に、ということになりますね。ユリさんはそれも解っていらっしゃったんでしょうか……」

「ううん。そんな様子はなかったと思うけど……」

（もしかしてメジャーチェンジがうまくいかなかったことと関係あるのかな……？）

　気持ちを切り替え、ほむらは自分を指差して尋ねます。

「それで七久保ナナ先輩───早瀬先輩と、私たちはこれからどうなります？」

「棚倉センセときっちり時間を決めて戻ることになっとる。もう青藍の部室棟には、センセと南雲の待機組以外は、ほぼ誰も残っとらんからな。なんとか誤魔化せるやろ。それ以外はフォローでけへんで。こっちの時間で明日の正午や。ええな？　あとナナ言うな」

「さすがヒロ先生。話がわかる」

　と喜色を浮かべる佐保。

　きっぱりとした七久保の宣言を耳にして、佐保もほむらも、もう巨人や放浪者に対する自分たちの役割を終えたつもりでいたのです───が。




　───ところが、その夜からほむらにとって事態は大きく急変します。

　夕刻に雨が上がり、庭にもかがり火が戻ると、鼎はさらに夜間飛行にも挑戦しようとして城の高楼へ向かったのですが、その最初の飛行で空中で意識を失いかけて倒れてしまいました。あわや墜落のアクシデントというところでした。

　桃山荘のベッドにかつぎこまれ、皆に取り囲まれるなか鼎が苦しげに言います。

「沙毬に……あたしの魔力まで奪われたのかも……」

「ということは人間からもですか？　魔力を節約するはずでは？」と、姫川。

「…………詠唱のコンパクト化は、依然機能してるわ……」

　と、朦朧としながらも鼎は、先ほどからほむらに熱い視線をじっと送ってくるのです。

（や、やめてよユリちゃん……気付かないふり……気付かないふり……）

　早瀬が鼎の額に手を当てます。

「完全に熱あんぞ。これは魔力云々じゃねーだろ。ただの風邪じゃねーのか？　あんな雨ん中で飛んでたら無理もねーだろよ」

「もはや呪いの石じみてきたな……」

　と、呟いた乙丸を鼎は睨みつけますが、またすぐほむらに視線を戻します。

「……もしかして舎人主任マエストロは……虚惑星探査機は魔法を行使できないんじゃなくて……使わせないように……？　どうなの、雨乃？」

「それは、ボク自身ではわからないことです……。ボクが呪文を想起しようとしても、うまく虚惑星の自然は反応してくれませんし……探査機にも向き不向きがあるのかもしれませんね。やっぱりボクは魔法使いクラスではないですから」

「……そう……ごめんなさい。変なことを聞いたわ」

（ユリちゃんが謝った……！）

　と、驚くほむらに鼎が矛先を向けます。

「でも……魔法使いの見習いなら、そこに一人いたわよね……」

　鼎の視線を辿って、仲間たちの視線がほむらに集まりました。

「……え？」




　───翌日。

　地球へ帰還する仲間たちを前に、必死に首を振るほむら。

「おかしい。これはおかしい。こんなはずではない。断固否定徹底抗議不届き千万」

「何ぶつぶつ言うとるんや、日ノ岡。あんたも鼎と同じで、とうぶん謹きん慎しんくらうのは覚悟しときーな」

「えーっ……って、謹慎は今の一年部員の状況と変わらないし別にいいですけど、前科持ちはいやだな……」

　と、うろたえながらも我に返るほむら。

「ていうかですよ？　前にもこんなパターンがあったような!?───ねえ、ユリちゃん今さらだけど、沙毬ちゃんだけでビューンって飛んでいけないの？　オートパイロット？　みたいな？」

「無理よ。沙毬と意思疎そ通つうできないままで、そこまでプログラムしきれないわ。今後の課題ね」

　一晩の特訓で、ほむらは鼎から幾つかの基本的な魔法を教わりました。

　それはペンタコロン正五胞体という最もシンプルな四次元多胞体の回転パターンでした。単体では何も為さない呪文ですが、グライダーの機動制御のために、すでに鼎が憶えさせた高度なパターンの起動鍵となるものです。花屋敷や大嵐が挑戦しても手の届かなかったという、鼎の体得した四次元多胞体の呪文すべてを教わるなど、いくら時間があっても困難です。

　魔人種に適した夜となり、鼎は体力的には持ち直しましたが、精神的には簡単な発光の魔法すら苦労するほど消耗していました。それでも、ほむらには実に強引な教師ぶりで迫りました。

「絶対無理と言ってた割りに、だいぶ成功率が上がってきたじゃない」

「四次元のカフェオレのパックが頭の中でぐるぐる……私はもう苺いちごのショートケーキすらうまく食べられる自信がない……三角形ってなんだっけ……？」と、目をまわすほむら。

「その調子。すばる姫も、今のところあなたに異常な消耗はみられないって言っていたし。自前の精霊石がクッションになってるのが効いてるのかしらね」

　さらには鼎と二タ人ン乗デりムでの飛行訓練を敢行し、実際の操縦を実践します。

　フライトそのものは長門のミッション中での経験があったせいか、思っていたほどの恐怖はなく、ほむらが脳内で想起する指示で、グライダーは自在に旋回し、急降下からの軟着陸もこなしてみせました。

　鼎自身も以前の経験を元に、乱流に揉まれるような悪天候にも備えて呪文をアップデートしてある、とまで言い切りますが、ほむらの不安は一向に尽きません。

　───こうして出発を目前にしても、ほむらには現実感がありません。なのに周囲ばかりが歓送会ムードでひたすら困惑します。

「日ノ岡さんなら出来ます。沙毬ちゃんを大嵐さんに届けてください。東野くんにもよろしく」と、当人そっちのけで意気込みながら手を握る姫川。

「やっぱすげーな日ノ岡さんは。命知らずの女冒険家ってかんじだよな」

　乙丸は心底感心しています。

「私でうまく行く保証は何も無いよね？　ねえ？」

　と、半泣きで抗議するほむらに、鼎は眉尻の角度をほんの一度だけ傾け詫わびを入れます。

「適役はあなたしかいない。あたしは沙毬に同調しすぎた。沙毬の精霊石を通して、呪文を使いすぎた。だから魔力を奪われたんだわ……きっと魔法液晶化とも無関係じゃない。あなたは最低限の魔法だけを使って。教えたとおりに」

「な、納得できない……！」

「あたしにもやることができたの。それだけの魔力が沙毬にあるのなら……早く地球に戻って大嵐さんに伝えないと───」

「マリョクマリョクってそんな勝手な！　いつもながら切り替え早すぎでしょう……ん？」

「これを」と、防水パッケージに封じた地図を差し出す姫川。「シラクサ区域への飛行コースです。夜間は衛星を目印にして飛んでください。基本的には環わを左に見ながらひたすら太陽を追いかけて」

「で、これは動作確認したパラシュートと、一週間ぶんの水と保存食、その他もろもろ。一週間ぶんでよかったのかな？」

　乙丸の手からは、どさりと重いリュックサックが渡されます。

「それにあとこれ、紛失された転送環ミッシング・リング。姫川さんとも話したけど、最初は例の無人島を目指していけばいいと思う。飛行が継続できなくなったら、なるべく無人島に近づいて緊急脱出するんだ。一人ぶんくらいの魔力は残ってるそうだから」

「マップには、各地の探検部の所在も印されていますから、そこへ退避もできます。言うまでもないですが地図はなくさないでください」

「……うん……あ、そう……」

「ねえねえ、飛行中さ。トイレとかどうすんの？　多賀先輩みたいに必死に我慢すんの？　このボトルよかったら持って行く？」と、他人事っぽい佐保。

「ああもうやめてよ、ちょっと、みんなおかしいよ？」

「知らんかったんか。探検部に入る連中はみんなどこか頭のネジが外れとるんや───ほれ。うちからは予備の時計や。自動巻の最新式やで」と、七久保までが少ししんみりとした様子で餞せん別べつをくれます。「ま、うちは絶対間に合わんと思うけどな。行けるとしても、相当な高空に上昇せんとあかんやろ。行けてせいぜい国内エリア……まあ、隣の浜松中央キャンプくらいが関の山やろな。それでも千四百キロ、日本本州縦断くらいはあるんやから。その次の南雲キャンプときたらもう……」

「六万キロでもう充分おののいてますからこれ以上脅さないでくださいお願いします」

「そんなに押してほしいん？　安心せえ、各部の部長にこっそり申し送りくらいはしといたる。この際、生きて帰ってくれば文句は言わへんで」

「だから無理っぽいって申し上げてるのですがっ。なんでこんな時ばかり物わかりがよくなるんです？」

「沙毬ちゃんと一緒なら大丈夫ですよ！」と、手を握る雨乃。

「ううう、アメちゃんまで。誰も引き留めてくれない……」

「ちゃんと巧さんを見つけてくださいね。ボクも地球を経由して追いかけますから！───で、これは、すばるさんに頂いた斗ます織りです。これはボクのぶん。そしてこれがほむらさんのぶん」

「真心が重すぎる、ううう」

　───鈍い気持ちを奮い立てながら、高楼のテラスの先に立つほむら。

　鼎から沙毬の核を手渡されると、習った通りに基本の呪文を詠唱し、空中に疑似物質のグライダーを出現させます。

　風にあおられ揺らぐ機体を、周囲の者たちが押さえつけます。

　そのまま鼎が翼体の形状が正確に創造されているかをチェックし、ほむらに合図を送ってラダー類の動作テストをさせます。

　グライダーに腰部を固定されながら立つほむらは、手にした沙毬の核を見詰めました。

「……転送環には魔力を溜められるけど、精霊石には一時的にしか溜められない。人間が呪文を使うと魔力を消費して疲れる。呪文を唱える時はパターンが複雑であるほど、魔力の消費をセーブ出来る……」

　そんなふうに呟きながら、鼎を振り向くほむら。

「───魔力ってなんなの？」

「今聞くの？　それを、今さら」

「ちゃんと知りたい」

　鼎は七久保と顔を見合わせながらも、こう答えます。

「……〝魔力〟は虚惑星特有の基本相互作用、カオスと複雑系の境界、計算不可能性の無限集合宇宙、オカルトジャンルでは抗エントロピー力りょくとか言われたりする」

「う……やっぱ聞くんじゃなかった……」

「あなたのような人のために、舎人主任マエストロはこう言ったわ。魔力とは〝創造の力〟だと」

「そうぞうのちから……？　想像力イマジネーション？」

「もっと確かなもの。創造力クリエイション───人がただ、自分に意思があると錯覚する機械でないのなら、創造力こそが人を人たらしめているものだと、ね。魔力は虚惑星という巨大な呪文体系において、抽出され交換可能な、純粋な計リ算ソ資ー源ス」

　そう語りながら機首側へまわった鼎は、体を伸ばしてほむらに顔を寄せます。

「知っていた？　あなたは異常よ、ほむら」と秘めやかに耳打ち。「あたしは自分が特別だと思っていたわ。でもそうじゃなかった。あなたこそ特別なのよ。それをちゃんと自覚して意識して」

「私は普通だってば」

「沙毬を頼むわ」

「なんでそんなほっとした顔するかなあ」

　ふっと微笑む鼎。赤く透き通った機体に手を添えながら、ほむらの手にある沙毬の核にひそやかに語りかけました。

「……堪忍してな、沙毬。今はこの翼があんたの体や。せやから大切にしてな。あと、なるべくほむらを落とさんよう気いつけて」

　最後にすばる姫が進み出ます。

　強くなってきた風にすばるの金色の髪がたなびいています。

「ほむら───これを携たずさえていくがよかろ。御守り代わりじゃ」

　と、彼女から差し出された緑の石にぎょっとします。

「すばるさんの《力の石》を？───また？」

「天空の環キュクロスに忍び寄るのなら必要となるじゃろう。彼かの地に無事着いたならあとは真世に託すがよい」

「でも私、ちゃんと飛べるかどうかすら───」

「海の藻も屑くずになるつもりも無いのじゃろ。なに、わごりょのことじゃ。果報を待っておるぞ」

　せーの、と仲間たちに勢いづけられ放り投げられた機体は、一度悲鳴と共にきりもみ急降下しましたが、すぐに頭を起こして風を摑んで舞い上がりました。

　眼下の中庭には体を休める雪割丸と初雪、ヤマイヌたち、そしてアヴギスが。その傍らには、椅子に腰掛けた早瀬が絵筆をとっている姿が小さく小さく目に映りました。
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　───夜のシベリア。凍てつく北極圏の空を夜間飛行するは、日本政府に用意された専用ジャンボジェット機。

　機内から外を眺める稲荷直は、どこまでも雪と海氷に閉ざされた蒼あお白じろいばかりの地平にぽつりとオレンジ色に輝く灯火を見つけます。

　春が訪れれば海岸線の灯台となるのだろうその施設は、今は船を導く役目も果たせず、ただみずから発する輝きと熱とで、かろうじてその孤独を紛まぎらわせているように見えました。

「……くしゅっ」

「風邪っすか」

　くしゃみをした稲荷に、隣に座る東野巧が声をかけ、予備のブランケットを差し出します。

「七久保ナナに悪口言われた気がする……」

「ずいぶんドタバタさせちゃいましたからね、七久保先輩には」

　東野たちのシート付近は遮しゃ光こうカーテンで仕切られ、ＵＮＰＩＥＰ日本支部の関係者たちが休んでいますが、前方の客席にはまだ照明が灯り会話も聞こえます。

　そちらでは衛星回線を通じて、天竜代表が先方のメンバーとの打ち合わせを進めているようでした。時折、藤森顧問が天竜を叱り、苛立たしくせかす声も届きます。

　上狛部長たち日吉坂のメンバーも近くに見当たらないのをみると、打ち合わせに加わっているのでしょう。

「俺もちょっと見に……いや……やめとくか」

　ドラマの中でしか知らなかった政府専用機の搭乗機会ではありますが、色々と見て回りたい衝動をぐっとこらえ、ミッションで疲労した体を休めることに専念します。とはいえ稲荷のほうは単に興味が無いようです。

「マヨは親父さんと一緒に何度も乗ったって話してたし、天竜も初めてじゃないってさ。もう今じゃ驚かないけど最初は住む世界が違うって思わされたものよ」

　と、すねる稲荷。東野は同意して頷きます。

「その御陵先輩や大嵐先輩は、結局こっちのフライトには間に合いませんでしたね。後発便ですぐ追いかけるって言ってましたけど」

「あんな光景を見ないで済んで、逆によかった」

「……ええ、確かに」

　稲荷の言葉で、東野は出発した空港での出来事を思い出しました。

　どこから情報を聞きつけたのやら、羽田では報道陣の取材攻勢に待ち構えられ───

　そして、それ以上に調査官たちの胸中をかき乱したのは、一般市民のデモ活動でした。わざわざ発着前の機内から見えるように展望台に掲げられたけばけばしい横断幕。調査官の活動が、地球にも被害が及ぶ災害を招いたと糾弾する人々の、激しい抗議を東野たちは目の当たりにしました。

　他にも虚惑星への自然干渉に憤る抗議や、国際問題に青少年を駆り出す政府に異議をとなえる人々の不満も、一緒になってその場に噴き出しているようでした。

　そんな気持ちのささくれ立つ光景は、専用機搭乗後に機長が実際に顔を見せて挨拶し、日本の探検部員の精鋭を乗せることができて光栄だ……と喜んでいたのとは明暗を分けるコントラストをなしていました。

「……あれじゃ後発組も大変だろうな。もう専用機を飛ばすってわけにもいかねーだろうし。まさか一般空路のテロ対策まで考えないといけねーのかな……それに雨乃はどうすんだろ。御陵先輩たちと一緒に来られればいいけど。赤土さんが付き添ったりすんのかな……？」

「あたしは雨乃にこそ来て欲しいよ。マヨも大嵐さんもさ、本番に弱いとこあるから」

「え？　そんなことは……いや、うーん、それを言われると俺も弱いや」

「なーに、あたしが七久保ナナの七なな倍は働いてやるから、任まかしときなさいって……くしゅっ……」

　そう大口を叩くやいなや、稲荷は頭からブランケットをかぶりシートの背を倒して爆睡モードへ。

「はは……先輩はずっと待機組だったのにまだ寝るんすか」

　窓の電子スクリーンの透明度を下げて機外の薄明を遠ざけ、そっと溜め息をつく東野。

　世間の反応もさることながら、東野には気がかりがありました。天竜が放浪者トラコサリスとの一件をいつ、どこまで打ち明けるのかという懸念です。

　東野自身、地球帰還後は出発準備に忙殺されて確かめそびれていましたが、待機チームの上狛たちがまだトラコサリスとの交渉内容について知ったようには窺えませんでした。




　───数時間後、イタリアに入国した専用機はローマ近郊のフィウミチーノ国際空港に降り立ちました。

　一部関係者と政府職員をローマに残し、東野たち日本の調査官はイタリア政府の用意した中型機に乗り換えます。中型機はティレニア海を越えてシチリア島東部の空港へと向かい、そこからは国連軍の頑丈そうなバスに揺られて陸路でのシラクサ入りとなりました。

　時刻は深夜。

　日本との時差はマイナス八時間。ローマから移動するうちに日をまたぎました。

　地中海に面したシラクサ市街が近づくと、海に突き出した小島オルティジャ島のシルエットと共に、港に数隻のフェリーが停泊している様子が目に入ってきました。

　住民の避難は夜間も行われ、街の各所や港湾部は、照明車で煌こう々こうとまぶしいほどに照らし出されています。空き巣狙いやテロ活動を警戒し、警察車両や武装した国連軍の兵士が配備され、ものものしい雰囲気です。

　日本を発った調査官たちは、ＥＵの虚惑星調査官が集結しているという、民間の保養施設ヴィラを借り上げた臨時宿舎に到着しました。

　深夜にもかかわらず彼らを出迎えたのは、虚惑星の女王レジーナの屈託のない笑顔でした。

「───サチ！　ミスター・タガも。よく来てくれたわ」

　と、せいいっぱい背伸びしながら、上狛と多賀を抱ほう擁ようして歓迎します。

　虚惑星監査官メイヴェル・チャンドラー。スクリーン越しに言葉を交わしたことはあれども、東野はその姿を初めて直接目にしました。物腰はとても大人びていますが、その姿は思った以上にずっと小柄で幼く映りました。

　振り返ればヴィラの庭園の向こうには、月光の照らす夜の地中海が展ひろがっていました。

　ひっそりとした玄関ロビーには、到着を知った関係者たちが次々に顔を出しはじめます。たちまちそこかしこでイタリア語やフランス語の会話があふれ、鼻をくすぐるのは潮と強い香水の香り、そして夜警の兵士がすする珈コー琲ヒーの香気。

「シュラクサイ……シラクサ、シチリア島、か」

　と、しみじみ感じ入る東野。矢継ぎ早の移動で忘れかけていた、異国に在あるという感慨が、ようやく身に迫ってきました。

　イタリアの一都市である現在のシラクサは、人口十三万人、観光と工業の古都です。発祥はナポリやマルセイユなどと同じく、古代ギリシャの植民者たちが拓ひらいた都市国家の一つ。以来、何世紀もの間、地中海の中心に位置する通商の要よう衝しょうであり続けました。宿敵のカルタゴを破った後には、ギリシャ世界において最強の軍事力を誇る時代もあったのです。

　やがて時代がくだりローマ帝国に吞み込まれ、そしてまた幾多の王朝からの支配に甘んじながらも、現在に至るまで強い独立の気風を保ってきた街です。

　大量の荷物を運び込む東野や藤森たちにメイヴェルが目をとめると、顔をあげて何か言いかけました。

　───が、ＥＵの調査官たちに交じってさっそく談笑しはじめた天竜を発見すると、そちらへ飛んでいき「遅すぎるわ！」と一喝します。

「テンリュウ？　あなたの初動が遅れたせいで、警備に無駄な人員を割くことになったわ。空港の騒ぎも世界中に中継されるし、現場の士気にも関わるでしょう？」

「わっはっは、すまんの」と頭をかく天竜。そんな彼を、

「ざまーみろ怒られてやんの！」と、よせばいいのに藤森がせせら笑います。

「チア!?　あなたもいい加減に管理官らしくするように！」と、メイヴェルは藤森にもびしっと指を突きつけます。

「はい……すいません」

　と、しょんぼり頭を垂れる藤森。妙なテンションの顧問に呆れて溜め息をつく東野や稲荷たちに、声をかける者がありました。

「───やあ、いらっしゃいベンヴェヌーティ」

　うやうやしく挨拶したのは、時代がかった傭兵スタイルの探検服を着た少女です。亜麻色の髪を下ろし、外した胸甲を腕に抱えています。「本当にトウヤが来てくれた。ホムラの言った通りだ」

「ギャビー。えっと、こんばんはBuona sera、か？」

　微笑み返すのはギャビーこと、ガブリエッラ・ベルニ。バチカン直属の三等調査官。

「そSうi、こんばんはBuona sera。稲荷副部長バイスリーダーもお疲れ様。藤森顧問スーパーバイザーも来て下さって、とても頼もしい」

「そうかあ？」と、思わず笑ってしまう東野。

「こっちはほんと寒さっぶいなあ」と、ジャンパーに首をすくめる稲荷。「もしかしてこれも虚惑星絡みの異常気象なの？」

「ええ。確かにそういう分析も……ただ、反対派が勢いづいてしまうのでＵＮＰＩＥＰはノーコメントだけど」

　東野は、メイヴェルやギャビーの他にも、探検服のまま現れた調査官を見つけて物珍しそうに観察しました。なかには随分と汚れたままの者もいます。

「女王レジーナの探検服姿をはじめて見たけど、ずいぶん勇ましいな。ギャビーの恰好スタイルに負けず劣らずだ」

「自分たちも少し前に虚惑星から帰還したところなんだ」と、ギャビー。「トウヤたちも似たようなものなのだろう？」

「ああそうだ」

「そっちの調査はどうだったの？」と、稲荷。

「残念ながら」と、首を振るギャビー。「まだ目的の遺跡は見つからなかった。自分はこれで二度目になったけれど、シラクサ担当区域の巨大遺跡群はとても広い。また次々に新しい遺跡が見つかって、逐ちく一いちその調査に人員を割り振っていてはきりが無い……。もう一度、捜索プランを検討するとミス・チャンドラーもおっしゃっていた。ひたすら広範囲の捜索に付き添って、ネイトもどうやら要検査だ」

「えっ、あのネイトが？」

「不満の垂れすぎで、毒舌の回路が暴走したのではないかな。すこしは静かになっていい。神に感謝を───」

　と十字を切り、冗談めかして伝えるギャビーですが、虚惑星探査機のネイトにも負担の大きなミッションであったことは確かなようです。

「ところで……ホムラに私信メッセージを何通か送ったのだけれど、返事が無い。きみは何か知らないだろうか？　まさか病気に？」

「あ？　あー、一応学校が期末考査中だからな。その勉強で忙しい……ってことはねーか。あいつに限って」

「ないない」と、無責任に請け合いながら自前の荷物を取る稲荷。「それじゃ、あたしらも休ませてもらおうかな」

「また寝るんすか？」

「時差ボケは寝てリセットする。焦ってもしょうがないじゃん」




　───しばしの休憩後の正午。

　メイヴェルは、ＥＵ合同と日本支部の調査官一同をホールに集めました。

　隣の臨時対策室ではＵＮＰＩＥＰ職員が行き交い、ネットやビデオチャットを通じての情報収集に躍起になっている様子がわかります。

　東野たちがホールに入ると、対策室に詰めていた藤森から、大嵐と御陵そして雨乃の三人がすでに日本を発ち、こちらへ向かったとの報せを受け取りました。

　ホールに現れたメイヴェルも充分な休息をとったようには見えませんが、集まった者たちを労ねぎらいます。

「───みんなお疲れのところを呼び立ててごめんなさい。

　早速だけれど、転送事故による最初の犠牲者が確認されたわ。転送現象に巻き込まれたのは東アフリカ、ジブチ沖を航行中の船舶です」

　メイヴェル自身は英語で説明し、日本チーム向けには日本支部職員が同時通訳していきます。

「海賊Piratiかい？」

　ＥＵ支部のイタリア人調査官が即座に尋ねました。

「そSうi───犠牲者は海賊の一味。当局の勧告を受け入れずに航行していた武器・原油の密輸船が、虚惑星由来と思われる土石雨を受けて浸水し、最終的に沈没。救命ボートで避難した船員の一部は、巡回中の警備艇に救助されました。そのボートも充分な数は準備していなかったようね……」

　メイヴェルからのニュースを聞いて、若き調査官たちは口々に、ならず者の自業自得だとか、警備艇が出控える今が海賊たちのかき入れ時だろ、などと言い囃はやします。

「……たとえ海賊であっても犠牲者には違いないわ。哀あい悼とうの意を捧げましょう」と、褐色の少女は頭を垂れます。「とはいえ、予測の正確さがはっきり確認されたのは不幸中の幸いだったわ。同じく紅海航路を予定して危うく難を逃れたタンカーからは、感謝のメッセージも届いています。

　次回のポジティブ・フィラメントのピークは、メッカに近いサウジアラビアのジェッダ沖ということもあって、イスラム社会は猛烈に緊張しているわ。最新の予測通過ルートを信じるなら、これは杞き憂ゆうに終わるはず。だめだったなら……その時はＵＮＰＩＥＰの終わる時だと思って？」

　メイヴェルのあきらめのポーズに反応して起こったブーイングに、東野は苦笑します。ネイトはともかく、稲荷までもがちゃっかりブーイングに加わっています。

「───明日にはエジプト、リビアの内陸、およびクレタ島沖の地中海洋上で小刻みにネガティブのピークが現れます。そして再予測でもフィラメントの焦点がシラクサに結ばれていることには変わりはありません。その速度は確かに速まっている」

　そこで彼女が言葉を切ると、虚惑星から届けられたばかりの現地の写真が、壁面に投影されました。噂に違たがわぬ壮大な遺跡の数々が、ホールの壁に幾つも現れました。

「現在も、虚惑星シラクサ担当区域の巨大遺跡群───通称シラクサ遺跡群には、六名の調査官が残り現地の観測を続けているわ。

　シラクサ区域の往還用の転送環の急造は間に合ったけど、蓄えられた魔力はまったく充分ではありません。それでも緊急脱出の用途としては利用できるはず。各チームに一つずつ託します。それから、最後に───」

　一連の報告の終わりには、衝撃的な映像が現れました。

　それは複数枚の巨人の写真、メディアでは未公開のものでした。天の環ベーグルを背景に、虚惑星のサバンナ気候の草原に立つその異形の存在が、見る者を凍りつかせます。

「───接近中の巨人よ。アラブ連盟の虚惑星調査官から、非公式なルートで受け取ったばかりのもの。見ての通り、すでに二本足で自立して歩行しています。やはり合体後の巨人の全長は五十メートルを越えるようね……」

　巨人はまだ完全ではなく、両足の上に胴体の一部がしなりながら乗り、肩から左腕がぶらさがっていました。頭部も右肩腕もまだ備えていない、いびつでグロテスクな姿ながら、それはまるで異教の神像のように、見る者を畏い怖ふさせる姿でもありました。

　草原に根ざすバオバブに似た樹木の樹高が、ようやく巨人の腰部に届くほどであり、その途方も無い大きさがひしひしと伝わってきました。

「フェイクじゃないの？　きっとそうよ！」まだ年若い調査官の少女が、フランス語訛なまりの英語で発言しました。「予測されている密度とあの構造だったら、たとえどんな材質であっても自重を支えられるはずが無いもの。せめてワニみたいに地面を這って四足歩行をしなくては───」

　少女の言葉にうなずき、同意する者もいます。東野たちのように、巨人の一部を直接目の当たりにしていなければ、巨人の存在そのものに懐疑的であってもおかしくないのです。

　その異論には、メイヴェルが思案に沈みながら応じました。

「……アラブ連盟の調査官も同じ疑問を持ったようよ。彼は果敢にも巨人に接近して計測を行い、その結果から一つの推測を送ってきています。巨人は重力軽減の魔法をみずからに行使している可能性があると……」

　見知らぬ調査官の勇気を讃たたえると共に、推測の内容に調査官たちが驚きざわつきます。

　巨人が、生物の常識からかけ離れた魔法の存在であって当たり前だ、と決めつけていた東野には、そのざわつきの原因がいまいちピンと来ませんでした。が、稲荷や上狛、桃山たちもやはり驚き目を丸くしています。

　またシラクサ遺跡群の写真に戻り、検討を重ねるメイヴェル。

「ＥＵ合同の先発隊と共に、あのような巨人のスケールに匹敵する遺跡を現地で捜索しましたが、いまだそれらしい魔法遺跡の発見はありません。今後は地下遺跡なども視野に入れていきます。もしかすると、もっと意外な形をしているか、予想よりも小さいのかもしれない……意見があれば個別に聞くわ」

　メイヴェルの要旨報告ブリーフィングが一度区切られます。

　その後は調査官同士の情報交換の時間がとられました。詳しい現地の様子や、これまでの成果について。さらに、あちらで必要になる装備の詳細など、聞き逃すわけにはいかない重要な話ばかりです。

　しばらくしてその席で、メイヴェルがまた呼びかけました。

「───部長リーダー、副部長バイスリーダー級は集まって！　テンリュウから話があるわ。大事な話よ」

　まだ会話に不安のある東野たちのために、イタリア語を通訳してくれていたギャビーも、一礼してその場を離れます。天竜代表の語る内容に想像がついた東野は、緊張にごくりと唾を吞みます。

そんな東野の肩がちょんと押しだされました。

「え───先輩？」

「東野、あんた行ってきてよ」と、どこか気弱な微笑を浮かべる稲荷。

「いやだって副部長は稲荷先輩じゃないすか。だったら先輩が青藍パーティの代表ですよ。今さら外国チームは苦手とかじゃあるまいし」

「そうだけど……さぁ……」

　と、煮え切らない稲荷。御陵部長が未到着のこの場では当然そうなるのですが……。

「おう、稲荷！　はよ、こっちゃ来いや」

「……っ……」

　天竜が威勢良く手招きをすると、稲荷はようやくのこと彼らリーダーたちの輪に加わりました。きょとんとする東野に、赤くした耳元を見せながら。




　───その後。

　顧問団とも調整を続けていたミッションのプランが、調査官たちにも伝わりました。

　まずはメイヴェルと天竜をリーダーとする、日本調査官を中心としたパーティが虚惑星に向かって巨人に備え、その後、半日程度の時間を置いてＥＵ合同パーティがさらに応援に向かいます。

　あちらの遺跡の捜索状況や、巨人の到達時刻の変化にも影響されるため、状況は流動的です。精鋭とはいえ、多人数を投入できない調査官の疲労を抑えるためのパーティ分割です。

　先発隊は、現在、虚惑星に滞在して予備調査を継続中の調査官と合流したのち、必要とあらば遺跡探索にも人員を振り分けていく手筈です。

「───あ」

　対策室から出てきた藤森がミニバーのエスプレッソマシーン前に陣じん取どる姿を見つけて、東野は思わず声をもらしてしまいました。ヴィラにおざなりに用意された英国製ティーバッグはそっちのけで、本場の小さなコーヒーカップに砂糖を山盛りにする現場をみられた藤森は、気恥ずかしげに口を開きます。

「あ～、東野───シチリア島入りした御陵と大嵐たちが、そろそろこちらに到着するそうだ。他の連中にも伝えといてくれ」

「無事に着いたんすね、特に妨害もなく。オッケーっす」

「頼むな」

　大嵐の到着はＥＵ合同の調査官からもまだかとせっつかれていましたし、御陵部長には東野自身が、後にしてきたすばる姫の城の様子をちゃんと尋ねたいと思っていたところでした。

「───そういやモリちゃん。南雲の佐久間顧問はまだローマっすか？　政府の人と一緒に降りていったけど」

「……佐久間顧問はな、このあとのケースに対応するために動いていてさ」

「───このあと？」

「あとってのは……つまりあたしたちのミッションが失敗に終わったら、ってことだ」

　藤森は歯嚙みしつつ東野に向き直ります。

「───巨人が、このシラクサに出現した場合どう捕縛するか。あるいはどれだけの規模で攻撃を行い鎮圧するのか、を国連軍やイタリア政府の要人と立案していて、その参考人として呼ばれている」

「巨人が地球へ現れたら、ですか……」

　確かにそれが当然の流れであっても、東野はどこかその発想を避けていました。巨人が地球に現れれば、それはもうＵＮＰＩＥＰ調査官が対処する問題ではなくなるのです。この地からの避難は順調に進行していると聞かされていても、意思疎通不能な巨人が大きな脅威であることには変わりありません。

「もしそんなことになったら……国連軍兵士の引き金が一度でも引かれるようなことがあれば……いずれ、虚惑星にも銃弾が持ち込まれるだろうな。あたしはそんな虚惑星は見たくないんだ……そんな事のためにあたしは管理官になったんじゃなくてさ……」

「───させませんよ」

　東野は断言します。

「俺たちが巨人を止めます」

「……頼むな」

　調査管理官としての藤森の懸念は絶えません。地球を脅威にさらした責任を問われているチャンドラー博士もまた、世論を前に苦境に立たされているようでした。

「ああ、あと舎人主任からの連絡だが、巨人を止める奥の手を大嵐が考案したとか言ってきたぞ。舎人主任自身も協力して進行中だとさ……話半分に、と言いたいとこだが、今はそのまた半分でも頼りたい、かな」

「へえ？」

「天竜も、メイも、ああ見えてギリギリなんだ。東野、きみは今回は本当なら予定外の戦力だった。だからこそあえて気楽にやってくれないか。いつもなら、日ノ岡あたりの役割なのかもだけど」

「気楽に……ですか。そいつは大役っすね」と、二人は互いに苦笑しました。




　仲間の顔を捜してロビーへ向かうと、外に稲荷を見つけました。陽の沈みかけた庭園の石垣の脇で、小柄な姿がシルエットになっています。

「先輩は……まだ電話中か」

　さきほど日本からの国際電話を受けて、部屋を離れた彼女でしたが、まだ通話中だったとは意外でした。

　ロビーで見かけた他の調査官に到着の件を伝えてから、頃合いをみて外へ出る東野。今日も一日曇天が続き、夜の冷気がまたすみやかに戻ってきています。

「稲荷先輩……？」

　携帯電話をすがるように握っていた稲荷の寂しげな横顔。長電話を終えても、どこか呆然としています。

「先輩？」

「ああ、東野───ごめん、あたし……ちょっと街を歩いてくる。すぐ戻るから」

「もう夜ですよ。シチリア料理でも食べにいくとか？」

「そんなとこ」

「ちょ……先輩……!?」

　下手な作り笑いを残し、稲荷は庭から続く道を降りていってしまいました。ほとんど部屋着のような薄着で、しかも石垣の上に携帯を置き忘れたまま。出発までにはまだ待機時間が続くとはいえ、この非常時です。

「まさか本気で何か食べに……？　もう営業してる店なんかほとんど無いってのに」

「どうした、トウヤ？　小腹でも空すいたなら、何かつまむかい？」

　と、現れたギャビーが声をかけます。稲荷の不意の外出について東野が伝えると、ギャビーも小首を傾かしげました。

「確かにそれはすこしおかしい。稲荷副部長バイスリーダーは、ミッションを前に物もの怖おじするタイプではないと思ったけれど」

「俺、ちょっと見てくるからさ」

「自分も行こう。トウヤだけ行かせても迷子を増やすばかりだ」

「んだよ、ジモティー面しやがって。シラクサっ子てわけでもないだろ？」




「───天竜代表の話、どうだった」

　イタリアを代表する街路樹のプラタナスと、ヤシの木が交互に連なる並木。南国らしいムードとは裏腹に感じる肌寒さには妙な違和感があります。

　街へと向かう道すがら、修道衣に戻ったギャビーに、東野は率直に尋ねました。

「うん───自分たちは戦いに備えなくてはいけないみたいだな。年少の者たちはメンバーから外されるだろう」と、迫る事態を受け入れながらも、仲間を想ってか心残りそうに語ります。「自分は後発のＥＵパーティで合流するローテーションのはずだったが、やはりまたミス・チャンドラーやトウヤたちに同行することにした」

「そうか。それは立て続けのミッションになっちまって大変だけど、正直助かるな」

「いいさ。しかし……」

　ギャビーの持つ治癒の御み業わざの有用さを考えれば、メンバーの変更を受け入れたメイヴェルの采配も頷けます。そのギャビーが少々不穏そうに疑問を呈します。

「……天竜代表はこうなる事態がわかって、剣に覚えのあるトウヤを連れてきたんだろうか？　とすると、少々腑に落ちない部分もある」

「……かもしれねえな」

　辻つじ褄つまの合わぬ話に、すぐに気付いたギャビーに東野は内心舌を巻きます。

「でも今はそんなことを言っている場合じゃない。事態の解決を優先しなくては」

「……俺も気にしすぎてるのかもな。やっぱたいしたもんだな、ギャビーは。さすが場慣れしてるっつーか。日ノ岡を見み倣ならわせたいもんだ」

「きみだってなかなか落ち着いているじゃないか」

「日ノ岡がいねーからな」

「なんだそれは」

　街の要所要所で見かける兵士に、東洋人の少女を見なかったかと尋ねていくと、どうやら稲荷は旧市街の方角へと向かったようでした。

「先ほどテーブルを囲んでいた時にも感じたが……シニョリーナ・稲荷は、ずいぶん天竜代表を意識しているね」

「ん？　ああ、犬猿の仲ていうのかな。代表には人前でもよく公然とケチつけてるよ」

「いや、そうではなく───男性としてだ」

「あ？　そりゃあ天竜代表は男だろうけど」

「……おお……もしかしてこの話は要いらざる御世話だったのか……？」東野の薄い反応に眉をひそめ、母語に戻り小声でつぶやくギャビー。「どうもネイトに影響されている。他人の秘密が気になるなんて……よくないことだ……」

「なんだよぶつぶつと、真面目に捜してくれって」




　旧市街の街並みは、シラクサ港から岬のように海に突きだすオルティジャ島に集中しています。世界遺産にも登録される一キロ四方ほどの島は、平時であれば多くの観光客で賑にぎわっているのですが、今はその陽気な光景はありません。

　閑散とした夕刻の街に、不意に着信音が響きます。

　それは東野の預かった稲荷の端末が発した、宿舎ヴィラへ到着した御陵からの連絡でした。事情を聞いて心配し、自分も捜しに向かうと口にする御陵でしたが、無事に連れ帰ると東野は約束して、宿舎に留まらせました。

　人気の失せた旧市街の路上に立ち、周囲を見渡すギャビー。

「……戦中の空爆の直後は、こんな静けさだったのかもしれない……この街にまたそんな悲しく寂しい想いをさせるわけにはいかない……」

「待たせたギャビー───なあ、あっちの広場に人が集まってるみたいだぞ」と、指を差す東野。

　大理石の蒼然とした建築の並ぶ細長い広場。

　耳に届いたのは厳おごそかな歌声でした。広場の片隅に建つ教会から光が漏れ、取り囲む人々の影が石畳に落ちています。今まさに群衆の前には、赤いケープを羽織る僧衣の老人が進み出て何か語りかけていました。

「おっ……まだあんなに市民が残ってたのかよ───それに真ん中にいるのは、だいぶ派手で偉そうな坊主だな」

「……？」

　同じく老僧の姿を認めると、ギャビーははっと居住まいを正します。

「坊主とか失礼な。あ、あれは枢すう機き卿きょう猊げい下かであらせられる。シラクサ教会管区の大司教でいらっしゃる方だ！」

「おお、わりぃ。やっぱ偉い人か。陣中見舞いか？」

「いや、おそらく……違う……」恭うやうやしく頭を垂れ、司教を垣かい間ま見みながら首を振るギャビー。「あの場に集った人々は皆、故郷の無事を聖女ルチアに祈っている。聖ルチアはこのシラクサを守護する聖人だ。猊下はその信者たちに、あなたがたの祈りは聖ルチアに届いたと、説いてくださっているんだ」

　ギャビーの言う通り、司教は当局の再三の勧告にもかかわらず、どうしてもこの地を離れがたい人々を説得して廻まわっているのでした。司教の背後には、辛抱強くその説得を待ち受けながら警護にあたる警察官の姿も見られます。

「……聖女か。さすが信心深い土地だな」

　実際にシラクサを救う者が誰になるのか。それがメイヴェルであったなら、彼らは聖女に捧ささげるように祈りを奉じてくれるだろうかと、そんなことを東野は思いました。




　教会前に集った信者たちのそばにも、稲荷の姿は見当たりませんでした。

　さらにギャビーと共に夜の旧市街をさまよいますが、なかなか見つからない先輩の姿に、東野はだんだん不安になります。いきなりの出来事で驚きはしたものの、あの稲荷のことだからと、どこか楽観していました。

　強い想いは憎しみも生みます。教会での人々の故郷への想いを目の当たりにして、調査官を狙うトラブルに稲荷が巻き込まれてはなかろうか、と心配になってきました。

　───結局、オルティジャ島を一周し、ヨットハーバーに面した海側の橋までもどってきます。

　そこで目に留まったのは、目当ての稲荷ではなく、見慣れたパーカー姿の少女でした。

「───雨乃？」

「巧さん───ギャビーさんも」

　すっかり陽の落ちた異国の港に、ぽつりと雨乃が一人で立っているのは不思議な光景でした。東野たちが歩み寄ると、雨乃は波は止と場ばの先を指差しました。

「……っ……先輩……」

　稲荷直は岸壁に船を繫つなぎ止める繫留杭ボラードに腰をおろし、ぼんやりと夜の海を眺めていました。夜風に吹きつけられる剝むき出しの両足も本人は気にならないでいるのか、心こころ許もとない光景です。

「……移動中の車から偶然、稲荷先輩をお見かけして、宿舎の方でお話を聞いてボクだけ引き返してきたんです。けど……」と、稲荷を見やる雨乃。「なんだかお声をかけづらい雰囲気で……ここ、とっても寒いですよね？」

「そっか……ああ、寒いよな。一緒に居てくれてありがとうな、雨乃」

「……喉が渇いてしまった。まだ開いている売店を見かけた。何か温かいものでも買ってこよう。トウヤとアメノは彼女のもとへ」

「悪わりぃ」

　御陵のもとへ手て短みじかにメッセージを送ると、東野は稲荷に近寄り静かに声をかけました。

「───先輩」

　捜していたことを控えめな調子で伝えると、感情薄く稲荷は答えました。

「適当に連絡してくれりゃよかったのに───ああ、そっか……あたし携帯も端末も忘れてきてたんだ……ごめん。雨乃がいるってことは、マヨたちは着いたんだな」

「お散歩されてたんですか？」と、気遣わしげに尋ねる雨乃。

「ああ……うん、あれ───」

　稲荷は、港湾の反対側に停泊している一隻のフェリーを指差しました。

「山から下りてきたって言う爺じいちゃん婆ばあちゃんが、道に迷ってたから、あの避難船に案内してきた」

「ああ、それで」稲荷らしい、と肩の力を抜く東野。

「あたしは虚惑星調査官だから大丈夫だって、いっくら言っても解ってくれなくて、一緒に避難するんだって聞かなくてさ」

「それで仕方なく船までご一緒されてたんですね」

「足腰はあんまりよくないのに、口ばっかりやたら元気な夫婦でさ、なんか色々話してくれたよ───ナポリに次男夫婦がいてそっちに厄介になるつもりだとか、巨人ジガンテはどうしてシラクサに来るんだ、クレタへ行くべきだろうとか」

　ぽつぽつと稲荷が語るうちに、新聞紙でくるまれた包みを抱えて、ギャビーが戻ってきました。

　皆に熱いコーヒーを振る舞い、そして焼き菓子を手渡します。筒状の生地にたっぷりとリコッタチーズのクリームが詰められ、砂糖漬けのチェリーが載っています。

「なにこれ？」と、きょとんとする稲荷。

「カンノーロcannolo。シチリアの名物です。甘くてサクサクとして美味しいですよ」

「マフィア映画で見たことあるぞ。食べると死ぬんだよな……」と、包みを手に東野はいぶかしみます。

「ええっ？　さすがシチリア。ボク毒味しますか？」

「また失礼な。元は修道女たちの作った謝肉祭の御菓子です。こっちに焼やき栗ぐりもありますよ」

「ギャビー、おまえ自分が腹減ってただけなんじゃないのか？」

「腹が減るのはとてもよいことだ」

　そんなギャビーにも求められ、稲荷はまた出会った老夫婦の話を再開しました。

「……その爺ちゃんたちは街の郊外の農園を経営していて、蜜蜂を飼っているんだってさ。残してきた蜂たちが心配で、なかなか避難する気にならなかったんだと───それと、あたしが日本人ジャポネーゼだってわかったら、サクーラサクーラうるさくてさ。桜がどうしたってのか、スキヤキテンプラみたいに知ってる言葉を言いたかったのかな」

「桜……？　なんすかね」と、首をかしげる東野。

「なんか、マンドールラ、マンドールレ、とも言ってたけど」

「ああ、合点がいった───」と、もごもごとうなずくギャビー。かぶりついた自分のカンノーロを三口でたいらげます。「……コホン……マンドルラmandorlaは、日本で言うアーモンドの木だ。白い花をつけたアーモンドは、桜のソメイヨシノにとてもよく似ている。養蜂家のご夫婦は、それをご存知だったのでしょう」

「へえ。そっか」

「……今年はこの厳冬でアーモンドの開花が遅れている。ご夫婦の心配もわかる。しかしそれでも春は来ましょう。遠からず春は訪れましょう。アーモンドの花が咲く頃までには、ご夫婦が安心して帰られる家があるように、自分たちの働きがしっかりと実を結ぶように、自分は神に祈ります」

「……そうだね。シラクサの人はいい人たちだ。頑張らなきゃね……」

　微笑みかけた稲荷の声がふっと沈みます。

　どうしたのだろうかとギャビーが顔色を窺うと、ぽつりと稲荷は言いました。

「……さっきのは家からの電話で、さ……あたしのお母さんから。離婚届を出したって」

　稲荷の告白に、東野は息を吞みました。

「───もう、時間の問題ではあったんだ。だから覚悟はしてたつもりだったんだけど……何もこんな時にさぁ……」

　深く息を吐く稲荷。

　雨乃が問うように東野を見ます。以前から稲荷の家庭の不和について聞いていた東野は、無言で痛ましげに頷き返しました。

「あたしだけ日本に戻ったって、もうお父さん、うちにいない…………っ……」

　身を震わせながら、抱え込んだ膝に顔をうずめる稲荷。

「……直すなおさん……」

　そんな稲荷の傍らへ雨乃はそっと寄り添います。

　岸壁に寄せるさざ波が、押し殺した嗚お咽えつを静かに洗い流していきました。



















　しばらくして稲荷は鼻を啜すすりあげながら、ぽつぽつとつぶやきました。

「……東野の家とこだって随分前から別居中で、しかも父親は単身赴任なんでしょ。うちよりひどいようなものじゃない。そんなんで泣いてたら……あたし恥ずかしいな。マヨだってさ……」

　自嘲の笑いを漏らす稲荷に、真剣に東野は答えます。

「…………別に恥ずかしくなんかないっすよ。慣れてしまったのも……いいとも思ってないし」

「そっか……ごめん」

　目元をぬぐう稲荷。ギャビーはハンカチを稲荷に差し出しながら、隣に腰をおろしました。

「家族は特別だ。誰にとっても。この世にありふれていようと、一つは一つだ。不幸に慣れてしまうと、幸せをまっすぐに受け止めることが出来なくなる……」

　そんなギャビーの言葉を聞いて、ふと東野が尋ねました。

「……ギャビーはバチカンで寮生活だろ。休暇で家に帰ったりはしねーのか？」

「自分は……実は、父親に会ったことはないんだ。少なくとも物心ついてからは。母ともここ数年は顔を合わせていない」

「あー……それで修道院生活なのか」

　事情を察し、まずいことを尋ねてしまったと頭を搔く東野。それでもギャビーはさばさばと応じます。

「うん。でもそれは自分が望んだことだから。修道士として祈りを捧げ、神の声に耳を傾ける者になろうと決意したのは自分自身の意志だ」

「……ギャビーのお母さんてさ、どんな人なの……？　バチカンの修道院に入ることには反対してたの？　それとも……」と、遠慮がちに尋ねる稲荷。

「どちらだったのだろう……母はとても信心深い人だった。でもとても勝手な人でもあって……自分がこんな体質である事実を受け入れられなかった。悪魔憑つき呼ばわりされたことも……あったかな」

「それはひどいですね……悪魔だなんて……」と、眉をひそめる雨乃。「ギャビーさんは、そのお名前の通り、天使の羽が生えていてもおかしくないです」

　意気込んで励ます雨乃にギャビーは微笑みました。

「ありがとう、アメノ。きみがあの舎人主任の被造物だとは、いまだ信じがたい───そういった母の振る舞いが原因で、修道院に入る以前は、母から離れて、母の兄のもとで暮らしていた時期もある。伯父は舎人とねり家と養子縁組して後を継いだ。そんなわけで伯父の子の舎人とねり蒼空すかいは自分の従兄いとこにあたるが、まあ若い頃から変人だったよ。むしろあの人のほうが、なんらかの悪魔の名を冠するにふさわしいと思うんだが」

「うーん……悪魔っぽい時は時々ありますかねぇ」と雨乃は困り顔。

「そっちの話はある意味、雨乃の家庭話みたいなものか」と、東野。

「舎人主任マエストロは本馬に見学に来られた偉い方々に、ボクの父親だと紹介されると、ものすごい嫌な顔をしますよ」

「……老けてみられるのが嫌なんじゃない？」

　と、こぼす稲荷の言葉に皆笑います。

「もう今の自分にとっては、寮を切り盛りされる修道女長が母だし、僭せん越えつながら教皇聖せい下かを父のように思っている……。祖父母もよく訪れてくれるし、自分は恵まれている」と、ギャビーは語りました。

　宿舎への帰り際に東野は稲荷に告げました。

「俺からは言いませんよ。でも、何があったのか聞かれたら、真世先輩には教えてやってください。泣く、かもしれませんけど、真世先輩はそれで立ち止まるほど弱くはないっすから」

「…………」

　稲荷は無言のままでしたが、それでも小さく東野に頷き返しました。

「ところで」と、いたずらっぽい微笑を浮かべ振り返る雨乃。「戻られたら、皆さんがちょっとびっくりするようなお話がありますよ？」




　───雨乃の言った通り、到着した大嵐の口からは驚くべき提案がありました。

　すなわち藤森の伝えた「奥の手」です。大嵐は巨人に対抗する呪文の作成にすでに着手しているというのです。すばる姫からは不可能と切り捨てられた、巨人を強制的に転移させる呪文です。

　地球の数学者たちが挑戦し続けながらも届かなかった流体解析の知恵を秘めていたすばる姫ですが、それとは逆に、彼女にとって未知なる技術も地球には在あるのです。

「───簡潔にいえば、膨大な演算によって網羅的に解くというものだ。力ちから尽ずくと言ってもいい。不恰好でおよそエレガントではない。だが、今の我々に出来る唯一の方法なんだ」

　苦肉の策と語る大嵐自身も、移動中の機内に機材を持ち込み、舎人や魔法使いたちのコミュニティに協力を求めながら作業を進めてきました。

　それは転移のために巨人自身が持つはずの固有パターンを予測し、外部からの魔法を受け付けない強固な結束をほどく鍵となるパターンを探ろうという総力戦。かつては、地球外生命体の探索SETIや、白血病治療などで活用されたタンパク質構造の予測解析で行われたのと変わらぬ、分散コンピューティングの手法でした。

　ほぼその準備も整い、あとはメイヴェルの許可と号令さえあれば、一般にも告知して協力をあおぐというのです。ＵＮＰＩＥＰや本馬技研の動かせる計算資源だけでは、演算の終了に数年はかかると見込まれる、元より絶望的な挑戦でした。




　そしてもう一つの驚きは、御陵と雨乃から、調査官と藤森のみに秘密裏に語られた、城に残った一年生たちの動向───彼らがこっそりと虚惑星に潜入した、という話だけでも信じがたいものでしたが、さらに東野や稲荷たちを驚愕させたのは、ほむらが沙毬の核となる精霊石を届けるために、虚惑星の空を飛んでこちらへ、シラクサ遺跡群へ向かっているという衝撃の報告でした。




　やがて先発パーティの出発時刻も迫るころ。

　にわかに宿舎がざわつき、職員やスタッフが庭へと飛び出します。何事かと、東野たちも相談を中断して外へ向かいます。

　一同が目にしたのは、北方の夜空にぼんやりと暗く垂れる赤い緞帳ドレープでした。夕焼けが戻ったのかと見み紛まごうその光芒は、これから起こる事態への不吉な幕開けの兆きざしに相違ありませんでした。

「火事……か？　いや違う……オーロラかよ……!!」驚く東野。

「こんな、低緯度、で……オーロラ、が……」と、御陵も息を吞みます。

　シラクサは日本では新にい潟がたや福ふく島しまの緯度に相当します。天文関係者からの事前の予測もなく、頻度でいえば百年に一度という天体現象は、巨人の接近と無縁の事象とは思えませんでした。

「……エトナ山が怒りに燃え上がっているようだ」と、ギャビーがつぶやきます。

「ほんまや、薄っ気味悪いのう。せやけど、こらぁええタイミングやな。派手な広告になったんやないか？」と、天竜。

「…………やりすぎよ……こんなの」

　話を向けられたメイヴェルは、苦々しく天竜を見返し、またじっとオーロラに視線を戻しながら決意します。

　呪文創造に専念するため、大嵐の虚惑星入りは後発パーティへと見送られ───

　そして同時に、世界に対して緊急の協力をあおぐ署名入りのメッセージが公開されました。
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「まさか……世界地図片手に旅行する羽目になるとは……」

　茶色と緑のまだら模様となってうねる深い森。晩秋の山々を見下ろしながら、ほむらは何度目かの大きな溜め息をつきます。

「アバウトにも程があると思いませんかねえ、沙毬ちゃん？」

　と、自らが操縦する透き通った赤い機体に、ぺたぺたと手を添えながら語りかけますが、その相手は無言のままです。

「……まあそれを言ってしまったら、メイヴェルさんが虚惑星の地面を踏んだ時から、調査官はずっと無謀な挑戦つづきなんだろうけれど……」




　すばる姫の城を飛び立ち、飛行を続けて二時間───。

　まだ個々の樹木を見分けられるほどの低空を延々と飛び続けながら、鼎から教わった一連の機体の操作法に順にトライしてきたほむら。ようやく単なる知識としてではなく、実感として操縦方法が摑めてきました。鼎先生のようにアクロバティックな飛行ぶりとはいきませんが、だんだんと機体が身体の延長となり一体となっていく習熟の手応えがあります。

　馴な染じんでいくほどに、鼎が繰り返しシミュレーションを行って設計したというこの機体が、とてもよく考えられたものだと感嘆が強まりました。手首に結びつけたメモには、さまざまな状況に応じられるよう、自動化された呪文の数々がしたためられています。

（ユリちゃんは……ここまで本気で下準備を……）

　虚惑星の裏側へでも飛んでいける───そう豪語した鼎の意固地な想いが、機体を通じて伝わってくるようです。虚惑星で生きていきたいという、ほむらからすれば途方も無い望みが、地球の全てを投げ出して逃げだそうという出しゅっ奔ぽんへの妄執がそんなにも強かったのだと気付かされると、さびしくうら悲しい想いにとらわれます。

（って……ユリちゃんに同情してるの、私……？　この星でひとりぼっちで生きていこうとしているのは、今まさに私のほうだってのに……）

　機体中央の空洞部分で、身体を前傾させたり起こしたりと横軸ピッチ回転のみの自由度を残しながら、自身の骨盤の延長として直結され固定されている機体。上半身を支えるハンドルを握り直し、ほむらはぶるぶると首を振ります。

「路ろ灯と沙さ毬まりはアルソミトラ───路灯沙毬はアルソミトラ───」

　そう繰り返し唱え、奇跡同然の魔法を発揮し続ける沙毬を、そして自分自身を鼓こ舞ぶします。




　出発時こそ小雨に降られたものの、その後はずっと快晴のなかを飛行してきました。

　やがて何度も迂回して飛んできた小さな雲が、ついには視界を覆うほどの灰色の雨雲となって前方に横たわるようになりました。おそらくあの雲の下は降雨となっているはずです。

「低気圧に発生する乱らん層そう雲うん、って言ってたっけ姫川さんは……とにかく、アレの上に出ないと……」

　雨の下を飛ぶというその一点だけでも生身のほむらには相当に厳しい条件ですが、この先に必ず横たわっているだろう険しい山脈や、雪を降らせる高峰が待ち構えていることを思えば、とにかく機体を上昇させて乱層雲よりも上の高度を保つことが長距離飛行の絶対条件です。

「さあて、ではここらで行きますかぁ。準備はいいかなー沙毬ちゃん？……って詠唱するのは私だけども……」

　機体感覚と操縦を我が物とするまで、なかなか踏ん切りがつかずにいた加速の呪文を、さらに一段強化しようとほむらは決意します。

　ここまでの飛行では、限定イコサモデル正二十面体の呪文でただ周囲の気流を操りながら、飛行速度を補おぎなっていました。その方法はもう、パラシュートで降下した時や長門で試験飛行した際にすでに経験済みの呪文です。

　それを今度は、オクタモデル正八面体と限定ヘキサモデル正六面体を組み合わせた気流の圧縮と解放で代替えしようと───より強力な〝ジェットエンジン〟の原理そのものの加速へ切り替えようというのです。

　これが長距離飛行の基本となる『巡航クルーズモード』だと、鼎はネーミングしていました。

「……よぉし……二つの正多面体を同時に想起イメージしてぇ……」

　なんとなく藤森の愛車のシフトチェンジを連想しつつ、詠唱を始めるほむら。

　本来であればもって数秒間、自前の精霊石の助けを借りてもせいぜい数分間が限度の複雑な魔法───それを、沙毬の力を借りることで反復させ、何時間でも継続させます。

　無論、沙毬の精霊石ならではの特質と、潤沢な魔力があって初めて可能な詠唱でした。きっと二度と同じような使い方は許されない贅ぜい沢たくすぎるほどの魔力の浪費です。

　心中でパターンが結ばれる独特の感触。

　体幹にぐんと加速の感覚があり、強まる風圧に体がのけぞります。

「……っ……やっ、やったぁ……っと、ととと……！」

　ぶれる機体を慌てて押さえ込み、ラダーを操作して安定させます。速度計こそ備わっていないものの、眼下の丘陵地帯の風景は目に見えて速く後方へと飛びすさっていきます。

　さらに、ほむらが特に意識せずとも、機体は対気速度に反応して変形を始めました。細長く左右に広げられていた翼は後退し、三角形に近い鋭利なフォルムへ。それまでは申し訳程度だった風防シールドがせり上がり、前面を大きく覆います。

　さらに高度を上昇させれば、気圧に比例して、圧縮され暖められた空気が操縦席コックピット部分に供給されるはずでした。

　空に輝くベーグルを仰ぎ見て、進路方向を確認しながら、ほむらは慎重に高度を上げていきます。こうなればもはや彫刻された宝石のようなこの機体は、滑空機グライダーの定義からは外れ、飛行機エアプレーンに準ずる機構に、より正確にはモーターグライダーと呼ぶべきなのでしょう。




　太陽を前方に見据えながら、手元の地図と眼下の地形とを照らし合わせるのは苦痛が伴いました。

（このゴーグル匂いきっつい……誰のだろ？　ちゃんと洗ったのかいな……）

　と、些さ末まつ事ごとが気になるのはもちろんのこと。それでもパラシュート装備にゴーグルが含まれていたのは幸運でした。高度をあげれば日差しを遮るものはなくなります。贅沢はいえません。

（そしてなにより操縦に慣れてくると……これは……退屈だ…………）

　眼下にはひたすらに未踏の陸地が───いまだ調査官の立ち入ったことのない、大おお雑ざっ把ぱな衛星写真だけが頼りの大自然の白地図が広がっています。

　カメラのファインダーを覗く感覚で、地勢や植生の変化を見比べながら、ふとほむらは飛び越えてきた光景を思い浮かべます。

　それはほむらが初めて虚惑星を訪れた場所、青藍の旧ベースキャンプのある遺跡の谷であったり、そして部長になりたての御陵と東野と三人で向かった山頂の中継キャンプの小屋であったり───

（……あの時に東野くんと揚あげた凧たこよりも、私、高く飛べているかな……？）




　───遥はるかなるシラクサ地区へと向かうには、本来ならば、すばるの城から一路北西へと向かうのが最短距離です。が、実際にほむらが機首を向けているのは九十度左側を向いた南西の方角です。

　ほむらの想定している飛行ルートは、前世紀の地球でかつての共産主義国上空を避けて飛行せざるをえなかった時代の〝南回りヨーロッパ線〟と呼ばれた空路さながらです。これを広大な虚惑星上に引き直すと、最短ルートの場合の距離六万キロに加え、なんと一万八千キロもの遠回りになるという、効率の悪い選択をしなくてはなりませんでした。

（結局、地球を二周近くすることになっちゃってるし……ああもうっ……感覚が麻痺してくる……）

　───南回りを選ぶ理由は二つ。

　まずは、北西方面の中国支部の担当区域内で不時着した際に、すみやかな保護や飛行継続の協力を求めるのが難しいと思われたこと。運良くほむらだけなら一人の調査官として救助され生還できたとしても、精霊石のような貴重な装備までが無事に返還されるかはあやしく思われました。

　そしてもう一つは〝重力〟の問題です。

　そう、またもや重力。なによりも高緯度に近づいてはいけないと、姫川からも鼎からも再三に渡って注意を受けました。虚惑星は高緯度になるほど重力が飛躍的に増大し、調査官の活動も困難になるからです。

　ロシアや北欧などで調査活動が活発でないのもそのためです。同じく高緯度にある英国支部が、未熟な調査官を日本に留学させる理由の一つでもあります。

　高重力下では、飛行中のグライダーの高度も下がり、機動的には有利になる部分もありながら、操縦はより繊細で困難なものになると予測されていました。

（うまく不時着が出来たとしても、地上から飛び立てなくなったらもうおしまいだものね……他の調査地区みたいに救助を求めることもまず無理だろうし……）

　飛行中の不時着はいつ起こるかわかりません。魔力の消耗は予想外に少ないとはいえ、沙毬の状態は依然不安定で、どれだけの期間この状態を維持できるか予測もできません。




　───そして未解決かつ最大の問題は、仮に乱層雲の上に出て、ジェットモーターを最大限に吹かし、天候に左右されない安定した飛行を続けられたとしても、その速度でさえも時間がかかりすぎるということでした。七久保もそれを承知して、巨人到達までにはシラクサ到着は無理だと断言していました。

「……『超巡航スーパークルーズモード』……」

　浮かぬ顔でほむらはつぶやきます。耳に触れる響きだけは勇壮ながら、当事者のほむらにとってはまったく不吉としか思えないそのネーミングを。

「いやだなあ……やだなあ……絶対にムリだよぅ……出来るわけないよ～……」

　不安に心揺れるうちにも、じりじりと上昇を続けた機体はそれなりに高度を稼いでいきました。遠方の雪を冠した峰が、もうわずかに下方に見えます。それでもまだ森林限界よりも下であることから、おそらく二千から三千メートルの高度のはずでした。

「寒っ、寒ぅぅ……虚惑星に順応していろいろ抵抗力が増しているとはいえ、これはきつい……」

　襟元の刺すような冷たさに身を震わせたほむらは、防寒着を羽織り首元を守りました。一時は暑く感じられたほどの日差しは弱まり、薄雲の向こうに埋もれようとしています。

「───嗚あ呼あ、太陽が行っちゃう……」

　時計を確認すると、まだしばし日没までには間があるものの、着実に太陽は地平線に没していきます。

　独りで飛ぶ夜の空がどれだけ心細いかを想像して、今からほむらは不安で胸がいっぱいになりました。夜間だけでも陸地に降りられれば……というぬるいプランも頭をよぎりますが……。

（わかってる。それだけは絶対に間に合わない。寝ながらでも飛び続けなくちゃいけないんだ……それに……未踏の地で夜を明かすとか、本当は考えたくもないし……）

　ほんの数ヶ月前ならば、虚惑星の闇夜にも慣れ、静せい謐ひつで美しいとさえ思えた瞬間もありました。しかし放浪者たちの脅威を経験してしまった今では、無性に恐ろしく心細い気持ちになります。これから先、ずっとこんな不安な気持ちを抱えながら、調査を続けていくのかと思うと本当に憂ゆう鬱うつです。

（でもせめて……誰か一人でも一緒にいてくれたなら……こんな寒い夜でも……）

「───っ！」

　そんな漠然とした物思いに沈んでいたほむらの眼前に、いつのまにか夕空に溶け込むような青灰色の雲が立ちはだかっていました。絶壁のごとくそびえる、山脈を幾つも重ねたほどに巨大な雲の城です。

「え───わっ、わわっ……これも乱層雲なの!?　雨雲があんな高さにまで……！」

　向かってくる雲を迂回することも避けることもできず、距離感の摑めない空中で増速していた機体はあっという間に雲の臓ぞう腑ふへと捕らわれました。

　もはや手遅れで無意味な減速をかけながらほむらは手前の薄雲へと突っ込みました。すぐさま急角度に機首を起こし、雲の上方を目指します。

「…………っ…………!!」

　言葉にならない呻うめきが漏れます。

　どれだけ続くかわからぬ厚い雲を突き抜けようとするうちに、髪も上着もびっしりと氷に覆われ、喉はチリチリと突き刺すような冷気で痺しびれていきます。

　必死に痛みを堪こらえながら、浅い息で叫ぶほむら。

「フ……フルカウル……!!」

　冷気から逃れるべく、操縦者の全身を覆う形状に風防を変形させます。四次元の正三角形ペンタコロン正五胞体を思い浮かべ、その起動鍵の呪文を詠唱するほむら。

（…………えっ……なんで……!?　さっきは出来たのに……!!）

　幾度も詠唱を試みますが、痛みに遮られて集中が届かず、呪文のパターンをうまく形成できません。激しく咳せき込みもがくうちに、周囲はどんどん暗くなり視界が通らなくなりました。

　対比物が失せると上下の感覚までも無くなります。頭はぐらつき、もはや戻る方向すらもわかりません。飛んでいるのか、墜おちているのか───

（やばい……ここで意識を失ったら死んじゃう……飛ばなきゃ、飛ばないと、飛ばないと……！）

　もはや風防の形成はあきらめ機体にしがみつきながら、とにかく一直線にジェット気流を吹かし続けます。ひるむ心を叱咤しながら、目も開けられないほどに濃密な雲塊を突っ切ります。

「……っ……！」

　光を感じて、ばさつく睫まつ毛げと目ま蓋ぶたをこじあけると、機体は上下逆転したまま雲の外へと飛び出していました。

　視界の彼方かなたまで、どこまでも雲の海うな原ばらが広がっています。薄暗い水色の空には太陽がおぼろげに輝き、悠然と沈みゆこうとしていました。さらに空のずっと高みには、夜の蒼色を背負った赤みがかった羊雲が群れをなして流れていきます。

「…………た、助かったァ……」

　落ち着いて一つ一つ機体の姿勢を操作し、どうにか進行方向と水平状態を取り戻すほむら。霜しものついたボトルの水で喉を潤し、弱った握力でハンドルを摑みなおしました。

「空を飛べたら魅力的とか……誰が言ったんでしたっけ……私じゃないよね……」

　えーとまあ、素敵だ、とは共感したのは否めませんけども。

　ごろごろと届いた遠雷の音に、ほむらはびくつきます。きょろきょろと見渡しても稲光の瞬またたきは見当たりません。この厚い雲海のどこかに、嵐と共に潜んでいるのです。

「………………」

　冷え切ってじんじんする耳を両手で押さえながら、風防に額を付けてうなだれるほむら。

（……今だったらまだ引き返せる……城に戻ることができる……）

　もうじき夜がやってきます。ベーグルの反射光があれば地図くらいは読めるでしょうが、雲の下まで見通すことは出来ません。何時間も、時には十数時間も不安な飛行が続くのでしょう。

（もし、沙毬ちゃんを無事にシラクサむこうに届けられたって……本当に役立つかは誰にもわからない。魔力がいくらあっても巨人相手に魔法は効かないんだもの……。ただユリちゃんは、沙毬ちゃんを救いたい一心で動いていた……それは私だってそうだけど……）

　ほむらは懐に忍ばせた編み物、斗ます織りを意識しました。

　その斗ます織りはまだ使えません。役立てるとすれば、少なくともあと三日間は待たなければいけない、とは解ってはいました。

（……一体どれだけみんな私を買い被っているのやら……それとも、それぞれが出来る範囲で精一杯やれたら、もうそれでＯＫなのかな。努力のふりさえすれば、どんな失敗をしたって後悔はしないの……？　そういうこと？　一生懸命教の信者なのかな……。努力で報むくわれることなんて、努力で届くものだけなのに……そうして自分を誤魔化すことばかりうまくなって……諦める努力は置き去りにしてしまうんだよね……）

　シラクサへ、進むべきか、それとも戻るべきか───。

　岐き路ろに立たされたほむらの胸に、切なく去来する後悔がありました。

　まだ二度目のミッションの最中で、さらわれてしまった御陵先輩を、追うべきか追わざるべきかで、彼と衝突してしまった時のことを思い出したのです。

（先輩面づらするなって、東野くんに怒鳴ったっけ……そんなことを言う資格、私には無かったのに……。ただ闇雲に真世先輩を追いかけようとしていた自分なんかより、東野くんのほうがずっと先輩を想っていた……私はただ怖かっただけ。自分たちの無力を認められなかっただけだ……そして彼に甘えていた……）

　東野巧を利用していた───月つゆの言う通りに。

　心ならずも傷つけた罪悪感に苛さいなまれ、乾いた唇を嚙みしめるほむら。

（もし……もしもあの時に、私一人だけだったら、先輩を追いかける結論は、絶対に出せなかった……出さなかった……。東野くんがいたからこそ、そう言えたんだ……なのに、その自分の甘えを隠しながら、私は彼の真剣な想いを、逃げとすり替えて語った……）

　嗚呼───なんて卑ひ怯きょうなのだろう、と。

　惨みじめな女なのだろう、と。

（私は今、一人だ……だから、一人で選ばなくちゃ……）

　反省や罪つみ滅ほろぼしでなく、ましてや自己犠牲などとも全然違って───

　彼に応えられるとしたら、対等に捧ささげられるものがあるとすれば、この空っぽの身にはたった一つしかなくて。

　それは、この胸の内にある小さな火と向き合うこと。チカチカと小さな火花でしかなかった切り火の瞬またたきが、胸の奥底でくすぶり熾おこされ───

　これは終わりが始まる萌きざし。この私を焦こがしていく、炎ほむら───




　その時。

　ぐら、と強い目め眩まいをおぼえて、ほむらは風防に肩をぶつけていました。

「そう、だ……高空で急激に高度を変えないよう……注意され、て……」

　そんな後悔も先に立たず、高度を落とす手がかりを求め必死に雲の切れ目を探します。

　厳しい状況のなかで透き通った風防越しに、やや赤みがかった雲海を見るほむらは、何者かの視線を感じ、ぎくりと固まりました。

　暗闇に浮かぶ眼球と、割れた頭蓋骨のかけら───

「沙毬……ちゃん……？」

　赤い瞳が、ほむらをじっと見詰めていました。

　見覚えのあるその瞳。アパートのドアの隙間から覗きこんでいたあの無む垢くな眼差しが。

　そこには───皮も、肉も、筋も骨も、何もかも足りていない、いびつな部品で組みあげられ、かろうじて四肢を繫つなぎ合わされた陶器の人形がそこにいました。

「ま、待って……」

　強烈な悪寒に襲われ、たまらず懐ふところに納めていた沙毬の精霊石を押さえつけます。

　それでも止まらず、内側へ内側へと押し入ってくる冷たい指の感覚に、身もだえするほむら。

　強引に励起イメージされるテッセラクト正八胞体。四次元の立方体が心中で回転しパターンを刻み、機体が変形をはじめます。

「沙毬ちゃん待って……やめて……」

　つかのま揚力を失い高度を落としながらも、猛然と加速するグライダー。

　思考にかすみがかかり、語りかける言葉も抵抗する意志すらも奪われていきます。

（駄目だ……逆らえない───墜ちる───）

　パラシュートに手を伸ばそうとするも指はすべります。

　機体は再び厚い雲の中へと沈み、ほむらはふつりと意識が途切れました。




　───ふと気がつけば、ほむらは暖かく居心地の良い場所で寝こけていました。

（ふかふかで気持ちいい……あれ……またもや綿羽布団……？）

　視界は真っ暗。鼻やうなじをくすぐる太陽の匂いの羽毛。全ては布団の見せた夢だったのか……

（……いやっ、いやいやいやいや布団じゃない……よもや生なま羽毛？……ナマモノ!?）

　もしゃもしゃと柔らかい綿羽をかきわけ腕を伸ばすと、びっしりと生えそろった硬い羽に手が届いてぎょっとさせられました。穏やかなぬくもりとともに、とっくとっくと速く力強い心臓の鼓動までもが伝わってきます。

（…………こ、これは……）

　おそるおそる羽毛の下から這いだし外へ顔を出すと、こちらを猛禽の眼光が覗き込んでいました。

「……うっ……ぼ……ぼんじょるの……」

　意識が途切れる寸前に見た赤い眼差しをとっさに思い描いて、ほむらは身をすくませました。

　猛禽──たぶん鷲わし、それも背伸びをしても尚見上げるほどの大きな──は首をぐりりと下ろし、横向きにこちらを注視していましたが、不ま味ずそうと判断したのか、しばらくするとぐんと首を持ち上げ、周囲を警戒する様子に戻りました。

　ほむらが丸まっていたのは、草むらに敷かれた毛布の上でした。その上からこの巨きょ鷲しゅうがふわりと包み込むように座り込んでいたのです。他には鳥の巣材も、ほむらを餌と思って待ち構える雛ひな鳥どりもいません。

　霧曇る丘の中腹。ひんやりとした外気と朝ぼらけの空の色。

　そういえば、と見渡すとグライダーの機体は失せていました。

「沙毬ちゃん……っ……？」

　慌てて胸のチェーンをたぐり寄せ、沙毬の核の有無を確認しました。果たして赤い精霊石が現れました。いつのまにか詠唱も中断されていたようです。

　巨鷲をちらちらと気にしながら、いつのまにか緩ゆるめられていた自分の着衣などを確かめていると、小型のカンテラを手にした、背の高い女性のシルエットが近づいてきました。

　現れた人影に、すわ放浪者かと警戒しほむらはびくつきましたが、相手はどうみても探検服を着た年長の少女で、その容貌もまたはっきりと記憶に合致します。

「ふ……古ふる町まち部長……さん、ですか？」

　さらりと揺れる長い髪。優しげな眼差しに、優美で女らしい物腰。

　夏のＳＡの懇親会で、その歌声で魅了した際の光景はしっかりと覚えています。彼女が今身を包むのはドレスではなく、フライトジャケットスタイルにアレンジされた探検服とブーツです。

「はいー」と、彼女はうなずくと、傍かたわらの巨鷲に見張りの礼を告げてから腰をおろします。ほむらの頭に載っていた綿羽をつまみ「よく眠れたみたいね」と微笑みます。

（〝ソングバード〟……じゃあ、やっぱりこの鷲が……）

「───それでは、ここでクエスチョンです」

「……ふしぎを発見!?」

「あなたのお名前と年齢は？」「ひ、日ノ岡穂ほ群むら……十六歳、です」

「この指、何本に見える？」「二本───五本───えっと、ゼロ本？」

「ふむ。それでは、七十七を九で割ると、余りはいくつ？」「……四……じゃなくてぇ、五っ、五です───っ！」

「最後にあなたの好きなうどんのトッピングをどうぞ」

「えーと、鶏とりとレンコンの天ぷらとか……でも冬場だったら鍋焼きうどんのほうが……」

「すごい！　正解！」

「───えっ」

　ほむらもあまり緊張感みなぎるほうではありませんが、この先輩もまたなかなかマイペースな雰囲気です。

「うん、ＯＫ。意識ははっきりしているわね。外傷も特になし、と」

「……あのぉ、ラストクエスチョンにチーズ＆ミートソースとか回答しておりましたらばどうなって……？　これが意外とですね」

「うーん、もうちょびっと寝ててもらったかもー？」

「鍋焼き最高ですよね！」

　コンディションを確認し終えて立ち上がる彼女に手を引かれ、自分も朝の冷気のなかの人となるほむら。羽毛の寝床から外に出た肌寒さに加えて、食べ物の話が出たせいか、途端に空腹を感じ始めました。

「こうして直で会うのは二度目だけれど、お話しするのは初めてだったわね」

「そ、そうです。その通りです」

「じゃあ一応あらためて、愛え媛ひめ県立鷺さぎ谷たに高校探検部部長の古町翠みどりです。ひとまずは無事でなによりでした」

　やはりどこかずれた挨拶ですが、それはともかく置かれた状況が気になりました。

「あの、ここは？　私、かなり高いところを飛んでたと思ったんですが？」

「ここは鷺谷担当地区の西側に位置するとある島。あなたは……飛んでたというか、まっさかさまに落ちてきたわー。パラシュートも無しでね。もうちょびっとで潰れた蜜み柑かんみたいになるかと」

「み、蜜柑……！　助けてくださったんですね」と、胸をなで下ろすほむら。

「そう。ゼルフィさんが見つけてくれたの。ゼルさんは私より夜目が利くからー」

　ずい、と頭を下ろす巨鷲の首もとを搔いてマッサージしてやる古町。

「すごい……あ、ありがとうございました……！」

　ほむらは一瞬驚いてのけぞりながらも、そんな巨鷲に向かって深々と頭を垂れました。お互いに頭を下げている愛鷲とほむらを見て、古町が笑います。

「七久保ナナちゃんや岬みさきくんから、だいたいの話は聞いたわ。どうやらのんびりしてもいられないみたいね。───装備を確認して？　拾えるだけは拾ってきたけど。大切なものを紛失していない？」

　城から運んできた荷物のうち、乙丸から渡された食料や救急キットは残念ながら失われてしまっていました。それでも身に着けていた精霊石の類たぐいは紛失せずに済み、古町の回収してくれた防寒着に収納していた地図も無事でした。

「じゃあごはんにしましょうか。空の上でね」

「───あっはい、ぜひ───えっ」




　───その後間もなく、再びほむらは、古町と共に空上の人となっていました。

　ゼルフィには背面と胸部に装備課製のハーネスが装着され、人が乗りやすいよう工夫されていました。ハーネス各所には搭乗者の体重移動のためのグリップが。転落防止の安全帯は、探検服の腰にあるカラビナへと繫ぎます。

　本来なら胸部と背面に一人ずつ乗り込むところを、今は背面側に二人で寄り添って飛んでいて、やや狭い思いをしています。また、いくらゼルフィが巨大といえど、二人乗りはかなり負担となるようでした。短時間でもグライダーで飛行感覚を摑んだほむらには、それが実感できました。

　鷺谷担当地区は『山』方面だと聞いていたのですが、眼下には穏やかな海と、小さな島々の連なる諸島が広がり、朝方の長い影を進行方向に落としています。随分と西に来ていたようです。

　互いの肩をぴたりとつけ、古町とともに地図で現在位置を確かめます。

「───すばる姫の城から、ざっと四千五百キロ。ずいぶん飛んできたのね。うん、まさかね、こんなに早く来ると思ってなくて、私もびっくりした。この先まだまだ遠いけれど、魔法のグライダーの初飛行としては、まずはたいしたものじゃない？」

　と、穏やかに語りかける古町。

　浜松中央も府立長門のキャンプも飛び越えて、愛媛の鷺谷担当地区まで飛んで来ていようとは、ほむらも驚きでした。自分が気を失っていたときに、何が起きていたのか……

「…………」

　賛辞を素直には受け入れられないほむらの硬い表情を横目に古町が呟きます。

「真世ちゃんもずいぶん心配してた」

「…………はい」

「それで、どうする？　まだ飛んでみる？　それとも……」

　───それともここで諦めたい？　と穏やかななかにも、決然とした態度を秘めながら彼女は問います。選択は尊重する。けれど、その責任は自分自身で担え、と。

「残念ながら、私が代わってあげることも出来なそう。ゼルさんにも、さすがにちょっと荷が重そうね」

「………………」

　まだギブアップには早い、とほむらには思えました。

　空腹を満たされ、睡眠を取った体調のなせる判断だとしても。すべて単なる幸運に過ぎなかったとしても。

「飛んでみます……私が飛べるところまで。あと、沙毬ちゃんが無事に付き合ってくれればですけど」

「───そう」

　と、小さく微笑む古町。腕を伸ばしてハーネスのネットに挟んでおいた装備品のリュックを摑むと、ほむらに渡して寄越します。

「それじゃこれを。私も慌てて虚こ惑っ星ちへ来たから、時間がなくて満足には用意できなかったけれど。食べ物とか、着替えとか、あといろいろね───そうだ。これも貸してあげる」

　と、自分の飛行用ゴーグルを差し出します。ほむらが被っていた物は元々サイズが合わずに落としてしまったようです。

「……お返しします。必ず」

　非公式にインド支部に協力が要請され、地図上には立ち寄りの可能な中継地点が増えていました。

「───それとね、みんなには内緒だけれど、香ホン港コン支部の調査官のお友達にも、個人的にお願いしておいたわ。困ったことがあれば、力になってくれるはず」

「もしかして、その人も空を飛べる使い魔を───？」

「ええ。行けるところまでは、ゼルさんの翼を借りましょう。体を休めながら、少しでも距離を詰めましょう」

　本当に行けたとして香港担当地区までは約一万四千キロ。その手前で通過予定のウファラの浜の無人島ですら八千キロの彼方です。

　あいかわらず地図と数字を目にするたびに絶望しますが、古町やその香港支部の調査官のように、空を飛ぶ困難を知る人が他にもいる、というのは心強いことでした。

「実はですね、先輩に会えたら、いっこだけお聞きしたかったことがあって───」

「んー？」

　きょとんとする古町に、声をひそめ気味に尋ねるほむら。

「先輩は……大嵐先輩と、お付き合いされてるんですよね」

「えー」と、体を左右にぐにゃぐにゃ揺らし頰を赤らめつつも、古町は頷きます。「うん。そうー」

　つられてゼルフィまでもがふらふらと左右に揺れ飛び、ほむらは転げ落ちそうになります。

「っととと……お、大嵐さんは、北米の大学へ進学されるって聞きました。……じゃ、先輩は……どうされるんです？」

「ああ……そういう、ね」と、わずかに憂うれいを帯びた微笑みをみせる古町。「うーん、私はねえ、国内進学だから、しばらくは遠距離かな。元々、松山と大阪の距離ではあったけど」

「橋は架かっていても一応海外でしたもんね」

　と、相槌をうつほむら。懸念していた通り、彼女の横顔からはどこか不安そうな様子が窺えました。

「これからは探検部の行事にかこつけて逢あう機会もなくなるし……なるようになる、では、なんともならないのは解ってるつもり。さて、どうしようっかな。彼、ビデオチャットでも無口なほうだから、私ばかり喋ってしまってー」

　と、はにかみつつ笑います。

「……一緒にいられたほうがいいですよね……」と、彼女の心境を思おもいやるほむら。

　逃れようのない場所のせいか、それとも言葉を継ぎにくそうに口ごもったほむらを気遣ってか、古町のほうから明け透けに打ち明けます。

「……そうね。正直、探検部で出来たカップルは別れやすいわね。探検部を離れて初めて気付かされるものも色々あるし、失うものもあるって話。でも……」

　まっすぐ精せい悍かんに広げられたゼルフィの翼に、寂しげに手を添える古町。

「不安だからこそ、ちょっとわくわくしているところもあってー」

「わくわく……ですか？」

「私と岬くんって、元々そんなに共感できる対象は無いの。彼が打ち込んでいるものに私はさほど興味を持てないし、すごいとは思うけど、私は彼自身を見ていて、同じものを見ているわけではないから───ただそれなら、岬くんも同じで。彼も声楽なんて、フーリエとベルヌーイと波動方程式？　くらいでしか興味は無いし」

「それは……いかにも大嵐岬である」と、頷くほむら。

「ふふっ、でしょ？　力を合わせてミッションに挑戦する時は、共有できる興奮があって楽しいけど……経験を身につけて自分の方針がはっきりしてくると、ぶつかることも少なくなくて。互いの干渉を避けて、距離を取るようになる……」

　すっと顔をあげ、古町は髪をかきあげながら微笑みます。

「でも、ふとした時にね、立場の違いのおかげで逆にほっとすることもあって。意外な何かに気付いたり、気付かせてあげられたりすることが───そんなふうに驚かされるのが、ちょびっと楽しみでもあるの」

「はあ───」

「巨人対策の件だって、私は日本でくすぶってるまま何にも出来ないのかなって、これで結構寂しい思いをしてたんだけど……こうやって少しは力になれたもの」

「あっ、それは本当ですね！　ありがとうございました」

　ほむらを救ったことが、大嵐の助けにもなるのは事実でした。ほむらは改めて古町に感謝します。

「あとは大人しく、真世ちゃんや主馬くんたちを応援してる───彼に、無事に精霊石を、路ろ灯と沙さ毬まりの核を送り届けてあげて」

　責任の重圧に震えつつもほむらは頷き、古町の願いに応えたいと気持ちを引き締め直すのでした。




　───単独の飛行を再開せんとするほむら。

　猛禽の背で膝立ちになり、調査官としても飛行士としても先輩である古町＆巨鷲ゼルフィコンビに見守られながら、掲げた腕先に赤い機体を展開してみせると、ゼルフィは初めて鋭い声をあげました。

　出現したグライダーの安定感をじゅうぶん確かめると、古町とゼルフィは翼を翻ひるがえし離れていきました。去り際にほむらが出立の挨拶と共に最後の礼を述べると、こちらこそ飛ばせてくれて嬉しかった、と彼女は笑顔をほころばせ、残された時間を惜しむように虚惑星の空へと舞い戻っていきました。

（…………っ……）

　雲間に一人残されたほむらは、またあの視線を感じとり、一瞬ぞくりと震えます。

「……ねえ、もう解ってくれたかな」

　何事もなかったように飛翔を維持しながら、西の水平線を見据えてつぶやくほむら。

「……しばらくは海の上を飛ぶんだし。今度墜ちてしまったら、もう帰ってこれないかもだよ。ユリちゃんの所へだって戻れなくなるからね？」

　そう誰ともなく言い聞かせると、しっかりとゴーグルのバンドを締め直し気合いを入れ直しました。




　やがて小島の密集した湾を越え、北側の陸地から南方へと伸びる半島部に入りました。地図上でも強い存在感をもって横たわっていた高峰が、空の門を塞ぐ壁となって迫ってきました。天てん下かの嶮けんと謳うたわれた箱はこ根ねの峠道の関せき所しょさながらです。

　誰も立ち入った測量を行ったことのないこの区域では、山々の標高までは詳しくわかりません。

（半島の先まで南下して迂回するのは遠回り過ぎてきついな……どこか抜け道は……）

　向かう西方から吹き下ろす乾いた寒風は、こちらが空中に縫い付けられたように感じるほどの強さです。無理に近づけば、山肌付近の乱気流に巻き込まれ、絶壁に叩きつけられそう。

　風にはばまれ悩まされるうちに、空の道連れとなる者たちの声が届きます。

　後方の蒼空を振りあおぐと、白く輝くＶ字形の編隊を連ねる渡り鳥たちが迫っていました。越冬地へと向かう白鳥たちです。ざっと五百羽はいるでしょう。

（……ハクチョウだ……この山を越えるんだ……！）

　必死に空にとどまりながら観察していると、白鳥の群れは、ある峰と峰の狭間へと向かっていこうとします。しかしまだ高度が低過ぎたのか、その隊列は吹き戻され、散り散りに引き裂かれてしまいます。

（あああ……渡り鳥でも無理なの……？）

　気落ちしている間にも、またもや白鳥たちが寄り集まり、隊列を形成しようとする兆きざしを見つけたほむら。群れの端へとおそるおそる機体を寄せ、彼らの一員としてちゃっかり加わります。

　白鳥たちは口々に警戒の声を上げて騒ぎ立てるものの、こちらを威い嚇かくする余裕までは無いのか隊列は乱れず、そのまままた大きく旋回しながら高峰へと向かう螺ら旋せん状の階段をのぼっていきます。

（また一羽……）

　小柄な若鳥たちが力尽きて落ちていく姿に胸が痛みます。やがて雲が切れ日が差しはじめると、群れは光に導かれるように上昇気流を捕まえ、ぐんぐんと高く舞い上がりはじめました。

　そうして高みを逆方向に吹く気流に乗ると、ついに白鳥の群れとほむらは山脈を越えることが出来ました。




　白鳥たちに別れを告げて、さらに高度を上げていきます。

（見えるかな……ハクチョウ先輩たちともお別れだ。私たちは、もっと高い空へ行くんだ……今度こそ誰の助けの手も届かない場所へ）

　胸の内で語りかけるほむら。空気は薄く乾ききり、操縦室を完全に覆うフルカウルの形状を保ち続けなければ、あっというまに乾燥冷凍フリーズドライの干物になってしまいそうです。

　地上から見上げた時には、どこまでも続くものと思えた空は、この星が纏まとっていた薄うすべったいもやにすぎなかったと気付かされました。

「…………！」

　すぐそこに、再び赤い瞳の少女が姿を現していました。

　機体の傍らに、ふわりと浮かんでいます。しかしよく見ると、宝石のような機体の厚みの内側に、立体映像ホログラムとして映り込んでいます。懐から沙毬の核を取り出すと、その活発な活動状態をあらわすように結晶の内部に幾条もの輝線が走っていました。

「……沙毬ちゃん？　そこにいたんだ。ずっと私を見てたの？」

　ほむらのつぶやきに応え、少女はこくり、と頷きました。

　前回、雲海で目撃した異形と比べると、沙毬はぐっと人間らしい姿になっていました。それでもなお、関節機構が剝き出しであったり、ドレスの一部が無造作に欠けていたりといびつさは残ります。

（でもちょっとほっとした……）

　会話を試みても、彼女の声まではこちらには届きません。どうにか唇を読み取ろうと慣れない読唇術を試みても、異国の言葉を発しているようにしか思えません。

　それでもこちらの質問に対して、はい、いいえ、で答えられはするのですから大きな進歩です。

「───いい？　もう私から魔力を持っていかないでよ」「いきなり速度をあげたりしないでね？」「気圧とかの調整、出来そう？」

　一つ一つの質問に、こくり、ふるふる、と了解してみせる沙毬に、すこしだけほむらは安堵しました。となれば、挑むべき準備は整ったわけです。ついに。

「超巡航スーパークルーズモードを……ぶっつけ本番で……」

　地形と見比べ、地図上へ記入してきた移動の形跡と経過時間から、機体速度は音速に近づきつつあると解っていました。二つの正多面体の組み合わせの呪文で再現しているジェットエンジンではこの速度が限界です。

　さらにその上を目指す必要がありました。超巡航モード時の動力モーターは、より高速な可変ラムジェットエンジンで、ある種の外燃機関だと鼎は語りました。動作原理の説明はもうすっかり忘れましたが、飛行中の危険についてだけは憶おぼえています。

　翼体の前面は圧縮された大気によって恐ろしい高温となるのです。現代の航空機は、やろうと思えば自分が壊れる速度まで加速可能で、機体を構成する金属の融点がすなわち速度の限界でもあるのです。

（このグライダーは熱や赤外線を遮さえぎる疑似物質製だ……金属やセラミックの飛行機よりも丈夫に出来てる……でもその代わり魔法が消えたら……）

　魔法が解ければ、機体は即座に失われ、その時点で操縦者は窒息死するよりも早く、消し炭となって燃え尽きます。さらに高度をとれば空気抵抗も激減するものの、呼吸を助ける酸素ボンベや噴射のための燃料を持たないこの機体では、成層圏を抜け出すことはできません。魔法のガラスの靴が脱げてしまえば、少女はまた元の灰かぶりに戻るのでした。

「見込み薄めの片道切符だけど……あいにくお父さんオススメの旅行保険にも入れないけどさ……二度と味わえない、今しか出来ない冒険なら……ま、やるしかないよね？」

　こんな時ばかりは沙毬は何も答えてくれません。あどけなく首をかしげるばかりです。

　その仕草に、ふふっ、と微笑んだほむらの心はもう決まっていました。




　ジェットエンジンの詠唱の終了処理ターミネイトを行い、そのまま惰性で飛びながら、束の間、次の魔法に備えて気持ちを落ち着けます。

「よし……っ……行こう！」

　まずは正三角形ペンタコロン正五胞体の起動鍵で、ラムジェットのエンジン室を機体後方に成形。さらに限定ヘキサモデル正六面体で、ほむらにも馴染みの深いたＰいトまーつチの呪文を───魔力を熱エネルギーに変換しプラズマを発生させる呪文を詠唱しエンジンに火を入れます。

　───するとただちにパルス状の振動が体に伝わり、エンジン室は紫色から黄色のグラデーションに彩られた発光を始めました。

（うまくいった……!?）

　機体は、ステルス戦闘機の幾何学的なシルエットを、さらに前後へ引き伸ばしたような変形を遂げます。翼を持たない楔くさびのように尖った、一個の結晶のフォルムへ。

　すぐ直後に、ドン、と音の壁を越えた衝撃で後方が真っ白に曇りましたが、それも一瞬の出来事でした。機体両端に極細の飛行機雲をたなびかせながら、さらに上へ、上へと───




　移うつろいゆく地ラ景ンのドあスりケさーまプ──

　変へん遷せんではなく、変質していく広角の視界ワイドスクリーン。

　刻々と変へん貌ぼうを遂げる眼下の光景に、ほむらは息を吞みました。

　大地の皺しわやガスの渦うずに拘こう泥でいした意味や経験の価値は薄れて遠ざかり、世界はシンプルな光と静寂に満たされていきます。

「…………三次元から二次元の世界を眺めるって……こういうことだったりして……いや違うか、ハハ……」

　鼎などに聞かれたら呆れられそうな、つい漏れてしまった独り言に小恥ずかしくなります。やがて、長々と続いた加速の時間は過ぎ、体のむずがゆくなるエンジンの微震動も落ち着くと、機体から受けていた固定がそっと解かれました。

「わっ……」

　途端に体が軽くなり、少し手をついただけでくるりと宙で回転します。

　弾道飛行する機体の手狭なコクピットの内殻カプセルで、重力からも解き放たれたほむら。

　体を休めながら、時が経つのも忘れて虚惑星を俯ふ瞰かんし、雄大な光景に圧倒されてばかりいると、ふとその視界の端に注意をひかれるものを見いだします。

「ずっと遠くに……何か……ある……」

　ゴーグルを外し、側面に張りつくように顔を手で覆いながら目を凝こらしていると、暗闇に目が慣れ次第に細部がはっきりとしてきます。

「───虚惑星の昼と夜の境界に……何か……大きな……っ……！」

　それは天空に浮かぶ大陸でした。幾度目をこすり見直しても、地表からの支え無く浮遊する途方も無く巨大な土と岩の塊かたまり。

　没した太陽のかすかな残照を受け、かすかにディテールが見てとれます。

　雄大な山脈を抱く、自然の地層を切り欠いた奇景。あまりにも巨大でスケール感の乱される感覚に、ほむらは戦慄します。長門の空から見た海上遺跡の比ではありません。

「ベーグルの一部、ってわけでもない……高度がぐっと低いもの……あんなものが虚惑星にあるなんて……」

　もしかするとそれは、苫小牧電波探検部の解明した、ベーグルが自ら軌道を操作し環を維持しているという発見同様の、天文学的な魔法の産物───あの浮遊大陸もそんな虚惑星の壮麗な自然の一部ではないのかと。

「でも……」そう、それだけでは説明できない事実があります。

　───静寂のなかで思索を深めながら、またも自分を驚嘆させるものを見つけて、ほむらはそちらにこころ奪われました。

　それは地平の彼方に集う数え切れぬ光───虚惑星の夜の地表に明滅する灯火の列。

「灯りが……！　街まちの灯りが見える……」ほむらは思わず機体に手を添え沙毬に呼びかけました。「沙毬ちゃん、す、すごいよ……街だよ……大きな街がある……！」

　灯火の点てん描びょうは、地球の衛星写真でよく見るような都市の特徴を濃く備えていました。星や太陽光の反射とは違います。

（誰かが……虚惑星の人々があそこに暮らしているんだ……だったら尚更……）

「どうして、どうして見つからないんだろう……あの大陸も、あの街も……！」

　羨せん望ぼうと無念の想いに、ほむらは涙を滲にじませました。

　あれだけはっきりと特徴を持つ文明の証あかしが、これまでのＵＮＰＩＥＰの調査で発見されていないのは信じがたいことでした。虚軸望遠鏡衛星からも、付近の調査官の観測からも、何らかの方法で意図的に隠されているとしか思えません。

（虚惑星人は、私が思ってるよりずっと恥ずかしがり屋なのかな……？）

　そんな興味深い俯瞰を、超巡航スーパークルーズモードで成層圏を貫く機体は、みるみるうちに後方へと押し流していきます。もし許されるなら、今すぐにでもグライダーを翻ひるがえして、飛んでいきたい衝動にかられ、強く後ろ髪を引かれながらも、ほむらは涙を拭います。

（……また来よう！……いつかまた行ってみたい、あの場所へ……）

　超音速で飛翔する機体は、もし地球であったならば、沈みゆく太陽を再びのぼらせるほどの速度で飛べますが、あいにく超巡航スーパークルーズモードの最高速をもってしても、虚惑星の速い自転に抗あらがううことはできません。ゆっくりと太陽は遠ざかり、眼下の壮大な半球を夜のベールで包んでゆきます。

　夏の終わりに見た、あの展望台からの景色をほむらは思い返します。

「こんなに大きくてまん丸な虚ヌ惑テ星ラ……東とう野やくんにも見せてあげたかったな……」

　陽が沈んでも、ベーグルの反射を頼りに雲との距離を摑んで飛ぶことができます。

　暗闇におびえていたのも少し拍子抜けです。悩まされた雨風もこの高度には及びません。南方を見やると、大陸をすっぽりと覆う巨大な台風の渦が見えました。その中央にぽかりとあいた黒い目にぞくりと肩を震わせます。

（あっぶな……あんなのに巻き込まれたら絶対ムリだった……）

　眼下の悪天候をよそに、何事も起こらぬまま薄闇の世界を飛び続けるほむらは、安堵のためか、急に眠くなってきました。

「沙毬ちゃん……おまかせしていいかな……このまましばらく、自動操縦的なアレでお願い……」

　少女の姿を求め、内殻の表面に手を伸ばして触れるほむら。

　こちらを見詰める沙毬と手のひらを重ね合わせながら、くたりと頭を落とします。

「私……ちょっと……オヤスミ……」

　やがてほむらは、すうすうと寝息を立て始めました。





（ほむらちゃん……？）

　呼びかけても彼女は答えない。

　昨夜のように自分を置きざりにしたまま彼女自身の夢なる世界へと立ち去ってしまった。

　機体に残された彼女のボディは、もはやただの抜け殻でしかない。

　いまこの夢をみている存在は自分、この路灯沙毬一人だけだ。

（ほむらちゃん……ほんまにうちの好きに飛んでもええの……？）

　それなら───これが夢であるなら、何ど処こへでも自由に飛んでいいはずだ。

　知覚可能な世界すべてを自分のものとしても構わないはずだ。

　再び彼女が目覚めて戻ってくる保証など、どこにも無いのだから……。

　そう決断すると、路灯沙毬はすみやかにほむらの神経中枢に手を伸ばす。急速に深まりゆく睡眠中の大脳皮質へ。

　人間が精霊石の自分を使役するように、精霊石が人間の脳を使役することも、勿もち論ろん出来る。

　鼎結理や日ノ岡穂群といった魔法使いたちが、多面体の回転パターンを通じて世界を記述し、沙毬自身とも、拙つたない意思の疎そ通つうをはかるように。

　───五次元正多胞体の一つを想起。

　昨夜テストした『正五房体シンプレックス』とは今度は趣向を変えて、

　十の頂点、四十の辺、八十の面と胞セルを持つ、『正十房体オーソプレックス』の詠唱を試してみよう。

　三次元、四次元の異質な豊かさに比べると五次元以上の空間充塡系は至ってシンプルだ。

　うまくゆけば──いつだったか藤森雨乃が折ってみせた折り鶴のような──このあまりにも狭苦しく不自由なボディから解き放たれるだろう。掌握可能な領域はさらに拡がっていくだろう。

　それには、たかだか十進法で百十九桁回の試行錯誤をもってすれば───

　……と、そんなふうに考え至ったところで、思い切り頭を小突かれた。

（───？　───？？）

「これ───お主。ほむらを眠らせたろう。気体の混合比ほどかげんを変えおったな!?」

　自分を呼び止めて、厳しく詰なじる者がいた。とてもありえないことだった。

　金色の髪の少女だ。藍色の着物を着て、背面の帯には脇わき差ざしを挟んでいる。

　沙毬だけが存在を許されていたはずの空間に、いつのまにか平然と彼女は立ち、そして言った。

「まったく油断も隙も無い小娘じゃ！……まあしかし、ほむらは今はこのまま寝かしつけておくが得とく策さくじゃろう。この者の疲労も深刻じゃ。それに起きていられると、むしろ厄介かもしれぬ……」

（五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめ……？）

「昴すばるではない。確かに昴の幼き頃の姿に似に通かよってはいるがの。我われは、プレイアデスと申す者───」

（ぷれいあどす……はん？）

「プレイアデスじゃ───上かみ方がたのおぼこ娘が、気をつけて物を申せ」

（かんにんな……プレイアはんも、うちの夢なんどすか……？）

「夢かうつつかじゃと……？　我は確かに夢のようなものじゃが、されどお主の勝手自在にはならぬ。かといって、お主が我の夢の産物でもない」

　なるほど、それなら自分の心がままならぬのも説明がいく。

「───よいか、沙毬とやら？　我はほむらの肩を持つわけではないが、それでも今この時ばかりは一いち蓮れん托たく生しょう、呉ご越えつ同どう舟しゅうの身じゃ。この娘の秘めしものに焼き尽くされたくなければ、不用心に触れぬがよい」

（………………）

　プレイアデスの言葉はさっぱりわからなかった。

　こんなにも価値あるものが、ほむらの中にあるのに、なぜそれを役立ててはいけないのだろう？

（けどぉ、ユリちゃん……おらへんもん……）

「……お主は気付いておらぬのか？　ではまだまだ雨乃には及ばぬな」

（…………）

　プレイアデスの賢さかしらめく繰くり言ごとにはうんざりさせられるが好奇心がまさった。

「先だっての古町翠みどりの前でのことじゃ。ほむらが昨夜の墜落の件を、あくまでみずからの操縦失敗の顚てん末まつのように振る舞っておったのは、お主を庇かばってしたことじゃ。お主をユリという娘に無事に送り返そうとしてな」

（……うちを……ユリちゃんへ……？）

「古町翠が知ることは、いずれ大嵐岬や、お主を管理する者の耳にも入るじゃろうからの。我は、お主が海の藻屑となろうと《りせっと》されようと別に構わぬ。が、この娘の、心うら情なさけを軽んじる振る舞いは我慢ならぬ───向こう三軒両隣り、情けの糸を織り上げた錦にしきが、この憂うき世よの機き微び趣おもむきよ。それを知らずば、お主は傀がら儡くたの木で偶くの坊ぼうにすぎぬ」

（……ユリちゃんはそうは言わへんかったもん……うちは何処へでも飛んで行ける……！）

「それはユリの望みじゃ。何ど処こへでもじゃと？　それは何処いずこじゃ？　あのツノ娘がお主に託した望みに縛られておるのは、お主自身じゃぞ……？」

　彼女の言葉は本当にわからず苛ついた。だが、それはそれとして───

（……プレイアはん……何かこっちに迫ってきますえ）

「うむ。気付いたか───此こ処こは《だいだりだい》の造りし、《迷宮らびゅりんとす》の茅かや尻じりじゃ。あの橄かん欖らん漬づけ爺じじいめ、四氏族の許可も得ず、妙なものを拵こしらえおって」

　ベーグルの軌道を大きく外れ、流星となって迫る小天体があった。

　こちらとは比較にならぬ高速で、軌道を微修正しながら近づいてくる。

「この人里離れた荒野は、化け生しょうどもの巣そう窟くつじゃ。我らは天空の環キュクロスに近づきすぎた。お主も相応に目立つからの。無傷では済むまい。すばるが見越して我をほむらに預けたのじゃ───忌々しい《だいだりだい》め。向こうが搗かち落おとすつもりなら、こちらもまた太た刀ち打うとうとも！」

　プレイアデスは脇差しを抜き払うと逆手に構え、身をかがめながら行く手を見据えた。

　ベーグルの反射光を受け、岩塊デブリは、赤く輝く蠍サソリへと姿を変える。

　勇者オリオンを屠ほふったと云いう毒虫が、二匹迫る───。

「さあ参れ、化け生しょうども。述じゅつ曰いわく──────！」

　まずは二閃せん。

　居合いの呼吸で繰り出される刹那の剣舞。

「──────是これにて合問といにあう!!」

　斬り払われた怪物は、墨書きの絵え馬まと額がく板いたへ形を変え、あっという間に後方へと飛び去った。なにかの冗談のように。

　……成る程、解いたのだ。毒虫の姿を持たされた難題の、その本質を見極めて、瞬時に解き明かしたのだ。

（……かっこええどすなあ）

「───何を惚ほけ惚ほけと眺めておる。助すけ太だ刀ちをせい」

　さらに岩塊デブリが迫っていた。束ねられた第二波の攻めは、かるく数百を数える。その一つ一つが、家ほどもある神話の怪物の姿をとろうとしていた。

　プレイアデスが《迷宮らびゅりんとす》の茅かや尻じりだというこの空洞うつほの領域では、数学概念と物質とが緩やかに混じり合うらしい。

　いったいこちらの何が《だいだりだい》の気を損そこねるのか。それはともかく……

（……ほむらちゃんの詠唱の記憶を借りますえ？）

「む……ま、まあ、そのくらいは構わんじゃろ……たぶん」

（おおきに）

　早速、炎の槍フランジュビリをバルカン砲のように連射し叩き込む。

　宙を薙なぐ毎分数千発の火線に岩塊デブリは白熱四散する。

「───おおう」

　爆炎に照り返されながら、プレイアデスがのけぞる。

「……い、幾分派手じゃの。その荒っぽい解き方では、地球でも宵空を彩いろどる赤せっ気きとなって顕あらわれておるかもしれぬな……」

（季節外れの送り火どすえ……？）






　そんな沙毬やプレイアデスたちの攻防も知らず、超音速の機体の中で涎よだれを垂らし寝こけるほむらはスイーツの夢を見ていました。
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　巨人見まみゆ───。

　その報せが届いたのは、メイヴェルが日本チームを引き連れ虚惑星入りを果たして間もなくのことでした。

　発見者は虚惑星に残留した六名の内のフランス人調査官の二人組。気球と二人乗りのハンググライダーを駆使した、広範囲を視野に入れた調査のおかげです。

　シラクサ担当地区の南部の沿岸を監視していた彼らは、海中からの上陸の痕跡を辿り、移動中の巨人へと追いつきました。これまでの報告とは異なり、巨人は夜間になると移動を休止し、片膝をつきながら眠りに就つくようになっていました。

　シラクサ担当地区のベースキャンプは、シラクサ遺跡群の東端にある、古代の採石場跡を利用した、岩壁に穿うがたれた洞穴式の住居です。洞穴の手前斜面には収穫を終えたばかりの広い菜園も見受けられました。

　現地の案内もそこそこに、滞在中の調査官との情報更新を済ませると、メイヴェルはＥＵ、日本、両支部のパーティを揃えて告げました。虚惑星にいるとは思えない温かく豊かな彩りの食事をとりながら。

「───付着物から判断して、海中を長距離移動した末すえに上陸したようね。転移のための魔力はもはや尽きて、残りの行程は徒歩で目指すことにした……のだと思いたいわ」

　睡眠中も移動中も巨人は、上空から接近した調査官を意識することはありませんでした。

「報告中で最大の変化は、巨人がついに頭部と右腕を備え、全身のパーツを揃えたという点。しかしながら、その融合はどうやら不完全で、その促進のための眠り───ある種の回復行動ではないか、とクレール調査官はみています」

　名前を挙あげられた調査官の少女が会釈します。彼女が仏語で添えた説明はギャビーが翻訳しました。

「……呼びかけにも、強い光にも巨人は反応を返さなかったそうだ。ギリシャ語やイタリア語、俗ラテン語も一様に無視された、と」

「とにかく移動にすべての魔力を投じているのか……夜間に停止するのはベーグルからの魔力を吸収しやすくするためかもしれない」

　桃山の推測に同意の頷きをみせ、メイヴェルは一帯の地形図を広げました。

「巨人は南東から接近しています。巨人の現在位置から、遺跡群境界までの距離は約四百キロメートル。

　ただし、この途中には急きゅう峻しゅんな断崖の続く断だん層そう地形があり、巨人はこれを迂回するコースを取ると思われます。すでに同様の地形での回避行動をとっていることからの推測です。あの体格をもってしても、そのほうが速いのでしょう。現状の歩速から予測される到達時刻は、二十二時間後───」

「ほう。これまでみたいに闇雲にまっすぐ進むだけやなくなったんやな。頭が付いただけあって、賢くなっとるんちゃうか？」

　天竜の指摘は吞気なようでいながらも重要なものでした。

「ええ……巨人が機械でなく、意思があるのなら、交渉の余地はあるでしょう。そうでなくては、私たちのいる意味も無い」

　そう慎重に語るメイヴェル・チャンドラーは、各国の閣僚や野党指導者などから「調査官たちに大量の軍用爆薬を携行させて巨人対策にあたらせよ」という脅迫まがいの要望を振り切って、この地へ訪れています。

「交渉、というかコミュニケーションが可能ならありがたいけど、そうとばかりも言ってられないかもね」

　と、上狛は肩をすくめ、隣の多賀を仰ぎ見ます。

　先輩たちの表情は厳しく、引くに引けぬミッションだと、東野は気を引き締めます。




　───メイヴェルは各調査官のリーダーと協議し、人員を三班に分けました。

　『対巨人』班として一チーム、『魔法遺跡の捜索』班には二チームです。

　最も危険の予想される対巨人班には、指揮をとるメイヴェル以下、天竜、上狛、多賀といった、タフネスで経験豊富な者たちが配されました。大嵐が到着すればこのチームに加わることになります。

　一方の魔法遺跡捜索は、近距離と遠距離とで班が分かれました。すでに調査した比較的近傍の遺跡群を再調査する班と、遺跡群の周辺部でまだ調査の及んでいない地域を目指す遠距離の班です。

　効率や土地勘の有無などを鑑かんがみ、日本支部の残りの調査官およびギャビーは、その遠方での捜索を担当する手筈となりました。リーダーは御陵部長、案内役をギャビーがつとめます。

　また近距離の遺跡の再調査には、ＥＵ合同支部のイタリア・フランス・ドイツといった多国籍なメンバーがあたり、彼らは定期的にキャンプに戻りながら、他チームや新しく到着するパーティとの連携役をつとめる手筈となりました。




　それぞれのミッションに取りかかる各パーティ。

　巨人の脅威だけでなく、正体不明の放浪者の存在が影を落とし、彼ら全員の緊張を弥いやが上にも高めていました。

　東野もまた、遺跡捜索班に自分が含まれているのは、放浪者からの危険を意識してのものだと理解していました。本心としては巨人対策に関わりたくとも、実際に放浪者と遭遇した東野には、危険度はむしろ魔法遺跡の周辺で高まるだろうという危機感があります。

　その懸念を強めたのは、天竜からもたらされた、放浪者たちが巨人復活に一役買っていたという新事実でした。トラコサリスは天竜を通し、地テ球ラ人ンに対して「止められるものならば止めてみろ」と挑発的に迫ったのです。

　遠く離れた彼らの勢力が、このシラクサ遺跡群にまで影響するとはとても信じがたいことですが、その影響力は定住地を持たない放浪者の特質とも密接に関連しているように思えました。テレポーターとなる魔法遺跡の存在を知ったあとでは尚更です。




　一足早く出立するメイヴェルたちとの気ぜわしい会話中に、彼女が巨人の復活の原因に、中国が関与したと考えていることを知ったのは偶然でした。メイヴェルが口を滑らせたのを、御陵が鋭く聞きとがめたのです。

「……巨人の頭部を発掘したのは、中国の調査官なんですか？」

　表情をこわばらせ、御陵はメイヴェルに確かめました。

「なぜそう気付かれた時点で公表されなかったんです。メイヴェルさんらしからぬ態度では」

「……ごめんなさい。そうですね。私の責任だわ」

　気まずそうにメイヴェルは頭を垂れました。

　数ヶ月前、メイヴェルと天竜は、建前は調査協力という名目で中国の山さん西せい省しょう担当地区に乗り込みました。その地で違法ベースキャンプの有無を監査していた折に、彼らは転移現象に遭遇しました。当時は調査中の事故とされていたものです。東野やほむらが、北方の神殿遺跡を探索していたのと同時期です。

「中国支部は、山西省シャンシーの大型の遺跡に、明らかに異質な遺構があると知りながら秘密裏に調査を進めていたわ。文字通り神秘が眠っていたわけね。虚惑星人の兵器であることにも薄々気付いていたでしょう。けれど、以後の調査が制限されるのを恐れてか、それを認めようとはしなかった。

　監査中、それに気付いたテンリュウと私たちは、かなり強引に、その調査中の遺構、つまり巨人の一部に迫ったけれどかなわなかった。おそらく中国側の実験で、巨人の転移機能が起動した。私たちは遺跡内での転移を経験し、転移を引き起こした巨人の一部はいずこかに消失した……と思われていた」

　しかし目覚めた巨人の一部は、他のパーツと同様に、転移後も移動を続けていたのです。その後の移動の痕跡が発見されても伏せられたために、大嵐たちの予測にも支障を来きたす結果となったのです。

　後にインド支部に発見された、巨人の痕跡は、山西省に端を発するものであることは明確でした。しかし、これだけ巨人の問題が公おおやけとなり、問題視される今となっては、中国側から一連の経緯と事実が明かされることは無くなったのです。

「まあまあ、あんまり女王レジーナをいじめなさんな、真世」と、いつもながら場にそぐわぬ気き易やすい調子で口を挟む天竜。「ほんまのとこは、女王レジーナは公表する気まんまんやった。俺が口出しして止めたんや」

「……主かず馬まさんが……助言を？」

「発掘された時点では、巨人の頭部だと判らんかったのもあるけどな」

「中国側を追い詰めるべきではない……と？」

「そうや。糾きゅう明めいするんは巨人問題を解決してからでも済む話やろ」

「……調査官が秘密主義だ、という世間からの批判は残ります」

　大人になれと窘たしなめられたように感じたのか、御陵は不満をあらわにしていました。メイヴェルは、そんなやりとりに自分を客観視したのか、東野と目が合うと、不甲斐なさそうに自嘲の笑いを浮かべました。

「…………」

　東野は、早瀬と口論していた天竜の言葉を思い返していました。天竜はあくまで中国の調査官をかばっていました。メイヴェルもそんな天竜に同調しているのならば、彼女も中国内の惨状を知り、心を痛めているのでしょう。

「それでも……わたしは、すべて明らかにしていくべきだと思います。痛みはあっても、向き合わなくては、膿うみ続けるばかりです」

　切々とうったえる御陵に、天竜は無言で頷くのでした。




　決意を込めた、旅立ちの夜───。

「昔みたいに、チアがいてくれたら……」

　出立の直前、一人でキャンプの菜園の前に腰をおろしていたメイヴェルが、夜空を見上げて、ぽつりとこぼしました。顧問の愛称を聞き止めて、東野はなにげなく立ち止まります。

　この期に及んでも一枚岩とはいかぬ調査官たちエクスプローラーズの姿を彼女は恥じているようでした。一つの人格のように組織が結束していられたら美しいのでしょう。されどもそれは未知と関わり合う調査官にとっては危険な光景かもしれません。

「……なんてね」

　と、メイヴェルははにかみます。年相応の幼さをふっとにじませながら。

「女王レジーナなんて、誰が言い出したのやら。ちょっと勘がいいくらいの子供に過ぎないのに」

「……子供みたいな大人だっていっぱいいます。たとえば、モリちゃんとか。でも物わかりがいいだけじゃ、何も成し遂げられやしないでしょう」

「そうよね。ふふっ」

　少女が腰に差していた厚みのある短剣は、今は両手の先に心こころ許もとなさそうに握られていました。東野が気になっていたその剣について尋ねます。

「それは……儀ぎ仗じょうですか。美術品みたいに繊細ですね」

　ケルト風の意匠の短剣ダガー。柄つか尻じりには精霊石が嵌はまっているのが見てとれました。

「───ええ。ありがとう。これは私の魔ス法タのッ杖フ。だから刃は無くて。母がデザインをしてくれたものなの。母は父とは違ってこういう勇ましいものが好きで……今回はあまり役に立たなそうだけれど。それでも私の御守りくらいの役には立つのよ」と、また苦笑します。

　ただ剣としての姿だけを求められる美しき短剣。お飾りである自分と、それを知りつつも職分を果たそうと懸命なメイヴェルの姿はどこか重なって見えました。

　それでもあえて東野はたずねます。率直に。

「───巨人を止められますか。ミス・チャンドラー」

「……時間稼ぎね、ひとまずは」彼女は首を縦にも横にも振りません。「私たちにとって巨人は、火山の噴火や津波のような、自然の脅威と同じものなのかも。正直、決定打はまだ無いわ」

　やはり彼女も心迷い、大嵐に期待をかけているのでした。巨人という言葉の意味と絶望が遅かりながら重くのしかかってきます。

「もう行かなくては。トウヤ、マヨたちをよろしくね」

「大丈夫です。ギャビーも一緒ですから」

「うん。それと、ホムラが無事に着くように、私も祈っているわ。彼女は幸運の星の持ち主だもの」

「───はい」




　───メイヴェルたちの出発した数時間後。

　夜明けがちょうど目的地到着に重なるように、東野たちもキャンプを発たちました。残るパーティから手作りの弁当ランチボックスを手渡されて感激です。

　移動しながら、言葉を交わす二人の先輩を傍はたから見ていると、稲荷は離婚した両親の件を御陵にちゃんと伝えられたのだと察せられました。それは緊張続きのなかでも、ほっとする出来事でした。時には思わず涙ぐんで抱きついたりして気を遣ってしまう御陵を、稲荷は恥ずかしそうに叱っていました。

　六名の調査官が進むのは、樹木の密度の少ない、乾いた気候の土地です。夜明かりの下、遺跡群の名の通り、次々と既知の遺跡が現れます。

「元は深い森だったけれど、長年にわたって樹木が伐採されてこの光景になったようだ。一方では砂漠化も進んでいる。過去には遺跡の周辺にも木造の家屋がたくさんあったのだけれど、今はもう殆ほんとど残っていない」

　そう語ったのは、ガブリエッラからガブリエルへ、銀の胸甲を帯びた凜り々りしき傭兵の姿となった少年ギャビーです。

「そんなに古い遺跡なんですか」と、感心する雨乃。

「年代測定では、なんと一万年も溯さかのぼる結果が出てる。ここより古い遺跡は虚惑星ではまだ見つかっていないんだ」

　と、嬉き々きとして教えてくれる桃山。肌寒い夜の暗がりのなかで、数々の遺跡を観察できぬまま素通りしてしまうことをひどく残念がって、ずっときょろきょろしています。

「一万年前……地球でいえば約千七百年前だから、西暦三、四世紀頃か。それなら年代的には古代ローマの影響が強いのも頷けるけど……」

　それでもやはりギリシャ神話の成立よりもずっと後の年代です。東西分裂直前の広大な領土を持ち、それを保つための莫ばく大だいな軍事費にあえぎながらも古代ローマ帝国としての最後の輝きを放った時代でした。

　神話成立の経緯についてはネイトも放言まじりに触れていた話題ですが、虚惑星の人々が地球へ文化や神話を持ち込んだ……というよりはその逆に、地球の人々が虚惑星を訪れてこの遺跡群を建設した、と考えるほうが自然に思えました。

「……西暦三、四世紀って、ローマ帝国でキリスト教が弾圧されていたころじゃなかったか？」と、話題を振る東野。

「うん。その通り」と、神妙にうなずくギャビー。「キリスト教徒への最後の大迫害を行ったディオクレティアヌス帝の治世であり、そして史上最初に皇帝としてキリスト教に改宗し、やがてはローマの国教として保護した大帝コンスタンティヌス一世を輩出した激動の時代だ」

「……大帝って、ローマを離れてコンスタンティノープルを建設した皇帝だよな？」

「そうだ。現在のイスタンブールの地へね」




　───現地に到着し捜索を開始すると、やがてその途方もない広さが実感されました。

　限られた時間を有効に使うために、六名の調査官はさらに二手に分かれ、魔法遺跡の発見を目指します。

　ただ目視するだけでなく、魔法遺跡を操作する呪文のうちから安全なものを詠唱してみたり、北方の神殿遺跡での教訓を活かし、この環境で見つかるはずのない動植物が無いかどうかを同どう定ていしていったり……と、あまり多様な手段で挑戦できているとは言いい難がたい心こころ許もとないミッションです。

　捜索中に一度合流したタイミングで御陵が雨乃に尋ねました。

「雨乃さん、体ボディの……いえ、思カ考ー中ネ核ルのコンディションはどう？」

「気分はどうかってことですね？……今のところは何も感じませんねぇ」

「……そう」

　雨乃の感覚には、巨人と結びつくものがあるのではと期待がかけられていました。そもそもシラクサが注目されるきっかけとなったのが雨乃が虚惑星で見た夢です。

　シラクサまで同行してきた赤土苳子補佐は、稼働データの無い土地に雨乃を送り出すことを最後までためらっていましたが、御陵部長や藤森顧問からの嘆願を受け、雨乃本人からもすがるような眼差しで見詰められて、渋々承知しました。

「……でもどこか懐かしい感じがします」

「……っ……」

　なにげない雨乃の呟きに、東野はどきりとしました。死人を蘇らせたようなものだ、と口にした天竜の言葉を思い出します。

「何か既き視し感かんをおぼえる風景とかあるのか？」

「いえ、それはまだ無いです……と、言ってもこの遺跡も、過去の姿とはまるで違ってしまっているのでしょうけど」

「まあ一万年も経てば、どんな都市だろうと崩れ落ちるか、噴石やら火山灰やら洪水の泥やらに埋もれて地面の下でしょ」と、足下を指差す稲荷。

「そう言われても、この広さを掘り返すのは無理です」と東野は閉口。

「時間が許せば掘り返してみたい……」などと桃山はぼやきます。

「ボク、ちょっとスリープモードに入ってみたほうがいいでしょうか？　移動中は巧たくみさんにおんぶしていただくとか？」

「日ノ岡みたいなこと言うなって。だいたい、そんなに都合良く夢が見られるもんか？」

「えへへ、それもそうですね。ちぇーです」

　ますますほむらっぽい態度をみせる雨乃に、東野は苦笑しました。




　調査地はやがて、遺跡群の北部へ。西日に照らされた山脈を背負う荒野です。

　砂丘の下に埋もれた遺跡の、その一角に再び合流して短い休息をとる東野たち。

　空を横切る蒼い影となっているベーグルの向こう側を、太陽はちらちらと瞬きながら足早に沈んでいきます。

　高空にブーメラン形のシルエットを旋回させながら、こちらの様子を探さぐりに来たハンググライダーに、御陵は狼煙のろしの魔法を打ち上げ、『未いまだ発見無し。捜索を続行する』と報告を送ります。

　グライダーを操縦するフランスの調査官からも、めぼしい報告は戻ってはきません。メイヴェルや天竜たちの動向が気に掛かります。

　稲荷はといえば、砂の上にぐったり寝転びながら、頭上に掲げた遺跡群の地図をじっとにらみつけています。

　日の陰かげりとともに風の冷たさも増し、汗をかいた体から熱を奪っていきます。

　東野は砂丘の斜面に尻をつきながら、周囲の遺跡に異変は無いか目を配ります。とはいっても、頭上のグライダーからも特に報告は無く、まばらな樹々の合間に、ガゼルに似た野生動物が見え隠れするくらいです。

「……兵つわものどもが夢の跡って光景……だよな」

　自分でつぶやいておいて気恥ずかしくなる東野。それでも遠方にかすむ数々の遺跡と伸びていく影を眺めながら、束の間、遥かな過去へと想いを馳はせます。

　確かにこの地に、壮麗な街が栄え、人々の活気に華はなやいでいたのだと。

　そして、斜陽を迎えたローマ帝国の王が、東方へと遷都して栄華の再興を図はかったように───

　この虚惑星にローマの精せい髄ずいを持ち来たり、ありし日のローマの平和パクス・ロマーナを夢見て、再び花開かせようとした者たちがいたのではないだろうか……と。

「…………」

　だとしてもこの地の人々は広大な遺跡を残したまま、何処かへと消え去ってしまったのです。東野の脳裏にはふと、トラコサリスの肩に翻ひるがえる深紅の肩掛けドレープがよぎりました。もし、もしもあの者たちが、純然たるローマの末まつ裔えいなのだとしたら、星せい霜そうを経て今、彼らは何を願うのか───。そこへ、

「東の空をにらみつけて───そんなに東方より来たる魔法使いマグスが待ち遠しいのかい？」

　と、からかいながらギャビーが隣に腰を下ろします。

「───あ？」

「怖い顔はよせって。焦りの日こそ心穏やかにだ。剣を持つ者なら、尚更」と、東野の肩に手を乗せ、赤みがかってきた空を向きます。「困ったことに、海側から天候が崩れてきている。まるで巨人が嵐を引き連れてきたかのようだ……女王レジーナたちが心配だ」

「……土地勘の利かない場所で嵐はきついな」乗せられた手をぞんざいに振り払って、東野は言いました。「いくら待ってたって日ノ岡は来ねえよ」

「来るとも。ホムラは来るさ」

　確信を口にするギャビー。東野は小さく嘆息します。

「……あいつは無意味なことはしねーよ。一人で行動する時は尚更だ。割に合わないと思えば途中で引き返す」

「割に合わない？　すべては打算と演技だと？」と、おおげさに溜め息をつくギャビー。「それがきみなりの心配の仕方かい、トウヤ。そうやって自分を安心させたいのかい。だとしたら随分とひねくれている。正しさと、正しくあろうと努めることはまるで違う」

「……あ？」

「だからその顔はよせって」と、にらむ東野の頰をぐいと手で押すギャビー。

　渋面を作りながら東野は答えました。

「……引き返す判断が出来るようになって、それでこそ成長したってもんじゃねーのか？　俺だって、あいつがそんなに馬鹿だと思ってるわけじゃない」

「なるほど理屈で考えたなら、無謀きわまりない蛮行だ。周囲に迷惑もかかるだろう──メイワクというのは日本独特の概念だけどね──でも自分は待っている。ホムラは来るよ。我々に勝利をもたらしてくれるだろう」

「あいつに期待しすぎるなよ。無理させるからおかしなことになるんだろ」

「……それもきみの優しさだ」と、微笑むギャビー。「失敗の後悔も、失望されるつらさも、彼女には経験して欲しくないと慮おもんぱかっている。だがそれほど、ホムラは弱くはないさ」

「…………おい、んだよ……」

　また手をまわしてしつこく肩を組んで座るギャビー。鬱陶しそうに顔をしかめつつも東野は、しばしの沈黙ののちに呟きました。

「……いくら思いやったって、届かねーんだったら疲れるばっかりじゃねーか。あいつはすぐ自分を誤魔化して逃げるんだ。ロボットみたいだって感じることがある。あいつは噓つきだ───」

　少しむっとしながら、ギャビーは聞き返します。

「ロボット……か。では、アメノやネイトたちは生まれついての噓つきということに？」

「……逆だろうな。雨乃たちは感じたことをちゃんと率直に言う」

　そう、確かに、と頷くギャビー。

「きみこそ正直に語ってくれて感謝する、トウヤ。あいかわらず、多少卑屈な態度だとは思うが」

「バカ、あのな、べつに懴ざん悔げしてるわけじゃねえよ」

　微笑みながら、山さん嶺れいを見つめるギャビー。

「まず一般的に、女性は化粧をするものだ。願望とは反対の態度をとることもある。それに、外見と中身が違うというのなら、自分も───このガブリエッラ・ベルニも噓をついていることになる」

「ああ……ギャビーまで悪く言うつもりじゃなかった」

　詫びる東野を受け入れて頷きながら、ギャビーは再び語り直しました。

「……世界を知れば知るほど、自分に正直であろうとすることは難しい。教皇聖下ですら噓をつかれる。むしろ聖下以上の噓つきはいない、と言っても過言じゃない」

「おいおい」

　大胆な表現に東野は驚かされますが、ギャビーはそのまま続けます。

「───この日々が、不幸と繰り返される過あやまちに満ちていようとも、世界は一歩ずつよくなっていると、あの方はそう堅く信じてくださっているのだから。誰よりも聖下ご自身が心を痛められながら、希望を口にされるのは、さぞかしお辛つらいことだろう……」

「……教皇と、日ノ岡じゃ大違いだろ」

　静かに首を振るギャビー。

「……いいや違わない。同じだよ。神の前では皆、ただの人の子であり、迷える子羊でしかない。バチカンは神聖なる赦ゆるしの城であるがゆえに、そんな迷えるものたち、醜いものや罪深きおぞましいものが引き寄せられてくる。穢けがれたものが集まってくる。目を背けたくなる不幸も……」

　そう語るギャビーは淡々と事実を述べるようでありつつも、どこかに自虐の響きがありました。

「……生まれながらに十じゅう全ぜんな者などいないのだから。人は努力して人になっていく。幸さいわいを求める心こそ、本当の救いだ───無い、と解っていても楽園エデンを求める心こそが本当の幸さいわいじゃないか？」

「…………詭き弁べんだ」

　それは、教皇の命を受け、虚惑星が失楽園である証あかしを捜すギャビーが、自分自身の立場を重ねて皮肉った言葉だろうと思われると、言い返そうとしていた東野は気後れしてしまいました。

「求めるがゆえに、遠ざかるものだってあんだろ……って、俺まで感化されてきた。あーあ、やっぱ宗教は嫌きれぇだわ。お節介で図々しいってんだよ」

「それは別に構わないさ───でもトウヤ？　きみはまず、一番近くにいる者に信頼を置けるようになるべきだ」

「あ？……一番近い、隣人……だって？　日ノ岡がか？」

　ギャビーは静かに首を振ります。

「違う、きみだ。隣人はきみ自身だ───ホムラの言葉と行動を、心と裏腹だと言うきみは、自分自身を殺してはいないか。権威に頼り、自分を縛る信条だけで動いてはいないか？　そういう意味では、対照的だけれども、きみとホムラは似ているのかな」

「…………」

　東野は思わず言葉を失ってしまい、舌打ちします。

「……いい加減離れろって。先輩たちがヘンな顔で見てんだろ」

「ああ、ごめん。女の体の時には軽率には出来ない親交だから、ついね」

　また苦々しく顔をしかめた東野に、ギャビーは屈託なく笑うのでした。




　───つと、砂丘のてっぺんにいた稲荷が騒がしくなりました。

「んー……ない、やっぱり無い、ないないないない！」ひとしきり唸り、がばと反動をつけて起き上がる稲荷。「劇場がない！　この遺跡群の地図には、テアートルが見当たらない！」

　周辺を警戒しつつ観察していた桃山が双眼鏡を下ろして振り返ります。

「……ええ？　そんなことはないよ。劇場は幾つもあるじゃないか。コロッセオ級の闘技場だってあったはずだ」

「う、うん……でもそんなのは街角の小劇場でしょ？」

　先発の調査パーティからも劇場型遺跡は注目されていました。ブラジルでの転移装置が劇場遺跡の中で発見されたためです。しかし既知の遺跡に転移装置は見つかっていません。そんな経緯を知っていてなお、稲荷は主張しました。

「───そのコロッセオ級の建物だって観客を入れたら、せいぜい五万人くらいじゃない？　これだけの遺跡群を残した都みやこに人が住んでいたのなら、人口百万人はくだらないでしょ。せめて二十万、いや三十万人くらいは入れる場所が必要だと思わない？」

　パーティの面々が、稲荷の前に集まって顔をつきあわせます。

「……それはローマでいえば『チルコ・マッシモ』を指しますか？」と、とある遺跡の名前を挙げるギャビー。

「チルコ？」

「別名をキルクス・マクシムスという、ローマ中心地にある戦車競技場の跡地だ。今はひたすらに広いばかりの野原となっているが」

「なる、ほど……巨大すぎて見つからないってこと……？」と、腕組みして眉をひそめる桃山。やはり思案しつつ御陵が重ねて尋ねます。

「……このシラクサ遺跡群は、わたしたちの青藍担当区域で見るギリシャ様式の遺跡より、ずっとローマの様式に近いようですが、劇場テアトルでは具体的にはどんな違いがあるでしょう？」

　問いには、桃山が幾分得意げに応じます。

「えーと、古代ギリシャでの演劇は占術としての意味合いも持っていた。だからなるべく自然と一体となるような地形を選んで建設していた。対して、古代ローマの文化では、純粋な娯楽と、神々への崇拝をあらわす神殿としてどちらも両立して機能するよう、あくまで人工的な空間として建設した。だからたとえば、そうだね……興行のためには屋根も重要だった。コロッセオにも開閉式の屋根があったそうだし」

「……じゃあ、やっぱり地下なんすか？　それとも、都市の衰退に応じて、コロッセオみたいに石を採掘されて無くなってしまったとか……いやそれはねえか」

　他にこれだけの膨大な遺跡を残しながら、もっとも大規模となるような遺跡の片へん鱗りんすらも残されていないのは、やはり異常に思えました。

「この虚惑星には、古代のローマにもギリシャにもおそらく無かったものがありますよ？」

　やや突然な雨乃の提案に、面々は首をかしげます。

「───魔法ですよ！　転移装置テレポーターを備える遺跡だとしたら、それを積極的に利用したんじゃないですか？」




　御陵ひきいるパーティは、目に見える範囲ではなく、目先を地下へと変えて捜索を続行しました。稲荷がその不足を指摘するような大劇場跡がどこかにあるとしても、地表で見つからないのならば地下に求めるほかありません。

　仮にこの地に、常時働き続けるような魔法の転移装置があったのなら、民衆をその地下の劇場へ素早く運ぶことも出来たかもしれない、という推測が一いち縷るの望みでした。

　東野自身は、遺跡が見つかったとして残された時間で何が出来るのか、焦燥にかられてばかりです。

　ゴツゴツとした岩山を、背の低い草ばえを走り抜けていく調査官たち。夕日の残照とベーグルの反射を頼りにした捜索です。そのわずかな自然の照明も、夜の雲によって奪われていきます。夜明かりが期待できないのは、捜索にはかなりの痛手でした。

　それでも御陵と桃山は、地図を手に互いに議論し、ギャビーからの意見も求めながら、精悍かつ実直に彼らを導いていきます。

　いまだグライダーからの巨人接近の報せが無い、ということは単に夜になったためか、あるいはメイヴェルたちが一時的な巨人の足止めに成功しているのだと思われました。そんな貴重な時間が刻々と過ぎていきます。

「くそっ……本当はこんな地道な調査をしてる場合じゃないってのにな……」

「不満を言っても始まらない。しかし他に手段も思いつかない。途方にくれているよりはマシじゃないか」

　思わずこぼした東野を、ギャビーがたしなめます。

「巧さんも、みなさんも表情が硬いです。こんな時こそ笑顔です！」と雨乃まで。

「疲れ切っちゃって変な顔しか出来ない……」と、稲荷。

「アメノは素晴らしい。舎人主任の最高傑作なのは間違いない」と、ギャビー。「ネイトなら余計な言葉で、全員をげんなりさせているところだ」

　───そんな折に、はたと御陵が立ち止まりました。視界の遮られる細長い窪くぼ地ちを、横断し通り過ぎようとしていたところでした。

「…………」

「どしたの、マヨ」と、顔を窺う稲荷。

「地磁気の乱れが……」と、周囲に目をこらす御陵の瞳の色が変わります。妖精種の持つ超感覚で、何かをとらえたようです。「ほんのかすかですが……この窪地に沿って乱れがあります」

「コンパスには変化は無いよ。かなり弱い反応だね」と、手元と地形を見比べる桃山。「溶岩製の石畳なんかも見当たらないし……武器庫でも埋まっているのかな」と、桃山。

「ふむ……？」

　稲荷は、すばやく窪地の一番低い場所へと引き返し、その場に伏せました。地面にぺたりと顔をつけてじっと耳を澄まします。

　稲荷の調査を見守りながら、ふと東野は雨乃の手元へ目が吸い寄せられました。

「雨乃……それ、なに持ってんだ？───斗ます織りか？」

「はっ、見つかってしまった。巧さんには効力ありですね」

　東野に尋ねられ、えへへと、きまり悪そうに笑う雨乃。

「あ？」

「こんなに暗くなっては、ほむらさんもボクたちを見つけにくいだろうと思って」

「なんだそりゃ」

　一方では、忍び足で近寄ったギャビーが、稲荷に尋ねました。

「……地下に反響するような空間が……？」

「それは無さそうだけど……でも……確かに、何か聞こえる……」稲荷は、顔をあげて尋ねました。「ねえ桃山さん？　この辺って水道橋の痕跡は見つかっているの？　でなければえーと、下水のトンネルとかは？」

「聞こえてるのは、水音かもしれないって……？」桃山は地図と周囲を見比べます。

　動物格所有者ＴＡＰＣの憑格者トランス。狐人の遷せん移い型けいである稲荷の大きな耳は、厚い地面を通して、流水から発せられる超音波をとらえていました。

「……いや、そういったものは発掘されてない。ここはおそらく単なる街道だった場所だ。近隣に住居跡も無いから……下水の線も薄いんじゃないかな」

「……ということは……たぶんこの地下に川がある」と、おぼろげに推理する稲荷。

「地ち下か川せん……ですか。でもその川の水は、何処から流れてきているんでしょう？　水源は……」

　御陵は、ゆるやかな傾斜を持つ荒野を見渡します。

　目についたのは、遺跡群の郊外にある北方の丘陵でした。さらなる奥の山脈の裾野にあり、これまでは建設しやすそうな地表か、地下ばかりに注意を向けていて、ほとんど視野に入れていなかった場所です。




　手分けして丘陵一帯を調査すると、さらに上流側から流れてくる河川を見つけ、その水流が丘陵部のどこからか吸い込まれて途絶えているとわかりました。

　丘陵の地下に、空間のある可能性が高まります。一帯は強固な岩山で、自然に洞窟を生じるタイプの地質ではなく、人工的な空間が存在する疑いがより強まります。

　キャンプと似た石切場のような場所を想定して、捜索を続けていると、土砂に埋もれた空気穴らしき縦穴を発見します。さらに───

「この地面は、光っている……いや、光を透過している!?」と、驚嘆するギャビー。

　丘陵の各所で、魔法の痕跡を見つけました。日中では判然としなかった、この曇どん天てんとなってようやく判るほどの、ごくわずかな発光が地面にあります。

　以前に、氷河に覆われた神殿遺跡で東野たちが目撃したのと同じ、地盤を透過状態にして外光を採り入れる永続的な魔法がかけられているのです。

　丘陵内部に、虚惑星人が利用したなんらかの空間があることが、いよいよはっきりすると、御陵は決断しました。

「───桃山くんと、ギャビーさんは、この発見をベースキャンプに伝えてくださるようお願いします。スナオちゃん、東野くん、それに雨乃さんは、わたしと一緒に入り口を捜しましょう」

「でもマヨ、この丘を降りて確認してからでなくてもいいの？」と、稲荷。

「……そこで時間を取られては、手遅れになるかも。この発見に賭けましょう」

　桃山とギャビーは了承し、互いの無事を祈りながら別れます。

　残った東野たちは、丘陵の上で、風よけとなる即席の竈かまどをつくり、遠くからの目印となる火を起こして他パーティにも位置を報せます。




　さらに丘陵の捜索を続けていくと、内部へ向かう通路の痕跡らしきアーチを見つけます。アーチの下部はやはり土砂に埋もれて塞がっていましたが、行方を遮る瓦が礫れきをどうにか掘り出し、這いながら奥へと侵入すると、反響する水音が耳に届きはじめ、やがて急に広大な空間へと飛び出しました。

　魔法光を消しても、その巨大な地下空洞には光が満ちていました。湿り気のある空気を割いて冷たい光が差し込みます。

　それは楕円形のアリーナを無数の石段の観客席が取り囲む、巨大な闘技場コロッセオでした。御陵は賭けに勝ったようです。

　虚惑星で初めて見る規模の地下空間であり、楕円形の長辺方向は一キロ近く延びています。アリーナの中央の天井はかすむほど高く、観客席には幾本もの柱列が連なって天蓋となる岩盤を支えていました。客席の奥周辺には、丘陵の裾野に沿ってさらに奥まった扁へん平ぺいな空間がのぞきます。

　───息を吞み、言葉無く愴そう然ぜんとした遺跡に見入る虚惑星調査官たち。

　この地で盛んに行われ人々を熱狂させたのだろう競技を推測することは難しくありませんでした。その自明なる答えの一つが、東野たちの目前にもそびえていました。

「巨人の……剣闘士グラディエーターたち……」御陵が呟きます。

　彼ら、大いなる剣闘士グラディエーターたちの亡なき骸がらが、アリーナのみならず、観客席にももたれるようにして、累るい々るいとうち捨てられ、時の流れに朽ち果てていました。

　荒ぶる神像のようでもありながら、断末魔の瞬間を切り取った生々しさもありありと残す、青銅の巨人たちの偉い軀く。

　その傍らに突き立てられた、一振りがビルほどもある斧おのや剣。どれだけの威力を持つのか想像もつかない巨大な白兵の武器。きらびやかな輝きで観客を魅了したのだろう剣闘士たちの鎧はみな錆さびつき、漂う金属臭は強烈に鼻をつきました。

　ざあざあと客席を流れ伝う地下水は、長い年月のうちに遺跡の基礎を押し流し、大地をえぐって陥没させ、アリーナの半分を地下湖へと転じさせていました。光の差し込む場所には、わずかながら地衣類の緑がみてとれるものの、その他は荒廃した命無き死の空間でした。

「こんなに巨大な闘技場コロッセオが……スナオちゃんの言った場所、ちゃんとありましたね……」

「うん……でも、もうそんなものじゃない……」御陵に向けて、稲荷は苦しげに言葉を絞り出します。「墓場だよね、ここって……巨人たちが眠る墓場だよ」

「……雨乃……!?」

　凄惨な光景に見入っていた雨乃が不意によろめき、東野が支えの手を伸ばしました。

「オーバーヒートか……？」

「雨乃さん？」

　ここに辿り着くため猛然と瓦礫を搔き出した雨乃の負荷を心配する東野。それは雪崩なだれで自分たちが埋まった時の奮闘を思い出させる姿でした。

　駆け寄る仲間たちを安心させようと雨乃は微笑みますが、うまくはいきません。

「大丈夫です、体ボディには問題は……ただすこし混乱して……」

「そっか……雨乃にはショックな光景だったかな……」

　と稲荷は唇を嚙みます。

　───その時でした。

　空洞に反響した転がる瓦礫の音に、東野はさっと振り返ります。

　自分たちが侵入してきた後方の暗がりに、はっと伏せようとする黒い人影がありました。

　その直後、風切る音とともに飛来する光───

「短矢ボルト───！」

　御陵の前へ素早く踏み出した東野は、迫る矢の飛跡を鋭く見極め、剣を抜き払う動作で撥はね上げました。しかし、

「……っ！」

　もう一本の短矢が、稲荷の背後によろめき出た雨乃の、その下腕へと深々と突き刺さっていました。

　その矢尻に輝く黄色い結晶に、東野も御陵も目を剝きます。

　爆発が起こり、空洞内に閃光が満ち轟ごう音おんが響き渡ります。




「───くっそ……！」

　衝撃と粉塵が薄れ、身動きが取れるようになると、東野は人影を見たコンクリート塊の陰へと猛然と駆け上がりました。

　矢を放った人影は、爆発と暗がりに乗じてすでに逃げ去っていました。どうやら相手は一人だったようです。

「畜生っ、畜生っ、二射されるくらい予想しとけよっ……一方はわざと目立つ矢にしてあったんだ……」

　まるでこちらの二刀への皮肉です。

　夢中で追いかけ、また爆発性の罠を仕掛けられたり狭い逃げ道を塞がれるのではないかと危惧しながら、闘技場の出口まで戻りますが、やはり相手の気配は失せていました。

「間違いないな……放浪者だ。やっぱりここまで来やがったのか……」

　おそらく相手の目的はこちらの偵察と、魔法遺跡を破壊させないための牽けん制せいだろうと思われました。




　東野は急いで空洞内へと引き返します。

　そこでは御陵が肩を貸し、稲荷と共に雨乃を抱き起こそうとしていました。

　雨乃はその左腕部が完全に失われ、肩と脇腹の皮膜の裂けた間から内面の機構を露出させていました。探検服も焦げ、人工筋肉由来の黒い液体を滲にじませています。

「スナオさん……お怪我なかった……ですか？　聴力や平衡感覚は正常ですか……？」

「……っ……なんともない」

　歯を食いしばって稲荷がうなずくと、雨乃は安堵し微笑みました。

「危険です、どうかボクに触らないで……漏れた電解液は引火しません……でも高圧電流に感電する恐れが……」

　人間に似た朦朧とした仕草で、けれど語句ははっきりと雨乃は警告をつぶやきます。

「───赤土さんから教わっていた通りの応急措置はしました」と、厳しい表情で伝える御陵。

　硬化して柔軟な皮膜となるプラスチックのコーティングを施すスプレーで、ダメージを負った部分はカバーされています。

「電圧下降中……間もなくモードが切り替わります……歩けなくなったら、ボクのことは……」

　痛ましい姿にひるみつつも東野は御陵に代わって雨乃を背負います。

「大丈夫。おまえの心臓には罅ひび一つ無い、綺き麗れいなもんだ。ボディが多少汚れるくらい、調査官なら日常茶飯事じゃねーか。ちゃんとボディごと連れ帰ってやるって」

「……はい」

　苦しげながらも雨乃は微笑み頷きました。




　───遺跡の外に、他に敵らしき姿は見当たらなかったと東野が報告すると、御陵は一刻も早くこの巨大闘技場の遺跡を離れたほうがよいと判断しました。先に戻った桃山とギャビーたちの身も心配です。

　苦心して遺跡を這い出て、一路ベースキャンプへと引き返す東野たち。

「逃げた敵が単独行動だったという東野くんの見方に、わたしも賛成です。こちらの人数が減るのを待ち構えていたのでしょう。とすると、こうして直接手出しをしたのは独断だったのかもしれません。今頃は立ち去って逃げたか、加勢を求めに戻っているところでしょう」

　そう推測しつつも御陵は警戒を緩めません。

　弓を構える御陵が先導し、後方では稲荷が追跡者を警戒しながら続きます。

　魔法光は灯さず、極力注意を引かぬように。

　間もなくして、雨乃の反応が絶えます。東野には彼女が急に重くなったように感じられました。

「あたしたち、また深入りしてしまったんじゃ……」

「…………そう判断するのは、まだ早いです。スナオちゃん」

　稲荷の弱気な呟きを聞きとめた御陵は、唇を引き結びながら頭かぶりを振りました。

　真っ暗な荒野を見張りながらも、稲荷はしきりと雨乃の様子をのぞいてきます。耳をぺたりと伏せ、泣きそうな顔で。

「雨乃……雨乃はさ、あたしを庇かばってさ……」

「赤土さんが見たら、卒倒するかもですね……」

　そんなふうに軽口で応じながらも、東野の胸にはふつふつと、怒りが沸き起こってきました。もはや容赦なくこちらの命を奪おうとしてきた放浪者と、そして雨乃を守れなかった自分自身に───。

　そして、あの矢が稲荷に刺さっていたらと想像して今さらながら動揺し、その危機がまだ去っていないことにまた戦慄します。

「……それ、何持ってんの？」答えぬと知りつつも稲荷が問います。

「え……？」

　東野は肩に乗せられた掌を目の端でとらえます。いつのまにか握りしめられていたのは、雨乃がすばるから預かった小さな織物の端切れでした。

「《斗織り》だ……」

　───不意に、寝ね惚ぼけたように雨乃がふらりと頭を起こしました。そして、

「うわ、びっくりした……」

　と、間の抜けた声を漏らします。

　びっくりしたのは東野と稲荷の方です。

「また夢みてるし？……もう、今度は何なの……？」

　構わず寝言を続け、東野の背できょろきょろと首をめぐらす雨乃。

「お、おい……雨乃？」と、戸惑う東野。

「あっ、稲荷先輩に、マヨ先輩もいる……げっ、もしかして東野くんに背負われてるの……？　また？　嗚呼みっともなぁ……」

「……まさか……おまえ、日ノ岡か？」

「そうだってば……あれっ、うまく動けないし……地面に下ろしてくれないかなあ」

「……ほむら？　雨乃じゃなくて？」と、怪訝顔でのぞきこむ稲荷。

「はいはい、すいませんね。迷惑おかけしまして……好きなおでんの具は餅もち巾きん着ちゃくです。あと鰯いわしのつみれもなかなか……」

　稲荷と東野は顔を見合わせ、詰め寄り尋ねました。

「ほむら？　ほむらなの!?　あなた、もしかして雨乃の体を中継して動かしてるの？　こっちの言葉聞こえてる？」

「……おまっ、いったい何処飛んでんだよ！　っていうか、まだこっちに向かってるのか!?」

　御陵も何事かと二人のもとに引き返してきました。

「日ノ岡さんなんですか……？」

「はい」雨乃の声で、きょとんと答える様子は、どう見ても日ノ岡穂群そのものでした。「───ここ、どこです？　真っ暗ですね。そろそろ朝かと思ってたのに」




　地面におろされた雨乃＝ほむらに、御陵が代表して語りかけます。

　どうやら本当に雨乃を通じながら、ほむらとの交信が出来ているとわかると、無事を確かめられたことに、ひとまず御陵たちは安堵します。

　それでも、雨乃の口から発せられる音声が徐々に弱くなる兆候に気付いて、とにかく手短に情報を交換します。

　御陵からは接近する巨人の動きを。その目的地らしき巨大な遺跡を発見したこと。そしてなにより、放浪者の存在に注意するようにと───。

　対してほむらは、飛行中にどうやら落雷を受けて二度目の墜落を経験し、地図類も焼失してしまったと語ります。それでもなんとか飛行を再開し、記憶の中の地図と、おぼろげながらも感じる雨乃の反応を頼りに、シラクサ遺跡群を目指して西へ向かっているところだと告げました。

「こっちの魔力は十分残っています。沙毬ちゃんも安定してきたみたい。あとは、うっかり目的地を飛び越さないように注意しなくちゃですね───」

「ええ。日ノ岡さんの言われた大陸の地形と飛行速度から判断して、もう十二時間以内の距離に来ています。あと少し、ほんの少しですよ！」と、必死に励ます御陵。

「まだそんなにですか……体中痛くて死にそうですけど、なんとか頑張ります」

「おまえ、ちゃんと飯食ってんのか？　居眠り操縦してねえか？」

「ああもう、耳元でうるさいね東野くんは！……それで、アメちゃんは一体どうしたの？」

「それはあとで教える───日ノ岡、おまえこそ───」

　東野の発した声はもう、ほむらには届いていなかったかもしれません。

　雨乃の唇が細かく震えて静止します。最後の力を使い果たしたように、腕は垂れ下がり、斗織りがはらりと指を離れ地面にこぼれました。

「サンキュー、雨乃……ほむらの無事を伝えてくれて」

　稲荷は感謝しつつ、再び東野に背負われた雨乃の目蓋をそっと閉じて髪を整え、胸ポケットに斗織りを戻しました。

　朗報を得た三人は、励まし合うように視線を交わしながら頷きました。




　───東野たちがキャンプに帰還する途中で、ついに雨が降り始めました。

　しっとりと探検服が濡れる程度の、弱い雨脚ではあるものの、雨雲で視界が遮られるほむらは心配です。

　キャンプでは、無事に帰りついていた桃山とギャビーの二人が出迎え、後発パーティの到着を教えてくれました。予定よりもずっと早い到着です。

「───中国からの計算支援が？」

　早速、大嵐と状況を確認しあっていた御陵は驚きの声をあげました。

「ああ。建たて前まえ上は分散されたアドレスからの匿とく名めいとなっているが、間違いなさそうだ。思わぬ手助けで呪文の完成にこぎ着けた。あとは詠唱テストだけだ。巨人に通用するかどうかは、実践あるのみだが」

「……はい」

　巨人に対抗する呪文が完成したのならば嬉しいニュースのはずですが、御陵は手放しでは喜べぬようでした。ＥＵ支部のリーダーたちも、やはり微妙な表情を浮かべます。

　世界屈指の演算性能を誇ると噂されながらも、軍事利用目的のために存在を公おおやけにされたことの無いスーパーコンピューター、通称〝黒い量子計算機ブラック・クォンタム〟が、メイヴェルから発せられた緊急要請に応えたのです。

　その協力行為そのものが、ＵＮＰＩＥＰへの、引いては国連や国際社会に向けたメッセージでした。そして一方では、件くだんの使い捨ての転送環で〝幽霊調査官〟を虚惑星へ送り込む行為に、同コンピューターが関与しているという疑いも強まったのでした。

「───しかし今は、彼らのリスクを覚悟した決断に大きな感謝を送ろう」

　と、大嵐は噂話を打ち切りました。




　───その後。最も早く出発した、メイヴェルや天竜たちからの連絡が無く、使者を送るか、夜の雨天にハンググライダーを飛ばすかという策を取るか検討していたところへ、疲弊しきったメイヴェルたちが帰還しました。

　彼らは、断層地形を登とう攀はんしてショートカットし、巨人の進行方向で待ち構えてコミュニケーションを試みましたが、やはり関心を引くことはかないませんでした。

　やむなくガリバー作戦プランＧと名付けた大がかりな手段を試みたものの、直径一センチ程度のワイヤーでは蜘蛛の糸同然に引きちぎられて効果が無く、凝固剤を充塡したカプセルを関節部に投とう擲てきする方法が、多少の効果を示しましたが、それも短時間、歩みを遅らせる成果しか出せませんでした。

　障害物の無い平地では時速六十キロにもなる巨人の歩速に追いすがりながらのミッションは困難を極め、一度行った妨害は巨人が避けようとするために、一時中断せざるを得ませんでした。

　陽が沈み、ようやく活動を停止したところへ、ありったけのワイヤーと凝固剤で巨人の固定を図はかり、彼らも一度引き返してきたという次第です。それもどれだけ効果があるのか……。さらに融合の進んだ巨人は、ほぼ完全な人ひと形がたとなりつつありました。

　彼らからは、さらにキャンプの面々を緊迫させる報せがもたらされました。

　帰還の途中、傀儡の軍勢と邂逅したというのです。

「───傀儡たちの群れは、遺跡群の北側に向かっているようだったわ。テンリュウから報告のあった例の木製の傀儡よ。移動速度は決して速くは無かったけれど、追跡はあまりにも危険と思えたので避けました。おそらくマヨたちの発見した闘技場へと向かっていたのでしょう」

　明確な敵意を持つ傀儡たちは、人員の限られた調査官たちにとって巨人以上に危険な存在といえました。

「───マヨたちのパーティも、おそらく斥候役からの襲撃を受け、アメノが被害を受けた。放浪者たちが妨害をエスカレートさせているのだとしたら……この場所も危ないのでは……」

　ぐらりとかしいだメイヴェルが机に手を突きます。そんな彼女を、天竜が支えました。

「女王レジーナ、あんたはもう休んだほうがええやろ」

「……平気だってば。それに、そんな場合じゃ───」

「でも顔色悪いよ、メイ」と、上狛も真剣に休息を勧めます。「キャンプここにいられる間に体を休めたほうがいいって。大嵐くんや増援も来てくれたことだし、作戦オペレーションや準備は、あたしたちで進められる。このあとのミッションに備えて、今は───」

「……サチ……」

「…………」

　じっと見守っていた多賀ともメイヴェルの目が合います。巨人を相手どる彼女の奮戦ぶりを見てきた多賀もまた、同意して深く頷きました。

「……じゃあ、少し休みます」

「…………ウス」と、多賀は安堵の微笑をみせます。

　椅子に座り、脱力して嘆くメイヴェル。

「でも、ちゃんと寝られるか自信が無いわ。夜光蜥蜴とかげの巣だろうが、高度二百メートルの揺れる樹冠だろうが、ところ構わず寝ていたチアが時々うらやましくなる……。地球に報告するような事態が起きたらすぐに起こして。頼むわね、みんな」




　物理的な手段では巨人に効果が薄いと判明した以上、〝魔術師〟大嵐の呪文が頼みの綱です。そもそも回復していく巨人に、爆薬ですら、効果を及ぼせたかどうか。

　闘技場コロッセオという最終目的地が判明した巨人の移動コースを想定しながら、待ち受けるに最適なポイントを地図上でさぐります。さらに不確かさで頭を悩ませるのは、隠密行動を取る放浪者たちと傀儡たちの軍勢でした。

　休息を勧められながらも無理を言って東野は、リーダーたちの会議に加わっていましたが、あくびの連発を見とがめられ、ギャビーともども部屋を押し出されてしまいました。

「きみのあくびが移ったじゃないか」

「そんなこと言われても知るか」

　などと罵ののしり合いながら、仮眠のためにあてがわれた部屋へ向かうと、上狛のリュートが奏でる癒やしの旋律が聞こえてきます。

　控えめに照明を配したキャンプの玄関付近には、夜警をつとめる多賀の姿があり、二人は慌てて声を低めます。

　部屋では稲荷が、ベンチに横たわる雨乃の傍らに付き添っていました。さらに奥の個室ではメイヴェルと、ハンググライダーで日中飛び回っていたクレール調査官が休んでいるはずです。

「それで、雨乃の状態は？」と、伺うギャビー。

「サブバッテリーを交換したんすか？」

　東野も稲荷の手元を覗き込みながら尋ねました。破損したバッテリーは外され、床のシートに並べられています。

「う、うん、一応ね。マニュアル通りにやってみたの。こういうのはマヨのほうが得意……っていうか、あたしが苦手なんだけど、あっちも忙しいから」

　補修が首尾よくいけば、メインバッテリーも回復するはずです。しかし本来バッテリーが正常に働かない虚惑星上では、雨乃の意識のレベルにも回復の度合いが関係するようでした。奇くしくも巨人の睡眠と似た状況です。

「……あっち、どうなってた？」

　と、リュートをつま弾く上狛が東野たちに尋ねます。

「はい───巨人がどうやって闘技場に入場して転送に移るのかは不明ですが、とにかくその前に、大嵐さんが呪文を行使する機会を何段階か作るのは予定通りです。そこで傀儡たちの妨害が、いや襲撃があるようなら、多賀さんや俺が、それにドイツチームの腕っ節の強い人たちの出番です」

「そっか……だよな……そりゃもう仕方ないか……」

　多賀の名前を耳にして上狛は頭こうべを垂れます。

「自分も忘れてもらっては困る。ミスター・多賀やトウヤばかりには任せられない」と、既に傀儡との戦いを経験して胸を張るギャビー。

「ギャビーは上コ狛マ先輩と同じで、貴重な人材だろ。だから御陵先輩や天竜代表と一緒に、大嵐さんを間近で守るべきだ。巨人だって無抵抗のままとは限らねーし……」

「む……まあ、そうはなるか」

　ギャビーは不承不承頷きます。放浪者がどう出てくるかは誰にもわかりません。

　……しかしなぜか東野には、彼らのみせる地球人への敵意にもかかわらず、放浪者たちは目立っては顔を現さないのではないか、という予感がありました。放浪者たちの態度から、巨人への畏怖を感じ取っていたからです。

　自分たちの目的のために巨人という大いなる存在を利用したことを恥じているような、そんな気後れを感じていました。

「やはりホムラがキーパーソンだ」とギャビー。「アメノを通じて連絡があった、というのは真実なのだろうか？」

「うん。ほんと」と請け合う稲荷。「あたしたちが証人。だけど、あれ以降は何も音沙汰は無い」

「その長距離デンワみたいなのって、《斗織り》とか云う、すばる姫のお土産みやげのおかげだったりするわけ？」と、上狛。

「どうやら───」と、自信なげに応じる東野。「日ノ岡と雨乃の繫がりを強化していたみたいです。斗織りを編む糸が、一定のルールで組み合わされた二次元の図形になっていて、識別信号の機能を果たすユニークなパターンになってる……とか。御陵先輩と俺との推測ですが」

「……術者と精霊石との繫がり……アイテムとしての編み物じゃなくて、編まれたパターンの記憶が、暗号鍵兼アドレスになってるってとこ？」演奏を続けつつも、ふむふむと納得顔の上狛。「すばる姫の城の傀儡たちが、基本的には姫の命令しか聞かないってのが不思議だったけど、それとも関係ありそうだな」

「あっ、そっか。そうっすね───運用上は精霊石を介する特殊なテレパシー、ってとこですかね」

「濫用されては困る技術だとは理解できるが……では……」と、思案するギャビー。「自分とネイトが交信することも出来るのだろうか。可能だとしても、まったく気は進まないが」

「ははっ」と笑う東野。

　湯花玉と同じく、うかつには明かせない術の一つなのだろうとは思えましたが、そのせいで驚かされました。

「放浪者の傀儡たちを逆に操り返す方法もありそうなもんだけどな……」

「そんな秘密を知れば、それこそきみは殺されてしまうよ、トウヤ」

　もっともなギャビーの言い分に、東野は肩をすくめます。

　まるで青藍担当区域から直接行軍してきたかのように、忽こつ然ぜんと現れた傀儡たちの謎も残ります。あらかじめ傀儡を付近に待機させていたのか、それとも〝商人の路〟のような転移ルートがどこかにあるのか。少なくとも彼ら放浪者は、出現経路を悟らせる隙はみせていません。一連の計画的な動きからは、やはりトラコサリスが関係しているように東野には強く思えました。

「大嵐さんの魔法さえうまくいけば……それに……」

　つい期待を口にのぼらせ、不安を紛らわせてしまいます。大嵐や他の魔法使いたちとのスクラムで魔力の不足があれば、その時は、どうしても沙毬の核が必要となるでしょう。

「日ノ岡さえ、着いてくれたら……」




「二人ともそろそろ、雨乃を見み倣ならって寝といたら？　朝が来たらもう、休もうったって休めないよ」と上狛がせかします。

　実際のところ随分リュートの音色にうつらうつらと、させられていたところです。

　じっと様子を見ていた稲荷は、みじろぎをした雨乃の変化に気付きました。

「雨乃？　バッテリーが回復したの……？」

　しかし雨乃はあたかも魘うなされているように顔を歪めます。

「もしかして、またほむらから……？」

　と、口元に耳をそばだて、斗織りを持たせようとします。その腕を雨乃が握りました。

「わっ、と───どした？」

「ボク、です……スナオさん」

　声を絞り出しながら、傷痕を残す半身を起こす雨乃。

「巨人が……動き出しました。夜明けを待たずに、来ます……！」

「それ、マジで……!?　夢を見たってことじゃないの……!?」

　演奏を止めて問いただす上狛に、きっぱり首を振る雨乃。

「あの巨人です！　またボク、同調して……！」

　感じ取ったビジョンを、自分の身に起きた出来事のように語る雨乃。

　ワイヤーを引きちぎり、拘束を振り切って立ち上がる感覚を───

　遠回りさせるはずだった断崖から身を投げるようにして転げ落ち、土砂を搔き分けながら渾身の力で崖を這いのぼる手応えを、詳細に語る雨乃。

「自分の体がまたバラバラになりそうなのも構わずに……ああ、この巨人のビジョンに、ほむらさんが影響を受けていなければいいんですが……」

「……っ……！　それって……」

　実際に周囲の光景を目にしてきた上狛は、雨乃の言葉を聞き終えると血相を変え、東野に告げました。

「───向こうの部屋の連中に教えてくれ東野！　あたしはメイを叩き起こすから。ここだけのハナシ、寝起きが超悪いんだよ女王様は───直スナオは、ＥＵのメンバーけしかけて装備を一緒にまとめて！」

「お、おっけー。もう出発かぁ……」




　───上狛の言葉に頷き、血気盛んに休息部屋を飛び出した東野は、思いもかけぬ光景を目にしました。

「───！」

　石切場の岩壁で躍動する二つの影、そして武器の打ち合わされる金属音に、はっとさせられます。何が起きているのか、目前の出来事に理解が追いつきません。

「……襲撃なのかっ？……放浪者がここに……!?」

　ところが剣を振るっているのは一人きりです。夜警についていた多賀は、慎重に間合いをはかりながら、その相手を押さえ込もうとしています。

「やめろ……っ！　やめてください！」

　多賀の懇願の叫びがキャンプに反響します。

「───多賀さん!?」

　にじり寄る相手の肩ごしに、駆けつけた東野を認め、多賀は怒鳴りました。

「……っ……東野！　誰か、人を───上狛部長の、鎮静の旋律フレーズで……！」

「誰かが───狂戦士化を？」

「来るなっ……！　危険すぎる！」

　窮地に追い込まれながらも、冷静な返答。大振りでかすめた剣の内側へと踏み込み、鋭く腕を振り払って、多賀が制しようとした先にいたのは───

「───天竜代表……っ!?」

　暗がりに浮かぶ姿に、東野は息を吞みました。再び激しい衝突。

　多賀は手甲とかぎ爪で、天竜の振るう剣撃をどうにかしのいでいました。恵まれたリーチはあれど、それはあまりにも相性の悪い組み討ちです。傀儡を木っ端に粉砕せしめたあの一撃一撃が、手甲とぶつかりあうたび、重々しい衝撃が空気を震わせ火花が走ります。

「だ、誰か！　来てくれ！　上コ狛マ先輩───!!」

　肩越しにキャンプ内に向けて、東野は声を限りに呼び立てました。そしてすぐさま、彼らを傷つけず制止させられる道具は見当たらないかと周囲に探し求めます。

「代表！　天竜代表！　そんなっ……なんで……！」

「ぐぅっ……」

　束の間、剣撃の音が止み、届いた苦痛の呻うめきに振り返ります。

　天竜の手に握られた黒い剣の、無造作に下段に置かれた刀身の先から、血が滴したたり落ちていました。

「多賀さんっ……！」悔しさに歯がみしながら、腰へ手を伸ばす東野。「天竜代表、その剣を捨ててください───でないと……！」

「駄目だ、東野……天竜に剣を向けるな……っ……」

　二つの眼球を切り裂かれ、うずくまる多賀。苦悶しながらも声をしぼりだし、必死に東野を止めます。

　束の間、東野は天竜と対峙し、睨み合いました。

「これは……っ……狂戦士化じゃない……まさか、そんな……」

　ゆらりと剣を握り、こちらを凝視する天竜の冷たい眼光に、ぞくりと震え上がる東野。

　声を聞いて調査官たちが飛び出してきました。はっとして、叫ぶ東野。

「多賀先輩が怪我を───！　天竜代表は危険です！　武器を持って錯乱してる───」

　惹ひきつけられるように、じりじりと剣へと指を伸ばす東野。

　この格上の相手を押し留とどめるには、血を流すことも厭いとわぬ、死力を尽くした闘いは必然。差し違える覚悟のもとで、いや、その程度の気概で組み合える相手なのか───自分はこの男に剣を向ける意味を、まるで理解していないのではないかと───
















「───太一！」

　胸の痛む声と、天竜の存在を無視して多賀のもとへ駆け寄ろうとする上狛の足音に、はっと我に返った東野は、どうにか彼女を留めます。その上狛もまた、天竜の異常な様子に遅れて気付いて顔をこわばらせました。

　戸惑いながらも事態を察したドイツ人調査官の一人が、自前の弓を持ち出し、天竜に向けて射かけました。特殊な矢は回転してネットを拡げ、獲物を搦からめ捕とろうとします。

　しかしながら、つがえられた矢を見て天竜はすぐに予期したのか、その第一射を躱かわし、続けて射られた矢からも素早く飛び退いて、剣を切り払い吹き飛ばしました。

　そして一歩、二歩と、じりりと後方へ下がったかと思うと、取り囲まれる前にふっときびすを返し、キャンプ内から走り去ります。まるで獣のように、脇目も振らず。

「あれは天竜なのか……？　一体どうしたんだ!?」

「……主馬さんが？　多賀くん……！」

　駆け付けた大嵐や御陵は、そんな姿を目の当たりにして戸惑います。

　多賀の負傷の酷ひどさにも皆驚いて息を吞み、すぐに止血と手当のための道具がかき集められます。とにかく手を動かしつつも、東野も困惑を隠せません。

「わかりません。あまりにもいきなりで……でも、あれは……」

　虚うつろな眼光。機械のように正確な殺意と、冷酷な態度。

　東野にはすでに一つの解答が浮かんでいました。自分自身の断想を通じて、幾度も煩はん悶もんし、明確となるその答えが胸に重くのしかかってきました。天竜の身に起きた異常、あれこそは東野が決して忘れもしない───

　───人ひと傀く儡ぐつの術、であると。
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　───多賀の深刻な負傷。そして、説明のつかない天竜の失踪。

　それでも調査官たちに、立ち止まっている余裕はありませんでした。

　夜間にもかかわらず再び移動を開始した巨人に立ち向かうため、遺跡群へと出発します。

　キャンプには、ギャビーからの治癒を受ける多賀。そして、半身のダメージが大きく、本格的な稼働の難しい虚惑星探査機の雨乃の二人だけが残りました。

　巨人との対決に向けて待ち受ける困難を思うと、彼らの不在はあまりにも大きな喪失で、誰もが厳しい表情を浮かべていました。

「天竜代表が、あんな錯乱状態に陥った原因ですが───」

　夜の荒野の移動を続けながら東野は、メイヴェルと大嵐に、天竜の身に起きた異変について、思い当たる出来事や自分の推測を率直に伝えました。

　いつからか天竜は『人傀儡の術』をかけられていたに相違ないと───。

　上狛はすでに、東野自身がすばるの術にかかり味方に斬りかかった際に、人傀儡の術を目撃しています。御陵や多賀も東野自身から聞かされていました。

「天竜のやつが、あんなそぶりをみせたことは……一度も無かった。ほんの片鱗ですらも……あたしたち探検部三年の誰も気付かなかった……気付いてやれなかった……」負傷直後から、多賀の身をギャビーに託し、自分は率先してミッションの準備を進めてきた上狛。その彼女に、重なる悲しみが今ようやく追いついたかのように、顔を歪ませます。「いや、もしかして……早瀬は知ってたのか……？」

「早瀬くんはわかりませんが……彼が……天竜代表が、以前にも放浪者と遭遇していたのなら、そのなかで術をかけられた隙があったのでしょうね……」

　と、語る御陵も唇を引き結びます。

「そう……だと思います」と、頷く東野。「トラコサリスと、天竜代表は初対面には見えなかった。山火事の時には、こちらに術をかけているそぶりも無かった……でも、俺には気付かない形で、術を補強したり、あんなふうに味方に剣を向けるトリガーとなる何かを伝えたのかもしれない……」

「…………」

　稲荷は会話に耳をそばだてながらも、沈鬱な表情のまま沈黙しています。

　天竜と海外でのミッションを多く共にしたメイヴェルや、副部長の大嵐もまた強く責任を感じているようでした。

「思わぬ伏兵ね。直接こちらに向かってこないトラコサリスの自信はここにあったのだわ……」

　消沈の中にありながらもメイヴェルは背筋を正し、毅き然ぜんとした表情を取り戻しました。

「───けれどそれは裏を返せば、私たちの力で巨人を止めることが出来ると、トラコサリスが恐れているからに他ならない……私たちにはまだ出来ることがある……！」

　そう調査官たちに言い放ちました。小さな女王の如く。

「人傀儡の術の究明もまた今では無いわ。何が隙となり、発動のきっかけとなったのかは、ミスター・タガの回復を待ちましょう。ただ問題なのは、術を解く方法が無い、という点ね───」

「…………」

　東野にはメイヴェルの一言一言が、自分に刺さるように感じられました。

『───人傀儡の術は、その者の一番深き想いにくさびを打ち込む、宿やどり木ぎのようなもの……』

　すばるは術の恐ろしさをそんなふうに語っていました。




　───ついに地平線上に、巨人の影が現れました。

　シラクサ遺跡群を訪れてから、初めて東野は巨人の姿を目の当たりにしました。

　地響きを立て歩み来るその頭上には、曇天を通して黎明が、うっすらと届き始めています。海上遺跡で東野たちを襲ったあの怪物は、今では巨人の左腕となって、想像もつかぬ力を秘め垂れ下がっています。

　断崖を横断して落下した衝撃で、四肢の結合は再び緩み、その歩き方はぎごちなく、身体各所はひび割れた無残な姿を晒さらしています。

　兜かぶとの下の顔面は、鎧武者の面当てのごとき装甲で全面覆われており、表情らしきものがありません。それでもただひたすらに先を目指す巨人の姿には、巨大な機械であるとは思わせぬ鬼気迫るものがありました。




「さあ───ここからは魔法の時間だ」

　大嵐が巨人を見据えて立ちはだかります。待ち構えるのは見通しのよい小さな丘の遺跡です。その屋上ですら五十メートル近い巨人の腰ほどの位置でしかありません。

　東野は御陵と共に、大嵐の脇に控え、魔術師ウィザードが詠唱に集中できるよう周囲に警戒の目を光らせます。本来ならそれは多賀と天竜の役割でした。

「……地球製の呪文がどこまで通用するか。急造だが、費やされた計リ算ソ資ー源スでは人類史に残る結晶だ。これがまったく無駄だった、では〝魔術師ウィザード〟の名前も謹んで返上せねばいけないな」

　こんな時であっても、大嵐は微笑を浮かべていました。

「射程ちょうどだ───」

　大嵐が叫び周囲に報せます。遺跡の下方から魔法光を灯しながら、こちらを見上げていたメイヴェルが頷きます。

「ええ！　存分にやって───私たちは次のポイントへ向かうわ！　幸運を！」

　大嵐は大きく頷き返し、最後のミッションの火ぶたが切られます。

　メイヴェルの隣では稲荷や桃山たちが手を振り、彼女と共に北へと向かいます。

　暗闇の中で、大嵐が前方に腕を掲げると、リストバンドに篏はまる精霊石が煌こう々こうと輝きました。

　空を埋め尽くそうかという巨影と共に、強まる地響き。

「巨人の……あの全身を転移させるんですか……!?」

　緊張に堪えかね、思わず沈黙をついて尋ねてしまった東野に、淡々と大嵐は返します。基礎となる詠唱を次々と重ね、この程度は肩ならしだとでも言うように。

「それは非効率というものだろう。神話の故事に倣ならう」

「故事に……？」

　怪訝顔の東野に、御陵が口を添えます。

「タロスの、かかとの釘ですね」

　大嵐は無言で頷き、さらに深い詠唱へと没頭していきました。

　御陵が東野に小声で呟きます。

「古代ギリシャの叙事詩にあります。クレタ島を守護する青銅の巨人タロスは、かかとの釘を抜かれたために、体を巡る神の血を失い倒れたと───」

「ああ……その神話っすか。薙なぎ刀なたの攻撃で言うなら、きつい脛すね打うちってとこっすかね。確かにあの巨体でジャンプして避けるのは無理そうだし」

　それは東野自身も聞いたことのある神話のエピソードでしたが、それが目の前の巨人に当てはめられるのも、生真面目な大嵐の口から語られるのも意外でした。

　が、まさに神話を再現するかの如き目前の光景にはふさわしく思えました。




　まだ五百メートルは離れた遠方で──それでも相手が人間の身長なら二十メートルほどの感覚の距離で──大嵐が宣言した通り、巨人の足下に向けて、魔法光が集まります。

　古代ローマの武官を思わせる甲かっ冑ちゅうと鎧を備えた巨人の威容。

　隆々たる筋骨の躍動をあらわして深く彫刻モールドされ、複雑に組み合わせられた大理石の肉ししを、明るい褐色の青銅本来の光沢の装甲が覆っています。

　巨人の片足に幾筋もの光条が走り、発光が始まります。それは東野たちもよく知る転移直前の輝きでした。




　───しかし次の瞬間、爆発的な電光を放って呪文は弾はじかれます。周囲の地面を広範囲にガラス化させ、遺跡の柱列を吹き飛ばす激しさで。

　集中の極みにあった大嵐が、大きく肩で息をしながらその場に膝をつきました。

「───すまん。見ての通り、失敗だ……！」

　大嵐の顔色は真っ青です。

「これだけ離れていても、恐ろしい速さで魔力を吸収される───だが手応えは確かにあった。もう一度、やらせてくれ……！」

「はい───大丈夫です、第２ポイントへ！」

　落胆を感じさせず頷いた御陵が、下の仲間に合図をします。

　ＭＴＢマウンテンバイクにまたがったまま待ち構えていたドイツ人調査官の一人が、銃型の発煙筒を空へ向けて狼煙を打ち上げます。夜空に煙をたなびかせながら輝く赤い光。第１ポイント・ラインでの失敗の合図です。

　遺跡の上から飛び降りた大嵐たちは、漕ぎ手ごと用意されていたＭＴＢの後部にそれぞれ立ち乗りして分乗し、第２ポイントへと走り出しました。

　荒野に林立する遺跡を荒っぽく駆け抜け、窪地を飛び越えながら、猛然と走るＭＴＢから振り返ると、赤く照らされた巨人が大股で追いすがりながらも、徐々に後方へと離れていきます。

　御陵もまた銀色の髪をたなびかせながら、巨人の姿を凝視します。

「巨人の速度が速まっている……？　このままでは、充分な詠唱時間が取れないのでは───!?」

　併走する大嵐に向けて、問い叫ぶ御陵。魔法を使うたび巨人が魔力を吸収し、さらに完成度を増して、最盛時の剣闘士グラディエーターの姿へと近づいていくのだとしたら───呪文を唱えるほど逆効果です。

　ＭＴＢの漕ぎ手にもたれるように乗る大嵐は、水筒の水をあおり、ブドウ糖のタブレットをかみ砕きながら、さらに先を指差しました。

　御陵も東野も、すぐにそのジェスチャーの意図を察します。

「───わかったわ、このまま第３・西側ポイントへ！　第２ポイントはスキップします！」

　ドイツ語と英語で指示を復唱し、漕ぎ手たちに伝える御陵。

「その後はもう、すぐに闘技場コロッセオの丘の斜面っすよ？」と、焦る東野。

「致し方ありません。大嵐くんなら、やれます！」

　大嵐が咳き込みながら、言い添えます。

「……巨人に身動きをさせるな！　一瞬でもいい、静止させてくれ。あの巨体を、俺自身の一部だと、思い込めるほどのセルフイメージの拡張が必要なんだ……！」

「はい！　それはわたしがメイヴェルさんに伝えます。東野くんは───！」

　大嵐くんと一緒に先行して、と身振りで示し、御陵は車列を離れて、第２ポイントへと向かいました。

「……ったく」車上で東野は独りごちます。「日ノ岡のやつ……また寝坊してんじゃねーだろうな」

　ほむらのグライダーの到着予測時間はまだ何時間も先です。御陵もまた同じ懸念を持ちながらも口には出しませんでした。

　荒野を快走し、巨人の進路のぶれに対応できるよう東西二箇所に設定されたうちの、西側第３ポイントに辿り着きました。

　通過した第２ポイントは、崩壊した水道橋遺跡の末端にあり、わずかながら樹々の残る小さなオアシスです。その傍らを今にも通り過ぎようとする巨人は、何かに搦からめ捕とられたかのように動きが鈍くなります。

　ぼうと暗闇に暖かな光が沸き起こり、下から照らされた巨体をざわざわと這い上がっていくものがあります。

「……っ……すげぇな……あれがミス・チャンドラーの魔法か───」

　感嘆する東野の隣では、走り通しで息を切らしたドイツ人調査官が、親指を立てて賞賛の声をあげました。

「───緑の親指Einen grünen Daumenだぜ！」

　メイヴェル・シュリニヴァーサ・チャンドラー。虚惑星の女王レジーナ。

　元最年少調査官にして現国連監査官、そして最も長い経歴を持つ最初の調査官ファースト・エクスプローラーは、虚惑星のミッションのなかで、植物の成長を促進し操るという奇怪とも言える力を身につけていました。

　宙に浮かび三み重えに繰り返し渦巻く模様より発する太陽光を一帯に生じさせ、大量の二酸化炭素を消費しながら空気中の水分と窒素を固定し、植物細胞へと変換していくという高度で複合的な魔法です。

　地面をのたくり進む太い蔦つたや、地中から伸びる樹々の根が、次々と巨人の体軀に追いすがり幾重にも搦からめ捕とっていきます。まるでそれは神話というよりも、童話の光景です。

　───しかし、それだけの魔力の供給はメイヴェルにとっても、限られた時間のなかでの解放です。元より乾燥した荒野では植物は生育しにくいはずです。

　メイヴェルの付近では稲荷や御陵たちも、凝固剤などを駆使して巨人を食い止めようとしているはずです。

　急造の緑の防衛線は伸びきって緊張しながらも、目もく論ろみ通り、巨人を静止させようとしていました。その光景を観察しながら、ぽつりと呟く大嵐。

「……虚惑星の欠点は、好きな時にアイスが食えないことだ」

「えっ？」「───はWas？」

「いや何でもない」

　すっくと立った大嵐は再び巨人を見据えます。

「さあ、やるぞ───今度はもう後が無い。俺も少々無理をする、あとは頼む」

　放浪者たちが前もってこのポイントを知っていた筈はありませんが、万が一にも襲撃を許さぬように、東野や居合わせた調査官たちは周囲への警戒を強めます。他のポイントに向かった調査官からも、異変が発見されれば空に合図が打ち上げられるはずでした。

　放浪者たちがこれまで送り込んできた軍勢が無生物の傀儡たちであり、たとえばヤマイヌの群れのような対処しづらい野生動物たちでなかったことを、東野は幸いに思いました。無生物が放浪者たちの戦力を占めるのは、転送においては装備の多た寡かでなく、あくまで転送人数が問題となる原理と関係しているのではと推測しました。

　しかしそれも少ない遭遇サンプルからの判断でしかありません。それに今や、東野たちにとって最もおそるべき相手が潜む可能性を排除できません。

「天竜代表は……何処に……」




　───再び詠唱に挑む大嵐。

　今度は巨人の脚部のみではなく、その全身を捉えていました。魔力を吸収されることも構わず勝負に出た捨て身の攻撃です。

　呪文が発動し、植物に搦からめ捕とられたままぎりぎりと身じろぎする巨人に、異音を発して光の亀裂が生じ、彼の者を束縛する鎖のように深く食い込んでいきます。

　すう、と吸い込んだ大嵐の息いき差ざしが、彼の心中に想起され折り重ねられた詠唱の仕上げでした。

「──────強制転移トランスフェラル」

　亀裂からいっそう強烈に光が逬ほとばしり、その四肢が分断され光に包まれます。

　爆縮する光の点となって消失する巨人───。

　唯一取り残された巨人の頭蓋が、支えていた胴体を失い、高所から落下します。これまでの足音の響きとは比べものにならぬ轟音を立てて墜落し、空気を震わせました。

　落下の衝撃で、巨人の面当ての破片が高々と舞い上がるのを見て、隣のドイツ人調査官が歓声をあげました。

「やっ……たのか？」

　東野が漏らした呟きに応えるように、離れた第２ポイントからも歓声は聞こえてきます。

　極度の集中と緊張から解放され、汗だくになった大嵐が、仁王立ちのまま肩を上下させて息を整えています。

「大嵐先輩……大丈夫っすか？」

「……ああ。まだ二に一いち天てん作さくのの五ごくらいは出来る」

「は？……いや、頭部以外は何処へ転移したんですか」

「……わからない。具体的な座標は想起しなかった。それぞれの部品が干渉しないよう、とにかく遠くへ転移させるイメージを持つだけで精一杯だった……しかしなぜ、頭部は残った……意識的に抵抗されたとでも？……まだ呪文が不完全なのか……？」

　巨人は発見時のように身体を再び分断され、放射状に飛散したようでした。少なくとも視野中には再出現した形跡はありません。ただその頭部のみが荒野に傾いて横たわり、斬首された戦士のごとく無残な姿をさらしています。




　その場で一息ついた彼らの前に、傭兵姿の少年調査官が駆け付けました。

「───完全に出遅れてしまったな。申し訳ない」

「ギャビー！　何言ってる、早かったな」と、東野。

「うん、実に見事なものだった！」と東野の肩を叩くギャビー。「強制転移の瞬間は、遺跡の間から目撃した。巨人もああなってしまっては、文字通り手も足も出ない」

「お、おい、それで……」

　東野が口にしかけた問いを、解っているとばかりに制してうなずき、大嵐に向かって改まり報告します。そんな彼には、とるものもとりあえず駆けつけたためだけではない疲労の色がありました。奇跡の御み業わざを振るった疲れの色が。

「───多賀副部長バイスリーダーの眼球組織は無事再生しました。即座に治癒に取りかかれたのがよかった。ただ、まだ彼の視力は戻ってはいない。脳にかなり負担のかかったショック状態にある。今はキャンプで深く眠っている───自分の経験からいえば、時間が経つうちに不足していた神経群は再生し、見えるようになるはずです」

「そうか……」と、安堵する大嵐。「ガブリエルはこちらに直接来たようだな。では、上狛や桃山たちにも早く知らせてやらなければ」

　そう口にしながらも、ぐったりと腰をおろし息をつく大嵐。仲間たちのいる第２キャンプへと顔を向けます。曇り空もうっすらと白み始めて、ベーグルのある方向がぼんやりとわかるようになっています。

「…………」

　歓迎すべき一日の始まりにもかかわらず、どこか焦燥感の拭ぬぐえぬ東野。遠方で不気味な存在感を放つ巨人の頭部に、どうしても視線が吸い寄せられていきます。

「……トウヤ、ホムラはどうした？　彼女も間に合わなかったのだろうか？」

　きょろきょろと周囲に姿を求めながら尋ねるギャビー。

「あいつは───」




　───その時、空を裂いて電光が走りました。

　自然の落雷とは異なる異様な角度で紫電が飛び交い、その交こう叉さする結節に残された光が空中に集束していきます。

「……っ……あれは!?」

　轟ごう々ごうと絶え間なく響き渡る、嵐のごとき破烈の音。

　それは東野にとって記憶と規模こそ違えども見覚えのある現象でした。

「転移の兆候だ！　戻ってくるぞ！」

「巨人がか───!?」目を剝くギャビー。

「あれが呼び寄せているのか───頭部を破壊しなくては……！」

「どうやって！　間に合うわけがない！」

　大嵐の言葉に、思わず東野は異を唱え叫びました。

　膨れあがる電光は、脈動する人ひと形がたのフォルムを取ります。空中に忽然と現れた脚部が、踏みだすかのように轟音とともに大地を踏みしだきます。

　右足の次には、左足が───一歩、また一歩と電光を纏まとう歩行を続けながら、次々と身体の各部が転移しながら出現し、立体のパズルを組み上げるように元の姿を取り戻していきます。夥おびただしい海水と、樹木の交じる土砂をまき散らしながら。

　巨人の身体はついに頭部の落下地点へ辿り着くと、かがみながら自らの頭部を摑みあげ、ヘルメットを被る動作で首に装着しました。とっさに抗ったメイヴェルの魔法によって頭部を大地に縛りつけていた植物は、ものともせず引きちぎられました。

　再び闘技場に向けて闊歩しはじめる巨人。身体の融合は完全では無いにもかかわらず、先ほどとは比べものにならない円滑な動作をみせます。

「あんな素早く……あの図ずう体たいで！」東野は呻きます。「転移させられても、またその魔力を吸収して……!?」

「……っ……」絶句する大嵐。「奴の術に損失は無いのか？　より効率の良い転移を……魔術師としても上うわ手てということか？」

「それでは───再び転移させたところで意味が無い。より力を与えるばかりだ！」

　汗を浮かべてギャビーが叫びます。

　東野たちは、すばる姫の口にしていた『巨人に魔法は通用しない』という言葉の意味をあらためて痛烈に感じ取っていました。そして闘技場に横たわり無残な姿を晒さらしていた巨大な剣闘士グラディエーターたちを思い返し、巨人を抑えるには、巨人を用いるしかないのだという自明の結論に至るのです。




　土煙を捲まき、足早に巨人は丘陵にたどりつくと、がっしりと握り合わせた両の拳を巨大なハンマーに代えて、力の限り斜面に叩きつけました。最も粗野なる方法で、闘技場へ押し入ろうとしているのです。

「……なぜ、奴は内側へ転移しない？　やはり転移を制御する機構が、あの遺跡内に……？」と、気圧されながらも洞察する大嵐。

　巨人は手甲の鎧が弾け、身体を造る大理石が欠け飛ぶのも構わず───人の身であれば、皮は破け血の飛び散らんばかりの猛打を浴びせます。たちまち丘の岩肌は大きくえぐられ、地形そのものを変えていきます。

「………すごい………そこまでして……」と、息を吞む東野。

　東野だけでなく、そのあまりにもひたむきな姿に、調査官たちは巨人の悲壮な意志を感じ取っていました。それまで無意識のうちに避けていた自分の感情に、気付かされていました。

　あらんかぎりの力を、見えぬ想いのすべてをぶつけて───そうまでして地球を目指す彼かの者ものの行いを、自分たちが阻はばんでいいのかと戸惑わされます。




　巨人の猛進で混乱し、伝わる激しい震動で崩壊が続く遺跡群の間を縫って、御陵と稲荷が東野たちのもとに駆け付けます。

「大嵐くん───」「あっ、ギャビー。東野と、フェリクスもいるね」

「ミス・チャンドラーはどうだ───？　彼女は魔法を使えるか？」

　焦りと、やつれた様子を隠せず尋ねる大嵐に、稲荷は首を振ります。

「だめ。今の大嵐さんと同じ。あの子も立ってるのがやっとで……上コ狛マさんがついてくれてるけど───まんまと魔力を渡してしまったんだよ、あたしたちは」

　責める声色ではないにせよ、大嵐は稲荷の率直な言葉に歯嚙みしました。

　後悔する間も無く御陵がたたみかけます。

「あちらを見てください！　傀儡が───！」

　荒野の高台の木立の脇にいた東野たち。

　御陵たちの肩越しに望のぞむ地面が動きだしました。

　───否いな、それは地面にあらず。傀儡たちが隊列を組み、整然と進軍してきたのです。この地にたった今辿り着いたのか、何処いずこかで機を窺っていたのか。前夜にメイヴェルたちが目撃した、ひいては姫川や佐保が目撃したのと同一と思われる絡繰り仕掛けの兵たちが来襲したのです。

　御陵と稲荷は、見張りの調査官から受け取った報せをリレーし、この最前線に急ぎ伝えに来たのでした。

　続々と丘陵のふもとに到着する傀儡たち───破壊が続けられる斜面へと、彼らは身を投げ出すように、わらわらと張り付いていきます。なかには巨人の激しい挙動で踏みつぶされてしまう傀儡さえも。

　異様な行動の意味をはかりかね、皆たじろぐなか、東野はいち早く彼らの意図に気付きました。

「……っ……斜面を爆破する気だ！」




　───東野たちは巨人のもとへと駆け出しました。

　御陵が進行方向に魔法の狼煙を打ち上げると、他の動ける調査官たちも各ポイントから集まってきます。

　その合間にも、空気穴や横穴へと潜り込んだ傀儡たちは、みずからに取り付けていた湯花玉を炸さく裂れつさせ次々と自爆していきます。一体の値打ちで村コムーネの公会堂が建つと云われていた傀儡たちが惜しげも無く、暖炉の薪たきぎのように自らをくべていくのです。

　そんな犠牲を、蟻ほども気にも留めず振るわれる巨人の鉄てっ槌ついの危あやうさに、調査官たちは接近して妨害することも出来ません。

「……っ……斜面があんなに削られて、ほとんど障害が無くなった……まずい、突破される……！」

　東野に追いすがったギャビーは、彼らの自己犠牲に賞賛すらおぼえ戦慄します。巨人を送り届けるためなら、放浪者はいかなる犠牲さえ厭いとわないのか。それだけ巨人が畏怖される存在であるのか。

　崩壊した瓦礫をかきわけあわれな傀儡たちを踏みしだき、巨人は闘技場へと乗り込もうとします。

　メイヴェルたちの到着を待たず、御陵は周囲のリーダー格の調査官たちに決断を求めます。

「遺跡の中枢を破壊するしかありません。最初からそうすべきだったのかも……大嵐くん、あなたの目利きが無ければ転送遺跡の中枢部がどこにあるのか、わたしたちにはわからない───」

　御陵に詰め寄られ、大嵐は戸惑います。

「……っ……だが……！」

　東野もまた、変転する状況に圧倒されつつありました。

　調査官たちもまた、努つとめてこの地に辿り着いたのです。犠牲も払いました。そんな数々の行為が、本当に正しかったのか否か。さらには貴重な遺跡を、古代の虚惑星人たちの想いが残る証あかしを、破壊しなくてはならない───




　───つと、その刹那、雲間に切れ目が生じ、細い光が地面を射ました。

　いつのまにか迎えていた夜明けの輝きが、次々と斜めに射し込みます。

「……何か来んぞ……」

　陽光に注意を惹かれ東野は気付きます。

　雲を抜け、かかる光の梯かけはしを目印にして飛び来たる小さな影に。

　赤く透き通る、細長い翼を持つ機影が空の高みを通り過ぎていきます。どこかふらふらと。そして機影は、斜面を穿うがつ巨人を警戒してか、そのまま機体を傾けて離れていこうとします。

「あれ……日ノ岡か───!?」

　目を凝らす東野。そのそぶりに気付いた御陵も視線を同じくします。

「……ええきっと。結ゆ理りちゃんが見せた疑似物質と同じ機体ですね」

「やぁっと来たの？」と、稲荷が呆れてみせます。「でも、ほんとに飛んでるとは……今度教えてもらお」

「ああもう、間違いない───ホムラ!!」

　まだ声の届かぬ高空の小さな影に向けて、ギャビーは高々と斧槍ハルバードを掲かかげます。

「よかった……」胸をなで下ろし御陵は告げました。「わたしたちは先に闘技場へ乗り込みます。東野くんは、日ノ岡さんを───着陸する場所を探しているはず」

「はい！───あ、待ってください！」と、大嵐を呼び止める東野。「大嵐さんはここで日ノ岡の届ける精霊石を受け取ってからのほうが───」

「……いや。東野も見ただろう」と、大嵐は厳しい表情で首を振ります。「これ以上は、巨人に強制転移の呪文が有効だとは断言できない。残された時間もわずかだろう。御陵の言うように、転移装置を捜索して、しかるべき対処をするつもりだ」

「……っ……わかりました」

　落胆を隠しながら東野が見送る先で、一人、ギャビーだけがくるりと引き返してきました。

「いけない、忘れるところだった───」と、気ぜわしく東野に何かを手渡します。

　見覚えのある緑色の精霊石───

「なっ……雨乃の核だろ、これって!?」

　うなずくギャビー。それは雨乃のボディから取り出された精霊石でした。

「一人で留守番をしているのは寂しいから、皆と一緒に居たいと頼まれ、断り切れなかった」

「雨乃……おまえなぁ……」

　東野はつい手中の石に向かって呆れ顔で話しかけてしまいました。沙毬の核と同じくボディを持たなければ、行動はもちろん、何も知覚は出来ないはずですが。

「御陵部長リーダーはもう自分の精霊石をお持ちだから、干渉するかもしれない。きみが持っているか、あるいはホムラに託したほうがいい」

　ギャビーもそれが互いの自己満足に過ぎないと解っているようです。そして、

「ホムラは任せた」と寂しげに言い残し、御陵たちを急ぎ追いかけました。

「気いつけろよ！」と叫んだ東野に、軽々と頭上で旋回させる斧槍で応えます。

　東野はほむらの機影を、再び空に探し直します。

　地上の暗がりの中に調査官たちがいると気付いたのか、グライダーはおそるおそる高度を下げてきます。

　もう何一つ間に合わないのかもしれない。そんな気持ちに押しつぶされそうになりながらも、空を飛ぶ鳥のような彼女の姿を、東野は束の間すがすがしい気持ちで見上げていました。

「…………ほむら！　おーい、こっちだ！」

　不用意に注目される危険を冒しても発煙筒を焚たくべきか───

　しかし放浪者の警戒がどちらに向いているのか不明なこの状況で、また短矢で狙われてはたまりません。

「ああ馬鹿、そっちじゃねーって、何処へ行く気だあいつは！」

　いかにも降りやすそうな砂の平地を通り越して飛んでいくグライダーを追って、小さな丘を東野はかけ登っていきます。




　───グライダーを操るほむら。

　聞かされていた通り幾つもの遺跡の並ぶ乾いた荒野が眼下に広がっています。

　夜明けの太陽のまばゆさから一転、まだほとんど真っ暗な地上の暗さに慣れず、暴れる巨人の頭上を、ひやひやもので躱かわしました。

（───誰か───私を呼んだ？）

　轟音が一帯に満ちるなか、懐かしい声で自分の名を呼ばれた気がしました。

　徐々に目も慣れ、地上に幾つか探検服の調査官らしき姿を認めます。さらには散らばる傀儡たちの姿まで目撃し、浮かんでくる戦場さながらの光景に震え上がります。

「……あれ……ここ風、逆……!?」

　降下しつつ翼体を変形し縮めるほむらは、吹き下ろす風に押され、逆にスピードを出してしまったと気付きます。調子外れなホイッスルの音にも気をとられ混乱しながら、みるみる近づいてくる地面。

「おいっ、こっち、こっちだって───！」

　駆け並ぶ彼が大きく手を振って───

　見えない滑り台を降りるように空中をスライディングするほむら。

「東野くん!?───わっ、わわ！　どいて───」

　東野が広げた手と、突っ込んだほむらの進路は大きく横へ逸それて、それでもどうにか繫いだ指と指を、離さぬよう互いに堪こらえ───ぐるんぐるん、もう一つぐるりと遠心力に振り回され、そのまま二人は乱暴に地面に転がりました。

「痛いたたた……」その場にしゃがみ尻をさするほむら。

「おまえ、大丈夫か？　骨折とかしてねーか？」と、東野も起き上がります。

「だ、だいじょぶ……ほんと着地が難しいったら……またもお尻ランディングですよもう……」

「……っ……」

　手を差しのべほむらを抱え起こした東野は、その腕や肩の冷たさに驚きます。それは誰もいない空をはるばると渡ってきた孤独の冷たさでした。

　なんとも気の毒でせめて五分でも休ませてやりたい気持ちに揺れますが、頑かたくなに心を保って拍車を加える言葉を告げます───きっかけはどうあれ、ほむらは決して見せかけだけではない彼女自身の意志を貫いてここまでやって来たのですから。

「……日ノ岡……到着したばかりのところで悪いけどな。あんまりゆっくりしてる暇はねーんだ」

「う、うん。そうっぽいね。じゃあ、やっぱりあのボコボコになってるのが転移遺跡なの？」

　と、巨人が取り付き崩壊した丘を見やります。

「───ああ。おまえもボロボロだな。これ、水だ。行動食アメちゃんもあるから、食えそうなら食え。なんか大嵐さんがくれたラムネもあんぞ」

「う……助かる。そっか私、こんなにお腹減ってたんだ……どうりで……」

　腹をさすりながら、水筒とひと摑みのタフィを有り難く受け取るほむら。

　こんな切羽詰まった状況なのに───飛びながらずっと、あれこれ言ってやろうと思い詰めていた言葉があったはずなのに、胸が安堵で塞がって何も出てきません。

「おい、変な顔してないで走れ。そんなの移動しながら飲み食いできんだろ」

「……っ……わかってるってば！　変な顔はよけいでしょ！」

　走り出しながら、首をかしげる東野。

「結構、絶体絶命なはずなんだけどな、なんか日ノ岡が来ると調子が狂うんだよな」

「はあ？　なによそれ！」

　ほむらは少し血色を取り戻し、頰を赤くしながら東野の肩をどつきます。

「ねえ……さっき、私の名前呼んだ？」

「……あ？」と、面食らいつつも、なんとなく得心顔になる東野。「……さーな。追いつくのに必死だった。空飛ぶ馬鹿とか、ホムレ、とかなら言ったかもな」

「……っ……ホムレじゃないって言ってるでしょ！」

　と、ほむらはますます顔を赤くして怒鳴りました。




　丘陵の内部に広がる闘技場を目指して駆けながら概況を伝える東野。

　あまりに多くのことが起こり、その一つ一つに愕然として都度問いただそうとするほむらに、簡潔に伝えるのは一苦労です。

「───えっ、もう皆先に行っちゃったの!?」と、その点には殊こと更さらに食いついて落胆するほむら。「ひどっ、ひどいなあ！　大嵐さんに沙毬ちゃんを届けないとって……私、そのために飛んできたんだよ!?　えっちらおっちら地球を二周分もして───」

「俺に言うなよ」

　と、肩をすくめ、ほむらの握り持つ沙毬の核をじっと見る東野。

「すばるさんから真世先輩に渡してくれって《力の石》もあずかってきたし。ほら」

　と、続けて見せられた石にぎょっとする東野。

「マジかよ!?　そっちのが驚きだろ」

「私の精霊石、雷に打たれた時にバシッて割れて真っ白になっちゃって……まただよ？　これで二つ目！　嗚呼、正式ミッションってわけでもないのに……装備課のトーカさんになんと申し開きをしたら……沙毬ちゃんが無事だったからいいけど～」

「やべぇよな。ネット越しのトーカさんはおっかねぇからな。直で謝りに行ったほうが……そっか、よし。そんならこれは日ノ岡が持っててくれ。俺が持ってたって意味ねーし」

「またまた石が増えた!?……って、ちょっ……ちょっと待ってこれって……!?」

　ほむらもすぐに、東野の差し出した緑色の精霊石の正体に気付きました。彼女の身に何かが起きたのだと悟り血相を変えます。

「ああ───雨乃だ。安心しろ……っていうのもヘンだけど、人間で言うなら怪我をしたってところだ。この通り、核コアの精霊石は無事だ」

　詳しいことは後だ、とまたお預けをくらい唇をとがらせ渋い顔のほむら。そんな彼女のリアクションに、つい東野は微笑んでしまいます。

「……はい？」と、怪訝そうに見返すほむら。

「いや……悪わりぃ悪ぃ……っとと！　おいっ！」

「きゃっ───」

　がくりと膝の力が抜け、転びかけたほむらを東野が支えます。

「走れそうか？」

「……っ……ごめん。な、なんとか。ずっと窮屈な場所にいたから、足が鈍なまっちゃっただけ。動いていれば治るって。それに間に合わなかったら意味が無いでしょ」

　ほむらの言葉に顔を曇らせる東野。

「日ノ岡……おまえの魔法で、武器を持つ相手を傷つけずに無力化できねーか？」

「それどういうこと……？　新顔の放浪者でも現れたの？」

「もっと悪い」

　東野は覚悟を決めて、一番口にしたくなかった出来事───多賀の受けた大怪我、それをもたらした天竜が錯乱し、いまだ失踪中でいる件を隠さずに伝えました。

（天竜代表が人傀儡の術に……そんなことって……！）

　東野がそう言うからには、装備課製の捕ほ縛ばくネットなどでは役不足という意味で、ほむらは思い惑います。

「……無力化って言われても、それこそコックピットみたいな密室で極端に気圧を下げるとか───でもその手の呪文は私、不得意で、飛んでる時もぜんぶ沙毬ちゃん任せだったくらいだし……相手が抵抗したら効果も期待できないと思う。そうだ、上コ狛マ先輩なら───！」

「上コ狛マ先輩の旋律はたぶん効かねー。俺がそうだったろ？　大嵐さんや女王レジーナにしたって、あとどんだけ魔法を使えんのやら……」

　深刻な事態に絶句しながらも、ほむらは東野の横顔に浮かんだ決意に気付きます。

「まさか、東野くんが……？　そんな、やめてよ！　多賀さんが駄目だったのに……！」

「現れないでくれとは思ってる。でも……そうはいかねーだろうな」




　───巨人が斜面に穿うがち、傀儡たちを引き連れるようになだれこんでいった大穴を避けて、昨夜発見したアーチの横穴を潜り進む東野とほむら。狙われる危険もありましたが、先に向かった御陵たちもこちらから再進入したはずで、合流しやすいと判断しました。

　内部の闘技場の観客席まで辿り着くと、ほむらと共に、また荘厳な光景に目を奪われます。

　いまや空洞内は、天井の岩盤を透過した外光が、あたかも神殿の柱列のように神々しく射し込んでいました。さらに広大な楕円形のアリーナのもう一方では、穿たれた大穴から外気が入り込み、直接外が臨のぞめるようになっていました。

「みんなは……ていうか巨人は!?」

　横穴をくぐっている間、瓦礫に押しつぶされまいかと戦おののかされた震動と轟音は、いつのまにか止んでいました。

　見渡すとアリーナの端に、巨人は片膝をついてうずくまっていました。まるで死闘に赴く前に、神に祈りを捧げるかのように。斜面に開いた大穴からの光は巨人の巨体によって遮られているようでした。

「止まってる……どうしちゃったんだろ？　エネルギー切れ？」

（……いや、違う。何かを待っている？）

　前方の異変に気付いた東野が、よそ見していたほむらの腕を摑んで引き留め、頭を押さえて強引にしゃがませます。

「痛っ……なに急に……っ……!?」




　東野の凝視する先───

　観客席の石段の高みから、アリーナへせり出す最下段の客席を見下ろすと、傀儡たちの小集団が目に入り、その傍らに立つ長身の男の姿が飛び込んできました。

（あれは……!?　噂していた矢先に天竜代表が……あっ……それに……）

　傀儡たちの手前。観客席の下段方向にぽつんと、耳を生やした小さな影が、尻尾をぴんと伸ばして───稲荷直です。たった一人で転がった石いし塊くれの陰に隠れながら、彼女は傀儡たちをやり過ごそうとしているように見えました。が、

「……こらぁ、天竜ぅぅ───！」

　と、彼女もまた相手の姿を認めるや否や、声をあげて身をせりだしました。

　すぐさま傀儡たちが反応し、槍を構え向き直ります。

「やっべ！」

　慌てて東野は暗い石段を駆け下ります。

　仁王立ちで天竜をにらみつける稲荷のもとに襲いかかる槍の雨。東野が「先輩！」とすがって、退さがらせます。

「危なっ……！　沙毬ちゃん、あと少しだけ手伝って……！」

　ほむらもまた、足下をとられぬように遅れて駆けつけ、腕の先に疑似物質の機体を展開します。本来は機体であるものを盾となるように強引に。槍の第二波は彼らのぎりぎりをかすめ、三投目以降の槍は急造の盾にはじかれました。腕に直接に伝わってくる衝撃にほむらは呻きます。

「っ……稲荷先輩!?　天竜代表はまともじゃない！　傀儡もいるのに！」と、東野。

「……そんなの解ってる！　だから一発ぶん殴ってでも───」

「無茶だってば！」

　盾代わりとなった機体の中に、沙毬は姿を現しません。これまでも高度を下げると少女の姿は再びいびつさを増し、しまいには消えてしまったのです。

　傀儡の槍が通用しないとみて、天竜は剣を握り直しこちらへ悠然と向かって来ました。それこそ人形のごとき、虚ろな光を両眼にたたえて。

　身がすくみ、絶句するほむら。

「本当に、そんな……天竜代表……」

　東野が人傀儡の術中に陥おちいった際には多賀が気絶させ、目覚める前に術者のすばるが命令を白紙に戻しました。しかしここには、その術をかけた相手が見当たらず、気絶させるか拘束する他には、被術者を安全に扱う方法は無く、たとえそれが出来たとしても───

（意識が戻ったら……また私たちを襲ってくるかもしれない……！）

　絶望に包まれるほむら。人傀儡の術そのものが解かれなければ、たとえこの場を切り抜けたとしても状況は変わらず───それに、武器を手にした天竜を誰が止められるというのか。

　どこかにいるはずの御陵真世の助けを求めてほむらは周囲を見渡しますが、すぐに思い直します。

（真世先輩に……あんな天竜代表の姿は見せられない……！）

　落ち着きを取り戻した稲荷と顔を見合わせ、状況を確認します。

「空洞内に進入したら、急に壁面から落石があって、パーティを分断された。皆を捜している間に傀儡たちが入ってきたんだ。その時に向こうの連中から警告の声は聞こえたから押しつぶされたりはしていないと思うけど───」と、早口で伝える稲荷。

「くそっ……ギャビーも、フェリクスたちも見当たんねーか」歯嚙みする東野。「俺がなんとか天竜代表の剣を奪う……腕の腱けんをもらう気でいくしかねぇ……」

「……っ!!」

　ぎくりと目をひるませ振り返った稲荷を、東野はすまなさそうに見返します。

「───日ノ岡のその鼎ゆずりの魔法で、囲い込んだり刺さす叉またみたいに押さえ込んだり出来ねーのかよ？」

「そんな呪文、全然」と必死に首を振るほむら。「ユリちゃんがいれば……っ……」

（……でも、その相手は……）




　この窮地では、きっと鼎結理こそ何も出来ず立ちすくんでしまったのでは、とほむらには思えました。

　天竜を近寄らせまいとする東野が、拾い上げた槍を両手で持ち上げ、慎重に横向きに投げつけました。天竜はそれを躱かわそうとかがみながらも、槍の柄に頭をぶつけ、血を滲にじませます。

　何かにはっとしながら、二人に告げる東野。

「───日ノ岡は、稲荷先輩と一緒に巨人のほうへ。大嵐さんたちもそっち側に向かったはずだ」

「う、うんっ、私もそう思うけど……でも……！」

「四の五の言うな。頼むから行ってくれ───!!」

　天竜の剣が叩きつけられ、疑似物質が淡い光を散らし砕けました。

「きゃあっ───」

　腕をおさえるほむらは、もはや痺れた腕の痛みで集中が出来ず、再び詠唱して機体を出現させられません。

　さらに踏み込んで迫った天竜は、稲荷に向けて黒い剣を振り下ろします。

「…………！」

　身動き取れず、蒼白になる稲荷。

　その剣を、素早く抜きつけられた東野の小刀が受け止めていました。

「天竜、あんた本当に…………！」「稲荷先輩！」

　あとじさりながら、声を震わせる稲荷。その彼女の腕を強く引くほむら。

　追いすがり、取り囲もうとする傀儡たちの間を縫って、二人はかけ出しました。




「…………」

　───天竜と睨み合いながら東野は、自分が多賀を襲ってしまった時のつらい光景を思い起こそうとしていました。そしてたった今、投げつけた槍を躱かわそうとした相手の足さばきも。

　剣を交えるのは初めてながら、彼の太刀筋そのものは機会を逃さず見て目に焼きつけ学ぶようにしていた東野。そんな東野には一つの確信がありました。

　荒い───と。人傀儡の術中にある天竜は、恐るべき膂りょ力りょくこそ衰えた様子は無いものの、その剣は強引に振るわれるばかりで、技巧を感じません。

　すばる姫に乞われて試合に挑んだ時のような柔軟な太刀筋こそが、天竜の持ち味だったはずなのに。

　そんな相手から目を離さぬまま、ゆっくりと二刀を構え、礼を送る東野。興奮を誘わぬように平坦に呼びかけます。

「天竜代表───多賀先輩の怪我は治りました。安心してください」

　じりじりと横へ移動し、上段の位置を保ちながら足場をずらします。

「苦しいでしょう。解ります。俺も、ぼんやりとですが覚えていますから」

　尚も語り続ける東野。もはや説得の道は捨てながらも、真意だけは相手に伝わっているはずと信じながら。

「───天竜代表に人傀儡の術をかけたのは、トラコサリスですか？───だとしたらあの男は、絶対に自由にさせておいちゃいけない。地球人同士を戦わせて、あの卑怯者は今どこにいるんです」

　トラコサリスの名前に、わずかに天竜は反応したように見えました。誘うように客席からアリーナの土の上へ飛び降りると、天竜もまた追ってきます。広い足場を得てようやく存分に動けるようになりました。

　すぐさま、暗がりから現れ襲い来る傀儡を蹴り飛ばし、弱い関節を打ち砕きます。次なる一体は背面を見せた隙に《力の石》の格納部を痛打して破壊します。

　こんな単純な傀儡ばかりが相手ならヤマイヌに襲撃された時の方がずっと怖かった、と微かすかにほくそ笑みます。

　四方へ目をくばる東野は、意外なほどに冷静でした。予期した通り、傀儡たちの攻撃や牽制は天竜を避けながら仕掛けられ、ならば、天竜自身を傀儡の盾にもできるだろうと。

　この開けた場所で、最大の危険を呼び込むリーチの長い槍やり衾ぶすまで囲まれぬように、ひたすらに動き続け足を運びながら───そうして天竜をこの場に釘付けにすることが、自分に課された最大の使命だと信じながら───。




　ほむらと稲荷が、ローマンコンクリートの積み上げられた何十段もの観客席を走り伝い、場内の視界を妨げる巨大な落石を乗り越えると、やがて流れ落ちる水流の音に雑まじって、戦いの音と叫びが届くようになります。

　勇ましく斧槍ハルバードを振るうギャビーが、めざとくこちらを発見します。

「───ホムラ！　稲荷副部長バイスリーダーも！　二人とも無事でよかった」

「ギャビー！　加勢するから───」と、ほむらは身を乗り出しながらも自分の精霊石が無いことに気付いて慌てます。

「いや、ホムラ、魔法はまずい！」

　御陵や他のＥＵ調査官たちの活躍で、近辺の木製の傀儡たちは鎮圧されつつありました。

　ギャビーが正面からやりあっていたのは、一ひと際きわ大きな傀儡でした。ごく一部は木製ですが、ほぼ全身が金属で造られています。

「青銅の傀儡───!?」

　無数に現れた木製の傀儡たちよりも頭一つ上回るサイズ。その金属製の絡繰りの機構は、森の中で遭遇した青銅の傀儡に近いものです。素早く洗練された動きで調査官を翻弄します。それでも彼らはネットで相手をがんじがらめにして、ようやくその動きを封じつつありました。

　へっぴり腰で奪った槍を握り助勢する桃山が、安堵の表情をみせながらも警告します。

「ああ、よかった二人とも───この傀儡は他とは違う。僕が言うのもなんだけど、おそろしく手て強ごわい。ギャビーとフェリクスと三人がかりでやっとだった───御陵部長リーダーの魔法も通用しなかった」

　巨人の足もと付近で、傀儡を退しりぞけ闘いながら必死に捜索を続けていた彼らですが、どうしても目的の魔法遺跡を探しあてられないでいるようでした。

（……っ……悪いことばかり続く……！）

　そんな彼らに、闘技場に天竜が現れて、東野が一人残って対抗していると伝えると、動揺が走ります。悲痛に暮れる御陵の姿に、ほむらの胸もまた締め付けられました。

　それでも悲しむ時間を惜しみ、ほむらは大嵐に尋ねます。

「巨人はどうして止まっちゃったんです!?　これで終わりだっていうのなら、こんな場所からはもう……！」

　今も戦っている東野を想い、ほむらは気が気ではありません。しかし大嵐は首を縦には振りません。

「その見方は楽観的すぎる。巨人があれだけ暴力的な突進を見せてこの遺跡内部に進入したのには理由があるはずだ。この一時停止の意味するところはおそらく〝時刻表〟だ」

（タイムテーブル……！）

　長々距離転移実験の際に問題となった、転移可能となる時間の帯をそのように称していたはずです。

「───ああやって地球への窓が開く瞬間を待っている。それはもう遠くはないだろう。巨人の急ぎようは尋常では無かった」

　大嵐たちとしては、巨人が再び動き出す前に転送に関わる箇所を破壊したいのですが、その遺跡の場所がどうしても見つかりません。

（………………ここまで来たのに……）

　項うな垂だれ、外から回り込んだ光を肩に浴びながら膝つく巨人を見上げるほむら。それでもとにかく、ほむらは自分の務めを果たそうと大嵐に沙毬の精霊石をしっかりと手渡します。

「確かにお届けしました……！　沙毬ちゃんの集めた魔力」

「───ああ。鼎から同調の手順は聞いている。感謝する」

　大嵐らしいといえばらしい素っ気ない反応に、ほむらは少し拍子抜け。

「あ、あれっ、これがあれば百人力とか言ってくれないんですか？」と、落胆。

「……そう言いたいのは山々だが……俺に出来ることは……」

「いいえ、巨人が停止している今が絶好の機会ではないですか」と強く促す御陵。「すばる姫は、沙毬の核コアには膨大な魔力が蓄えられ発せられていると、確かにおっしゃっていました。それを使って───」

「…………だが……」

　二度にわたる失敗は、大嵐をひどく躊ちゅう躇ちょさせていました。

　大嵐自身は魔法を使えなくなるほど魔力を失い、この場面で魔術師として何も役立てていないことに自信を喪失していました。そんな大嵐を御陵は励まし詰め寄ります。

「今のわたしたちにしか出来ません……！　そしてあなた以外に適役はいません」

「そうですよっ」と意気込むほむら。「古町先輩も『がんばりまっしょい』って言って……たような気がしないこともごにょにょ」

　ほむらの軽口に、弱々しく笑う大嵐。

「……確かに必要十分な魔力の後ろ盾さえあれば、詠唱を短縮できる。集中が続く限り、転移先を増やせるだろう。先ほどは巨人の四肢を分断するのが限界だったが……」

「───それです、大嵐副部長バイスリーダー、いえ、魔術師ウィザード」とギャビーも励まし、こう唱えます。「もはや機械であることを許さぬほどの細密な単位へ、歯は車ぐるまと鋲びょうの要素となるまで巨人を分解せしめる。灰は灰にcenere alle cenere、塵は塵にpolvere alla polvere、凡すべてあるべき所へ───だ」

　何者によっても復元を許されないパーツにまで分解される───。

　この地に横たわる巨人たちも、そうやって敗北し眠りについたのか。あるいは彼らの核となっていた部分を奪われたのか。

「だが、また魔力を吸収されてしまえば、それだけ莫大な魔力を持った存在が、地球に現れることになる───」

「……っ……」大嵐の言葉に思わずたじろいでしまう御陵。

　魔力を吸収した巨人が活発さを増し強きょう靱じんとなったのは御陵自身も目撃しました。沙毬の膨大な魔力を役立てられずただ与えてしまう事態を大嵐は危ぶんでいました。

　その時───

「あっ、稲荷さん!?　どこへ？」と、慌てる桃山。

「ごめん……っ！　あたし行くから───！」

　申し訳なさそうに叫ぶ稲荷。ほむらを送り届けた彼女は、煮え切らぬ話にしびれを切らし、矢も盾もたまらぬ様子で来た道を引き返します。彼女が向かった先は皆もうわかっていました。

「───大丈夫だ、自分が同行する！」すかさずギャビーがその背を追います。「どうかシラクサを救ってほしい！」

　そう言い残し走りゆくギャビーに「頼みます！」と御陵は呼びかけました。

　駆けゆく二人の背を目で追いながら、窮地にある大嵐は弱腰な言葉を吐いてしまいます。

「御陵は……いいのか？　天竜が、それに東野も───」

「平気なわけ、ないじゃないですか……！」と、感情を爆発させる御陵。「わたしの大切な人たちです。今すぐ助けに行きたいに決まってる……！　でも、大嵐くん、わたしたちが、ここで踏み留まらなかったら───」

「……っ……ああ、その通りだ……すまん…………！」

　御陵の熱き想いに大嵐は気け圧おされ、うなだれました。

　───しかしそんな感傷の時間を許さず、巨人は再び鳴動を始めました。

　耳を聾ろうする軋きしみ。オーボエのＡ音に始まり、弦楽器、管楽器へとオーケストラ全体が重合する調律チューニングのごとき狂騒が闘技場に反響します。

　機は熟したと悟り、悠然と立ち上がる巨人。

　闘士たちの血を吸ったアリーナの地面グラウンドに潜ひそみ刻まれていた光が浮上します。それはオリーブの枝模様───命を賭して勝利を摑んだ剣闘士に、皇帝と並ぶ栄誉をさずけし冠かんむりの象徴。枝模様はうねり、巨人を導きながらアリーナの前方へと拡がっていきます。枝々の間には古代ローマの言葉に依よる詠唱、すなわちラテンの字母が連なり、たわわに実った果実のように埋め尽くしていきました。

　失われた過去の約束が果たされようとしていました。

　巨人の待ち望む時がやってきたのです。瞬間移動を実現する魔法装置はこの巨大なる闘技場のすべてなのだと、調査官たちは遅ればせながらに実感します。

　栄光へと踏み出す巨人。魔法光に照らされる御陵や大嵐の蒼白な横顔。

　慄りつ然ぜんと、肌の粟あわ立だつ悪寒にさらされながら、ほむらは自分に問いかけます。

（何が出来るの……？　この巨人を止めるために私には───何が───？）




　───意に添わず剣を交える、天竜と東野の死闘の場。

　その周囲に、見慣れぬ傀儡が現れたことに東野は気付きました。薄気味の悪い青銅製の傀儡どもは、戦いには手出しせず、ただ虎こ視し眈たん々たんとこちらを窺っているのです。

「なんだ……こいつら……!?」

　衛士気取りで槍を捧ささげ持つ傀儡たちを、やぶにらみする東野。

「こいつらはな……決闘で負けた方にとどめを刺すつもりや……」

　絞り出された苦悶のうめきが、東野の耳に届きます。

「……て、天竜代表……言葉が……!?」

「おう……東野おまえが勝ったら、新たに人傀儡の術をかけるため攫さらってかれるで。こいつらはめっぽう強い。おまえでもかなわんかもな」

「……っ!?　とにかく、剣を捨ててください！　その間に俺が───」

　すでに幾度も刃を交まじえ躱かわした二人の惨状。青黒いあざ、千切れて血の滴る耳じ朶だ、探検服の裂かれた防刃繊維の下で開く傷口が、死闘の様子を物語っています。東野の剣も天竜に届きはするものの、相手は気にする様子すらありません。致命傷となる動脈や気道を避け、どうしても打ち込みが浅くなります。

「すまんな東野。自分ではどうにもならん───舐なめとった俺を叱ってやりたいわ。こんなにきついとはな……ただ、うわごとを呟くコツはあるようや……」

　目前の相手が喋っているとはとても実感できませんが、確かにそれは天竜の発する声でした。剣を突きつけ迫る姿からはかけ離れ、声音は穏やかですらあります。

「なあ東野、聞いてくれんか───」

　相手に、逃げも助けを呼ぶ意思も無いとみた天竜は、そんな頼み事を口にしました。

「───なに、ちょっとした茶ちゃ話ばなしや。もう話せんかもしれん。リョウにも言い切っとらん。勘づいとるのはメイヴェルの嬢ちゃんくらいやろ」

「…………なんです」

　不吉な予感に戦おののきながらも東野は頷きました。それでも構える剣から集中をほどくことは出来ません。

「あれや……中国支部の連中の悲惨な境遇は耳にしたことあるやろ」

「幽霊調査官の件、ですね」

「───ああ。幽霊調査官はな、条約違反なんて生ぬるいもんやない。連中はすでに虚惑星に根付いとる」

　突然の暴ばく露ろ話ばなしに東野は驚愕し、その言い回しにも眉をひそめました。

「根付くって……じゃあ、それは……っ」

「───そうや。虚惑星で出産して家庭を持っとる。調査官同士の子供はもう、虚惑星人になっとるんや。そんなやつらが向こうにはごろごろおる。国内で、元から戸籍を持たん子供や、貧しい農村のあぶれ者を集めて、教育もそこそこに虚惑星に送り込むんや。ほとんどは一方通行で、永久にな」

　聞き進むのが恐ろしくなる天竜の語りに、東野は吐き気をおぼえました。それでも人傀儡の術に抗あらがって打ち明けようとする天竜の苦しみを想い、歯嚙みしながらも先を促します。

「それはもう、虚惑星への侵略じゃないですか！　調査官なんかじゃ……ないっ」

　───奴隷だ、という言葉はかろうじて吞み込みました。本人の意思で勤つとめる限り、自分たち日本の調査官となんら変わらないのだと気付いたからです。

「ああ。中国あちらさんの事情はそれだけ切羽詰まっとるわけや。虚惑星には国の未来がかかっとる。連中は支部のお偉いさんの命令のまま、虚惑星に自分たちの国を拓ひらこうとしとった───そいつがトラコ……サ…リス、……の逆げき鱗りんに触れた……」

　トラコサリスの名前を口にのぼらせた天竜は、激痛にもだえます。

「天竜代表、それ以上、もう───」

「まだある。天狗隠しに遭おうた地球人が放浪者に攫さらわれとったのは知っとるやろ。それはな、放浪者は、自分らの放浪の呪いを解くために、地球人の血を取り入れて薄めようとしとるんや」

「…………血を……薄める？」

　さらに不穏さを増す語りに、東野はもうただ口を結んで頷くしかありません。

「ト……サ…スに──ぐっ──目ぇつけられよった幽霊調査官たちは、連中に捕まった。虚惑星の村ごと消えよった。そいつらが何処へ行ったのか誰にもわからん。残された中国の調査官たちも誰にも言えずに泣いとる。俺は……助けてやりたい。あいつらを助けてやりたいんや」

「……はいっ───そんな境遇の人たちがいるなら、俺だって……」

　震える声で答えながら東野は、ぞくりと予感に震えました。人傀儡の術下にある天竜の告白の先にあるものに気付いたのです。

「天竜代表───もしかして天竜さんは、俺たちに……日本の調査官にも同じように手出しをしかねないトラコサリスを止めようと、自分から……っ……」

「…………っ……」

　額に汗を浮かべ苦しげな天竜が、かすかに笑ったように見えました。

「……そうなんですね。放浪者に情報を渡す代わりに、日本の調査官には干渉するなと。それで、その保証……いや、代償として、生きた担保として自分から人傀儡の術にかかった……」

「ああ、そうや……情報集めは俺がユリにやらせたんや。内情まではユリは知らん───ほんま巡めぐりが早くて助かるわ、東野」

　淡々とした賞賛に歯嚙みする東野。

「───違うっ、俺に気付かせようとしたんだ。すばる姫のもとに出入りして、真世先輩のそばにいる俺に警告をした……！　でも俺が……くそっ……」

　人傀儡の術の重圧と、それがいつ暴走し大切な仲間を傷つけるかもしれない、という恐怖に縛られながら、天竜は東野に陰謀を伝えようとしていたのです。

　それがついには多賀を傷つけるに至り、もっと早く周囲に警告を発せられなかったのは、この自分自身の落おち度どだったと、東野はおのれの察しの悪さを呪います。

「せやけどな……こんな与太話はネットに一山幾らで転がっとるゴシップと変わらん。証拠が無ければ誰も動かへんのや───それでも、いずれあいつらは連中の駒にされよる。同郷同士で殺し合いになるかもしれん……俺は助けてやりたい。放浪者からも、クソったれな愛国者どもからも───」

　それを依然、東野に剣を向け隙を窺いながら、切々と語る天竜の矛盾───。




「本当なの……？　それ……」

　震える声が、二人の間に響きました。

「……っ！」

　東野が振り返ると、稲荷直が傀儡たちを危ぶみながら、こちらを凝視していました。

「じゃああんたがコラボの情報を売り渡していたっていうの……？　調査官代表のあんたが……？」

　愕然として訴える彼女は、いつからその場にいたのか。

「……ぐっ……」

　稲荷を前にした途端、天竜の殺気は膨れあがります。再び言葉を忘れてしまうほどに。

「どうなのよ、主かず馬まぁ！」

「───稲荷先輩、離れて！」

　狂乱する天竜の前に回り込み、組み打つ東野。暴風のごとく振るわれる黒い大剣。たった一度いなし損なえば、そのまま骨を砕かれるだろう猛撃。

　　東野には興奮など無く、虚むなしさばかりがつのりました。こんな形でこの相手との試合に挑みたくはなかった、互いに全力を振るえる場所であれば、望外の喜びだったろうに、と。それに天竜の思惑のどこかで、早瀬が意に添わず離れていった場合を想定して、抑止役として自分が期待されていたのだとしたら……そんな頼られかたは少しも嬉しくはありませんでした。

　先に頼るべきは、他の誰でもない御陵真世のはずだったろうに───と。

　憤いきどおりとともに、寂しげな彼女の顔が浮かびます。

　その怒りが呼んだほんの一息の呼吸のずれが、足のもつれを招き、横なぐりの剣をまともに食らいます。

「……っ……！」

　両足が浮きあがり、吹き飛ばされながら、最後の力を振り絞って、大だい刀とうと小しょう刀とうをぶっちがえに構え、すべる黒刀の切っ先が喉元に突き刺さろうとするのを受け止めます。

　内臓を揺さぶる衝撃と、関節をねじりあげる激痛。

　宙を横切り、ずだ袋のように東野は地面に投げ出されました。

「──────」

　遠ざかる意識に必死にすがる東野。呼吸を拒絶する肺へ、激痛に痙攣するあばら骨を押し広げて息を送り込みます。上下の逆転した視界で、天竜がきびすを返し、あとじさる稲荷へと切っ先を向けたのが見えました。その視界にすらも泥混じりの血が流れ込みます。

　そんな彼らの元へと輝き至る、オリーブの枝模様───

　巨人の目覚めの音が反響を重ねて届きます。

　東野がアリーナをかけずりまわって稼いだ時間も全ては無駄となったのか───

「───東野！　起きれっ！」

　叱咤する彼女の声が届きます。振りおろされる天竜の剣を、右へ左へと転がり避けながら、東野の手から遠くこぼれた大刀を摑み上げる稲荷。武器を持った相手に尚一層激しく襲いかかろうとする天竜───

「……う……ぐっ……人使い荒いっすね……次期部長さんは」

　東野は手に残った小刀を杖がわりにじりじりと身を起こします。

「こいつをっ……この馬鹿野郎を、マヨのぶんまで引っぱたけ！」

　稲荷は俊敏に身を躱かわしながら隙を縫って、その摑んだ剣を東野へ投げつけました。

「了───解───」

　身をかがめ、バネではじかれたように駆け出す東野。駆けざまに地面に刺さった大刀を摑み、弧を描いて走り抜け、振り返ろうとした天竜の死角から切り上げます。

　駆け抜けた東野を背後から打ち据えようとした天竜の黒い大剣が、どかりと地面に転がり落ちました。

　何が起きたのか、把握が遅れ呆然となる天竜。その腕を細く伝わり滴したたる鮮血───黒剣を大刀で受け流しながら踏み込んだ東野の小刀の切っ先は、最小の一閃で天竜の利き腕となる右手首の腱を断ち切っていました。

「ここだ！───来たぞ、トウヤ！」

「……ギャビー！」援軍の傭兵の声に安堵する東野。「手伝ってくれ、天竜代表を取り押さえて───止血を───！」

「後ろだ！　東野、離れろ───！」

　警告にはっとして、背後から唸り迫った槍を躱かわし飛びすさる東野。

　青銅の傀儡の槍が、東野の頭のあった宙を貫いていました。敗者側を始末するという話は反ほ故ごにされたのか、それとも武器を握れなくなろうが構わず死ぬまで試合を続けろとでもいうのか。

　ギャビーが現れた奥側から、彼らの立つ光に満ちたアリーナに、地響きと共に巨人が接近します。

「───魔法使いマグスたちを、青銅の傀儡に邪魔させるな！」

　壁のように迫り来る巨人から後退する東野たち。

　斧槍を振るい、青銅の傀儡を激しく突き飛ばすギャビー。

「危ない！　稲荷副部長バイスリーダー───！」

　混乱をつき稲荷に向かって近づこうとする傀儡に目ざとく気付いたギャビーが駆け寄ろうとすると、傀儡は思わぬ相手によって組み伏せられました。

　まるで人間相手のレスリングのように関節を決め、めきめきとその機構を押し曲げ、上半身の動作を不可能にさせると、そのまま大きく振り回して放り投げます。

　ついに目前まで迫った巨人の真下へと落ちた青銅の傀儡は、針金細工も同然にぐしゃりとビルのような足に踏みつぶされました。

「あんた……!?　催眠状態から───」

　彼を見た稲荷が息を吞みます。

　ゆらめく炎の紋様が刻まれた腕から、血を滴したたらせて立つ天竜主馬を。

　しかし続けて巨人がアリーナに足を着いた瞬間、その人工の地面に亀裂が走り、ばくりと割れました。地下構造を踏み抜いた巨人の足が轟音と共に膝まで沈んでいきます。

　地下に溜まった水が亀裂から顔を出し、水柱となって高々と噴き上がります。

「ハッ……こっちや、瓦が楽らく多たども！　可愛げの無い連中やの！」

　また新たな傀儡に手をかけながら挑発の叫びをあげた男に、即座に他の傀儡たちは反応し槍を向けました。彼らにとって最大の脅威を見抜いたかのように、ぞろぞろと六体ほどの青銅の傀儡が集まり襲いかかります。

「主馬───！」「天竜代表！」

　近寄ろうとした稲荷と東野の前にまた水柱が立ち、彼らを遮りました。沈下に抗あらがおうとする巨人のもう一方の足の下から拡がった崩壊が、目前にまで届いたのです。

「……っ……！」

　その混乱のさなかに───ずっ、と背後から槍が突き刺さり、天竜の脇腹から槍の先端が突きだしていました。さらにもう一槍そうが、どっ、と───。

　たまらず天竜は血を吐きながらも、突き立てられた槍の柄をがしりと摑みます。

「……っ……主馬ぁ……!!」

　大きく開いた地割れを越えて駆け寄ろうとした稲荷の前に、地下湖からの水が勢いよく流れ込み、暗き渦となって、アリーナの崩壊を促進します。

　稲荷の見詰める先で、天竜の腕にさらに鮮やかに、幾何学的な紋様が咲わらい蕾つぼみのごとく螺旋を描いて浮き上がりました。

　それは彼の培つちかった剣のわざと同様、人傀儡の術の下では覆い隠されていた竜人の力の発露でした。虚惑星が贈り与えた彼本来の力が取り戻されたのです。

　そしておどけた表情と、優しげな眼差しの光もまた───

「おおきにな東野───あとは頼むわ」

　握った槍を左手一本で振るいまわすと、彼を突いた傀儡を豪快に水中へと払い落とします。

「…………っ……」

　覚悟の込められた天竜の表情に東野は何も言い返せなくなります。

　左右から迫る傀儡を睨み血を咳き込みながら、天竜は彼女へと向けて微笑みます。

「───愛しとったで、直すなお」

「……知ってたよ……そんなのとっくに知ってたよぉ！」

　力が抜けその場に膝をつく稲荷。

「でも、マヨに……マヨに悪くて、何て言ったらいいのか！　自分が嫌で……頭がおかしくなりそうで……」

　さらに濁流が迫り、崩壊の進む縁ふちから、慟どう哭こくする稲荷をギャビーが引き離します。

「おまえはええ女や。俺のことは忘れて、真世と仲良くやっとくれんか」

「勝手なことばっか言うなぁ、馬鹿ぁ……」

　みるみると崩れていく足場から逃げようとする傀儡たちを槍で貫き、渾身の力で押さえつけながらも、急に起たち上がり二つに割れた岩壁に挟まれ、天竜の姿は暗闇へと消えました。




　───足を進める巨人へと追いすがる、御陵たち。

　その先にあるのは遺跡の詠唱で創造された、地球への凱がい旋せんの門。

「真世先輩！───巨人を私たちで食い止めましょう。少しでも私たちが注意をひければ！」

　ほむらから手渡されたものがすばるの《力の石》であると気付いて、はっと見返し、頷く御陵。

「ええ……！　あとは大嵐くんが───」

「はいっ！」

　その大嵐はすでに、桃山と連れだち観客席を走り闘技場の最も奥側へと向かっていました。それもまた傀儡たちの攻撃の波が止んだ隙を縫っての、一か八かの賭けでした。

　懸命に巨人を見上げるほむら。割れた面当ての奥に光が見えます。淡い緑の眼差しが───




（大歓声が聴こえる……）

　手の中で雨乃の精霊石が輝いていました。

　また再び巨人の心をほむらへと伝えようとしているのです。

　斗織りを想起しつつ雨乃を思い、ほむらが心を開くと、どっと芳ほう醇じゅんなイメージが胸に流れ込んできました。あふれるほどに鮮烈な。

（これが……巨か人れの生きた場所、彼の戦い抜いた日々───失われた彼の望み）

　観客席を埋め尽くすベージュ色のトーガの人々。舞い降る花。

　彼らを熱狂させるために、かつての同胞たる巨人たちを悉ことごとく打ち倒した剣闘士のチャンピオン。

　神々の競演した戦場から遠ざかりし後も、望まれるまま地レ母イ星アの無数の闘技場を渡り、ひたすらに戦い続けた﨟ろう長たけたる戦士。

　そしてついには裏切られ、神の血を抜かれた骸むくろとなり、うち捨てられた。

　そんな無念と憎しみの向こうに垣間見える、懐かしき想い───

（嗚呼……麦の穂波が見える……ベーグルの無い、たった一つの月、あれは私たちの地球の空だ……）

　またしても彼を裏切らねばならない、自分たちの恥と罪の深さに胸が震え、ほむらの頰を涙がつたいます。




　───アリーナに跳ちょう梁りょうする絡繰り仕掛けの影。

　遺跡の外部で、上狛やメイヴェルたちが侵入を食い止めていた傀儡たちが漏れ、再び集まり軍勢となって現れました。

　瓦礫の渦巻く濁流の縁ふちで泣き崩れ、今にも飛び込んでいこうとする稲荷を必死に押さえるギャビー。その彼／彼女と視線を交わしてうなずき、東野は駆け出します。




　今は言葉持たぬ雨乃が、通かよわせた意図の一つにほむらはようやく気付きました。

　巨人の心が自分に伝わるのなら、逆もまた為なし得えるはず、と。それならば───

「待って───！」

　遺跡の機構が発生させる転送の光を、肩掛けドレープのごとく纏まとって進みゆく巨人をほむらは果か敢かんに呼び止めました。

「挑戦者ならここにいる！　あなたの最後の相手よ！」

　雨乃の精霊石を通じて、あらんかぎりの敵意を巨人に投げかけ、胸の中で挑発します。

　果たして───ほむらの一念は通じ、立ち止まる巨人。彼かの者の自負と、剣闘士としての闘争心に火を熾おこしたのです。

　巨人は重々しく振り返り、ほむらの姿を確かに認めると、アリーナの壁に突き刺さる、いずれ名高き剣闘士の遺のこした両刃の剣を引き抜きます。

「日ノ岡さん───」

　傍らで集中していた御陵もまた、手中の《力の石》から何かを受け取ったようでした。

「ありったけの熱エネルギーを巨人に───あとはわたしが……くっ……!!」

　御陵は最後まで言葉を伝えることを許されず、かちゃかちゃと間近に襲いかかってきた木製の傀儡に向けて立て続けに弓を引き絞り、関節を射い貫ぬいて転倒させます。

「先輩！　日ノ岡！」

　巨人と傀儡たちの狭間に追い詰められようとしていたほむらたちの元に、東野が駆け参じ、群がる傀儡たちをはじき飛ばします。顔の血を拭ぬぐい、ヘッドバンドを下げて頭に受けた負傷を隠しながら東野は叫びます。

「───こいつらは任せてください！」

「頼みます！」と、頷き返す御陵。

「ケーロケーロ……」「……えっ？」

　つい漏れた独り言に小首をかしげる御陵に、慌てて首を振るほむら。

「い、いえ、なんでも。詠唱のスクラムですね───！」

「───ええ！」

　背中を東野に任せ、ほむらと御陵は巨人をしっかりと見据えました。




　───多元ファイヤーボール。そのありったけの業火を、青銅の巨人に。

　成し遂げられる確信はありません。でも、あの時だってそうでした。

（……ここに居てくれるだけでいい。アメちゃんは魔法を使えない。でもそれでよかったんだ。アメちゃんの仲間かもしれない巨人を、彼女に傷つけさせたりしないで済んだ……）

　最後に一つだけ手元に残った雨乃の核を、御守りのように心の頼りとして、巨人に向けてほむらは構えました。

「Ｈｉハイドラ──────」
















　御陵もまた詠唱に備えます。

　すばるの《力の石》から、何を受け取ったのか尋ねる暇はありませんでしたが、それでも彼女が信じてくれたから、自分もただやるだけだと思っただけです。竈かまどの前で、最初の呪文を教えてくれた時のように、彼女が導いてくれるなら、何度でも挑戦してみようと、ただ素朴に。

（虚惑星は星だ。数学的な天体。転送環もまた一つの小天体……アメちゃんや沙毬ちゃんたち、考える精霊石もみんな、自分の世界を持つ小さな星みたいなものだ……この巨人すらも……だったら……）

　手が届く、私にも、と。

「───Ｏｘオクスィ───」

　集中を深めていくと、ほむらの意識は複雑な詠唱のループにとらわれながら───

　ずきりと刺す後頭部の痛みをきっかけに、過去と未来の交叉する記憶の扉の向こうへと束の間、誘いざなわれます。





（夢を……音よりも速く飛ぶ私は……長い夢を見た……）

　……どんな夢を？

（冷たくて甘いデザートとか……それとたぶん、太陽の夢。私、太陽に近づきすぎたみたい。飛びながらさ、墜落したんじゃないかって何度も目が覚めた）

　───イカロスの伝説ですね。太陽神に驕おごり近づいた、ダイダロスの息子。傲慢さを戒いましめるはずの伝説が、やがては勇気の象徴にもなった。何かに似ていますね。

（真世先輩のおうちの家訓でしょう？……あなたはアメちゃん？　どこかで逢った？　プレイアデスさんのお知り合い？）

　さあ───ボク／私は、私が何者かまだ知らないんです。今はまだ、ここにはいないから。でもここはとても懐かしくて居心地がいいですね。

（ふうん……まあいっか。巨人を倒すのを手伝ってくれるの？）

　いいえ。ボク／私はただ見ているだけですよ、私のほむらさん。それが私の冒険の、たった一つのご褒美なんです。

（……んん？　やっぱりアメちゃんぽいけど……また逢えるよね？）

　───あなたがそう選びとるのなら───。






　ほんの刹那の白昼夢より意識を取り戻すほむら───。

　粘着炎───たＰいトまーつチ───さらに試みた火口箱ティンダーボックスの呪文で、巨人の胸きょう鎧がいは灼しゃく熱ねつの光をまとって輝いていました。

　なのに、自分は凍えるような寒さに震えています。火蜥蜴サラマンダーに呪文を投げかけた時のように、七久保が海の怪物に炎の槍フランジュビリを投じた時のように、青銅の体に果てしなく魔力が吸収されていきます。

　徒労感に倒れそうになりつつも、ほむらは転送時の瞑めい想そうに似た、自分で自分を見るかのような閃ひらめきに心を奪われました。

（もし人が、星なら……星こそが、人ならば……）

　虚惑星と地球の、異なる時間の速さは誰が決めたのだろう……？　なぜ異なっているのだろう……？　チャンドラー博士、それとも、虚惑星を訪れた古代ローマの人々だろうか……？

（それなら───）

　この私と、虚惑星の時の流れを、少しだけ、今この座標ひととき、この空間ばしょだけ切り離して───

　ただそう思っただけで、恐ろしい重圧がほむらにかかります。

　見えぬ指先で心臓を押しつぶされそう。北の神殿の遺跡で、胸を刺されたのと同じ疼うずき。何処からか見知らぬ老人が自分を凝視している、赤く冷たい眼光を感じます。

　けれど、そこへ、

『やれ───やってみせよ───手並みを見せてみよ───』

　背後から、音も姿も無き囁ささやきを届ける者がいました。

『───爪つま繰ぐりねじれた辻つじ褄つまは、この我われが合わせ解く───！』

　どこかすばる姫に似た幼い声でほむらは叱しっ咤たされました。

（───えっ？　誰？）

『此こた度びだけじゃぞ───巨人が何処へ向かおうと、お手前たちの自業自得じゃ！　しかしあのおぼこ娘に、要らぬ魔力を持たせてはろくなことになるまい。お主以上にじゃ───いいからやれ！』

（やりなさいと他ひ人とから言われると……昔からイマイチやる気がですね……）

『ふんん!?……海の藻屑にしておけばよかったかの！』

　多元───ファイヤーボール───

　それは魔力を時間の単位元プランクへと昇華させる、真なる四次元多胞体のパターン。星の禁忌にふれる、一秒にも満たぬ時間の跳躍。

　御陵の詠唱がスクラムとなって重なります。その奥に、すばる姫に似た声の主の気配を感じながら。覚醒した状態で初めて意識的に唱えるその呪文は、不安定で、まばたき一つでバラバラに壊れてしまいそう。それでも───

　雨乃の精霊石を通じ打ち寄せる、巨人の望郷の想いは強く胸を締め付け、熱い吐息となって、ほむらを涙させます。

（強き人。せめて贈り返そう───私から、地球の子からこの想いを───）

　夏の日に、ほむらたち姉妹を田舎に迎えに訪れた父に感じたあの時の、気恥ずかしさと、そして誇らしい気持ちを。

（送り還かえそう───あなたの想い続けた、かけがえの無い人たちのもとへ！）

　……そう。彼の精髄となった精神は古代シチリアに生を受けた、一人の男に過ぎなかった。

　勤勉に働き、奴隷でありながら家庭を持つことを許された一人の父親だった。

　皇帝の剣たる兵士となっても、彼は父親であり続けた。

　呪文の詠唱の昂たかぶりと共に、ぼんやりと、ほむらと巨か人れの視界が重なります。

　待ち窶やつれたなかにも熱い抱擁の眼差しを湛たたえる愛する妻と、父の姿を見つけて瞳を輝かせる幼い子供たちの姿が、風にさざめく麦の穂群の向こうに───




　白き業火に鎖さし固かためられ、巨人の全身が瞬時に灼熱に包まれます。

　重ねて、御陵の詠唱が結ばれました。構わず剣を振りかぶる巨人に《力の石》を掲げ───

「赭にびの銕くろがね───凍いて氷こおれ───」

　塵劫術マテマテカの精髄を秘めたひとひらの雪片が、すっと巨人の胸へ到達すると、その瞬間、鼓膜を破らんほどの強烈なきしみの音が空洞を駆け抜けました。

　地球に在れば即座にはじけて融解する熱量を持ちながらも、金属としての強度を失わず逆に灼熱の鎧と化す、魔法の青銅の触媒パターン。その無敵の術の奥深くへと浸透し、人為的な相転移を再びずらして拈ひねり、固体かたまり・液体しずく・気体けの流る転てんの理ことわりを逆転させる。

　蓄えられた超高熱は、即座に魔力と化して巨人の内部へ逆流し、巨人の身体は人が触れれば塵ちりとなり即死するほどの極低温へと反転されました。

　そこへすかさず御陵は、周囲に溜たまりわき出した地下水を操って、何十匹もの大蛇のように這いのぼらせます。たちまち巨人は足下から真っ白に膨れあがる氷塊となり、振り下ろされる剣もまたみるみる速度を失い、その切っ先までが薄氷に覆われました。




「──────強制転移トランスフェラル」

　すべてが静止したその瞬間───大嵐の呪文が三み度たび、巨人を打ちすえました。

　沙毬の核が持つ膨大なる魔力のすべてが投じられた詠唱。

　氷塊の下に、先の転移とは比べものにならない緻密な分割の光が、モザイク画のごとく走り抜け、巨人を細密に解体します。

　そしてほむらの目前では、中なか型ごを取り去った砂の雌め型がたが崩れ去るがごとく、その芯を失った氷塊が、次々と崩れ落ちていきました。

　やがて巨人の頭部に封じられていた一つの精霊石が、回転しつつ静かに空中を漂い、彼らの見守る目の前で、ぱきりと二つに割れ、他の肉体と同じく光の粒となって霧散しました。

　こうして、三つの呪文を駆使し、一つの犠牲を払い、青銅の巨人は打倒されたのでした。




　───あれだけの数が集結していた傀儡たちは、巨人の消失と共に逃げ去り、シラクサ遺跡群の地を離れていきました。

　捜索は何時間も続けられましたが、水と土砂の流れ込んだ地下空間から天竜主馬を、その一部でも発見することはかないませんでした。彼の黒い大剣もまたやはり。

　暗い淵ふちの前に跪ひざまずき、泣き濡れたたずむ稲荷。

　その場に駆けつけた御陵を認めると、稲荷はおびえるように顔を伏せました。

　淵の底を見つめながら、あえぐように御陵は泣きはじめました。緊張がほどけ、部長や調査官としての立場も忘れ、子供のように声をあげて。

　全身から悲しみを発する御陵に心動かされ、稲荷は震える手を伸ばしますが、どうしても触れることが出来ません。しかしそんな稲荷の指先を、御陵は摑み引き寄せかたく握りしめます。

　偽いつわりと疾やましさの横たわる空むなしき間隙すきま。二人の少女は、それでも手を離さぬまま、額を付き合わせながらむせび泣きました。




　ぎごちない二人の背を見ながら、東野巧はようやく理解しました。

　天竜主馬がどうやって人傀儡の術を脱したのかを。

　もっとも深き想いに打ち込まれたくさびだと云う、その術痕を、刀の柄つかに納まる中なか子ごのごとく引き抜いたのです。強引に、引き留める目め釘くぎが折れることも構わずに───みずからその想いを断ち切って。

　不遇な調査官たちの苦境に傾倒しながらも、捨てきれずにいた地球への想い。

　彼にとって一番胸の安らぐ場所だった稲荷直への愛を、自分自身の意志で捨て去った。

　文字通り抜き身の刀身を、素手で摑むがごとき苦痛だったでしょう。けれどそれが彼なりの、愛する者たちを護ろうとした責任の果たし方だったのです。
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■38







　───恋をしたら、負けだと思っている。




　世間を震しん撼かんさせた巨人事件は、その後も連日ニュースや政治討論の場で取り沙汰され、よりつまびらかに、より興味本位かつドラマティックに分析されていきました。

　青銅の巨人の消失後───対策の指揮をとったメイヴェル・チャンドラーほか調査官たちからミッションの成功が報告され、国連軍の調査により西欧圏での転送現象もまた一定期間探知されなくなると、各地に避難していたシラクサ市民たちはようやく愛する故郷への帰還がかないました。

　日本支部は、事件のなかで大きな貢献をしたと評価されました。その一方で深刻な負傷者や一人の行方不明者……事実上の死者を出したことで、組織の運営体制や管理官の指導には強い批判が集まりました。

　しかもそれが天竜主馬という、日本代表をつとめる国内外で有名な調査官であったことは、これ以上ない批判と好奇の視線を集める恰好の材料となりました。

　負傷し失明の危ぶまれた多賀太一はほどなく快復へと向かったものの、虚惑星の現地を再訪したメイヴェルたちの捜索で天竜主馬が発見されることはありませんでした。




　ほむらは青藍高校での学校生活へと戻りました。

　事件後に山積みとなった処理の対応に追われ、探検部の活動も当面は休止です。

　それに依然残されている大きな問題───放浪者の存在のために、今後の活動がどうなるかはわかりません。

　世論では、未知なる惑星への浪漫ロマンや国際協力の美辞麗句の下に隠されていた探検部の歪みが露呈し、調査活動の内容の不合理さや、虚惑星調査は日本にとって必要か否か……という糾きゅう弾だんじみた論調で語られていました。

　そんなふうに世間では大騒ぎでしたが、ほむらの周囲はといえば逆にひっそりとしたものでした。探検部の非道をかさにかかって報道規制をかいくぐるマスコミや、しつこい探検部ウォッチャーからの被害は数件あったものの、なんとか日常生活に支障が無いていどには調査官たちは護られていました。現政権にとってそれだけの働きはした……ということです。

　とはいえ青藍の校内では、御陵真世たち探検部部員のまさに面前で死者が出たらしいと、一般生徒にもまことしやかに知られるところとなり、ほむらもまた腫れ物に触る扱いです。それでも牧まき野のたちほむらの身近なクラスメートは、探検部の話題には触れず、以前通りに接してくれていました。




　……さて、傷心のほむらはといえば、実のところそういった世間を賑にぎわせるニュースや、日本探検部という組織全体に待ち受ける将来などには元から興味がありません。青藍高あおこーに向けられる好奇の視線は多少は気になりましたが、それもクラスの友人たちに申し訳ないと思ってのことです。

　そもそも、まるで心が動かないのです。いい加減くたびれたというか、色々ありすぎて麻痺したというか。

　ほむらの家庭でも一波乱はありました。自分本位な行動で家族を振り回し、凡ぼん庸ような家庭の平穏をおびやかしたほむらには、それにふさわしい罰が待っていました。

　母に頰を打たれたのは、記憶をさかのぼる限りたった一度。あの時と同じだけの過あやまちを自分は犯してしまったのだと、母の涙が語っていました。

　憔悴した母がみせた態度に驚いたのか、いつもなら真っ先に激げっ高こうする父は逆に寡黙になり、ただほむらに、冒険から持ち帰った収穫について尋ねました。

　ほむらが、友人を失わずに済んだ、と伝えると優しく頭に手を置いて、ともあれ無事の帰還を喜んでくれました。

　例の噓がバレて両親の怒りに巻き込まれた月つゆなどは、「ほむらのすぐバレる噓の片棒は二度と担かつがない！」とおおいに立腹しながらも、事件の渦中にあった姉をちょっぴり誇らしそうにしていました。




　二人の先輩───御陵や稲荷とは、ほとんど顔を合わせていません。二人の多忙さを言いわけに、意識的に避けてしまっていました。二人が失った存在は大きすぎて、開いた隔へだたりはあまりに遠すぎて、埋め合わせる言葉を持たないほむらは何と声をかけたらよいのかわかりません。

　雨乃もまた事件以降、青藍高校に登校しておらず、ずっと会えないままです。負傷者にカウントされることはなくとも、仕込み矢で大きなダメージを受けた彼女のボディは、本馬技研で全面的な修理オーバーホールを受けていました。藤森の話では、一時的に以前使っていたサードボディに戻ることになるだろう、とのことでした。




　期末試験の日程を二日間もバックれてしまったほむらは、放課後たった一人で再試験を受けました。無断欠席を考えればそれでも慈悲深い措そ置ちです。同じく試験日程を休んだ東野は、それまでの成績も考慮され元から試験は免除となっていて、再試験の教室には姿を現しませんでした。

　そんな再試験が数日間続いた最後の日───。

　二年生がメインとなった運動部の練習風景を眺めながら、ほむらはまた一人でとぼとぼと下校しました。混み合う電車に揺られ、地元の駅で降車しても、なんとなく家に帰る気にならず、改札口脇の自販機でカフェオレのパックを買い求めます。

　ストローを咥くわえ、ぼんやりと通勤客を眺めるほむら。

（テトラパックは三角形の正四面体で……エジプトのピラミッドは四角錐……似てるけど二つは違うものだ。一年前に、アメちゃんから正多角形のことを教わるまで、以前の私は、そんな二つの違いを意識したこともなかった……）

　そんなことをつらつらと思い浮かべながらお気に入りの味を啜すすっていると───

　壁際に立つほむらの、わざわざそのすぐ隣に並んで同じ飲み物を手にする者がいました。青藍高あおこーの制服にコートを羽織った長髪の少女です。

「ふぇ？……く、九く条じょうさん？」と、目を丸くするほむら。

「やっと気付いたわね。ずっと後ろをついてきたんだけれど」

　しれっと語るのはクラスメートの九く条じょう織おり江えでした。

「学校からずっと？　な、ナイス・ストーキング……ていうかここ九条さんの降りる駅じゃないよね？」

「そうね」

　ほむらの問いの本題には返答するつもりがなさそうな九条は、手にした正四面体のパックを余裕たっぷりに飲み終えてから、一つの頼み事を切り出します。

「実はすこし寄ってみたい場所があるのだけれど、よければ一緒にどう？　もう再試験は終わったんでしょう」

「よくご存じで。もちろんいいよ。久々のＳＫＴすーぱー・くじょー・たいむだね！」

「……ＨＫＨはっぴー・くじょー・あわーはどこへ行ったの」とちょっぴり抗議してみせる彼女。

「それともＭＯＳまじぇすてぃっく・おりえ・しょーにする？」

「それじゃハンバーガー店だわ」




　結局、駅から結構な距離を歩かされつつ九条に連れられて向かった先は、二人のよく知る場所でした。ほかでもない去年まで通学していた音おと羽わ中学です。校門前でちょうど旧知の教師と顔を合わせ、特別に中に入れてもらうことができました。

　下手に妹の月つゆと鉢合わせして難癖をつけられでもしないかとソワソワするほむらをよそに、九条は花壇脇の土手に腰をおろしました。さいわいバトン部の活動はもう終了している模様。薄暗くなった校庭に、職員室の窓から灯りが落ちています。

「一年ぶりに来てはみたけれど……あまり懐かしいって感じもしないものね」

「そうだねぇ」

　ぽつりとつぶやく九条に、なんだかほっとしながら相槌を打ちます。結局、何も理由を聞かぬままついてきてしまいました。

「あたし、日ノ岡さんにずっと言えなかったことがあったの」

　その彼女が突然こんな話題を口にします。

「なに？」

「あたしも好きだったの。あの人のこと───」

「───す──────」

　突然の告白に間抜け顔のまま絶句するほむら。だから彼女はわざわざこの場所へやってきたのか、と。

（でも、なぜ今？……それほどまでに私は当てつけがましく、憐あわれみを誘って見えたろうか。このとてもとても回りくどいストレートさが九条さんらしいけれど……）

　九条織江という少女は、冗談好きというよりはやんわりとした皮肉屋です。決して傷を舐め合うのを好むタイプではありません。

（だから……私は彼女のそばにいられるのだもの……でも……九条さんは？）

　真意を捉えかねるほむらに、九条は赤せき裸ら々らな告白を続けます。

「……彼が好きだった……初めて人を好きになった……憧れて、いつか振り向いてくれるんじゃないかって無邪気に焦こがれて、ずっと彼を見ていたつもりだったけれど……そこへあなたが現れた。突然。前ぶれもなく」

　夕刻の冷気の下で、ほんのり頰を染めて語る九条。

「あなたと一緒にいた彼を見て、悔しいけれど絶対にかなわないと思った。本当に、本当にお似合いの二人だった。だからいつか聞きたかった」

「……っ……」

　問いかけの予感にびくりと震えるほむら。

「───どうして、彼と別れてしまったの？」

　たじろぐほむらは、そう尋ねる九条の手が膝の上で震えていることに気付きました。

　九条がこくりとうなずきます。

「……ええ。これでも打ち明けるのが怖かったの。あなたが嫌いで、憎たらしくて、顔を見たくもなかったし、あたし自身こんなふうにあなたに図々しくなれるのに時間がかかった。でもいまはもう、吹っ切れたと思うから。音楽が恋人だなんて言うわけじゃないけど、ちゃんとまっすぐに受け止められると思うから。だから聞かせてほしいの」

「……九条さん……」

　こんな逃れようのない場所へと連れてきた九条を、ほむらは心底恨みましたが、彼女がみせたことのない真剣さをぶつけてきたことに心動かされてもいました。

「寂しかった……から……」

「……寂しい？」そう口にしてうつむいたほむらを見詰める九条。「あなたたちいつも一緒にいたわ。同じ工房で生まれた弦楽器と弓みたいに。ぴったりと寄り添って、とても満ち足りて見えたのに。それでも寂しかったの？」

「私……私は……」

　胸を詰まらせながらほむらは吐露します。

「独りは寂しくないの……二人が寂しかった……」

「…………」

　たどたどしい呟きに静かに耳を澄ます九条。

「……私、あの人に近づきすぎてしまった。求めすぎて、与えすぎた……あんなに深く通じ合えることが溶けるみたいに気持ちよかった。他には何も要らないって……でも気づいたらもうどこへも行けなくて……それが、寂しくてたまらなかった……」

「抽象的な指示ね」

「……ごめん。私、じぶんのことはうまく話せないみたい」

「大丈夫よ」首を振り、ほむらを安心させる九条。「でも彼は、そんなあなたの気持ちをあなた以上に言葉に変えるのが得意だったのね」

　そう、と頷くほむら。

「運命だと思った。こんな恋は二度と訪れないって。こんなに深く私を解ってくれる人は、何度人生をやり直したって現れないって。……でも、気付いたらあの人以外、なにもかもが真っ暗に見えた。突き放されるみたいに寒くて遠くて。彼と私、あまりにも似すぎていて……」

「少し解ってきた……あなたと彼の間には、和音ハーモニーが生まれなかったのね」

「和音ハーモニー？……そうかも……」

「今は……どう？　まだ寂しい……？」

「……私……」

　切ない吐息をもらし、あふれだす涙を押しとどめるよう、ほむらは両手で顔を覆いました。

「……気付いてしまった。私は、東野くんが、好きなんだって。あんなに用心して、そうならないよう注意してたのに……もう抑おさえられないみたい……」

「……早足で先へ行く彼を、知らないうちに追いかけている」

　顔を伏せたまま、九条の言葉にほむらはうなずきます。

　静かに息をつく九条。

「やっと本当のことを話してくれたわね、ほむら。これで一つずつ、本当のことを交換できたかしら、あたしたち」

　自分の名前を呼んだ九条を、ほむらは濡れた顔でぼんやりと見返しました。

「……私、友達でいたいの。ずっと友達でいたい。東野くんを好きになんかなりたくないの。だって……っ……」

　また言葉に詰まったほむらに、九条は膝を抱え、宵の星たちが灯りはじめた空を軽く仰ぎながら語ります。

「東野くん……彼はいつも『自分が何者になれるだろうか』って問いかけている人だわ。自分から外の世界に向かってね。でも、ほむら……あなたは違う。あなたは『自分は何者だろう』って心の内側を見つめている人。二人は全然違うわ。生まれる音色もね」

　だから、なにかしらの和音は奏かなでられるはず。それが不協和音だとしても───そんなニュアンスを彼女は伝えようとしているのでした。

「自然と彼を追いかけてしまうのは、あなたに良い影響を与えてくれる人だって、わかっているからよ。薄情者で無関心なあなたを、きっと変えてくれる人だって」

「……っ……駄目なの。それでも、私は、もう人を好きになったりしたら、だって───だってまた終わってしまうから……っ……」

「終わってしまってもいいじゃない」

　九条はほむらにぴたりと肩を寄せ、親しげに頭と頰とを擦すり合わせました。こぼれる涙も構わずそのままに。

「あたしたち、友達になりましょう、ほむら。親友はお望みじゃないのよね」

「っ……そういうわけじゃ……ここまで言わせて……ていうか友達じゃなかったのかぁ」

「それはこれからのお楽しみにしましょう。大丈夫、変わるわ。あたしたち、少しずつ変わっていく」

　あの夏の日、ほむら自身が発した言葉を借りながら、九条は微笑みました。




　そう。

　恋をしたら負けだと思っていた───。

　なのに、全戦全敗の恋が、また目の前に現れてしまったのだ。
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■エピローグ







　───春は、別れの季節。

　ほころび散りゆく花々と共に移り変わる、節目の刻とき。




　青藍高校の卒業式の日。

　在校生徒代表からの送辞が終わり、卒業生代表の名が呼ばれました。

　答辞の挨拶を読み上げるのは、元生徒会長である六ろく地じ蔵ぞう宝たからですが、なにやら白いマスク姿での登壇です。

　六地蔵の大雑把で乱暴な性格を知るほむらは、もうその時点で怪しみながら壇上を見上げていましたが、予感は的中しました。

　堂々と壇上に立った六地蔵からの挨拶がなかなか始まりません。やがて鞍くら馬ま貴き船ふねの弱った声のアナウンスで、

『え～～、のはずでしたが、六地蔵先輩は風邪で喉を痛めてしまいまして、喋ることができません。なので、同じく卒業生からの代役をお願いいたしました』

　とフォローが入り、当人の六地蔵はふんふんと壇上でひとり得意げに頷いています。

『ではあらためて───卒業生代表、御陵真世先輩』

　六地蔵は入れ替わりにハイタッチして壇上を降りていきます。

　麗うるわしい袴はかま姿で現れた御陵も、おずおずとタッチに応じながら壇上に付きました。

　講堂に並ぶパイプ椅子でしゃちこばるほむらにも、御陵真世の名前を耳にした生徒たちの動揺は勿論伝わりました。吃きつ音おんの傾向がある御陵はスピーチ向きの人材とは言えず、生徒たちにもそれは周知の事実。

　ほむら個人はＳＡの発表での彼女の様子を思い出しつつ、六地蔵会長も酷こくな頼み事を……と眉をひそめます。急な依頼を受けてくれる相手が真世先輩くらいしかいなかったのか。それともまさか最初から計画的な犯行だったのか。斜め前方に座っている東野も、呆れ気味に顔をしかめています。

　教師陣には別段驚きが無いところをみると、事前に通知された、織り込み済みの事態のようです。それでも、久々のスーツ姿の藤森はやはり心配なのか、腕組みした手をまたすぐ膝上に戻したり揉み合わせたりとせわしない感じ。

　とにかく答辞の挨拶は、定型通りに始まりました。

「春の、訪、れを、感じるこの、よき日に、わたし、たち三年生、一同、は───」

　やはりどこかずっこけ気味の出だしに生徒全員、最大限に気を張って構えます。

　来賓席には、彼女の父である、御み陵ささぎ義よし寛ひろ議員の姿もありました。ほむらが学校で議員を見るのは初です。世間を騒がす探検部のある我が校に、虚惑星開拓推進派の重要人物がおでましになるとあって、列席する父母や来賓にも独特の緊張感が漂っていました。マスコミを締め出す対策をされてはいるものの、父母や教師たちの態度も歓迎一辺倒ではありません。

　そんな張り詰めきった場所とタイミングで、彼女の声が響きます。

「よく聞こえませーん」

　だなんて高々と手を挙げながら、卒業式中にありえない不ぶ躾しつけな野次を飛ばす女子生徒。稲荷直です。

「…………」

　しかし、驚き顔をみせて壇上で言いい淀よどんだ御陵は、ふっと微笑みながら、手元の原稿を二つに畳んで台に伏せてしまいました。そして相変わらず、つっかえつっかえではありながらも、胸を張りながら改あらためてこんなふうに語りはじめました。

「───皆、さん、冒険とは、なんでしょう？」

（……あっ……先輩……）

　それはいつか彼女の部屋で、ほむらへのヒントとして発したのと同じ問いかけでした。いかにも探検部に関係する切り出しに今度こそ教師陣がざわつきました。

（おっ、アメちゃん……？）

　ほむらを横目で見ながら雨乃が微笑んでいました。あの時のお話ですね、とこちらに目で語りかけながら。いまだ虚惑星対応ボディは修理中の彼女。今日は特別にサードボディでの登校です。

　予定の式しき次じから脱線したまま、壇上の答辞は続きます。

「冒険とは、わたしは、ちょっとした、タイムトラベル、のようなもの、だと思っています───」

（えぇー？　タイムトラベルぅ……？）

　いきなりの突拍子も無い変化球。自分で焚きつけておいて、稲荷などは苦笑しながらスピーチに耳を傾けています。

　とつとつと語られていく御陵の言ことの葉はの一片一片を胸に留めながら、ほむらは数日前に彼女から教えられた一つの逸話を思い返していました。そして自分自身の身に起きた幾つかの出来事を。




　卒業の日を迎え探検部から三年生部員が去りゆく数日前───

　御陵真世は、日吉坂の上狛倖部長とともに虚惑星へ赴おもむく最後のミッションを務めました。世話になった五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめに謝意を表し、巨人対策の顚てん末まつがどうなったのかを伝える大切な役目です。

「───では《力の石》はお返しいたしました」

「うむ。確かに受け取った」

　緑色の貴石を手に取り、すばる姫は頷きました。

「地球を経由したことで、変質したりはしていないでしょうか……？　それがとても心配だったのですが……」

「希け代たいな夢を見たじゃろう？」

　再び胸元に石を下げ戻したすばるは、心配そうな御陵にそう尋ね返しました。

　少々驚きながら、こくりと頷く御陵。

「夢？　なにそれ？」と、上狛が首をかしげます。

「真世の心しん界かいを間借りしたのじゃ。身どもの《力の石》は、おそらく地球では中身が溢あふれてしまうからの。御陵の血筋の者ならずばこなせぬ任務じゃったといえよう。ご苦労じゃったな。また助けられた」

「そうですか。よかった、わたしでお役に立てたのなら……」

　ほっと胸に手をおいた御陵を、横から上狛がつつきます。

「なんの夢を見たのさ」

　ちらりとすばるを窺うかがってから、御陵は秘密の一端を明かします。

「……すばるさんの子供の頃の夢でした」「ほーう？」

　余談は晩の楽しみとして、御陵と上狛は一連の報告を済ませます。耳に心地よい話ばかりではない、彼ら調査官と地球の人々に身に起きた、さまざまな出来事を。

　そして、おそるべき青銅の巨人が如何にして退しりぞけられたのかを。

　ときに誇らしげに、ときにひどく落胆しながら、二人の調査官からの話を聞き終えると、すばるは嘆息し、こう呟きました。

「───絡繰りの身に囚とらわれ、ながき年の緒おに縛られた憐あわれな古ふる強つわ者もの……地レ母イ星アの神々が、偉大なる巨人の御み魂たまの旅路を見届け、彼の者の故郷へと辿り着かせたことを祈ろう」

「……はい」

　すばる姫の憂うれえる様には、彼女の父、義よし処ずみを想う表情が重なりあらわれているように御陵には感じられました。

「わたしたちもそう願います。あの巨人を倒したのでも、勝利を勝ちとったのでもないと」

「だったら……立ち会ったってところ？」

　と、ぽつりとつぶやいた上狛に、御陵は得心してうなずきました。

　翌朝の別れ際に、すばるは数通の手紙を取り出しました。

「飛脚の真似ばかりさせてすまぬが、また幾つか文ふみをしたためた。お父上や藤森殿に届けておくれ、真世」

「……はい……っ」

　気持ちがあふれ、すばるの胸を借りて別れを惜しむ御陵。

「立派な管理官になります」

　昨晩も寝る間を惜しみ語った夢をまた口にします。

「後輩たちにはみせられぬ涙じゃな───上狛殿は？」

「あたしはもー、調査官も管理官もたぁーくさん。あ、でもそうだなぁ、いつかもっと往来が便利になったら、虚惑星にはまた来たいし、すばるさんとも再会できたらいいなって。あたしずっとすばるさんの胡こ弓きゅうとセッションしてみたかった」

「《せしょん》か。うむ、そうじゃな。多忙な上狛殿には、そのような暇は許されなかったの」

「それに……太一たち、日吉坂うちの後輩部員が、今後も世話になります。あー、特に……」と、顔をしかめる上狛。

「覗のぞき好きの世よ之の介すけと、ツノ娘じゃな」

「えーあー、うん、あいつらです」佐保秋穂と鼎結理、問題の二人を名指しされて苦笑する上狛。「ご迷惑かけっぱなしですみません、ホント」

「ふむ……そればかりでもなかろ。佐保殿には身どもが世話になった。ユリも無分別で目に余るところはあったが、望みを捨てず、大嵐殿の助けにもなるよう力を尽くしておった。むしろ、しっかりしておるようでまだ危ういところのある東野殿や、言うに及ばぬほむらのほうが心配じゃがな。また手を焼かされそうじゃ」

　と、言われて今度は御陵が恐縮し、くれぐれも頼みます、と頭を垂れます。

「それにしても、さっぱりとしたものじゃな」すばるは上狛を見詰め、御陵と見比べて感心します。「幾人も若じゃく輩はい者ものを育てあげ、別離を経験する管理官には、真世よりも上狛殿のほうが向いておるのではないか？」

「大丈夫です」と、胸を張る御陵。「それに昨夜はコマちゃんだって結構感傷的になって───」

「ちょちょちょ待って待って」

　すばるはそんな二人を抱き寄せ、互いの体温をしっかりと記憶にとどめました。

　そんな彼女はふと、思いついたように顔をあげます。

「ふむ、失念しておった。この文ふみはわごりょ宛てじゃぞ、真世」

「……わたしに？」

　と、ややぞんざいに差し出された手紙の宛名を目にするなり、御陵ははっと血相を変えました。

「───これは、主馬さんの……!?」

「……っ……天竜くんが以前のミッション中に置き手紙を？」

　もしもの事があった状況を見越した遺書ではと、とっさに思った二人ですが、反してすばるは首を振ります。

「いいや、そうではない。十日ほど前に、奴めこの城に、のこのこと現れおった。昨晩、真世たちからの討ち死にの報告を聞いて、あの者が悪巧みする童のような笑みを浮かべていたのも合点がいった」

「ほんとに、主馬さんが生きて……!?」

　うむ、と頷くすばる。

「ま……マジでっ？」

「マジじゃ。人傀儡の術をみずから打ち破った者に、身どもは初めて逢おうた」

「……はぁーあ……天竜くんらしいな」

「………………主馬……さん……」

　声の出ない御陵真世の横で、上狛は嘆息し肩をすくめます。すばる姫が、別れのぎりぎりの刻限まで、そんな重大な事実を明かさずにおいたのは、少しでも御陵真世の心を独占していたかった彼女の欲と、驚き顔を見たかった茶目っ気か、などと察してもみたり。

　天竜は放浪者たちが日吉坂キャンプに仕掛けた罠を無効化し、安全に戻しておいたとすばるに伝え残していました。

「詳しくは明かせぬようじゃったが、天竜殿はどうやら、傀儡師めの世話になっておるようじゃな。まったく人騒がせな御仁さの。とんだデモポオンじゃな」

「デモポ……？」

　上狛も御陵も、聞き慣れぬ名前に首をかしげます。

「未み聞もんじゃったか。ふふ、知らぬならそれでよい。知ったところで腹立たしいばかりじゃからの」

　保存食の移送と安全の確認がてら、御陵たち二人は旧青藍キャンプを経由して、日吉坂のキャンプへ向かうことにしました。城のヤマイヌたちが彼女たちの見送りを買って出ます。多少落ち着きをみせるようになった初雪が、張り切って二人を先導してくれます。

　御陵は、すばるとともに城に残る白狼の雪割丸の首のふさに頰を埋めて、名残惜しみます。すっかり大きく成長した幻肢虎のアヴギスは、いつものように少し離れた石垣の上に陣取りながら、そんな様子を静かに眺めていました。

「大嵐殿や桃山殿にもよろしく伝えておくれ。また探検部に加わる新たな顔ぶれを楽しみにしておる」

　すばるが二人に最後の別れを告げます。彼女は御陵には手製の櫛を、上狛には同じく手製の篠しの笛ぶえを、それぞれ思い出を残す品として贈ってくれました。

「鈴蘭やお手前たちが地球で元気に明かし暮らしていると存じておれば、身どもも寂しくは無い。わごりょらも、どうか達者でな」




　虚惑星からの御陵たちの帰還後───。

　鼎結理の部屋を訪ねるミッションを、ほむらは自分から引き受けました。巨人事件以降、彼女は学校にも顔を出さず、早瀬諒すらも寄せつけないでいる、と佐保からも伝え聞いて心配していたところでした。

　帰還してから真っ先に稲荷直のもとへ向かった御陵先輩には、他にも持ち帰った報せを届けねばならない相手が幾人もいます。そのなかには、鈴蘭こと小お野の恵え里り香かも含まれるはずで、すばるから託された手紙を、そしてキリマルの死を伝えるという務めがありました。

　その日はあいにく風の強い雨交じりの荒天で、傘も役に立たず、アパートに辿りつくまでにずいぶんと濡れそぼりほむらは閉口しました。

　呼び鈴は信用せず、名乗りながら扉を叩くと、すんなりとほむらは迎えられ、例のジャージ姿の鼎本人と顔を合わせることができました。わざわざ早瀬から預かってきた合い鍵の出番もなしです。

　中に通されると、彼女にしては部屋はそれなりに片付けられていました。

　鼎が沙毬の核コアを持ち出した際には、彼女のボディだけが、特殊な偽装を施されこの部屋に放置されていたはずです。しかし今はもう、この部屋に沙毬の姿はありません。本馬技研の貸たい与よした資料や着替えもすべて引きあげられ、ぽっかりと空いた空間には、鼎の与えたラフなシャツだけが寂しく残されていました。

　早瀬からも、鼎は本馬技研には出入禁止となったと聞きました。

　一企業として無理も無い対応とはいえ……ほむら自身も、家の中で探検部の話題をおいそれと語りづらくなったことを思うと、孤立した鼎の心境に共感するところもあります。

「……何やってたの？」と、作業中だったらしい彼女のＰＣを指差すほむら。

「───別に。潜水艇の流体シミュレーションとか。あちこちの研究室で改良されたライブラリが発表されはじめたから」

「また変わったことをしてるね……って、まさか今度は潜水艦の呪文を？　次は海に潜る気とか!?」

「……そういう使い道もあるかもね。あたしは御免だけど」

　ほむらは本題に入る踏ん切りが付かず、話の流れで、鼎から教わったグライダーの魔法の成果と、虚惑星の高空において沙毬とつたないコミュニケーションを交わせたことなどを語りました。まだ藤森顧問や本馬技研のスタッフ、青藍探検部のメンバーにしか報告していないことです。

　てっきり耳ざとい鼎ならば、さまざまな情報を仕入れているかと思いきや、彼女は巨人事件の続報については、ほとんど耳に入れていませんでした。ほむらの専門用語のうろ覚えを指摘するほかは、ただ淡々と素直に耳を傾けます。

「───舎人主任と赤土さんも、こんどその時のことを詳しく聞きたいって」

「いいんじゃない」

　と、気のない返事。そこまで相手の様子を窺うかがってから、ほむらは小さく嘆息し、ようやく本題に入る気になりました。

「……それでユリちゃん。今日、来たのはね……」

　御陵真世がすばる姫のもとから持ち帰った報告。彼女の異い母ぼ兄けいである天竜主馬が、実は虚惑星で生きていることを伝えると、さすがに顔をこわばらせました。

「…………そう」

　ほむらの口から出た言葉を、鼎は悪い冗談と疑うこともなく、過剰に驚きもせず、漠然とどこか予期していたように受け止めていました。

「……またうち、置いてけぼりになってもうた……いっそくたばってしまえばよかった」

　そんなふうに毒突いてみせるのにも覇気がありません。いたたまれず、ほむらは暇いと乞まごいをします。

「それじゃ……私、これで」

　登校を促したり早瀬に連絡をさせたり、それ以上彼女に余計な世話を焼く気にもなれず、とりあえず実家から作って持ってきたサラダや惣菜など、偏食の彼女の栄養の足しになりそうなものを冷蔵庫に入れて、玄関へ向かいます。

　───と、ぐっと指先を摑まれ、ほむらはその場に引き留められました。そうして鼎に手を握られたのは、氷河のクレバスで墜落しかけて以来だったでしょうか。

「ほむらは探検部をまだ続ける気？」

　と、彼女は尋ねました。

「ふぇ？　なんで？」

　唐突さに当惑するほむらに、鼎はさらに語ります。

「あたし、天竜家から呼び戻されてるの。だから来学年からは関西へ行くかも」

「えっ……そんないきなり!?　なんでユリちゃんなの？」

「さあね。他の天竜グループの跡あと継つぎがボンクラ揃いだから、こんなあたしでも、まだマシってことなんじゃない。生きてようが死んでようが、主かず馬ま兄さんが、地球に戻る気が無いのは知ってる───だからあたし、今ちょっとした分岐点にいるってわけ」

「じゃ、じゃあ、府立南雲に転校する、とか……？」

「一人息子を殺した探検部にまた入部させるはずが無いでしょ。当然、全寮制のお嬢様学校よ」

「はぁ……そ、それ……は……ちょっと困るというか……」

　しどろもどろになるほむら。

　もしかすると早瀬と共に日ひ吉よ坂こ高ーを離れるという事態もあり得るのでしょうか。それはあまりに日吉坂探検部が寂しくなってしまいそうです。

「…………そう」はっきり返答できずにいる弱り顔の自分を見て満足したのか、鼎は微笑しました。「じゃあ、やめる」

「───えっ」

「日ひ吉よ坂こ高ーに残る」

　さばさばと告げる鼎に心揺さぶられるほむらは、かろうじて疑問を口にします。

「なんで……私が探検部をやめるって思うの……？」

「あなた面倒事は嫌いでしょう？　日ノ岡ほむらは、探検部でもＵＮＰＩＥＰでも、もうちょっとした英雄だもの。大嵐さんも花屋敷もいなくなって、これからも吞のん気きに部活ごっこしてるわけにはいかないって解ってるはずよ。明日の卒業式が済んだら、もう一区切りにしようかなとか、考えてたんじゃないの」

「……っ……」

「あたしも色々やらかしたから、このまま探検部に残ったところで窮屈なだけでしょうね。でもあなたがいたら、お嬢様学校に放り込まれるよりは、ちょっと面白いかもって思ったの。それだけよ」

　慎つつましい期待で自分を望む鼎結理から、ほむらは視線をそらしてしまいます。

「…………ごめん。まだ……答えられない」

　鼎は小さく両手をあげて、了解、保留にしておく───というポーズ。

「おおきにな、ほむら。沙毬を連れかえってくれて」

　ついでに部の仲間たちにも迷惑かけたことを謝っておく……と、もごもご小声でつぶやきながら、鼎はほむらを見送りました。

　部屋の外へ出ると風はもう弱まり、嵐の連れてきたぬるい夜気に身を包まれました。

「…………」

　鼎結理から胸中を突かれた動揺がおさまらず、そのまま呆然と通路に立ちつくしていると、古いアパートの扉の向こうから、かすかな声が耳に届きました。

　それは、押し殺してもどうしても漏れてしまう、かぼそい悲鳴のような啜すすり泣きの声でした。決して歓喜ばかりではなく、行方不明だったあの人を、もう一度失ってしまった彼女の複雑な想いに触れて……ほむらは一つの決意へと導かれるのでした。




　───そして再び、青藍高校の講堂へ。

　壇上でとつとつと答辞を語る御陵に、ほむらの意識の焦点は戻ります。

「───『保険は冒険より生まれ出いでた』、と、よく云われ、ます。この二つは逆向きのもの、に感じますが、冒険心なくしては保険も生まれなかった、と、聞くと、ちょっと不思議、ですね。

　危険に挑むことばかり、が冒険では、ありません。楽しいことを、待ち望みながら暮らしていく、のも、またささやかな冒険では、ないでしょうか？　冒険とは、そんな大それたものではなく、もっと身近にあるもの、です。

　『神は、わたしたちに、成功してほしいのではなく、挑戦を望まれている』と、語られたのは、献身活動に従事、されたマザー・テレサ、でした。彼女には、貧まずしく恵まれぬ人々のため、に尽くす、という使命がありましたが、わたしたちの皆、がそうではありません。

　一日一日を、着実に、正しき道に向かって進めた、なら、どんなにか安心できるでしょう。それが本当に、自分の選び取った道、なのか、悩みは尽きま、せん。

　けれど、なりたい自分になる、ということ───そのために努力する時、わたしたちは、少しだけ早足で未来に近づいていま、す。誰に、でも、時間は同じ速さで流れているわけではない、とも物理の授業中に、習いました、ね？　ちょっとした、タイムトラベル、です。

　挑戦し、自分の未来を形作ろうとする時、そこには、必ず失敗がある、でしょう。皆さん自身にしか作れない未来、には、保険を掛けることはできま、せん。だからこそ、大きな価値があるの、です。

　日々の失敗をするたび、に、そこには小さな冒険があったのだと、冒険に立ち向かう小さな勇気があったのだ、と、どうか、思い起こして、ください。

　少しだけ未来へ近づくこと。それこそが冒険なのだと、わたしは思います」




　卒業式の終了後。

　クラスで短いＨホームＲルームがあり、担任から先の再試験の結果を返却され、自分はギリギリで進級できると聞いてほっとしたほむらは、九条に断りを入れてから部室棟へと足を運びました。

　校庭に面した渡り廊下には、袴姿の真世先輩と六地蔵先輩、そして藤森顧問の姿がありました。三人が背筋を正して向かっているのは一本杖をついた御陵義寛議員で、その脇には御陵家の家政婦の北きた大おお路じ婦人が控えていました。

　娘の卒業式を見届けた議員は、仕事先に向かう前に、慌ただしくこの場に立ち寄ったようです。

　藤森と議員が会話する横から、こそこそと御陵に近づくほむら。

「あのぅ……先輩、このあと時間あったりします？　よかったら……」

「なんだ早速カラオケパーティで豪遊かぁ？」「──────（ゲホゲッホホ）」

　茶化す藤森。マスクをした六地蔵もゴホゴホ唸っています（内容は全く不明）。

「え、えっとですね、お天気もいいですし、もしかしたら今日あたり───」

「なりません。真世お嬢様には今晩のお支度があるのです。ちゃんとした祝宴のご用意が───」

　誘いの言葉を北大路婦人に厳しく遮さえぎられ、ぎくりとします。やはり何か正式なパーティが控えているようで、どうせそんな気はしていました。が、

「よろしいです、か？」

　と、娘から許しを求められた議員は、鋭い視線でほむらを認めてから頷きました。

「……真世の大切なご友人方のために、時間を使いなさい」

「ありがとうございます」

　こちらへ向き直った議員に深々と頭を下げられ、ほむらはさらにぎくり。

「日ノ岡穂群さん。この一年間、至らぬ娘をよく支え、よく助けてくださった。本当にありがとうございました」

「そ、そんなっ……助けるなんて、まったくの逆でございまして……」

　慇いん懃ぎんに頭を垂れて礼を述べる白髪交じりの男性を前に、恐縮を通り越して恐怖すらおぼえるほむら。

　ぺこぺこと不穏な動きであとじさり、部室棟の玄関へ吸い込まれていくほむらに、あとで合流します、と真世先輩は目くばせしました。




　部室棟に入り、いつもの待機室へ向かうと、雨乃のゲーム機だけが机の上に置かれていて部員の姿はありません。はて、と首をかしげ、屋上へ向かうとやはりそこにも誰もいませんでした。

　日当たりの良い屋上で、まだちょっとばかり寒さの残る風に髪をなびかせます。

　そこかしこで卒業生と在校生との親密なやりとりが目立つ校庭をぼんやりと眺めていると、遅れて東野がふらりと顔を出しました。ほむらはおどけて声をかけます。

「おやおや、真世先輩の袴姿をしっかり記憶に納めておかなくてもいいの？」

「おまえと一緒にすんな」

　久々に顔を合わせた気のする彼。雨乃を迎えに来た赤土補佐が、下の装備室にてなにやら一緒に作業中らしく、その雨乃にほむらの入室を教えられ、東野は一人階段を上がってきたのです。

「あんなひどい野次を飛ばしておいて、講堂を出るとき覗いたら、稲荷先輩ったら自分はすっごい涙ぐんでた」

「ああ……でも、よかったな。先輩の話」

「……うん、よかったね」少し気恥ずかしくほむらも同意します。「同じ卒業式でも府立南雲のほうじゃ、お通夜みたいになってるだろうなあ。長篠さんが気の毒だ……」

「ハハ……」と、頭をかく東野に、ほむらは一通のハガキを差し出します。

「あ、これ見た？　ギャビーから手紙届いてた」

「また写真の絵ハガキか。あいつほんと古風趣味だな」

　白い小さな花を咲かせる庭木の前に、にこやかに立つ修道女姿のギャビー。その顔や指先には傷の手当の跡がまだ残されていましたが、それでも元気そうです。隣にはネイトではなく、初めて見るベールを被った中年の修道女が、透明な眼差しと落ち着いた笑みを浮かべて並び立っていました。話に聞いた修道女長かもしれません。写真には一言「咲いた！La fioritura!」とだけ、添え書きがありました。

「バチカンの庭園にもアーモンドの樹があるんだな」と、微笑み感心する東野。

「へえ。これ、桜じゃないんだ？」

　閑話休題。東野はほむらに向き直ります。

「日ノ岡が再試験やってる間に、モリちゃんとか、棚倉先生と話したんだけどよ」

「うん……」

　小難しい話には集中力の保もたないほむらのために、かいつまんで東野が語ったのは、国内の探検部をとりまく状況の移り変わりについてでした。事件の後、国内では探検部への批判が高まりましたが、好奇の目が優先で移り気な世論の波が引くと、単なる同情ばかりでなく、冷静に調査活動を評価し、前面に立つ調査官を支えようとする論調に変わってきました。

　追い風と言えるほどの感触はありませんが、確かに応援してくれる人々がいます。今後、あくまで学術的な調査活動にこだわるか、虚惑星の脅威に対抗できるよう専門的な訓練も採とり入れ対策を講じていくべきか、という現実に即した議論もなされるようになりました。

　それでも、議論から当の調査官たちが蚊か帳やの外にされがちなのは否いなめません。現在は大嵐岬が日本代表の代理を務めますが、議論の結果を受け、これから主役となるのは二年と一年の部員、そしてまだ見ぬ新入部員たちです。

　また、天竜主馬が存命であるという、すばる姫を経由した御陵真世からの情報も、周知はごく一部に留まり公開はされていませんでした。天竜本人が地球に帰還するか、あるいは実際に調査官と天竜が遭遇してみない限りは、まだ軽率に公表できる報せではない……というのが藤森たち管理官の判断です。

　といっても、行方不明の天竜が実は虚惑星で生きているというストーリーは、ネット界かい隈わいではすでに半なかば事実のように語られたりもしていて、いざ公表しても、やっぱり、という反応が返ってきそうではありますが……。




　一方でほむらは、屋上の手すりに寄りかかりながら、念頭にあった鼎結理のことを、東野に語りました。

　彼女が来学年も日吉坂高校に残るか、ひいては日吉坂探検部の活動を続けるか否かを決めあぐね、ほむらにその決断の一端を委ゆだねていることを。しかし、聞き終えた東野は、

「何かと思えば……アホかおまえは」と二言で切り捨てます。

「はいい？」

「そんなの鼎に自分で決めさせろ。そんな他人任せの進路があるか。あいつも大概面倒くさい奴だよな。日ノ岡だって、何かあるたびに厭いや味みのはけ口にされたりしたくないだろ？」

「そ、それは……まあ……」

「……あいつも今は目標を失って、呆然としてるだけだ。元々、夢中になりやすい性格なんだし、時間がたてば勝手にやりたい事を見つけるって。それが探検部と無縁だったとしても、それはそれで仕方ねーだろ？」

「…………」

　剣道一筋だった道から離れて別の道を選んだ彼らしいといえばらしいお言葉です。とはいえ、思いやりには欠けるような。

「まあでも……スタンドプレー一本槍だったあいつが、多少は他の人間を意識するようになったんなら、いいことかもな」

「……そうよ？　私は少し嬉しかったけれど。珍しくユリちゃんに頼りにされたみたいで。それにこれでも私、英雄らしいんだけど？」

「あ？　それこそ馬鹿馬鹿しいってんだ。日ノ岡が英雄なわけねーだろ」

「なんですとぉ」

　ほむらは、大笑いする東野の足に蹴りを入れ、そっぽを向いて嘆息します。

「ま、わかってますって。私がしたことなんか、ドミノ倒しの最～後～のほうの一枚くらいのものだってことは」

「ああ、そうだな。でも、日ノ岡がいなかったら届かなかったことだ」

「……うん。それは……東野くんもだね……」

　容赦なく諫いさめる彼の言葉には、腹を立てつつも、安堵している自分がいました。

　笑われついでにほむらは、シラクサからの帰還後、実家では家族からの三者三様の反応があったことをぽつぽつと語りました。そこではさすがに東野も追い打ちする真似はせず同情顔です。

「ぶたれて……そのあとでさ、お母さんから謝られちゃった」

「へぇ……あの、日ノ岡の母親がか。そいつはさすがにショックだったな」

「……うーん……」

「違うのか？」

「もちろん私が悪いのはわかってる。ただ、こうして何日か経ってみると、怒られたことよりもね？　大人も間違えるんだなって……自信たっぷりに口にしたことを、引っ込めたり、言い訳したりすることもあるんだなって……そんなところに私、ちょっと動揺したみたい……」

「…………」

　東野はそんなほむらの打ち明け話には返す言葉が無く、ただ少し目先を変えてこんなことを口にしました。

「英雄ヒーローなんて要らねえよ」

　と、誰ともなく、つぶやくように。

「……必ず誰かがやらなくちゃいけねーとか、あいつならきっとやってくれるって重荷を背負わせるとか、誰か一人の力に頼るなんておかしい。そこが日本の探検部が、外よ国そと比べて異質だって言われる所以ゆえんだろ」

「そんなもの……？」

「たとえば部長の肩書きとミッションのその都度のリーダーは違っていてもいい、とかな───七久保先輩とかは、これまでのやり方を変えようとしてる。なんでも部単位で取り組んで、先輩後輩の関係で考えるんじゃなくて、もっと日本の調査官全体でミッションに取り組めるようにしたいって。それに、外国の調査官とも協力できるように」

「……ふうん。ギャビーとか、ヴィキみたいな調査官に、もっと頼れるように？」

「ああ。お互いにな。俺だってつい最近まで、競争みたいな対抗意識が抜けなくて、そういう考えには慣れなかった───けど、乙丸とか姫川とか、色んな考えの奴がいて、同じ調査官って言っても、考えてるゴールとか、何を活動の犠牲と捉えているかとか、結構違うんだなって、さ……知るうちに、見方が変わった」

「私みたいにノリで探検部やってる人もいるし？」

　おどけて返したつもりが、東野は真剣な眼差しでこちらを見返していました。

「鼎のことはともかく……おまえはどうする？　まだ魔法使い、続けてみるか？」

「…………」

　ほむらを見透かしていたのは、鼎結理だけではなかったようです。彼自身は探検部の続投を当然と考えていても、ほむらまではそうでは無いと思う瞬間が彼にもあったということです。

　ほむらははっきりと答えました。

「魔法使いは、もう、いいや───調査官もね」

「……飽きっぽいな」

「そうだよー」

　手すりを離れて、くるくると回ってから振り返り、屋上の真ん中で大きく手を広げて立つほむら。

「だから、私ね！　探検をする人になってみたいの。虚惑星の誰も足を踏み入れたことの無い場所へ行ってみたい！　それも岩だらけの遺跡とか、お墓とかじゃなくて、もっと楽しそうなところへね」

「食べ物目当てか？　虚惑星のグルメ探たん訪ぼう」

「違ちがっ……いや、それもありますけど！」

　と、抗議しつつ、薄い空の色を反射する天体観測ドームを見やるほむら。

「まあ確かに、私は虚惑星を約半周もいたしましたよ？　しましたけれども、それはただ空のずいぶん上のほうから見下ろしただけだし。たとえば遠くから月を眺めてただけで月に行った気になるなんて、月に対して失礼でしょ？」

「なるほどな。探検家エクスプローラー、だな。名前通りの」

「いえす。ちょっと、ミス・チャンドラーの影響もあるのかも？」

「……そうか。俺にはまた、日ノ岡が馬鹿なこと言い出したとしか思えねーけどな」

「はああ？　にゃにぃぃ？」

「いいんじゃねーか」

　それでも東野は素直に頷いてくれました。

　そこに、放浪者や、青銅の傀儡のような危険があることも承知です。また愛すべき人々に心配をかけてしまうだろうことも。

「巧さん───ほむらさん───？」

　屋上の階段口に雨乃が現れて二人に呼びかけました。議員と北大路婦人を見送った御陵と藤森、そして稲荷が待機室にやってきたようです。どうやら六地蔵先輩も一緒の模様。

「ほむら───日ノ岡───」

　戻りかけたほむらを東野が呼び止めました。雨乃につられたのか、言い直した彼には気付かないふりで応じます。

「ん？」

「あのよ……教科書とか言って、悪かったな。この通りだ」

　そう告げて東野はいさぎよくほむらに頭を下げます。

「おまえの中身は教科書なんかじゃない。俺の見方が狭くて、物知らずだっただけだ。ギャビーにも怒られた。あいつの前では噓つきとかまで言っちまった。言い過ぎだった」

「ん、わかればよろしい。ふふ、苦しゅうない、面おもてをあげい」

　と、得意満面にほむらは腕組みします。

「おめーそうやって人を茶化すのがな……それにだいたい、こんな間違いばっか載せた教科書はねーよな、ははは」

「……なっ……あ、謝り方ってものがあるでしょうが？」




　───その後、ほむらからの提案で、御陵を囲む探検部の面々は、学校裏の丘にある公園へと向かいました。

　以前に九条に教えて貰もらった、早咲きの桜が植えられた公園です。ほむらの狙いは見事にあたり、シーズンを過ぎた梅の木々に交じりながら、早咲きの桜が色あざやかに咲き誇っていました。

「わあ、綺麗ですねえ！」

　雨乃が舞い散る桜の下で歓声をあげました。昨日の強風にも耐えて、美しく咲いた桜の花に一同は感じ入りました。

　先ほどまでいた部室棟の待機室では、御陵が虚惑星調査官の証あかしである携帯端末とＩＤカードを、管理官の藤森へと返納しました。その場に居合わせ、感極まった六地蔵などは大いにもらい泣きし、風邪の熱までもぶり返してしまい、生徒会室から山やま科しなと鞍馬を呼び出して無理矢理に送り返したりもして。

　部室棟を去る御陵は、藤森に深々と頭を垂れ、答辞の弁とはまた異なる、藤森のためだけの感謝の想いを贈りました。またとつとつと、恩師の耳だけに届くように。御陵がまだ小学生だった頃から、藤森自身が現役調査官だった頃から一緒にやってきたという、長い付き合いの二人。そんな彼女たちの胸に去来するのは、どんな想いだろうか、とほむらや東野たちは想像するしかありません。

　そんな藤森のこともほむらは公園に誘ったのですが、彼女は「いいから、きみたちだけで行ってこいよ」と部室棟に一人残り、すこし寂しげな眼差しで去りゆく部員たちを見送りました。

　さて公園では、儚はかない桜の情景に眺め浸ひたろうとしていた感傷を吹き飛ばすようなニュースが御陵の口から飛び出し、ほむらや他の者たちを仰天させました。

「───えええっ、ま、またですか!?　本気なんですかそれ!?」

「はい。マジです。すばる姫からの正式な招待です」

　と、いたって真面目に請け合う御陵。

　取り出される、すばる姫からほむらへと宛てられた一通の手紙───すなわち招待状には、以前ふいになった長期滞在ミッションを、そちらの《春休み》とやらを使って再度やってみないか、と幾分軽い調子で、けれど確たる希望をもってしたためられていました。

「わたし、も、地球へ戻って、から、自分宛に、申し送られた手紙、を読んでびっくり、しました」

「う、うぅぅ……わ、私の春休みの予定が……九条さんの海外公演にくっついていくハネムーンは……？」

　どれ、と稲荷がその達筆の手紙に目を通しながら、ほむらに宣告します。

「はぁ、ハネムーン？……それは知らないけど無理じゃない？　朝から晩まで塵劫術マテマテカをみっちり仕込むって書いてあるよ」

「うええ……ご勘弁を……」

「うらやましいですねぇ～、ほむらさん」と、我が事のように胸を躍らせる雨乃。「ん～でも残念です！　ご一緒したくても、春休みではボクの新しいボディは間に合わなそうですから……」

「そ、そうなの……？　舎人主任を二十四時間働かせて仕上げるとかで何とかできないの？」

「雨乃のボディだぞ。適当なこと言うな」と、突っ込みを入れる東野。

「───じゃ、じゃあ、ぶ、部長!?　ご一緒にぜひ、二人行動の原則！」と、すがった御陵はいかにも残念そうに首を振ります。

「元部長、です、よ？　もう、わたしの身分証は、お返しして、しまいましたし……ちょっとばかり、難しそう、ですね」

「えー……だったら稲荷先輩は!?　しばらくアヴギスちゃんに会ってないでしょ？」

「アヴギスも、もう『ちゃん』っていう年齢じゃないってば」

　と、さばさばと語る稲荷は、少し首を傾けながら言葉を続けました。

「……それに悪いけど、あたしには春休みのうちに説得しないといけない相手がいるから。行きたくても無理かな」

　さりげない稲荷の言葉でしたが、また一同ははっとさせられました。

「スナオちゃん……じゃあ、探検部を続けていく気に、なった、の……？」
















　と、おそるおそる尋ねる御陵。これまで副部長の稲荷は、空席となる部長の席に就つくと確たる返事はしませんでした。部の進退すらも明言は避けていました。

　その稲荷から、巨人事件以降はじめて前向きな言葉を耳にして、ほむらや東野、雨乃たちも表情を輝かせます。天竜代表の続報が彼女にどう作用したのか、いつか尋ねられたら、と東野はひそかに胸に留めました。

「マヨが卒業するまでだったっけかな、約束は」

　自嘲気味に語る稲荷に、御陵はぷるぷると必死に首を振って答えます。

「そんなの、は、もう気にしていません、し、気にしないで、ください。でしたらスナオちゃん……わたしもお願いに、行きます。スナオちゃんの、お母様に……」

「もちろん俺だって嘆願に行きますよ」と、申し出る東野。

「いいってば。ややこしくなるだけだもの」と、恥ずかしそうに両手を振る稲荷。「少し長期戦になるかもだけど、じぶん一人でかけあってみる。いざとなったらモリちゃんに頼るつもり。そういうのがモリちゃんの仕事でしょ。ああでも、ほむらが来てくれるのは効果あるかも。こんな頼りない後輩がいるんだって」

「ちょ、稲荷先輩ぃ？」

　頰を膨らませてみせるほむらも、家庭の事情については他人事ではありませんが、稲荷に比べれば見込みはあるほうです。

「それにほら、万が一、七久保ナナの奴が、新しい日本代表とかにさせられたら、またあたしばっかり逃げたとか愚痴を言われちゃうもの」

「あっ、そうですね。七久保先輩なら、いい代表になれます！　でも、お一人だけでは大変ですよ。仙台地区での探検部の新設もありますし、東こ日っ本ち側に相談しやすいお友達が欲しいと思いますけれど……？」と、屈託無く雨乃は語って、稲荷をちょっぴり弱らせました。

　ぐぬぬ……と呻くほむらは、稲荷の進退の件で流されつつある自分の長期ミッションについて、強引に話題を引き戻します。

「───ああはいはい、じゃあもう仕方ないや、東野くんだ」

「あ？　仕方ないとはなんだよ。俺はもう稲荷先輩と一緒に、すばる姫の城には逗とう留りゅうさせてもらっただろ？　貴重な機会なんだから、今度は他の調査官が行くべきだって。そういうことなら、できれば魔法向けの……」

「えっ……他の……？」

「たとえば……結理ちゃんとか、ですか？」と、御陵。

「それはまたマヨよりも許可が降りなさそうだけど」

　稲荷は苦笑します。ほむらの長期ミッションにせよ、鼎結理を誘ってみるにせよ、無理難題に藤森顧問が頭を抱えるのは必至のようです。
















　春は、別れの季節───旅立ちのクロスロード。

　なかなか足に馴な染じんでくれない硬い靴で、精一杯に胸を張って歩き出す。

　捨てきれない不安も後悔も、未練がましくザックの底に押し隠しながら強がって。

　この道の先で待っている、未知の自分と出会うために。




　冒険が、ようやく始まる。

　私はこの物語の中にいる。

　いつかはあっけなく終わりを迎える、この物語の中に。








（おわり）
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星空めてお






　ファイヤーガール３「青銅の巨人」下巻をお届けいたします。

　シリーズ計七冊目にして最終巻となりました。最後の一冊を読み終え、足かけ五年、作中では一年間に渡った、ほむらたち青藍高あおこー探検部の道連れを終えたあなたが、心地よい疲労と充足感に包まれていることを祈ります。




　今回は、これまであとがきでお礼の出来なかった方々を紹介したく思います（ＦＧ三銃士を連れてきたよ！）。

　小説の装丁全般を手掛けてくださった「WINFANWORKS」さんは、設定資料本やUNPIEPのロゴデザインも担当してくださいました。いつもぎりぎりの入稿でご迷惑をかけ、いきなり「組織図つけたい」とか言い出したり散さん々ざん無理を申しましてすみません。コンパクトとはとても言えない本作の、隅々まで細かな気配りをもって仕上げられ、読み手のもとに届けてくださったことに深く感謝いたします。

　３Ｄの専門家「砂すな鳥どり音ね幸こ」さんには、虚惑星の天文シミュレーションを作っていただきました。惑星本体の影が落ちるベーグルの姿とか、冬期になるとベーグルの影に出たり入ったりする太陽、という虚惑星ならではの景観を検証したく、お忙しいところを押してお願いしました。ありがとうございます。次はＶＲ映像で！

[image: ]

　イラストレーター・漫画家の「大おお石いし竜りゅう子こ」さんには設定資料本で、小ネタ満載の素敵な地図を製作していただきました。地図といえばファンタジーの王道です。ネタバレ気味になってしまう都合上、本編に収録できなかったのがとても残念です。いつか前二作に「青銅の巨人」編もくわえて三枚綴りのリトグラフにしてみたいです。

　また、文章校正の「鴎おう来らい堂どう」さん（四銃士だ）には、プロフェッショナルの名にふさわしい仕事ぶりを見せつけられました。自分が青息吐息で書きあげた生原稿が、釣ったばかりでビチビチ暴れているマグロとすれば、鴎来堂さんの精読を受けて戻ってきた完成品はきっちりと鱗うろこを落とし整然と下駄に盛られた江戸前寿司……そのくらいの違いがありました。それでも文中に誤りが見つかった時は、もう九割九分、往生際の悪い著者が、加筆や修正を加えためておゾーンなのですごめん（このあと書きもね）。




　そしてもちろん忘れちゃいけない、シリーズ全巻を通じて素晴らしい挿絵を描きおろしてくださったお二人にも、お礼の言葉を───。

　活き活きと魅力的なキャラクターたちで日ノ岡ほむらの世界を広げてくださったBUNBUNさん。ほむら目線での親しみ深さや、冒険に挑む勇ましさ、色々な味わいを生み出して、忘れがたい思い出を作っていただきました。巻を追うごと密度を増してエスカレートした章間イラストにも目が和みました。

　そして、壮大で重厚な風景画で、虚惑星の匂いや音、手ざわりまでも描き伝え、冒険の興奮をおおいに盛り上げてくださった浪人さん。

　お二人へ限りない感謝の気持ちをお届けしたく思います。

　また、傀儡と巨人のデザインで本作品世界ならではの特徴をばっちり表現していただいた、かねこしんやさんにもお礼を申し上げます。

　───最後に、ここまでお付き合いいただいたあなたへ。

　また今後再び、日ノ岡ほむらや東野巧たちと出会い、新たな旅へ出発する機会があるかはわかりませんが、いつか冒険の続きをお届けできたらいいなと思います。その時には、どうかぜひまた旅の仲間となってくださいますようお願いいたします。

　どうもありがとうございました。







　……さて、ここより辛からい余談です。

　外国のそれなりの大きさの街では、ほぼかならず中華街チャイナタウンが見つかり、祝日でも確実に営業中の中華料理店に救われたことが多々あります。以来、この異国の中の異国に紛まぎれては、現地の麻まー婆ぼー豆どう腐ふを食べ比べるのがちょっとした旅のテーマだったり。

　けれども実は今日に至るまで、ごく近所にある神田岩本町の「巴は蜀しょく」に優るマーボーを知りません。日本人向けの味覚にアレンジされているとしても、横浜中華街の名店やあの有名チェーン店も何かが違う……。

　残念ながらこの「巴蜀」、昨年閉店してしまいました。世界で一番だったかもしれぬ、あの味が失われたかと思うと辛抱たまらず、この悲しみを乗り越えるべく、いずれは麻婆豆腐発祥の地、中国四川省に乗り込んで対決する所存。旅は憂うれいもの辛からいもの。それまでに自分の見聞を広めるべく、あなたの地元のおすすめ（できれば激辛系の）麻婆情報をお待ちしています。ついでに本作の感想などお寄せくださいますとありがたし！
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